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一、

ｻ
在
の
株
式
額
面

現
在
、
株
式
の
一
株
の
金
額
は
、
原
則
が
慣
習
的
に
五
十
円
と
な
っ
て
い
る
。
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面
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額
の
引
上
げ



　
　
　
株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

　
旧
商
法
で
は
二
十
円
以
上
（
旧
商
法
二
〇
ご
条
）
と
な
っ
て
お
る
為
に
、
未
だ
に
二
十
円
の
会
社
も
あ
る
。
福
助
足
袋
、
新
東
宝
、
と
い
う
よ

う
な
例
で
あ
る
。
東
京
の
株
式
で
は
、
後
楽
園
、
ス
ポ
ー
ツ
、
さ
く
ら
観
光
、
東
京
興
業
、
国
際
劇
揚
、
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
映
画
、
江
東

楽
天
地
、
太
笛
映
画
と
い
う
よ
う
な
例
が
あ
り
、
大
阪
の
株
式
で
も
大
阪
窯
業
、
今
里
土
地
、
大
神
中
央
土
地
、
吉
本
興
業
、
近
畿
映
画
、

と
い
う
よ
う
な
例
が
φ
る
。
名
古
屋
で
も
御
園
座
は
二
十
国
で
あ
る
。
地
方
の
株
で
は
、
例
え
ば
富
山
合
同
興
業
と
い
う
よ
う
な
の
が
あ
る
。

興
業
会
社
等
が
多
い
の
は
、
人
気
商
売
で
大
衆
株
主
を
集
め
π
と
い
う
遺
物
で
あ
る
。
福
助
足
袋
な
ど
は
、
以
前
に
取
引
先
の
小
売
屋
な
ど

に
、
五
株
つ
つ
合
わ
せ
て
百
円
の
株
を
持
た
せ
陀
名
残
り
で
あ
る
Q

　
半
端
な
の
も
あ
る
。
大
会
社
で
は
、
敷
島
紡
績
が
最
近
ま
で
二
十
五
円
で
あ
っ
π
。
再
評
価
積
立
金
の
資
本
繰
入
れ
と
い
う
方
法
に
よ
っ

て
、
漸
く
五
十
円
株
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
つ
だ
。
星
製
薬
も
二
十
五
円
で
あ
る
Q
三
十
円
の
例
で
は
、
静
活
と
い
う
よ
う
な
の
が
あ
る
。

　
逆
に
五
十
円
以
上
で
、
百
円
、
二
百
円
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。
厳
格
に
は
株
式
で
は
な
い
が
、
日
本
銀
行
出
資
は
一
口
百
円
で
あ
る
。
株

式
の
方
で
は
、
例
え
ば
仙
台
の
河
北
新
報
社
の
如
き
が
百
四
株
で
あ
る
。
明
治
鉱
業
の
如
き
も
百
円
株
で
あ
っ
だ
が
、
他
に
追
随
し
て
五
十

四
株
に
し
て
し
ま
つ
だ
。
再
評
価
積
立
金
の
資
本
繰
入
れ
に
よ
っ
て
、
最
近
百
円
株
と
し
た
も
の
に
は
、
大
丸
、
日
本
通
運
、
大
和
紡
績
、

旭
化
成
、
井
筒
屋
の
如
き
が
あ
る
。
新
商
法
の
視
定
に
よ
っ
て
五
百
円
株
と
し
だ
も
の
に
は
、
東
京
電
力
、
関
西
電
力
等
の
各
電
力
会
社
の

外
、
野
沢
石
綿
セ
メ
ン
ト
、
東
宝
の
如
き
が
で
き
だ
。

　
現
在
の
商
法
改
正
に
先
立
っ
て
行
は
れ
π
旧
商
法
の
改
正
以
前
に
は
、
未
払
込
株
金
と
い
う
制
度
が
あ
っ
た
。
四
分
の
一
を
先
づ
払
込
み
、

後
は
必
要
に
応
じ
て
、
順
次
に
払
込
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
十
二
円
五
十
銭
の
株
と
か
、
三
十
五
円
の
株
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

あ
っ
π
。
こ
の
夫
払
込
の
制
度
は
、
今
は
廃
止
に
な
つ
π
の
で
あ
る
が
、
後
仕
末
が
完
全
に
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
全
国
の
株
式
会
社
の
中

で
は
、
ま
だ
未
払
込
株
の
ま
ま
残
っ
て
お
る
も
の
が
相
当
あ
る
。
上
場
株
の
申
に
も
、
二
、
三
残
っ
て
お
っ
た
が
、
最
近
こ
れ
を
整
理
し
た
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よ
う
に
思
う
。
し
か
し
全
国
で
は
、
ま
だ
犬
分
残
っ
て
お
る
よ
う
で
あ
る
。
国
税
庁
調
の
「
本
邦
会
社
数
及
び
資
本
金
調
」
に
よ
る
と
、
昭

和
二
五
年
三
月
末
現
在
で
、
全
国
会
社
数
は
、
二
〇
七
、
八
九
三
会
社
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
株
式
会
社
は
、
一
三
四
、
〇
六
四
会
社
（
全
会

点
数
の
六
四
、
四
％
）
で
あ
る
。
全
国
会
社
資
本
金
総
額
は
、
二
三
四
、
⊥
ハ
六
四
、
0
0
0
千
円
（
約
二
千
三
百
五
十
億
円
）
で
あ
る
が
、

一
会
社
当
り
資
本
金
総
額
は
、
一
、
一
二
八
干
国
（
約
百
万
四
）
で
あ
っ
て
、
払
込
資
本
金
額
は
、
一
、
○
八
三
干
円
と
な
っ
て
お
る
。
つ

ま
り
未
払
込
が
四
％
程
残
っ
て
お
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
半
端
な
株
が
ま
だ
大
分
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

二
、
額
面
金
額
引
上
げ
の
是
否

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
五
十
円
と
い
う
金
額
は
、
現
在
の
物
「
価
か
ら
い
う
と
、
あ
ま
り
に
少
額
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
Q
こ
、
に
問
題
が
あ
る
Q

　
戦
前
で
あ
れ
ば
、
五
十
円
と
い
う
金
額
は
相
当
の
金
額
で
あ
っ
だ
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ォ
ソ
の
結
果
と
し
て
、
総
て
の
物
価
が
上

昇
し
、
貨
幣
価
値
が
三
百
分
の
一
と
い
う
程
度
ま
で
下
っ
て
お
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
釣
合
を
持
だ
せ
る
必
要
が
起
る
。
ベ
イ
ス
ア
ッ

プ
で
あ
る
。
ベ
イ
ス
ア
ッ
プ
の
必
要
は
労
働
賃
銀
に
限
る
問
題
で
は
な
い
。
資
本
も
亦
物
価
に
ス
ラ
イ
ー
3
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
勿
論
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
異
論
が
あ
り
得
る
。
一
つ
は
、
株
式
の
額
面
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
意
昧
を
持
た
な
い
。

だ
か
ら
ど
う
で
も
い
～
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
Q
私
も
額
面
が
必
ず
し
も
意
昧
を
持
だ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
常
ζ
説
い
て
お
る
。
つ
ま
り

全
資
本
金
を
均
等
の
株
式
に
分
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
が
主
π
る
意
昧
を
持
つ
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
五
十
国
と
い
う
の
は
、
最
初
の
払
込

を
示
す
だ
け
の
数
字
で
あ
る
。
そ
の
後
の
株
主
は
、
時
価
に
よ
っ
て
株
式
を
売
買
し
て
お
る
の
で
あ
る
か
ら
、
配
当
に
つ
い
て
も
利
廻
り
だ

け
が
意
味
を
持
つ
。
額
面
は
意
志
を
持
だ
な
い
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
額
面
を
廃
止
し
ろ
。
つ
ま
り
無
額
面
株
に
し
て
し
ま

　
　
　
株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

一5　一一



　
　
　
株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

え
と
い
う
の
な
ら
徹
底
す
る
の
で
あ
る
が
、
額
面
が
あ
る
以
上
は
、
や
は
り
五
十
国
が
意
昧
を
持
つ
。
そ
こ
で
こ
れ
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
と
い
う
こ
と
に
な
お
の
で
あ
る
。
勿
論
配
当
が
今
日
の
よ
う
に
名
目
的
に
高
率
配
当
に
な
っ
て
お
っ
て
、
誤
解
を
生
む
と
い
う
よ

う
な
問
題
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
額
面
自
体
の
問
題
で
は
な
い
。
資
本
再
評
価
の
程
度
と
か
、
再
評
価
積
立
金
の
資
本
繰
入
と
い
う
よ
う
な
問

題
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
二
の
議
論
は
、
一
株
の
金
額
は
五
十
円
で
あ
ろ
う
が
何
で
あ
ろ
う
が
同
じ
こ
と
で
は
な
い
か
。
運
営
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
よ
く
、
多
く
の
会
社
で
行
わ
れ
て
お
る
よ
う
に
、
例
え
ば
十
株
券
以
下
を
発
行
し
な
い
。
多
数
株
主
に
対
し
て
は
、

五
十
株
券
・
百
株
券
・
千
株
券
を
発
行
し
て
お
る
か
ら
、
株
式
の
額
面
は
事
実
上
、
五
百
円
・
二
千
五
百
円
・
五
千
円
・
五
万
円
と
同
じ
こ

と
に
な
る
。
ま
だ
取
引
所
の
取
引
単
位
は
百
株
で
あ
る
か
ら
、
取
引
は
、
額
面
五
千
四
単
位
で
行
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
事
実
上
一
株
五
十
円

で
も
支
差
え
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
運
営
上
解
決
し
て
行
く
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
が
、
新
商
法
で
は
こ
れ
で
都
合
が
悪
く
な
っ
た
。
株
主
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば
、
一

株
券
で
も
こ
れ
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
新
法
上
、
株
式
の
譲
渡
は
絶
対
自
由
で
あ
り
、
単
位
は
一
株
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
る
か

ら
で
あ
る
。

三
、

少
数
株
主
権
問
題
、
及
び
株
式
費
用
の
彪
大
化

の
樹
策
と
し
て
の
額
面
金
額
引
上
げ
の
必
要
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商
法
の
改
正
が
行
わ
れ
だ
に
つ
い
て
、
多
く
の
点
で
経
営
£
影
響
を
生
す
る
事
柄
が
生
れ
た
。
こ
れ
は
新
法
に
慣
れ
な
い
為
に
過
渡
期
の

現
象
と
し
て
起
る
事
柄
も
あ
り
、
ま
だ
切
替
え
の
間
に
生
す
る
混
乱
と
か
不
便
と
か
云
う
も
の
も
あ
る
。
中
に
は
新
商
法
が
、
我
が
国
現
在



の
事
情
に
会
わ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
も
う
一
度
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
叫
ば
れ
て
お
る
よ
う
な
問
題
も
あ
る
が
、
そ
の
中
で
資
本
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

関
係
し
て
一
番
世
間
で
問
題
と
せ
蓉
れ
て
お
る
の
は
、
少
数
株
主
権
の
問
題
で
あ
る
。
即
ち
、
新
法
は
株
主
の
権
利
を
強
化
し
、
一
株
の
株

主
す
ら
備
置
書
類
の
閲
覧
権
や
、
代
表
訴
訟
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
所
謂
「
会
社
荒
し
」
の
問
題
が
大
分
問
題
と
せ
ら
れ
て
お
る
。

し
か
し
、
理
論
上
は
、
少
数
株
主
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
も
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
唯
こ
れ
を
観
念
的
に
考
え
て
、

過
度
に
な
っ
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
緩
和
す
る
方
法
の
一
つ
は
、
一
株
の
金
額
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
株
と
い
う
単
位
の
相
対
的
地
位
を
上
げ
る
こ
と
に
あ

る
。　

伺
、
次
の
問
題
は
、
一
株
の
金
額
が
過
少
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
結
果
、
目
に
見
え
な
い
経
営
上
の
無
駄
が
起
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
直
接
的
に
云
っ
て
も
、
一
枚
の
株
券
の
印
刷
費
用
だ
け
で
も
現
在
凡
そ
十
五
口
乃
至
三
十
七
、
八
国
を
要
し
て
お
る
。
こ
の
株
券
を

送
附
す
る
封
筒
代
・
書
留
・
配
達
証
明
の
郵
税
の
如
き
を
考
え
れ
ば
、
か
り
に
】
株
の
株
主
で
あ
る
と
す
る
と
（
各
社
に
こ
の
種
の
株
主
は

決
し
て
絶
無
で
は
な
い
。
ま
だ
相
当
の
数
が
あ
る
。
）
　
五
十
口
の
払
込
が
全
部
が
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
株
式
全
体

か
ら
云
え
ば
、
株
主
』
入
当
り
は
四
〇
〇
1
五
〇
〇
株
程
度
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
自
ら
計
算
は
変
っ
て
く
る
が
、
こ

の
場
合
と
云
え
ど
も
、
一
株
単
位
の
端
数
株
に
は
同
様
の
問
題
が
残
る
わ
け
で
あ
る
。
爾
、
年
二
回
の
株
主
総
会
ご
と
に
各
株
主
に
つ
き
一

定
の
経
費
が
か
か
る
。
　
一
つ
の
計
算
例
を
示
せ
ば
次
の
如
く
な
っ
て
お
る
。
、

　
封
筒
二
枚
（
一
円
五
十
銭
）
、
同
封
は
が
き
二
枚
（
十
円
）
、
議
案
二
枚
（
三
円
）
、
　
同
封
委
任
状
は
が
き
の
収
入
印
紙
（
四
円
）
、
終
了
通
知
は
が
き
二
枚
（
十
円
）
、
は

　
が
き
印
刷
代
四
枚
（
二
円
）
、
郵
送
料
二
回
（
十
六
円
）
、
合
計
四
十
六
円
五
十
銭
。

　
と
な
っ
て
お
る
。
伺
こ
の
外
に
、
特
別
決
議
を
要
す
る
株
主
総
会
の
如
き
に
な
れ
ば
、
委
任
状
の
蒐
集
の
為
に
、
一
、
二
回
の
督
促
が
行

わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
為
に
更
に
別
の
十
円
以
上
が
必
要
と
な
る
。
即
ち
、
年
々
の
直
接
の
経
費
だ
け
で
五
十
円
以
上
と
な

　
　
　
株
式
額
面
金
額
の
引
上
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る
の
で
あ
っ
て
、
一
株
の
金
額
が
五
十
円
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
余
り
に
釣
合
を
失
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
ビ
し
ル
会
社
の
株
式
が
、
僅
か
ピ
ー
ル
一
本
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
時
も
あ
る
。
ピ
ー
ス
一
箱
で
、
何
々
会
社
の
株
が
買
え
る
と
い
う
証
券

会
社
の
広
告
が
み
つ
だ
が
、
ま
つ
だ
く
戯
談
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
伺
、
間
接
的
の
費
用
の
問
題
も
あ
る
。
一
株
の
株
主
に
で
も
営
業
報
告
書
等
を
送
っ
て
お
る
。
こ
の
営
業
報
告
書
が
最
近
所
謂
P
・
R
運

動
の
結
果
と
し
て
大
変
立
派
に
な
つ
だ
。
こ
れ
自
体
に
も
考
う
べ
き
問
題
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て
、
こ
の
費
用
が
馬
鹿
に
な
ら

な
い
。
五
万
部
所
印
刷
し
て
お
る
会
社
で
、
一
部
二
十
円
位
で
あ
げ
て
お
る
例
も
あ
る
が
、
高
い
所
で
は
二
百
円
徒
つ
い
て
お
る
の
も
あ
る
。

増
資
目
論
見
書
の
中
に
は
六
百
円
か
、
つ
て
お
る
の
も
あ
る
Q

正
規
の
営
業
報
告
書
以
外
に
、
「
報
告
」
「
近
況
」
「
株
主
通
信
」
等
を
月
々
叉
は
決
算
期
の
中
間
に
送
っ
て
お
る
会
社
も
あ
る
。
株
主
を
大
事

に
し
、
株
主
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
っ
て
、
大
い
に
奨
励
す
べ
き
現
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
五
十
円
一
株
の
株
主
ま
で
及

ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
だ
後
に
述
べ
る
如
く
、
株
主
数
の
増
大
は
、
現
在
高
度
会
社
に
於
け
る
当
然
の
事
象
で
あ
る
が
、
株
主
数
の
増
大
は
資
本
金
の
大
き
さ

に
は
比
例
し
な
い
。
小
株
主
の
比
率
が
関
係
を
持
つ
。
そ
こ
で
小
株
主
を
あ
る
程
度
で
整
理
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
経
営
上
の
費
用
に
関
係

を
持
つ
d
現
在
、
大
会
社
、
殊
に
株
式
の
流
通
即
ち
取
引
高
大
な
る
花
形
会
社
に
な
れ
ば
、
株
主
係
の
人
数
は
立
大
な
も
の
で
あ
っ
て
、
五
、

六
十
人
乃
至
百
人
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
常
時
は
兎
に
角
、
増
資
等
の
時
期
に
な
れ
ば
、
臨
時
雇
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
加
え
て
、
夏

に
別
の
絶
入
が
加
わ
っ
て
お
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
。
し
か
る
に
小
株
主
数
は
後
述
す
る
如
く
、
椋
主
数
の
二
、
三
〇
％
に
も
及
ぶ
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
所
有
株
式
数
は
、
さ
ま
で
大
で
は
な
い
け
れ
ど
、
．
（
通
常
は
ニ
ー
三
％
、
会
社
に
よ
っ
て
は
、
一
％
以
下
の
所
も
あ
る
。
）
手
数

は
、
小
株
主
も
大
株
主
も
同
じ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
小
株
主
を
あ
る
程
度
ま
で
整
理
す
る
こ
と
も
ま
だ
合
理
的
で
あ
る
。
こ
の
為
に
も
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一
株
．
の
金
額
を
上
げ
る
必
要
が
お
こ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

四
、
額
面
金
額
引
上
げ
の
程
度

　
し
か
ら
ば
、
一
株
の
金
額
を
ど
の
辺
ま
で
上
げ
れ
ば
良
い
か
。
こ
れ
が
一
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
た
よ
う
な
問
題
は
、
貨
幣
の
単
位
を

ど
の
程
度
の
も
の
に
す
る
の
が
よ
い
か
。
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
戦
前
の
比
率
で
行
け
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ン
ド
は
一
番
大
き
く
、
ア
メ
リ

カ
の
ド
ル
が
こ
れ
に
続
い
だ
。
そ
の
比
は
一
対
四
・
五
程
度
で
あ
っ
把
。
日
本
円
と
か
東
洋
諸
国
の
ド
ル
は
、
米
ド
ル
に
対
し
て
夏
に
半
分

で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
グ
ル
デ
γ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ク
ロ
ー
、
矛
等
が
こ
れ
に
続
き
、
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
と
か
、
ス
イ
ス
の
フ
ラ
ン
な
ど

は
更
に
こ
の
半
分
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
が
こ
れ
に
続
い
だ
。

　
我
国
も
黒
和
後
は
、
や
が
て
国
際
通
貨
協
定
に
入
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
は
、
日
本
の
通
貨
を
ど
の
程
度

に
定
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
問
題
と
な
る
筈
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
七
月
現
在
の
国
際
通
貨
協
定
に
於
け
る
各
国
通
貨
の
割
合
を
見

る
と
、
必
で
し
も
国
の
経
済
力
と
は
比
例
し
て
い
な
い
。
昔
は
本
位
貨
が
高
い
方
が
国
の
名
誉
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
低
く
す
る
こ
と
は
国
辱

で
あ
る
よ
う
な
考
え
方
も
あ
っ
だ
が
、
現
在
で
は
む
し
ろ
貿
易
上
の
利
益
と
か
、
国
内
生
活
の
水
準
の
維
持
と
か
い
う
よ
う
な
実
態
的
な
影

響
を
先
づ
考
え
る
よ
う
な
思
想
が
強
く
な
っ
て
お
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
々
例
を
上
げ
る
こ
と
を
省
略
す
る
が
、
米
ド
ル
と
比
津
し
て
山
悶
同
い

の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ウ
ン
ド
（
○
・
四
四
六
四
二
九
）
、
エ
ジ
プ
ト
の
パ
ウ
ン
ド
（
0
．
三
四
八
二
四
二
）
、
イ
ラ
ク
の
デ
ィ
ナ
ー

ル
（
○
・
三
五
七
一
四
三
）
、
と
い
う
よ
う
な
所
で
あ
っ
て
、
低
い
方
で
は
、
ボ
リ
ビ
ア
の
ボ
リ
ピ
ア
ノ
（
六
〇
）
、
ベ
ル
ジ
ュ
ー
ム
の
フ
ラ

ン
（
五
〇
）
、
チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
コ
ロ
ー
ナ
（
五
〇
）
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
フ
ラ
ン
　
（
五
〇
）
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ビ
ア
の
デ
ィ
ナ
ー

ル
（
五
〇
）
、
イ
ラ
ン
⑳
ラ
イ
ア
ル
（
三
二
・
二
五
）
、
チ
リ
ー
の
ペ
ソ
（
一
一
二
）
“
ブ
ラ
ジ
ル
の
ク
ル
チ
ェ
イ
ロ
（
一
八
・
五
）
、
ア
イ
ス
ラ

　
　
　
株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ
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ン
ド
の
ク
ロ
ー
ナ
（
一
六
・
二
八
五
七
）
、
と
い
う
よ
う
な
所
で
あ
る
Q
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
リ
ン
グ
、
支
那
の
ユ
ァ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ

ラ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ド
ゥ
ラ
ク
マ
、
イ
タ
リ
ア
の
リ
ラ
、
タ
イ
の
バ
ー
ト
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
ペ
ソ
、
の
如
き
は
、
ま
だ
平
価
の
率
が
確
定
し

て
な
い
Q

　
所
詮
、
国
の
経
済
力
及
び
経
済
状
態
を
考
慮
し
て
定
ま
る
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
日
本
の
円
の
状
態
が
、
こ
の
ま
、
で
い
い
筈
は
な
い
。

こ
の
関
係
は
、
高
く
て
も
安
く
て
も
、
数
学
的
に
は
同
じ
筈
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
。

　
株
式
の
額
面
、
従
っ
て
は
こ
れ
を
基
準
と
す
る
一
株
の
価
格
の
水
準
を
ど
の
程
度
に
置
く
こ
と
が
い
い
か
。
　
（
例
え
ば
、
五
十
円
株
な
ら

ば
六
十
国
と
か
七
十
国
と
か
い
う
相
揚
が
現
わ
れ
る
。
こ
れ
が
建
値
と
な
る
。
取
引
単
位
の
問
題
は
更
に
別
に
存
在
す
る
。
）
と
い
う
こ
と

は
同
様
多
く
の
条
件
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
一
国
の
経
済
力
と
い
う
こ
と
に
も
関
係
が
あ
る
し
、
論
い
う
貨
幣
の
単
位
と

い
う
こ
と
に
も
関
係
が
あ
る
Q
株
式
市
揚
の
情
況
と
い
う
こ
と
に
も
関
係
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
株
の
金
額
を
半
分
に
し
泥
と
し
て
、
株
価

は
比
例
的
に
半
分
と
な
る
か
と
い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
条
件
等
し
と
す
れ
ば
、
多
く
の
場
合
半
分
以
上
と
な
る
。
そ
れ
は
、
金
額

が
小
さ
い
為
に
買
い
得
る
投
資
層
が
増
大
す
る
か
ら
で
あ
る
Q

　
し
か
ら
ば
小
さ
い
方
が
い
い
か
。
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
Q
株
主
か
ら
い
っ
て
も
小
さ
け
れ
ば
相
対
的
に
費
用
が
か
か
る
。
例
え
ば
株

式
の
売
買
手
数
料
は
比
例
的
で
な
い
。
現
在
の
手
数
料
で
い
け
ば
、
十
国
株
は
一
国
五
十
銭
の
手
数
料
、
百
国
株
は
三
円
、
千
円
株
は
六
円

二
十
五
銭
で
あ
る
。
売
っ
て
買
え
ば
往
復
の
手
数
料
が
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
取
引
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
尤
も
最
近
の
マ
ー
ジ
ン
取
引
で
は
、

復
の
方
の
手
数
料
を
四
分
の
一
と
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
π
が
、
相
婿
の
大
小
に
よ
る
差
は
同
様
で
あ
る
Q
会
社
の
側
か
ら
い
っ
て
も
、
前

述
の
如
く
経
費
の
率
が
違
う
か
ら
、
こ
れ
は
会
社
毎
に
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
要
点
を
含
ん
で
お
る
Q

　
だ
か
ら
、
一
株
の
金
額
を
ど
の
程
度
に
す
る
こ
と
が
一
番
い
い
か
。
と
い
う
こ
と
は
会
社
の
種
類
、
会
社
の
投
資
層
の
情
況
、
会
社
の
規
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模
、
競
争
会
社
の
株
式
の
情
況
、
そ
の
株
式
の
も
つ
市
揚
的
地
位
等
に
よ
っ
て
等
し
《
な
い
。
各
経
営
者
が
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題

な
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
で
は
不
思
議
に
も
、
合
ま
で
こ
の
問
題
を
経
営
者
が
真
剣
に
考
え
π
よ
う
な
例
を
聞
か
な
い
。
大
体
、
株
式
及

び
株
主
の
問
題
が
会
社
経
営
に
重
大
な
る
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
気
付
か
な
い
入
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
額
面
の
問
題
に
至
っ
て
は
、

ま
る
で
額
面
を
与
え
ら
れ
π
る
前
提
と
し
て
、
漫
然
と
処
理
し
て
お
る
か
の
如
く
見
え
る
Q
し
か
し
、
今
後
は
、
い
か
な
る
方
面
の
投
資
層

を
握
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
な
揚
合
も
起
っ
て
く
る
こ
と
～
思
う
。
し
か
し
、
勿
論
一
方
の
考
え
方
は
、
な
る
べ

く
各
社
共
額
面
を
揃
え
、
額
面
を
上
げ
る
な
ら
各
社
一
緒
に
上
げ
る
方
が
い
㌧
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
殊
に
取
引
所
の
処
理
な
ど
は
こ
の

方
が
便
利
も
め
る
。
冷
日
、
大
部
分
の
会
社
が
五
十
円
に
な
っ
て
お
る
為
に
、
半
端
な
額
面
は
却
っ
て
不
便
が
多
い
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
一
概
に
は
云
え
な
い
。
現
に
戦
前
特
に
二
十
円
に
し
π
会
社
と
か
、
十
二
円
五
十
銭
払
込
の
新
株
で
操
作
し
た
例
と

か
、
逆
に
百
円
株
二
百
円
株
を
発
行
し
だ
例
と
か
が
あ
る
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
れ
ら
は
一
々
意
味
と
理
由
と
を
持
っ
て
お
っ
た
よ
う
な
わ
け

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
Q

五
、
五

千

圓

読

　
こ
の
個
別
の
会
社
の
政
策
の
問
題
を
別
と
し
て
、
一
般
的
標
準
的
に
考
え
て
、
ど
の
程
度
の
金
額
を
妥
当
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論

こ
れ
に
も
亦
、
過
渡
期
と
し
て
考
え
る
の
と
、
落
看
い
た
先
を
考
え
る
の
と
で
は
、
自
ら
結
論
が
違
っ
て
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
商
法
政
正
に
当
っ
て
、
従
来
の
規
定
を
ど
の
程
度
に
修
正
す
る
か
。
と
い
う
の
は
一
問
題
で
あ
っ
た
。
私
な
ど
は
、
第
一
案
と
し
て
、
一

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
（
1
）

株
五
千
円
説
を
出
し
だ
。
そ
の
一
番
分
り
易
い
根
拠
は
、
取
引
所
の
取
引
単
位
が
百
里
で
あ
っ
て
、
額
面
五
千
円
が
現
在
既
に
取
引
単
位
と

な
っ
て
お
る
。
だ
か
ら
率
直
に
こ
れ
を
採
用
し
た
方
が
良
い
。
と
い
う
の
で
あ
る
。
伺
、
五
千
円
は
五
十
円
の
百
倍
で
あ
る
。
物
価
指
数
は

　
　
　
株
式
額
面
金
叡
の
引
上
げ
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株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

三
百
倍
に
達
し
て
お
る
か
ら
、
そ
の
点
か
ら
云
え
ば
、
一
万
円
で
も
高
過
ぎ
は
し
な
い
と
思
う
が
、
後
に
述
べ
る
如
く
、
直
ち
に
物
価
指
数

だ
け
で
考
え
て
、
二
百
倍
を
採
用
す
る
の
も
行
き
過
ぎ
の
識
を
免
が
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
一
般
的
物
価
指
数
は
、
笑
生
活
の
指
標
と
し
て
必
ず
七
も
正
し
く
な
・
い
。
経
済
上
の
実
勢
力
を
必
ず
し
も
表
現
し
て
い
な
炉
か
ら

で
あ
る
。
現
に
、
各
層
に
於
け
る
経
済
実
力
、
例
え
ば
購
売
力
と
か
投
資
力
と
か
生
活
余
力
と
か
は
こ
れ
に
照
応
し
て
い
な
い
。
殊
に
従
来

の
投
資
層
に
属
す
る
よ
う
な
寄
々
は
、
所
謂
斜
陽
階
級
と
な
っ
て
お
っ
て
、
こ
の
階
級
層
が
現
在
最
も
困
っ
て
お
る
。
成
程
、
新
し
い
資
産

階
級
は
で
き
て
来
て
お
る
。
例
え
ば
、
所
謂
闇
成
金
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
人
達
は
、
未
だ
株
式
投
資
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
。

知
識
も
持
っ
て
い
な
い
し
、
慣
れ
て
も
い
な
い
Q
競
馬
と
か
競
輪
と
か
の
方
に
は
ま
だ
興
昧
を
持
っ
て
お
る
が
、
株
式
の
方
に
は
こ
の
資
金

が
動
い
て
来
な
い
。
従
来
の
投
資
層
も
徐
々
に
、
経
済
誌
を
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
に
ま
だ
両
三
年
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
直
ち

に
二
百
倍
と
か
三
百
倍
と
か
に
持
っ
て
苛
ぐ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
い
所
百
倍
で
あ
ろ
う
が
、
立
法
で
は
ま
だ
そ
れ
も
躊
躇
し
π
。
過
料
、

罰
金
等
々
の
如
き
で
も
、
現
在
ま
で
の
法
律
改
正
に
当
っ
て
は
、
二
十
倍
乃
至
三
十
倍
程
度
が
採
用
せ
ら
れ
て
お
る
。
今
回
の
改
正
商
法
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
罰
則
で
初
め
て
五
十
倍
程
度
と
な
っ
て
お
る
Q

　
（
註
1
）
　
日
本
学
術
振
興
会
経
営
問
題
綜
合
委
員
会
の
「
株
式
会
社
の
改
正
に
関
す
る
提
案
要
綱
」
申
の
株
式
一
株
の
金
額
の
項
（
三
E
2
）
に
五
千
円
説
を
出
し
て
あ
る
。

　
　
こ
れ
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
「
経
営
評
論
」
昭
和
二
十
五
年
五
月
一
日
号
に
、
こ
れ
が
掲
載
せ
ら
れ
た
時
に
偶
然
な
が
ら
、
こ
れ
を
「
五
十

　
　
円
」
と
誤
植
せ
ら
れ
た
。
校
正
者
が
「
五
千
円
」
と
い
う
ご
と
が
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
訂
正
は
、
同
誌
六
月
号
六
四
頁
に
出
て
お
る
。
な
ほ
こ
の

　
　
提
案
の
正
文
は
、
同
委
員
会
の
委
員
長
高
瀬
荘
太
郎
編
と
し
て
「
新
会
社
法
と
会
社
経
宮
」
（
森
山
書
店
刊
）
に
出
て
お
る
。
な
ほ
筆
者
の
意
見
と
し
て
は
「
産
業
経
理
」

　
　
昭
和
二
十
五
年
三
月
十
五
日
号
第
十
巻
第
三
号
に
「
株
主
総
会
の
廃
止
と
証
券
制
度
の
改
革
一
商
法
改
正
に
寄
す
る
若
干
の
提
案
」
と
か
、
ま
た
平
井
泰
太
郎
編
「
経
済

　
　
安
定
と
企
業
経
宮
」
（
国
元
書
房
刊
）
中
に
「
経
済
安
定
化
と
証
券
資
本
」
に
も
書
い
て
あ
る
。
前
掲
高
瀬
編
「
新
会
社
法
と
会
社
経
営
」
第
二
章
第
一
節
「
高
度
会
祉

　
　
の
櫃
…
想
」
と
し
て
筆
者
の
意
見
が
書
い
て
あ
る
。

　
（
註
2
）
　
旧
法
第
二
編
第
七
章
（
罰
則
）
中
コ
万
円
」
が
「
五
十
万
円
」
（
五
十
倍
）
に
「
五
千
円
」
が
「
三
十
万
円
」
（
六
十
倍
）
に
「
三
千
円
」
が
コ
一
十
万
円
L
（
六
十
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七
倍
）
に
、
「
千
円
」
が
「
五
万
円
」
（
五
十
倍
）
に
な
っ
て
お
る
。

　
（
二
）
　
成
程
、
額
面
か
ら
云
え
ば
、
五
千
円
は
五
十
口
の
百
倍
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
前
の
株
式
は
、
全
部
が
払
込
済
で
あ
っ
だ
わ
け
で

は
な
い
。
前
述
す
る
如
く
、
十
二
国
五
十
銭
払
込
の
も
の
と
か
、
二
十
国
の
も
の
と
か
、
三
十
国
の
も
の
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
五
千
円
は
、
事
実
上
百
倍
以
上
と
な
る
。
，
十
二
国
五
十
銭
払
込
の
も
の
か
ら
云
え
ば
四
百
倍
と
な
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
額
面
で
云
っ
て
お
る
。
実
際
の
取
引
は
、
そ
の
日
の
相
思
即
ち
株
式
の
価
格
で
行
わ
れ
て
お
る
。
現
在
は
、
株
佃
が

相
対
的
に
低
い
か
ら
額
面
す
れ
す
れ
の
も
の
も
多
く
、
高
い
も
の
で
も
、
三
一
四
倍
が
多
く
、
最
も
高
い
も
の
で
二
十
倍
程
度
で
あ
る
。
戦

前
は
、
や
は
り
ニ
の
男
望
に
於
い
て
は
、
＋
二
円
五
雲
黒
し
も
＋
二
円
五
義
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
東
新
、
・
大
新
附
に
な
れ
ば
、

随
分
高
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
額
面
対
額
面
の
比
率
で
論
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
‘
し
か
し
，
何
れ
に
し
て
も
五
千
円
は
高
過
ぎ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
百
果
単
位
の
商
慣
習
を
採
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
余
計
な
経
済
上
の
影
響
を
避
け
る
と
い
う
意
味
で
は
こ
れ

が
一
番
い
、
と
思
う
。

　
（
三
）
　
等
し
く
五
千
円
で
あ
っ
て
も
、
一
株
単
位
の
売
買
は
心
理
的
に
よ
く
な
い
。
五
百
円
の
十
株
単
位
の
方
が
景
気
が
い
、
。
株
主
か

ら
い
’
翫
、
，
＋
株
持
っ
て
お
る
。
百
株
持
っ
て
お
る
と
い
う
方
が
い
捻
ろ
う
。
こ
う
い
う
の
で
あ
る
。
為
つ
と
も
こ
の
点
は
、
「
馴
れ
」
の

問
題
で
も
あ
る
。
な
ほ
、
前
に
述
べ
だ
如
く
、
小
さ
な
一
松
を
作
る
こ
と
は
、
商
法
上
弊
害
が
起
る
。
と
い
う
問
題
が
残
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
賛
否
両
論
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
決
し
な
い
。
こ
㌧
が
過
渡
的
に
考
え
る
か
、
落
着
い
だ
将
来
を
考
え
る
か
、
と
い
う
問

題
に
か
～
る
の
で
あ
る
Q

　
（
四
）
　
一
度
定
め
て
し
ま
う
と
、
ま
π
変
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
だ
か
ら
思
い
切
っ
て
こ
の
際
に
五
千
四
に
し
て
し
ま
う
方
が
い
～
。

と
も
考
え
ら
れ
る
。
現
に
、
最
近
行
わ
れ
て
お
る
投
資
信
託
で
は
、
受
益
証
券
は
一
口
五
千
円
に
な
っ
て
お
る
。
社
債
で
は
単
位
が
一
万
四

　
　
　
株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ
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株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

に
な
っ
て
お
る
。

　
（
五
）
　
将
来
、
若
し
称
呼
価
値
の
切
下
げ
が
あ
っ
て
、
零
を
二
つ
切
捨
て
る
と
か
、
百
円
を
単
位
と
す
る
新
本
位
貨
が
出
る
と
す
る
と
、

五
千
口
は
再
び
五
十
円
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
に
、
例
え
ば
五
百
円
で
は
五
円
に
な
る
か
ら
困
る
だ
ろ
う
。

　
（
六
）
　
現
在
、
一
ド
ル
は
三
百
六
十
四
で
あ
る
。
将
来
、
国
際
自
由
取
引
が
行
わ
れ
る
と
し
て
、
為
替
が
ど
の
程
度
に
落
着
く
か
は
問
題

で
あ
る
が
、
写
り
に
、
現
在
の
相
場
を
基
準
に
す
れ
ば
、
現
在
の
一
株
は
皆
何
セ
ン
ト
と
い
う
株
式
で
あ
る
。
時
価
で
い
っ
て
、
一
ド
川
以

上
の
株
は
、
三
越
と
か
東
京
海
上
と
か
新
し
い
電
力
株
と
か
数
え
る
程
し
か
な
い
。
成
程
ア
メ
リ
カ
に
も
一
ド
ル
の
株
は
あ
る
が
、
こ
れ
は

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

全
く
ヘ
チ
株
で
あ
っ
て
、
多
く
の
株
は
や
は
り
四
十
ド
ル
と
か
、
五
十
ド
ル
と
か
に
な
つ
ズ
お
る
。
相
姦
で
い
う
と
、
昭
和
二
十
七
年
二
月

九
日
現
在
で
、
U
・
S
・
ス
チ
ー
ル
は
三
九
ド
ル
橋
、
ア
ナ
コ
ン
ダ
銅
は
五
ニ
ド
ル
、
ぜ
、
矛
ラ
ル
モ
ー
二
二
ス
は
五
七
ド
ル
弱
、
デ
ュ
ポ
ン

化
学
は
八
八
ド
ル
施
、
ス
タ
ソ
ダ
ー
ギ
石
油
は
八
○
ド
ル
絶
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
四
六
ド
ル
狛
、
毛
ン
ゴ
メ
リ
ー
通
販
は
六
四
ド
ル
瓢
、
サ

ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
は
八
三
ド
ル
砥
。
工
業
株
播
〇
種
平
均
二
六
九
ド
ル
八
三
、
鉄
道
三
二
〇
種
平
黒
八
⊥
バ
ー
3
ル
〇
九
、
公
共
株
一

五
種
平
均
四
九
ド
ル
一
七
と
い
う
よ
う
な
わ
け
で
あ
っ
て
、
国
際
価
値
と
し
て
は
あ
ま
り
に
低
す
ぎ
る
。
こ
れ
は
日
米
の
経
済
力
の
相
違
も

あ
っ
て
止
む
を
得
な
い
と
云
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
外
資
導
入
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
日
、
一
概
に
無
視
は
で
き
な
い
。

外
資
導
入
問
題
は
、
人
の
云
う
如
く
、
そ
う
手
放
し
の
楽
観
論
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
ア
メ
リ
カ
の
投
資
信
託
が
日
本
の
花
形
株
を
既

に
買
い
に
来
て
お
る
。
こ
れ
は
一
方
に
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
他
方
に
は
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
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六
、
商
法
改
正
と
施
行
法
に
よ
る
措
置

こ
う
い
う
よ
う
な
わ
け
で
、
私
の
五
干
口
説
は
、
大
分
問
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
に
は
商
法
学
者
の
方
面
で
事
情
が
分
ら
な
い
と



い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
思
い
切
り
が
っ
か
な
い
。
経
営
者
側
も
、
手
元
の
金
融
事
情
と
か
、
経
営
問
題
の
手
近
な
事
情
ば
か
り
考
え
て
、

国
際
関
係
ま
で
考
え
る
と
い
う
余
裕
が
な
い
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
な
か
な
か
踏
切
り
が
っ
か
な
い
。
五
百
国
説
、
千
円
説

等
も
あ
っ
だ
し
、
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
だ
。
結
局
、
原
案
は
五
十
四
の
ま
～
で
出
さ
れ
、
参
議
院
の
修
正
に
よ
っ
て
「
五
百
四
以
上
」
と
い
う

こ
と
で
落
着
い
だ
（
新
商
法
第
二
〇
二
条
）
。
と
い
う
こ
と
は
御
存
知
の
通
り
で
あ
る
Q

　
し
か
し
、
法
文
は
「
五
百
口
以
上
」
で
あ
る
か
ら
、
会
社
と
し
て
は
こ
れ
を
い
く
ら
と
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
い
、
わ
け

で
あ
る
。
商
法
上
は
、
従
前
の
会
社
は
そ
の
ま
、
で
、
新
会
社
だ
け
を
五
百
円
以
上
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
る
の
で
あ
っ
て
、
　
（
新
商
法
附

則
第
三
条
）
、
「
株
式
均
一
の
原
則
」
と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
、
旧
株
を
五
十
阿
と
し
、
新
株
を
五
百
四
と
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な

い
（
二
〇
二
条
第
一
項
）
。
こ
れ
は
甚
だ
不
便
で
あ
る
か
ら
、
施
行
法
に
よ
っ
て
、
「
旧
法
に
よ
っ
て
成
立
し
だ
株
武
会
社
は
、
額
面
五
百
国
未
満

の
株
式
を
額
面
五
百
円
以
上
の
株
式
と
す
る
為
に
、
新
法
第
三
百
四
十
三
条
に
定
め
る
決
議
（
定
款
変
更
の
決
議
方
法
、
即
ち
特
別
決
議
）
に
よ
っ
て
、

株
式
を
併
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
施
行
法
、
墨
壷
二
＋
六
年
法
律
第
二
百
＋
号
第
＋
条
2
）
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

早
く
額
面
の
修
正
を
し
た
方
が
い
、
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
今
も
云
う
よ
う
に
額
面
を
い
く
ら
に
す
る
か
と
い
う
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
。
前
に
も
云
う
如
く
、
一
度
定
め
る
と
叉
修
正
す

る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。
株
式
数
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
株
金
額
を
引
上
げ
る
の
は
、
株
主
全
員
の
同
意
を
要
す
る
か
ら
、

事
実
上
到
底
実
現
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の
際
一
挙
に
上
げ
て
お
い
だ
方
が
い
、
と
思
う
。

　
電
力
会
社
は
新
会
社
と
な
つ
π
か
ら
、
そ
の
機
会
に
額
面
を
五
百
国
志
し
だ
Q
自
説
を
固
執
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
私
は
や
は
り
前
に
書

い
だ
理
由
に
よ
っ
て
、
「
五
千
円
」
に
し
て
お
い
だ
方
が
い
い
よ
う
に
思
う
。
以
前
に
百
四
の
会
社
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
都
合
の
つ

く
会
社
は
こ
の
際
コ
万
円
」
に
す
る
方
が
い
い
の
で
急
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
今
少
し
私
の
考
え
る
所
を
述
べ
る
。

　
　
　
株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

一一　15一



株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

七
、
現
在
我
國
の
株
ま
暦
の
構
成
と
端
株
整
理
の
必
要

　
現
在
成
程
一
挙
に
百
倍
に
す
る
こ
と
は
、
行
き
過
ぎ
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
私
が
別
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
今
日
、
高
度
会
社
で

　
（
－
）

は
、
大
株
主
の
大
部
分
は
、
生
保
、
損
保
、
銀
行
、
信
託
、
等
の
金
融
会
社
そ
の
他
の
注
人
及
び
団
体
で
あ
っ
て
、
事
実
上
、
個
人
は
殆
ど

な
い
。
法
人
筋
は
額
面
五
千
口
で
も
差
支
え
な
い
し
、
そ
の
方
が
却
っ
て
便
宜
で
あ
ろ
う
。
全
国
で
個
人
の
大
株
主
は
、
．
七
十
人
程
度
と
推

定
し
て
お
る
公
式
の
発
表
さ
え
あ
る
Q
個
人
も
実
は
、
会
社
筋
の
名
義
株
と
な
っ
て
お
る
も
の
は
多
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
現
在
で
は
、
会

社
資
本
が
、
会
社
及
び
法
人
の
持
合
と
な
っ
て
お
っ
て
、
「
名
目
資
本
化
」
し
て
お
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お
る
位
で
あ
る
。
私
の
論
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

そ
の
点
に
つ
い
て
は
若
干
の
数
字
が
あ
げ
て
あ
る
。
最
近
の
各
社
の
営
業
報
告
書
、
或
は
増
資
目
論
見
書
な
ど
を
見
て
も
、
こ
の
傾
向
は
一

層
明
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
株
主
の
総
数
は
、
統
計
的
に
は
現
在
、
証
券
取
引
委
員
会
調
に
よ
る
と
、
延
人
員
で
四
、
二
八
八
、
五
四
三
名
（
約
四
百
万
入
）
と
な
っ

て
お
る
。
個
人
が
二
社
以
上
の
株
主
に
な
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
全
国
人
口
八
千
万
入
に
比
較
し
て
十
九
人
に
一
人
の
割
合
で
株
を
持
っ

て
お
る
こ
と
に
な
っ
て
お
る
。
民
主
化
が
行
わ
れ
た
と
い
う
風
に
説
い
て
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
考
う
べ
き
点
が
あ
る
Q

　
勿
論
、
窪
く
の
株
主
は
、
少
く
と
も
数
社
に
投
資
し
て
お
る
か
ら
、
実
数
は
う
ん
と
少
い
と
思
う
。
そ
れ
に
現
在
、
税
法
そ
の
他
の
関
係

が
あ
ワ
て
、
日
本
で
は
名
義
株
と
い
う
も
の
が
頗
る
発
達
し
て
お
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
も
数
字
を
見
直
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
業
員

持
株
制
と
い
う
こ
と
を
無
理
に
考
え
る
た
め
に
、
会
社
自
体
と
か
、
会
社
内
の
操
作
に
よ
る
団
体
の
金
融
に
よ
る
名
義
上
の
株
主
も
で
き
て

お
る
し
、
証
券
会
社
の
名
義
に
な
っ
て
お
る
も
の
も
あ
る
。
ま
だ
最
近
の
投
資
信
託
に
見
ら
れ
る
．
如
く
、
無
記
名
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

隠
れ
て
お
る
人
も
あ
る
Q
ま
柁
こ
の
全
国
の
会
社
と
い
う
も
の
は
、
事
実
上
、
個
人
商
店
或
は
組
合
の
形
の
も
の
が
形
式
上
会
社
と
な
っ
て

一一一　16　一一



お
る
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
、
商
法
改
正
に
当
っ
て
、
む
し
ろ
会
社
に
最
下
限
を
作
れ
と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
の
で
み
臥
屯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

現
に
上
馬
会
社
に
つ
い
て
も
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
数
字
が
変
っ
て
来
る
。
東
京
証
券
取
引
所
の
発
表
で
は
、
同
じ
時
期
に
於
い
て
、
三
、

一
〇
七
、
四
二
三
名
（
約
三
百
万
人
）
と
な
っ
て
お
る
。

　
し
か
も
、
こ
の
株
主
の
申
で
も
今
も
云
う
通
り
大
株
主
は
、
法
人
叉
は
政
府
及
び
公
共
団
体
が
頗
る
多
い
の
で
あ
る
。
証
券
取
引
委
員
会
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
ど
う
も
民
主
化
が
行
わ
れ
て
お
お
乏
云
う
こ
と
を
云
い
把
い
と
見
え
て
、

第一表株主分布表（株t稚類別）

昭　　和　　24　年　　度

株主数1比率1株数i比率
政府友び公共団体

遡
％
0
．
1
6

56，064，738

％
2
．
8
0

金融機関 14，086 0．38 193，262，571 9．91

証・券業者 48，891 1．14 251，141，111 12．56

其の他法人’ 28，313 0．66 111，806，667 559

個　　　　人 4，183，485 ．97．55 1，369，554，141 68．49

内 役員’ 6，949 0．16 67，479，805 3．37

従業員 447，164 10．43 86，348，446 432

其　　の　　他 7，033 0．16
・島・・駄・551・65

合　計1428鰯 100．00 馬99鉱・鋼im・・

　
そ
の
面
ば
か
り
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
、
少
し
疑
問
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
個

　
入
は
入
数
で
九
七
・
五
五
％
で
あ
る
が
、
持
株
は
六
八
・
四
九
％
で
あ
る
。

　
　
大
松
主
に
法
人
筋
が
多
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
数
字
を
出

　
し
て
い
る
（
第
一
，
表
）
。
，
も
っ
と
も
個
計
中
役
員
の
六
、
九
四
九
名
（
0
・
一
六
％
）

在糊
　
そ
の
持
株
六
七
・
四
七
九
馬
八
〇
五
平
（
三
・
三
七
％
）
及
び
従
業
員
四
四
七
、

醐
薦
垂
名
（
δ
・
四
三
％
）
そ
の
隷
八
山
へ
三
四
へ
四
四
六
株
（
四
・

騨
三
二
％
）
に
は
操
作
が
あ
る
・
嘉
予
期
さ
れ
・
。
純
釜
る
個
人
は
、
三
、

調
　
七
二
九
、
三
七
二
名
（
八
六
・
九
六
％
）
そ
の
持
株
一
、
二
一
五
、
七
二
五
、
．

四魔
八
九
〇
株
（
六
〇
毛
九
％
）
と
な
っ
て
お
る
。
も
か
し
、
・
の
摯
は
、
全

ら諏
蔀
の
会
社
を
通
算
し
て
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
情
は
、
各
会
社
毎
に
回
し

証　
．
て
み
な
い
と
正
し
い
・
、
一
と
が
分
ら
な
い
。
．
会
社
を
通
計
す
る
こ
と
の
結
果
、
特

　
徴
が
隠
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
主
だ
る
会
社
の
数
字
を
上
げ
れ

一17一
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株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

ば
こ
の
実
情
が
一
層
よ
く
分
る
が
、
紙
幅
を
と
る
か
ら
こ
の
際
は
省
略
す
る
。

下
り
に
こ
の
調
を
も
つ
て
・
議
論
を
続
け
る
こ
と
に
す
る
が
、
会
社
の
株
数
に
よ
る
株
主
分
布
表
を
あ
げ
て
み
る
と
（
第
二
表
）
の
如
毛

度

第二表

24　年

株主分布表（持株数別）

和昭

区　　　　　　分
株主釧比率 株　　　　数 比率

100株未満 1，428，923
％33．32

昌2，225707
％a61

100殊以上　500殊未満 2，162，157 50．41 424，684，698 21．23

500株〃　1，000株〃 368，723
8
．
6
0
岬

232，480，520 11．63

1，000株〃　5，000珠〃 294，563 6．87 484，255，164 24．22

5，000株〃10，000殊〃 17，197 0．40 109，787，221 5．49

10，000殊以上 16，980 0．40 躍
1
・
・
…
1

合　　　　　　計 4，288，543 100．00

証券取引委員会調　昭和25年3月末現在

あ
る
Q

　
こ
れ
を
見
れ
ば
明
か
な
よ
う
に
、
会
社
の
資
本
の
三
四
・
八
二
％
は
、
一
万
株
以
上

の
株
主
が
持
っ
て
お
る
。
こ
れ
が
会
社
或
は
法
人
及
び
団
体
の
持
分
が
大
部
分
で
あ
る
。

千
株
乃
至
五
黒
垂
の
所
で
二
四
・
二
二
％
と
な
っ
て
お
る
が
、
こ
れ
は
、
や
、
大
な
る

個
人
の
投
資
層
が
含
ま
れ
て
お
る
。
し
か
し
、
百
株
乃
至
五
百
株
の
所
が
、
人
数
に
し

て
五
〇
・
四
一
％
を
占
め
、
株
数
に
於
い
て
、
一
ご
・
二
三
％
と
な
っ
て
お
る
が
、
こ

れ
が
本
来
の
一
般
大
衆
投
資
層
で
あ
る
。
通
常
、
証
券
会
社
の
顧
客
の
大
部
分
が
、
二

i
三
百
株
を
元
駕
し
て
お
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
通
常
の
取
引
単
位
と
な
っ
て
お
る
。

各
社
の
平
均
持
株
数
は
、
四
一
五
百
株
と
い
う
所
に
な
っ
て
お
る
が
、
大
株
主
を
除
く

と
、
平
均
で
は
二
一
三
百
株
と
い
う
の
が
通
常
の
平
均
に
な
っ
て
お
る
。
こ
れ
は
業
種

及
び
会
社
に
よ
っ
て
、
若
干
の
差
は
あ
る
。
紡
績
、
鉄
鋼
の
如
き
は
、
や
、
平
均
持
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
が
高
く
、
公
共
企
業
、
紡
績
以
外
の
繊
維
工
業
の
如
き
は
低
く
な
っ
て
お
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

小
丈
に
於
い
て
は
、
こ
の
点
ま
で
詳
し
く
論
ず
る
余
裕
が
な
い
が
、
山
般
的
に
百
株
以

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

下
の
株
主
が
意
昧
を
失
っ
て
来
て
お
る
こ
と
は
淫
目
に
値
す
る
。
即
ち
人
数
に
於
い
て

一18一

は
、
三
三
二
三
一
％
を
占
め
て
お
る
が
、
持
株
数
に
於
い
て
は
僅
か
二
・
六
一
％
に
過
ぎ
な
い
。
百
株
誌
面
が
減
少
し
把
理
由
は
、
現
に
売



買
単
位
が
百
株
と
な
っ
て
お
っ
て
、
端
株
取
引
が
株
主
に
と
っ
て
有
利
で
な
い
と
い
う
こ
と
も
与
っ
て
力
が
あ
る
。

　
前
述
す
る
如
く
、
僅
か
二
・
六
一
％
の
資
本
金
を
集
め
る
為
に
、
多
く
の
手
数
と
経
費
と
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
む
し
ろ
こ
の

三
分
の
一
の
株
主
を
割
愛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
能
率
及
び
経
営
能
率
を
あ
げ
π
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
現
在
会
社
が
増
資
を
行
う
場
合
な
ど
に
、
募
集
費
用
は
意
外
に
多
額
の
費
用
に
上
っ
て
お
る
。
通
常
、
大
会
社
に
し
て
増
資
費
用
の
三
－

四
％
、
中
会
社
に
し
て
三
〇
％
程
度
の
発
行
費
用
を
要
し
て
お
る
例
が
あ
る
。
間
接
の
経
費
、
即
ち
黒
雲
の
経
常
費
中
に
於
け
る
関
係
費
用

を
加
算
す
れ
ば
、
増
資
を
し
て
も
半
分
位
は
、
消
え
て
お
る
こ
と
に
な
っ
て
お
る
と
い
う
場
合
も
な
い
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
法

人
株
主
、
特
に
証
券
会
社
関
係
の
費
用
も
相
当
多
額
に
上
る
の
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
群
小
株
主
を
集
め
る
こ
と
か
ら
来
る
費
用
も
馬
鹿
に

な
ら
な
い
。
現
在
関
東
電
力
は
十
六
万
入
の
株
主
を
有
し
、
関
西
電
力
の
如
き
も
十
四
万
影
干
入
で
あ
る
が
、
紡
績
会
社
等
に
嘗
て
も
既
に

数
念
入
に
達
し
て
お
る
。
次
の
増
資
が
行
わ
れ
π
場
合
に
は
、
夫
々
十
万
人
程
度
に
達
す
る
こ
と
も
絶
無
で
は
な
い
と
予
想
さ
れ
て
お
る
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
橡
主
輪
を
処
理
す
る
こ
と
自
体
が
既
に
問
題
と
な
っ
て
お
る
。
つ
ま
り
現
在
の
方
法
で
は
、
極
限
に
達
し
て
お
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
処
理
の
面
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
根
本
に
遡
っ
て
、
不
必
要
に
小
株
主
を
集
め
て
お
る
現
状
を
反
省
す

べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
慢
然
と
旧
套
を
墨
守
し
て
お
る
こ
と
か
ら
こ
の
不
合
理
が
生
じ
て
お
る
の
で
あ
る
。
民
主
化
と
い
う
呼
び
声
に
眩
惑

さ
れ
て
資
本
蒐
集
の
能
率
と
経
営
の
合
理
化
と
を
忘
れ
て
お
る
も
の
と
云
う
の
外
は
な
い
。
増
資
の
繰
合
以
外
の
平
常
の
運
営
に
つ
い
て
も
、

前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
思
え
ば
、
む
し
ろ
孫
株
以
下
の
端
株
は
こ
れ
を
整
理
し
た
方
が
よ
い
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
端
株
整
理
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
ま
た
手
数
と
経
費
を
要
す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
し
か
も
実
効
は
な
か
な
か
上
ら
な

い
。
大
会
社
で
端
株
整
理
を
行
っ
た
例
で
は
、
僅
か
に
六
！
七
％
の
整
理
し
か
で
き
な
か
つ
陀
よ
う
な
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
を
額
面
切
漕
げ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
簡
単
に
で
き
る
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
は
、
五
百
円
或
は
千
円
株
も
よ
か
ろ
う
が
、
む
し
ろ

　
　
　
株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ
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株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

五
千
円
株
以
上
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
（
註
3
）
　
前
掲
高
瀬
編
委
員
会
報
告
書
中
の
「
高
度
会
社
の
構
想
」
の
如
き
を
見
よ
。
「
イ
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
」
誌
上
に
も
「
高
度
会
社
の
認
識
」
（
昭
和
二
五
年
九
月
号
）

　
　
が
書
い
て
あ
る
。
「
箇
民
経
済
雑
誌
」
に
は
（
昭
和
二
五
年
十
月
号
）
に
「
高
度
会
社
の
概
念
」
申
に
書
い
て
あ
る
。

　
（
註
4
）
　
こ
の
数
字
は
、
昭
和
二
五
年
三
月
宋
現
在
に
於
け
る
上
場
会
社
六
九
一
社
の
情
況
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
阪
証
券
業
協
会
刊
「
全
国
証
券
取
引
所
上
場
未

　
　
上
場
会
社
要
録
」
一
九
五
一
年
葡
期
版
、
二
五
一
頁
以
下
参
照

　
（
註
蚤
）
株
式
会
杜
の
最
下
限
と
し
て
は
、
例
え
ば
資
本
金
一
千
万
円
と
い
う
限
度
を
定
め
て
、
零
細
会
社
の
乱
立
を
防
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
前
述
の
（
註
工
）

　
　
の
意
見
書
に
は
、
三
百
万
肝
と
し
た
が
、
再
評
価
積
立
金
の
繰
入
後
は
、
一
千
万
円
程
度
で
よ
か
ろ
う
。
貨
幣
価
値
三
百
分
の
一
と
す
れ
ば
、
こ
れ
で
戦
前
の
三
万
円
程

　
　
度
で
あ
っ
て
、
高
き
に
は
過
ぎ
な
い
。
有
限
会
祉
法
の
如
き
も
、
資
本
総
額
の
最
下
限
を
附
し
て
お
る
の
で
あ
る
か
ら
、
株
式
会
社
に
最
下
限
を
附
し
て
い
な
い
こ
と
の

　
　
方
が
お
か
し
い
の
で
あ
る
。

　
（
註
6
）
　
こ
の
数
字
は
前
掲
筆
者
の
諸
論
文
に
出
て
お
る
。

八
、
五
千
圓
説
に
封
ず
る
疑
義
と
そ
の
解
明
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一
株
の
金
額
を
五
千
円
に
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
更
に
考
う
べ
き
問
題
が
王
院
あ
る
。

　
（
一
）
　
一
つ
は
証
券
民
主
化
の
問
題
で
あ
る
。
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
証
券
取
引
委
員
会
の
如
き
は
、
株
主
数
が
多
く
な
つ
元
こ
と
を
も

っ
て
、
民
主
化
が
行
わ
れ
陀
よ
う
に
考
え
て
お
る
ら
し
い
が
、
前
述
す
る
如
く
、
こ
れ
は
形
式
だ
け
を
見
π
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
民

主
化
の
目
的
を
達
し
だ
も
の
と
云
う
こ
と
を
得
な
い
。
既
に
繰
返
し
述
べ
る
が
如
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
小
株
主
は
必
ず
し
も
利
益
せ
す
、
会

社
も
利
益
し
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
弊
害
の
方
が
現
わ
れ
て
お
る
。
い
た
づ
ら
に
小
株
主
を
殖
や
し
て
、
そ
の
人
に
損
を
か
け
て
お
る
と

い
う
こ
と
の
為
に
、
証
券
民
主
化
運
動
の
効
果
が
疑
わ
れ
《
ま
だ
民
主
化
連
動
を
呪
咀
す
る
声
が
あ
る
如
き
は
、
そ
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。
大

体
五
干
四
程
度
以
下
の
投
資
を
す
る
入
に
、
直
接
株
式
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
よ
く
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
人
達
は
、
五
千
円
と
か
、



一
万
円
と
か
に
達
す
る
ま
で
、
通
常
の
貯
金
を
す
べ
き
で
あ
る
。
是
非
共
株
式
に
投
資
し
た
い
と
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
人
達
に
こ
そ
、
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

信
託
の
受
益
証
券
を
買
わ
す
べ
き
で
あ
る
。
勿
論
、
私
は
別
に
部
分
株
制
度
を
作
っ
て
い
、
と
思
う
が
、
こ
れ
は
自
ら
別
の
議
論
を
要
す
る
。

前
掲
の
提
案
の
中
に
、
こ
れ
も
一
言
し
て
あ
る
。

　
（
二
）
　
現
在
の
端
株
の
持
主
は
、
従
業
員
持
株
制
に
よ
る
従
業
員
の
持
株
が
相
当
部
分
を
占
め
て
お
る
。
従
業
員
持
株
制
に
つ
い
て
も
、

私
は
別
に
意
見
を
も
つ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
自
体
は
、
他
日
に
譲
る
。
し
か
し
、
こ
の
面
の
解
決
は
、
む
し
ろ
容
易
で
あ
る
。
　
（
a
）
従

業
員
持
株
制
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
は
、
会
社
の
組
織
価
値
及
び
保
有
価
値
の
一
部
を
従
業
員
に
分
与
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
こ
の
点
は
、
会
社
が
操
作
し
て
従
業
員
に
直
接
的
に
分
配
す
れ
ば
よ
い
。
　
（
b
）
従
業
員
の
レ
イ
ト
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
一
方
法
と

し
て
持
株
制
を
行
っ
て
お
る
会
社
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
従
業
員
に
渡
す
べ
き
も
の
を
、
回
内
に
留
保
す
る
目
的
の
揚
合
で
あ
る
。
こ
の
目
的

の
場
合
は
、
預
り
証
、
或
は
特
殊
預
り
金
の
制
度
を
採
用
す
れ
ば
よ
い
。
五
千
四
に
達
し
て
始
め
て
株
式
に
す
れ
ば
よ
い
。
　
（
c
）
従
業
員

持
株
制
は
、
多
く
は
社
内
金
融
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
お
る
。
ま
た
、
功
労
株
の
考
え
方
が
用
い
ら
れ
て
お
る
。
故
に
、
こ
れ
も
単
位
を
上

げ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
，
解
決
は
容
易
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
年
目
に
七
十
株
分
与
す
る
代
り
に
、
・
四
年
目
に
百
株
分
与
す
れ
ば
よ
い
。

　
（
三
）
最
後
の
反
対
意
見
は
、
取
引
所
の
売
買
単
位
と
の
関
係
で
あ
る
。
現
在
百
株
単
位
で
売
買
が
行
わ
れ
て
お
る
。
こ
れ
が
困
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
理
由
が
な
い
。
戦
前
に
は
売
買
は
十
株
単
位
で
あ
っ
だ
。
現
に
、
電
力
株
が
五
百
円
株
に
な
つ
だ
か
ら
、

こ
れ
に
関
し
て
は
十
株
単
位
の
売
買
に
変
つ
だ
の
で
あ
る
。
五
千
円
株
に
な
れ
ば
、
一
株
単
位
に
す
れ
ば
い
、
の
で
あ
る
。
勿
論
、
戦
前
十

株
単
位
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
経
済
の
再
建
が
行
わ
れ
、
経
済
力
が
回
復
す
れ
ば
、
五
千
円
株
で
も
十
株
単
位
と
な
し
得
る
時
期

が
来
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
は
事
情
即
応
の
便
宜
の
問
題
で
あ
る
。

　
唯
問
題
は
手
数
料
と
の
関
係
で
あ
る
。
前
述
し
π
如
く
、
現
在
で
は
、
五
十
円
株
が
五
百
円
蓋
と
な
り
、
五
千
円
株
と
な
れ
ば
、
手
数
料

　
　
　
株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ
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払
休
式
額
面
金
額
の
引
上
げ

が
激
減
す
る
。
そ
の
為
に
証
券
業
界
の
経
費
が
賄
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
額
面
五
百
円
舞
に
つ
い
て
は
、
大
阪
証
取
で
は
、
昭
和
二
十

六
年
七
月
十
六
日
に
遡
り
、
，
次
の
如
く
改
め
た
。

「
売
買
株
数
に
所
定
の
委
託
手
数
料
を
乗
じ
て
算
出
し
究
金
額
が
、

　
　
一
五
〇
円
夫
満
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
円

　
　
一
五
〇
円
以
上
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
定
料
率
」

　
現
在
売
買
手
数
料
は
、
相
対
的
に
高
過
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
業
者
の
過
多
、
経
費
の
過
大
が
従
っ
て
論
じ
ら
れ
て
お
る
。
ま
た
、

商
品
取
引
所
の
手
数
料
と
の
比
軟
に
於
い
て
同
様
高
過
ぎ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
自
体
と
し
て
研
究
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

株
式
の
額
面
が
上
が
れ
ば
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
解
決
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
額
面
切
上
げ
問
題
を
否
と
す
る
理
由
に
な
ら
な

い
。

　
（
四
）
　
最
後
に
も
う
一
つ
大
問
題
が
あ
る
。
株
式
の
額
面
切
上
げ
、
殊
に
私
の
云
う
よ
う
に
五
千
円
に
で
も
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
れ
が
株
価
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
現
在
株
界
は
不
振
で
あ
っ
て
、
殊
に
株
価
が
低
い
か
ら
こ
れ
を
心
配
す

る
人
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
再
評
価
積
立
金
の
資
本
繰
入
で
も
、
株
式
の
増
加
に
よ
っ
て
、
現
在
の
株
式
過
剰
が
一
層
促
進
さ
れ
は
し

な
い
か
と
い
う
懸
武
か
ら
躊
躇
し
て
お
る
人
も
あ
る
位
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
株
式
過
剰
と
い
う
問
題
は
、
私
は
究
極
的
に
は
そ
う
で
な
い

と
思
っ
て
お
る
。
過
渡
期
の
現
象
と
し
て
生
じ
て
お
る
の
で
あ
っ
て
、
日
本
経
済
の
再
編
成
が
終
れ
ば
、
釣
合
が
と
れ
て
く
る
こ
と
だ
と
思

う
。
唯
現
在
、
急
に
資
本
比
率
修
正
の
為
に
各
社
が
競
っ
て
増
資
を
し
て
お
る
か
ら
、
急
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起
っ
て
お
る
の
だ
と
思
う
。

　
勿
論
、
か
り
に
過
渡
期
の
現
象
で
あ
っ
て
も
、
業
者
に
と
っ
て
は
為
れ
が
正
に
大
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
か
ら
い
う
と
、
額
面

切
上
げ
は
、
株
数
を
減
少
さ
せ
る
か
ら
、
い
、
方
の
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
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現
在
の
黒
影
不
振
の
問
題
は
、
む
し
ろ
株
式
過
剰
の
問
題
よ
り
も
、
手
数
料
の
相
対
的
高
率
に
よ
っ
て
、
利
益
を
喰
わ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
問
題
、
課
税
の
負
担
が
大
で
あ
る
こ
と
、
及
び
徴
税
方
法
の
問
題
に
よ
っ
て
、
株
界
に
資
金
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
問
題
、
売
買
仕
怯
の

不
適
当
と
い
う
問
題
な
ど
の
方
が
重
要
な
の
だ
と
思
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
さ
て
置
き
、
常
道
か
ら
云
っ
て
、
大
き
な
問
題
は
、
大
口
投
資
層
及
び
大
手
筋
の
出
動
の
関
係
と
、
浮
動
株
の
問

題
だ
と
思
う
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
前
述
す
る
如
く
、
額
面
切
上
げ
は
関
係
が
な
い
。
浮
動
株
の
方
は
、
額
面
切
上
げ
に
よ
っ
て
却
っ
て
吸

志
せ
ら
れ
る
。
僅
か
の
売
買
に
よ
っ
て
、
株
価
が
影
響
さ
れ
て
お
乃
現
状
は
却
っ
て
除
去
せ
ら
れ
る
と
思
う
。
つ
ま
り
、
一
般
物
価
と
か
、

購
買
力
と
か
、
投
資
能
力
と
か
に
比
較
し
て
、
低
過
ぎ
る
額
面
に
よ
る
浮
動
投
資
層
が
あ
る
こ
と
が
、
却
っ
て
い
け
な
い
の
だ
と
思
う
。
つ

ま
り
、
額
面
切
上
げ
は
、
証
券
制
度
を
常
道
に
引
戻
す
作
用
を
持
つ
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
恐
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
殊
に
、
最
近
に

於
け
る
投
資
信
託
制
の
努
力
は
、
前
述
す
る
如
く
、
浮
動
投
資
を
専
門
家
の
投
資
に
切
替
え
る
作
用
を
も
つ
か
ら
、
こ
の
制
度
が
順
調
に
発

達
す
れ
ば
、
今
後
は
投
資
の
健
全
化
を
来
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
そ
の
意
昧
に
於
い
て
も
、
投
資
信
託
関
係
者
の
自
重
を
望
ん
で
止
ま
な

い
Q

　
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
議
論
も
観
測
も
あ
る
こ
と
、
思
う
が
、
私
の
考
を
一
言
述
べ
て
お
く
次
第
で
あ
る
。
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附
　
　
　
　
記

右
σ
小
文
は
、
昭
和
二
十
六
年
八
月
二
十
目
、
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
に
於
け
る
会
社
経
理
専
門
委
員
会
に
於
て
報
告
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
数
字
に
つ
い

て
は
、
校
正
中
若
干
の
増
補
を
行
っ
て
あ
る
。

株
式
額
面
金
額
の
引
上
げ



税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
悪
慣
．

渡

辺

進

一

　
周
知
の
如
く
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
に
関
す
る
規
定
は
い
わ
ゆ
る
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
き
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
の
税
法
改
正
（
蝕

1
）
に
よ
っ
て
始
め
て
整
備
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
棚
卸
資
産
の
評
価
に
関
す
る
何
等
の
規
定
な
く
、

僅
か
に
取
扱
内
規
を
以
て
そ
の
取
扱
を
定
め
だ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
併
し
乍
ら
こ
の
取
扱
内
規
（
通
牒
）
も
内
容
至
っ
て
簡
単
で
あ
っ
て
、

棚
卸
資
産
の
評
価
法
と
し
て
低
価
法
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
．
る
が
、
そ
の
内
容
を
な
す
原
価
と
は
如
何
な
る
意
味
の
原

価
で
あ
る
か
は
明
瞭
で
な
か
つ
だ
。
（
註
2
）
且
つ
低
価
法
に
基
づ
ぐ
評
価
が
そ
の
ま
ま
適
用
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
原
価
時
価
何
れ
か
低

き
価
額
か
ら
更
に
一
定
限
度
の
評
価
減
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
特
色
を
有
す
る
。
（
註
3
）

　
（
註
1
）
　
三
月
三
十
一
日
改
正
、
四
月
一
日
よ
り
施
行

　
（
註
2
）
此
の
点
に
関
し
、
明
里
長
太
郎
氏
「
新
法
改
訂
・
税
務
と
会
社
経
理
」
（
日
本
税
経
研
究
会
発
行
）
．
一
四
二
頁
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。
「
…
…
し
か
ら
ば
そ
の

　
原
価
と
は
何
を
い
う
の
か
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
か
っ
た
」

　
　
そ
の
原
価
が
個
別
法
に
よ
る
原
価
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
た
時
代
又
は
事
例
の
あ
っ
た
こ
と
は
次
の
記
述
に
よ
り
明
か
で
あ
る
。

　
　
「
…
…
坂
得
価
格
と
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
の
た
な
卸
資
産
の
そ
の
取
得
の
時
期
に
応
ず
る
一
つ
一
つ
の
仕
入
価
格
を
附
さ
准
け
れ
ば
な
ら
な
い
為
に
、
倉
庫
で
は
絶
え
ず

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

　
在
庫
の
個
々
に
つ
い
て
仕
入
の
月
日
及
び
価
格
を
明
確
に
し
て
置
い
て
、
個
々
に
つ
い
て
出
入
区
分
を
明
ら
か
に
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
煩
繁
さ
が
あ
る
為
に
、

　
実
際
問
題
と
し
て
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
処
理
が
要
請
さ
れ
て
来
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
L
（
東
京
国
税
局
編
「
詳
解
法
人
税
法
」
一
昭
和
二
十
六
年
版
一
八
八
頁
）

　
　
製
造
工
業
原
価
計
算
要
綱
（
昭
和
十
七
年
四
月
）
は
「
材
料
の
消
費
価
格
」
の
項
に
お
い
て
継
続
記
録
法
に
あ
り
て
は
「
原
則
と
し
て
買
入
順
法
又
は
移
動
平
均
価
格

　
法
に
依
り
て
計
算
」
し
、
棚
卸
計
算
二
叉
は
逆
計
算
法
に
あ
り
て
は
「
平
均
購
入
原
価
を
以
て
計
算
す
」
る
も
の
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
十
九
年
五
月
の
改
正

　
に
当
り
、
消
費
価
格
に
原
則
と
し
て
「
平
均
購
入
原
価
」
を
以
て
計
算
す
る
も
の
と
し
た
。
原
価
計
算
要
綱
が
我
国
製
造
工
業
に
浸
透
す
る
に
つ
れ
、
税
務
上
の
評
価
も

　
漸
次
加
重
平
均
法
に
よ
る
原
価
を
原
則
と
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
信
ず
べ
き
理
由
が
あ
る
。

（
註
3
）
　
こ
こ
に
い
う
取
扱
通
牒
は
昭
和
二
年
の
主
一
の
四
九
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
土
地
建
物
機
械
等
に
関
し
て
も

　
低
価
法
に
基
づ
く
評
価
額
以
下
に
評
価
減
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
評
価
損
計
上
の
目
的
が
、
計
算
の
基
礎
を
輩
固
に
す
る
た
め
で
あ
っ
て
特
に
脱
税
の
結

　
果
を
来
さ
な
い
程
度
の
も
の
は
是
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
程
度
の
認
定
に
関
し
て
は
左
の
基
準
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
　
左
に
掲
ぐ
る
資
産
を
評
価
減
し
時
価
又
は
原
価
よ
り
も
低
い
評
価
を
な
し
た
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
時
価
又
は
原
価
の
う
ち
何
れ
か
そ
の
低
い
価
額
と
比
較
し
そ
の
滅

　
差
額
が
左
に
掲
ぐ
る
低
減
歩
合
を
超
過
せ
ざ
る
と
き
は
是
認
さ
れ
、
．
超
過
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
超
過
部
分
は
否
認
さ
れ
る
。
但
し
時
価
若
し
く
は
原
価
よ
り
も
将
来
著

　
し
い
低
落
が
予
想
さ
れ
る
特
殊
の
・
も
の
に
つ
い
て
は
、
低
減
歩
合
の
三
倍
額
ま
で
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
課
税
標
準
の
更
正
若
し
く
は
決
定
の
当
時
に
お
い
て
既
に
低
落
の

　
事
実
を
認
め
る
と
き
は
そ
の
程
度
ま
で
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

器機船建土種

具械舶物地類

　
　
有
価
証
券

　
　
商
品
原
料
品
（
半
製
品
を
含
む
）

（
土
地
は
一
筆
毎
、
建
物
は
一
構
毎
、

一一一一一一 ﾜ低　　　　　　　減
　　　　　　　歩
　　　　　　　合
割割割割割割分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
舶
は
一
骨
毎
、
機
械
は
一
設
備
…
毎
、
器
具
備
品
は
一
品
毎
に
是
否
認
の
計
算
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ら
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
し
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
　
カ

　
期
間
的
損
益
の
確
定
と
い
う
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
低
価
法
に
基
づ
く
評
価
額
以
下
の
評
価
を
認
め
、
将
来
著
し
い
低
落
を
予
想
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
低
減
歩
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
カ
　
　
ら
　
　
も
　
　
カ
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
　
し
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
し
　
　
セ
　
　
　
う

範
囲
を
拡
大
し
、
課
税
標
準
の
更
正
若
し
く
は
決
定
の
当
時
に
お
け
る
低
落
の
事
実
を
顧
慮
す
る
が
如
き
は
到
底
支
持
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
併
し
右
の
如
き
評
価
に
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対
す
る
態
度
は
多
分
に
産
業
政
策
的
立
場
に
た
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
棚
卸
資
産
の
評
価
に
関
し
て
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
は
次
の
諸
点
に
関
す
る
改
善
を
促
し
た
。
そ
の
大
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
1
）
　
所
得
税
、
法
人
税
に
関
し
て
現
在
大
蔵
省
で
認
め
て
い
る
棚
卸
資
産
経
理
方
法
は
加
重
平
均
法
（
平
均
原
価
法
）
唯
一
つ
で
あ
る
。

棚
卸
資
産
評
価
に
関
し
て
は
熟
知
さ
れ
て
い
る
各
種
の
方
怯
が
あ
る
。
　
（
企
業
の
種
々
の
形
態
に
つ
い
て
、
法
人
叉
は
個
人
の
一
事
業
年
度

の
正
確
な
所
得
を
最
も
正
し
ぐ
見
積
る
に
は
、
棚
卸
資
産
経
理
の
種
々
の
形
態
が
必
要
で
あ
る
。
）
　
あ
る
産
業
に
と
っ
て
は
後
人
先
出
法
叉

は
正
常
在
高
法
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
他
の
産
業
に
と
っ
て
は
先
入
先
出
法
が
望
ま
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
全

世
界
に
お
い
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
方
法
は
合
理
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
適
当
な
状
況
の
下
で
そ
れ
ら
を
使
用
す
れ

ば
、
日
本
の
納
税
者
の
経
理
制
度
は
改
善
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
意
昧
か
ら
大
蔵
省
は
棚
卸
資
産
経
理
の
種
々
な
る
方
法
特
に
日
本
の
産

業
の
形
態
に
適
合
す
る
方
法
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
研
究
の
結
果
日
本
の
産
業
に
適
合
す
る
諸
方
法
が
納
税
者
の
選
択
に
よ

っ
て
使
用
し
得
る
も
の
と
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）
　
併
し
濫
用
と
税
の
回
避
を
防
止
す
る
た
め
に
納
税
者
を
し
て
何
れ
か
の
方
法
を
選
択
せ
し
め
、
そ
れ
以
後
は
そ
の
方
法
を
一
貫
し
て

使
用
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
度
選
択
し
た
棚
卸
資
産
の
経
理
方
法
を
変
更
す
る
に
は
、
大
蔵
省
の
認
可
を
得
て
初
め

て
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
更
の
申
請
が
あ
る
場
合
に
は
、
大
蔵
省
は
所
得
の
計
算
に
一
定
の
調
整
を
要
求
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
納
税
者
が
変
更
を
認
め
ら
れ
る
条
件
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
3
）
研
究
の
結
果
一
事
業
年
度
中
に
購
入
し
た
棚
卸
資
産
の
購
入
価
額
を
切
下
げ
て
評
価
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
が
判
っ
た
。

こ
の
低
評
価
叉
は
割
引
は
取
得
価
額
を
若
干
の
割
合
だ
け
低
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
物
資
が
現
在
よ
り
も
少
く
、
ま
た
量

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

及
び
質
に
お
い
て
誤
つ
だ
表
示
を
受
け
る
こ
と
が
よ
り
多
か
っ
た
（
註
4
）
と
き
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
が
如
何
な
る
価
値
を
有
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
か
は
、
こ
こ
で
は
考
え
な
い
こ
と
と
す
る
。
と
に
か
く
現
状
に
お
い
て
は
、
特
に
大
蔵
省
に
よ
っ
て
棚
卸
資
産
の
合
理
的
な
経
理
方

法
が
定
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
制
度
は
殆
ん
ど
ま
た
は
全
然
価
値
な
き
も
の
で
あ
る
℃
従
っ
て
税
の
目
的
の
た
め
に
実
際
の
取
得
価
額
か

ら
一
定
割
合
を
差
引
い
だ
も
の
で
棚
卸
資
産
を
評
価
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
慣
例
（
註
5
）
を
直
ち
に
廃
止
す
べ
き
で
あ
δ
（
註
6
）

（
註
4
）
　
公
式
．
訳
文
に
お
い
て
量
お
よ
び
質
に
お
い
て
「
誤
ま
っ
た
表
示
を
受
け
る
こ
と
が
よ
り
少
か
っ
た
と
き
に
お
い
て
」
と
し
て
い
る
の
は
’
り
で
あ
る
ゆ

（
註
5
）
　
こ
の
こ
と
は
前
掲
（
註
3
）
に
お
げ
る
評
価
減
を
指
す
も
の
と
解
す
べ
く
、
低
価
法
に
基
づ
く
評
価
を
否
定
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
低
価
法
は

　
ア
メ
リ
カ
税
法
に
お
い
て
も
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
慣
行
で
あ
る
。

（
註
6
）
　
「
日
本
税
制
報
告
書
」
直
垂
、
一
三
五
－
一
三
八
頁
。
但
し
（
1
）
（
2
）
（
3
）
の
区
分
は
内
容
に
従
い
便
宜
筆
者
が
な
し
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
我
国
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
に
関
す
る
規
定
は
右
の
勧
告
の
趣
旨
を
と
り
入
れ
て
亡
い
「
に
整
備
せ
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
如

く
で
あ
る
Q

（
ユ
）
　
法
人
の
各
事
業
年
度
終
了
の
B
に
お
け
る
棚
卸
資
産
の
評
価
に
つ
い
て
は
源
価
法
、
時
価
法
、
低
価
法
の
何
れ
か
一
に
よ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
原
価
法
の
う
ち
に
は
個
別
法
、
先
入
先
出
法
、
後
入
先
出
法
、
総
平
均
法
、
移
動
平
均
法
、
単
純
平
均
法
、
最
終
仕
入
原
価
法
、

売
価
還
元
怯
の
八
種
の
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
而
し
て
法
人
は
大
蔵
省
令
で
定
め
る
纂
業
の
種
類
毎
に
（
註
7
）
更
に
必
要
あ
る
場
合
に

は
（
一
）
商
品
叉
は
製
品
（
二
）
半
製
品
叉
は
仕
掛
品
（
三
）
主
要
原
材
料
（
四
）
補
助
材
料
そ
の
他
の
棚
卸
資
産
に
区
別
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
右
に
掲
げ
把
る
諸
方
法
の
う
ち
何
れ
か
一
の
方
法
を
選
定
し
て
評
価
し
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
法
人
税
法
第
九
条
の

七
第
一
項
、
施
行
規
則
第
二
＋
条
）
但
し
法
人
が
よ
る
べ
き
方
法
を
選
定
し
て
届
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
っ
て
算
出
し
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た
取
得
価
額
に
よ
る
原
価
注
に
よ
っ
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
法
第
九
条
の
七
第
二
項
、
附
則
2
2
、
施
行
規
則
第
二
＋
条
の
二
）
ま
だ
法
入
が

そ
の
届
出
た
方
法
に
よ
っ
て
評
価
し
て
い
な
い
場
合
で
、
そ
の
届
出
だ
方
法
で
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
税
務
署
長
は
更
正
叉
は

決
定
に
際
し
て
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
る
原
価
法
に
よ
っ
て
評
価
し
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（
施
行
規
則
第
二
＋
条
の
三
）
h
（
註
8
）

（
2
）
　
↓
度
選
択
し
だ
方
法
の
自
由
な
る
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
。
即
ち
法
人
が
自
ら
選
択
し
て
届
出
た
評
価
の
方
法
叉
は
選
択
し
な
か
っ

た
た
め
に
よ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
だ
評
価
の
方
法
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
新
だ
な
評
価
の
方
法
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
事
業
年
度

開
始
の
日
の
前
日
ま
で
に
、
そ
の
言
及
び
変
夏
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
政
府
に
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
（
法
人
税
法
第
九
条
の
七
第
三
項
及
第
四
項
）
右
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
揚
合
に
お
い
て
、
政
府
は
、
法
人
が
現
に
と
っ
て
い
る
評
価

の
方
法
を
採
用
し
て
か
ら
相
当
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
叉
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
評
価
の
方
法
に
よ
っ
て
は
所
得
の
計
算
が
正
確
に

行
わ
れ
難
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
申
請
を
却
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
同
条
第
五
項
）
申
請
の
承
認
叉
は
却
下
は
当
該
申
請
を
な
し
π
法

入
に
通
知
さ
れ
る
が
（
圃
条
第
七
項
）
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
（
中
間
申
告
を
要
す
る
法
入
に
あ
り
て
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら

六
箇
月
を
経
過
し
た
日
の
前
日
）
ま
で
に
、
当
該
申
請
の
承
認
叉
は
却
下
が
な
か
つ
セ
と
き
は
、
当
該
申
請
は
承
認
さ
れ
だ
も
の
と
み
な
さ

れ
る
。
（
同
条
第
六
項
）
（
註
9
）
な
お
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
の
変
更
の
承
認
は
、
経
済
事
情
の
激
変
、
事
業
の
規
模
の
著
し
い
拡
張
叉
は
縮
少

等
に
よ
り
従
前
の
評
価
の
方
法
に
よ
っ
て
は
適
正
な
評
価
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
、
且
つ
そ
の
後
変
更
し
把
方
法
を
相
当
期

間
内
に
再
び
変
更
す
お
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
与
え
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
（
法
人
税
取
扱
通
達
一
七
九
）

（
3
）
　
原
価
叉
は
時
価
何
れ
か
低
き
価
額
か
ら
更
に
一
定
割
合
を
擦
除
し
て
評
価
す
る
と
い
う
慣
例
は
廃
止
さ
れ
π
。
法
人
税
取
扱
通
達
の

経
過
規
定
一
七
は
次
の
如
く
定
め
て
い
る
。

「
昭
和
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
に
お
い
て
、
棚
卸
資
産
蝶
の
評
価
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
だ
特
別
の
低
減

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

歩
合
は
同
年
四
月
一
日
以
後
終
了
す
る
串
業
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
な
い
。
」

　
右
が
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
伴
な
っ
て
我
国
税
法
規
則
が
整
備
せ
ら
る
る
に
至
つ
π
概
要
で
あ
る
。
そ
の
検
討
は
第
三
節
で
こ
れ
を
行
う
。
そ

れ
に
入
る
に
先
だ
つ
て
第
二
節
に
お
い
て
棚
卸
資
産
評
価
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
税
法
規
則
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
「
日
本

税
制
報
告
書
」
に
お
い
て
、
棚
卸
資
産
経
理
に
関
す
る
示
唆
が
な
さ
れ
繋
る
場
合
の
根
抵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
彼
我
の
比
較
に
よ

っ
て
、
我
国
税
注
を
更
に
進
展
せ
し
め
る
有
力
な
る
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
註
7
）
　
省
令
に
定
め
る
事
業
と
は
次
の
事
業
で
あ
る
。
（
施
行
細
則
第
一
条
）

　
一
、
卸
売
及
び
小
売
業

　
　
イ
　
卸
売
業
、
ロ
　
各
種
商
品
小
売
業
、
ハ
　
呉
服
、
衣
服
及
び
身
廻
品
小
売
業
、
二
　
飲
食
料
品
小
売
業
、
ホ
　
飲
食
店
業
，
（
料
理
店
業
を
含
む
）
へ
　
そ
の
他
の

　
　
　
小
売
業
。

　
二
、
製
造
業
（
電
気
又
は
ガ
ス
の
供
給
業
及
び
物
品
の
加
工
修
理
業
を
含
む
。
）

　
　
イ
　
食
料
品
製
造
業
、
ロ
　
紡
績
業
、
ハ
　
衣
服
及
び
身
廻
品
製
造
業
、
二
　
木
材
及
び
木
製
品
製
造
業
、
ホ
　
紙
及
び
類
似
品
製
造
業
、
へ
　
化
学
工
業
、
ト
　
石

　
　
油
及
び
石
炭
製
品
製
造
業
、
チ
　
ゴ
ム
製
造
業
、
り
　
皮
革
及
び
皮
革
製
品
製
造
業
、
ヌ
　
ガ
ラ
ス
及
び
土
石
製
品
製
造
業
隅
ル
　
第
一
次
金
属
製
造
業
、
ヲ
　
金
属

　
　
製
品
製
造
業
（
機
械
器
具
製
造
業
を
除
く
。
）
ワ
　
機
械
器
具
製
造
業
、
カ
　
そ
の
他
の
製
造
業
、

　
三
、
鉱
業
（
砂
鉱
業
及
び
土
石
採
取
業
を
含
む
。
）

　
四
、
建
設
業

　
五
、
農
業
（
畜
産
業
を
含
む
。
）

　
六
、
林
業

　
七
、
漁
業
及
び
水
産
養
殖
業

　
八
、
金
融
業
（
証
券
業
を
除
く
。
）
及
び
保
険
業

　
九
、
証
券
業
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十
、
運
輸
及
び
通
信
業

　
十
一
、
サ
ー
ビ
ス
叢
｛

　
十
二
、
以
上
の
外
、
対
価
を
得
て
継
続
的
に
行
う
事
業

　
　
な
お
前
掲
の
事
業
の
種
類
ご
と
に
評
価
方
法
を
選
定
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
法
人
は
、
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
得
て
、
．
前
掲
の
事
業
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

　
の
承
認
を
受
け
た
事
業
の
種
類
ご
と
に
評
価
方
法
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
註
8
）
　
所
得
税
法
に
あ
り
て
は
「
そ
の
所
得
の
計
算
に
関
し
必
要
な
商
品
、
原
材
料
、
製
品
、
半
製
品
、
仕
掛
品
そ
の
他
棚
卸
を
な
す
べ
き
資
産
で
個
々
の
原
価
を
算
定

　
し
難
い
も
の
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
種
類
ご
と
に
、
命
令
で
定
め
る
方
法
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
を
選
定
し
、
そ
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て

　
お
り
（
所
得
税
法
第
十
条
の
三
）
棚
卸
資
産
の
種
類
毎
に
異
な
る
方
法
を
選
定
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
所
得
税
取
扱
通
達
二
九
七
は
、
評
価
方
法
は
原

　
則
と
し
て
事
業
の
種
類
（
所
得
税
法
施
行
規
則
第
七
条
の
三
に
規
定
す
る
事
業
の
種
類
で
あ
っ
て
卸
売
及
び
小
売
業
、
製
造
業
に
お
い
て
法
人
の
場
合
の
如
く
細
分
さ
れ

　
て
い
な
い
。
）
ご
と
に
同
一
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
従
前
か
ら
行
っ
て
い
た
評
価
方
法
等
が
ら
み
て
同
一
の
方
法
に
よ
り
難
い
場
合
に
は
、
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
、

　
事
業
場
の
異
な
る
ご
と
に
叉
は
棚
卸
資
産
の
種
類
の
異
な
る
ご
と
に
異
な
る
方
法
に
よ
る
も
差
支
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

　
　
時
価
法
及
び
低
価
法
は
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
墨
入
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
（
施
行
規
則
第
十
二
条
の
笹
書
二
項
）

　
　
法
第
十
三
条
の
三
に
は
「
個
々
の
原
価
を
算
定
し
難
い
も
の
の
評
価
に
つ
い
て
は
」
と
あ
り
、
施
行
規
則
第
十
二
条
の
九
に
竜
「
個
々
の
原
価
を
算
定
し
難
い
も
の
」

　
に
つ
い
て
は
、
先
入
先
出
法
、
後
入
先
出
法
、
総
平
均
法
、
移
動
平
均
法
、
単
純
平
均
法
、
売
価
還
元
法
、
そ
の
他
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
た
方
法
の
う
ち
何
れ

　
か
一
に
よ
っ
て
評
価
し
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
み
れ
ば
個
別
法
を
原
則
と
す
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
「
個
々
の
原
価
を
算
定
し
難
い
」
と
は
商
品
在
高
帳

　
等
を
備
え
て
い
な
い
た
め
ロ
別
の
取
得
価
額
の
明
か
で
な
い
場
合
、
叉
は
部
別
の
取
得
価
額
を
明
か
に
し
得
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
極
め
て

　
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
い
う
（
通
達
二
九
六
）
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
事
業
者
が
商
品
在
高
帳
を
備
え
容
易
に
ロ
別
の
取
得
価
額
を
明
瞭
な
ら
し
め
得
る
場

　
合
に
お
い
て
は
先
入
先
出
法
、
移
動
平
均
法
等
に
よ
り
評
価
す
る
こ
と
は
法
文
上
否
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
個
人
と
法
人
に
よ
り
か
か
る
区
別
を

　
な
す
こ
と
は
全
く
理
由
な
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
よ
る
べ
き
評
価
方
法
を
選
定
し
て
届
出
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
売
価
還
元
法
（
売
価
の
な
い
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
総

　
平
均
法
）
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
法
第
十
条
の
三
第
二
項
、
附
則
羽
、
施
行
規
則
第
十
二
条
の
十
）
な
お
聖
霊
が
そ
の
届
出
た
方
法
に
よ
っ
て
評
価
し
て
い
な
い
場
合

　
で
そ
の
届
出
た
方
法
で
評
価
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
税
務
署
長
は
更
正
又
は
決
定
に
当
っ
て
、
売
価
還
元
法
（
売
価
の
な
い
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
総
平
均
法
）
で

　
評
価
し
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（
施
行
規
則
第
十
二
条
の
十
第
二
項
）

（
註
9
）
　
所
得
税
法
で
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
な
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
（
法
界
十
条
の
三
聖
三
項
乃
至
第
八
項
）
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

二

　
ア
メ
リ
カ
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
は
内
国
歳
入
法
（
ぎ
け
臼
コ
巴
幻
。
＜
o
昌
⊆
o
O
o
α
o
以
下
単
に
法
と
い
う
。
）
財
務
省
規
則
（
日
同
＄
ω
⊆
蔓

閑
紹
巳
9
ユ
。
昌
ω
以
下
単
に
規
則
と
い
う
。
）
（
註
1
0
）
等
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
法
に
あ
っ
て
は
ω
o
o
賦
。
口
b
δ
b
の
（
O
）
及

び
ω
①
o
鉱
。
昌
b
δ
b
∂
（
幽
）
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
後
入
先
出
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
入
先
出
法
は
後
述
す
る
よ
う
に
一

九
三
八
年
に
至
っ
て
始
め
て
認
め
ら
れ
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
前
者
が
棚
卸
資
産
経
理
を
規
制
す
る
唯
一
の
条
項
で

あ
っ
だ
。
（
こ
れ
は
一
九
一
八
年
に
注
丈
化
さ
れ
た
。
）
こ
の
条
文
は
次
に
見
る
如
く
至
っ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
評
価
に
関
す
る
具

体
的
な
規
定
に
つ
い
て
は
挙
げ
て
之
を
歳
入
局
長
官
の
権
限
に
委
ね
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
歳
入
局
長
官
が
納
税
者
の
所
得
を
明
確
に
決
定
す
る
π
め
に
棚
卸
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
元
と
き
は
、
当
該
納
税
者
は
、
歳
入
局
長
官
が

（
財
務
長
官
の
同
意
を
得
て
）
当
該
業
種
に
お
け
る
最
善
の
会
計
方
法
に
合
致
し
、
且
つ
最
も
明
瞭
に
所
得
を
反
映
す
る
も
の
と
定
め
た
基

準
に
よ
っ
て
棚
卸
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
右
の
一
般
的
規
定
に
関
す
る
具
体
的
内
容
は
「
規
則
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
評
価
の
基
準
に
関
し
て
「
規
則
」
］
は
、
棚
卸

に
関
す
る
規
定
は
一
様
で
は
あ
り
得
す
当
該
業
種
に
お
い
て
最
善
の
会
計
方
法
と
見
な
し
得
べ
き
慣
習
を
尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
い
、

叉
明
瞭
に
所
得
を
反
映
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
評
価
の
方
法
は
継
続
的
に
採
用
さ
れ
な
け
ば
な
ら
す
、
そ
の
方
法
が
実
質
的
に
規
則
と
合
致

畠
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
採
ら
れ
た
る
評
価
方
法
乃
至
評
価
基
準
よ
り
は
、
そ
れ
が
継
続
的
に
使
用
さ
れ
で
い
る
か
否
か
に
重
点
が
置
か
る

べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
Q
併
し
ま
だ
企
業
に
よ
っ
て
最
も
普
通
に
用
い
ら
れ
且
つ
ω
8
嵩
。
口
b
。
b
。
（
O
）
の
要
求
に
適
合
す
る
評
価
基

準
は
（
a
）
原
価
（
b
）
原
価
時
価
何
れ
か
低
き
価
額
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
原
価
法
及
び
低
価
法
に
よ
る
評
価
が
認
め
ら
れ
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て
い
る
の
で
あ
’
る
が
（
註
1
1
）
実
際
界
に
お
い
て
は
低
価
法
に
よ
る
評
価
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
採
用
し
だ
評
価
基
準
の
変
更
に
は

歳
入
局
長
官
の
承
認
を
要
す
る
Q

　
期
末
棚
卸
品
に
附
す
べ
き
原
価
確
定
の
方
注
と
し
て
一
般
的
に
規
則
の
認
む
る
も
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
　
個
別
法
　
次
の
規
定
（
産
室
冨
ぎ
湯
≡
・
ω
・
p
b
。
9
・
。
b
。
（
。
）
1
卜
。
）
は
個
別
法
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
（
註
1
2
）

「
納
税
者
が
健
全
な
る
会
計
制
度
に
即
し
た
帳
簿
棚
卸
の
制
度
を
有
し
、
各
棚
卸
資
産
の
勘
定
に
、
取
得
叉
は
生
産
さ
れ
た
棚
卸
資
産
の
実

際
原
価
を
も
つ
て
借
記
し
、
当
該
課
税
年
度
に
お
い
て
取
得
さ
れ
た
棚
卸
資
産
（
期
首
繰
越
分
を
含
む
）
の
実
際
原
価
を
基
礎
と
し
て
使
用

振
替
叉
は
販
売
せ
る
も
の
の
価
値
を
貸
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
棚
卸
資
産
勘
定
に
示
さ
れ
だ
残
高
は
手
持
在
高
の
原
価
と

み
な
さ
れ
る
。

（
二
）
　
先
入
先
出
法
　
先
入
先
出
法
は
次
の
規
定
（
男
優
巳
駐
。
鵠
H
ロ
・
ω
Φ
ρ
串
原
（
。
了
臆
）
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

「
そ
の
内
容
が
混
怨
し
何
れ
の
口
の
も
の
よ
り
成
る
か
が
判
明
せ
ざ
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
、
（
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
1
筆
者
）
最

も
近
い
日
に
お
い
て
取
得
叉
は
生
産
さ
れ
だ
棚
卸
資
産
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
」
　
而
し
て
当
該
資
産
の
実
際
取
得
原
価
又
は
実
際
生
産
原

価
が
そ
の
原
価
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
規
定
は
右
の
如
く
で
あ
る
が
実
際
に
は
そ
の
棚
卸
資
産
が
何
れ
の
購
入
分
か
ら
成
る
か
が
識
別
さ
れ

得
る
揚
合
に
も
、
先
入
先
出
法
の
採
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
三
）
　
平
均
法
　
「
規
則
」
は
平
均
法
の
使
用
を
一
般
的
に
は
認
め
て
い
な
い
。
他
に
よ
り
正
確
に
し
て
適
用
し
得
べ
き
方
法
が
無
い
揚
合

に
は
平
均
法
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
煙
草
製
造
業
に
つ
い
て
は
平
均
原
価
法
以
外
に
は
理
論
的
に
正
確
な
る
方
法
が
な
い
も
の
と
し
て
加

重
平
均
法
の
使
用
が
正
式
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
「
規
則
」
は
普
通
の
混
合
し
把
代
替
性
あ
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
先
入
先
出
法
の
使
用

を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
勿
論
後
述
の
後
入
先
出
法
が
選
択
さ
れ
る
場
合
は
測
で
あ
る
。
）
併
し
実
際
上
は
平
均
原
価
法
に
よ
る
原
価

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

が
決
算
目
的
の
だ
め
に
も
税
目
的
の
た
め
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
税
務
行
政
の
見
地
か
ら
は
重
要
な
こ
と
で
は
な
く
、
　
一
つ

の
方
法
が
．
継
続
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
平
均
原
価
法
に
よ
る
も
先
入
先
出
法
に
よ
る
場
合
と
同
じ
く
課
税
所
得
は
通
常
正
当
に
表

示
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

（
四
〉
後
入
先
出
法
　
こ
の
方
法
は
最
後
に
認
め
ら
れ
だ
も
の
で
あ
っ
て
そ
の
発
展
の
あ
と
を
次
に
述
べ
る
。

八
註
1
0
）
歳
入
法
Q
◎
①
a
8
露
に
よ
れ
ば
歳
入
局
長
官
が
税
法
施
行
の
た
め
必
要
な
る
規
則
を
定
め
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
菊
Φ
讐
寡
δ
房
は
「
法
」
に
一
般

　
的
に
示
さ
れ
た
る
事
項
に
対
す
る
当
局
の
解
釈
乃
至
説
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
而
し
て
「
規
則
」
は
裁
判
所
が
「
法
」
と
矛
盾
す
る
（
換
言
す
れ
ば
国
会
の

　
意
思
に
反
す
る
）
も
の
と
認
め
な
い
限
り
法
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

A
註
1
1
）
原
価
法
又
は
低
価
法
の
何
れ
か
の
採
用
が
認
め
ら
れ
た
の
は
一
九
一
七
年
の
財
務
省
通
達
（
臼
希
錺
5
U
o
o
匿
。
”
）
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
従
っ
て
前
記
の
棚
卸
資

　
産
に
関
す
る
条
項
が
法
文
化
さ
れ
た
一
九
一
八
年
に
は
、
二
つ
の
評
価
基
準
は
確
立
し
て
い
た
。
一
九
一
七
年
以
前
の
評
価
基
準
は
原
価
主
義
の
み
で
あ
っ
た
。
（
ω
目
菖

　
酷
5
山
切
毎
①
房
嚇
↓
舞
普
冨
β
ユ
巳
団
稀
ぼ
露
一
β
8
目
ρ
b
娼
・
O
£
H
）

〈
註
1
2
）
　
バ
タ
ー
ズ
は
此
の
条
項
を
個
別
法
に
関
す
る
も
の
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
臼
・
内
・
切
d
葺
Φ
診
国
幣
舞
o
h
↓
畏
ρ
自
o
P
H
ロ
〈
Φ
暮
。
蔓
》
0
8
巨
碁
艮

　
℃
o
ぎ
諒
噂
噂
・
H
零
）
ニ
ュ
ー
ナ
ー
は
先
入
先
出
法
に
関
す
る
も
の
と
し
て
此
の
条
項
を
挙
げ
て
い
る
。
（
周
．
臼
．
零
畳
2
①
彗
Φ
が
0
◎
鴇
》
0
8
巨
甚
”
ω
a
o
9
喝
．
嵩
9
）
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財
務
者
は
長
年
の
問
後
入
先
出
法
に
対
し
て
否
定
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
だ
。
そ
れ
は
先
入
先
出
法
に
よ
る
如
く
一
会
計
期
間
の
所
得
を

明
瞭
に
現
わ
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
も
ま
た
後
入
先
出
法
を
否
認
し

て
い
る
。
国
碧
ω
器
Ω
昌
ω
9
8
け
二
巴
ω
審
9
0
0
日
0
9
昌
事
件
に
お
い
て
で
あ
る
。
併
し
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
こ
の
方
法
の
経
済
的

意
味
が
充
分
に
表
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
後
入
先
出
法
が
最
初
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
だ
の
は
一
九
三
八
年
の
歳
入
法

ω
8
謡
。
昌
N
b
o
（
自
）
、
に
お
い
て
で
あ
る
。
併
し
こ
の
場
合
に
は
そ
の
適
用
せ
ら
れ
る
範
囲
は
至
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
本
法
の
採
用



が
認
め
ら
れ
る
の
は
製
革
業
、
或
種
の
非
鉄
金
属
の
生
産
・
加
工
業
に
つ
い
て
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
一
月
一
日
以
後
に
始
ま
る
事
業
年
度

に
そ
の
原
料
に
つ
き
後
入
先
出
法
を
選
択
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
但
し
非
鉄
金
属
業
の
場
合
に
は
当
該
棚
卸

資
産
が
混
合
し
そ
の
聖
別
の
原
価
が
識
別
さ
れ
得
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
み
本
法
が
適
用
さ
れ
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
把
。
製
革
業
の
場
合

に
は
か
か
る
制
限
は
附
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
更
に
後
入
先
出
法
を
選
択
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
歳
入
局
長
官
が
必
要
と
認
む
る
と
き
は
、
そ

れ
以
前
の
事
業
年
度
に
遡
っ
て
棚
卸
資
産
の
調
整
を
行
い
、
か
か
る
修
正
に
基
づ
い
て
生
す
る
税
額
を
支
払
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
わ
西
。

　
一
九
三
九
年
の
歳
入
法
ω
8
餓
8
b
。
ド
O
は
内
国
歳
入
法
ω
①
o
蹴
。
旨
b
。
b
。
（
山
）
を
次
の
如
く
修
正
し
、
一
九
三
八
年
十
二
月
三
十
一
日
後

の
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
だ
。
（
註
1
3
）

　
（
イ
）
　
後
入
先
出
怯
の
選
択
は
特
定
の
事
業
に
限
定
さ
れ
す
、
あ
ら
ゆ
る
納
税
者
の
選
択
に
委
ね
ら
れ
る
。

　
（
ロ
）
　
材
料
、
仕
掛
品
、
製
品
等
あ
ら
ゆ
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
、
叉
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
の
み
後
入
先
出
法
を
適
田
川
す
る
こ
と
が
で

き
る
Q
ま
だ
そ
の
口
別
の
原
価
が
判
明
す
る
揚
合
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
な
い
。

　
（
、
ノ
）
　
後
入
先
出
怯
が
一
度
採
用
さ
れ
だ
後
は
そ
の
後
引
続
い
て
此
の
方
法
が
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尤
も
そ
の
変
更
に
つ
い

で
歳
入
局
長
官
の
承
認
が
あ
る
か
、
叉
は
納
税
者
が
税
法
の
要
求
に
合
致
し
て
い
な
い
π
め
に
他
の
方
法
へ
の
転
換
を
要
求
さ
れ
だ
場
合
に

は
此
の
限
り
で
な
い
。

　
（
二
）
　
事
業
の
財
政
状
態
を
現
わ
す
一
切
の
報
告
書
は
後
入
先
出
法
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
納
税
目
的
の
だ
め

に
は
後
入
先
出
法
を
採
用
し
、
他
の
目
的
（
信
用
目
的
、
株
主
・
所
有
者
・
受
益
者
等
に
対
す
る
報
告
）
の
泥
め
に
は
異
な
る
所
得
決
定
の

方
法
を
用
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
Q

　
（
ホ
）
　
後
入
先
出
法
を
採
用
し
て
い
る
間
は
当
該
棚
卸
資
産
は
原
価
で
評
価
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
即
ち
低
価
法
の
採
用
は
認
め
ら
れ
な

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

い
Q

　
（
へ
）
　
此
の
方
法
を
採
用
す
る
に
つ
き
所
得
を
明
瞭
に
反
映
す
る
泥
め
に
歳
入
局
長
官
が
必
要
な
り
と
考
え
る
所
要
の
調
整
を
加
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
後
入
先
出
法
を
と
る
棚
卸
資
産
に
は
低
価
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
る
セ
め
に
、
時
価
が
低
落
し
た
場
合
で
も
原
価
で
評

価
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
不
当
の
歳
入
減
を
防
止
し
、
後
入
先
出
格
を
他
の
方
法
よ
り
も
不
当
に
優
遇
す
る
こ
と
を
避

け
る
趣
旨
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
若
し
低
価
法
が
後
入
先
出
法
の
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
後
入
先
出
法
を
採
用
す
る
も
の
は
、

物
価
騰
貴
の
と
き
に
お
い
て
棚
卸
資
産
利
益
に
対
す
る
課
税
を
避
け
得
る
と
共
に
、
価
格
が
下
落
し
て
後
入
先
出
法
に
よ
る
棚
卸
資
産
価
額

以
下
と
な
る
と
き
は
課
税
所
得
を
引
下
げ
得
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
（
註
1
4
）
後
入
先
出
法
に
よ
る
場
合
に
も
低
価
法
を
仁
川
し
得
る

も
の
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
本
法
の
採
用
は
も
っ
と
拡
大
し
て
い
把
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
多
く
の
納
税
者
が
棚
卸
資
産
の
時

価
が
将
来
後
入
先
出
法
に
よ
る
原
価
以
下
に
下
落
す
べ
き
こ
と
を
恐
れ
て
、
後
入
先
出
法
の
選
択
を
差
前
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
前
記
（
二
）
の
納
税
目
的
の
た
め
に
は
後
入
先
出
法
を
採
用
し
他
の
目
的
の
謹
め
に
は
他
の
評
価
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
規
定
に
つ
い
て
は
そ
の
後
二
つ
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
（
一
）
後
入
先
出
法
を
と
る
も
の
は
低
価
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
前
述
の
如
ぐ
で
あ
る
が
、
営
業
報
告
書
に
お
い
て
原
価
に
代
え
て
時
価
を
以
て
表
示
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
若
し
そ
う
で
な
け
れ
ば

時
価
が
下
落
せ
る
に
拘
ら
す
納
税
者
は
不
当
に
高
き
価
格
を
以
て
評
価
さ
れ
た
棚
卸
資
産
を
営
業
報
告
書
に
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
こ
と
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
こ
れ
は
営
業
報
告
書
に
お
け
る
表
示
の
問
題
で
あ
っ
て
、
税
目
的
の
た
め
に
原
価
に
代
え
て
時
価
を
以
て
評
価
す

る
こ
と
を
認
め
る
趣
旨
で
は
な
い
。
　
（
二
）
従
来
は
中
間
営
業
報
告
書
に
お
い
て
後
入
先
出
法
以
外
の
評
価
方
注
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合

に
は
そ
の
年
度
は
後
入
先
出
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
之
が
改
め
ら
れ
だ
。
即
ち
後
入
先
出
法
以
外
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の
方
法
に
よ
っ
て
中
間
報
告
書
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
そ
の
年
度
に
お
い
て
後
入
先
出
法
を
と
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
。
こ
れ

は
一
九
四
二
年
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
九
三
九
年
に
始
ま
る
事
業
年
度
に
遡
及
し
て
適
用
さ
れ
た
。

　
（
註
1
3
）
　
歳
入
法
と
は
男
。
く
窪
。
》
9
を
い
う
。
一
九
三
九
年
二
月
十
日
、
当
時
個
別
的
に
存
在
し
て
い
た
聯
邦
租
税
法
規
は
統
合
せ
ら
れ
て
内
国
歳
入
法
（
目
馨
①
讐
銭

　
菊
。
〈
Φ
§
9
口
①
）
に
集
成
せ
ら
れ
た
。
即
ち
当
時
効
力
を
有
し
て
い
た
内
国
歳
入
関
係
の
諸
法
規
は
廃
止
さ
れ
て
0
◎
山
。
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
一
九
三

　
九
年
以
降
の
租
税
立
法
は
「
何
年
歳
入
法
」
（
例
え
ば
閃
。
〈
o
p
ロ
。
》
9
0
剛
H
O
心
b
o
）
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
一
頭
Φ
諺
9
図
。
く
。
ロ
q
Φ
O
o
恥
。
の
修
正
と
な
る
も
の

　
で
あ
る
。
従
っ
て
現
在
．
内
国
歳
入
に
関
す
る
法
律
は
す
べ
て
O
o
号
の
一
部
で
あ
る
。

　
（
註
1
4
）
　
頃
葺
輿
ρ
o
㌘
o
害
り
℃
．
H
お
．

　
後
入
先
出
法
に
よ
る
原
価
は
「
怯
」
及
び
「
規
則
」
に
よ
っ
て
次
の
如
く
計
算
さ
れ
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
後
入
先
出
法
を
採
用
す
る
に
至
つ
セ
初
年
度
の
期
首
繰
越
高
は
平
均
原
価
で
計
算
さ
れ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
棚
卸
資
産
の
平
均
原
価
は
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
原
価
総
額
（
後
入
先
出
法
の
採
用
前
に
と
ら
れ
て
い
π
評
価
法
で
計
算
せ
る
）
を
当
該
棚
卸
資
産
の
数
量
で
除
し
て
得
ら
れ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
期
首
繰
越
量
は
事
実
上
〔
時
に
取
得
さ
れ
だ
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
（
註
1
5
）

　
後
入
先
出
法
馬
用
後
に
お
け
る
各
期
末
の
棚
卸
資
産
は
次
の
む
の
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
（
O
o
量
ω
8
．
B
（
α
）
（
H
）
）

（
1
）
期
首
繰
越
高
（
そ
の
取
得
の
順
序
に
従
っ
て
×
2
）
本
年
度
に
お
い
て
取
得
さ
れ
セ
も
の
。
従
っ
て
期
末
棚
卸
資
産
の
量
が
期
首
在
高

よ
り
も
小
で
あ
る
と
き
は
期
末
の
在
高
は
専
ら
期
首
在
高
か
ら
成
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
量
に
応
じ
最
も
古
く
取
得
し
だ
も
の
か
ら
順
．

次
残
存
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
（
後
入
先
出
法
採
用
の
初
年
度
の
期
首
在
高
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
平
均
原
価
が
あ
る
の
み
で
あ

る
。
）
期
末
在
高
が
期
首
繰
越
量
よ
り
も
大
な
る
と
き
は
、
そ
の
超
過
す
る
壁
に
つ
い
て
は
次
の
四
つ
の
方
法
の
う
ち
何
れ
か
一
つ
の
方
法
に

よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
。
　
（
国
Φ
讐
一
逝
け
陣
O
湧
　
H
H
一
日
　
ω
①
O
■
b
の
㊤
●
b
り
b
o
　
（
α
）
一
・
。
）
併
し
選
択
さ
れ
た
方
法
は
爾
後
引
続
き
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
税
洪
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

　
（
a
い
　
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
最
も
近
い
日
に
お
い
て
購
入
叉
は
生
産
さ
れ
だ
も
の
の
実
際
原
価
。
こ
の
場
合
に
は
当
期
の
増
加
㍗

分
は
先
入
先
出
怯
の
原
則
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
の
年
度
に
お
い
て
こ
の
増
加
分
が
消
滅
し
た
と
き
は
こ
の
方
法
，

に
お
い
て
も
本
章
の
後
入
先
出
法
に
復
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
棚
卸
資
産
期
末
在
高
は
最
も
古
く
取
得
さ
れ
だ
る
も
の
か
ら
成
る
も
の

と
み
な
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
方
法
を
と
る
場
合
に
は
期
中
の
増
加
分
は
先
入
先
出
法
の
原
則
に
よ
り
、
そ
の
消
滅
は
後
入
先

出
法
の
原
則
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
理
論
的
に
は
一
貫
性
を
欠
く
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
実
務
上
の
便
宜
を
考
慮

し
π
も
の
で
あ
ろ
う
Q

　
（
b
）
　
増
加
部
分
は
当
期
間
中
に
取
得
生
産
せ
る
も
の
の
う
ち
最
も
古
き
も
の
か
ら
（
取
得
の
順
序
に
従
っ
て
）
順
次
成
る
も
の
と
み
な

し
て
評
価
す
る
。
此
の
揚
合
に
は
増
加
部
分
も
ま
把
後
入
先
出
法
に
従
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
c
）
　
増
加
部
分
の
単
価
は
当
期
に
お
い
て
取
得
せ
る
も
の
の
加
重
総
平
均
法
に
よ
る
単
価
と
す
る
。
か
か
る
場
合
の
当
期
増
加
部
分
は

ω
Φ
o
鼠
。
旨
b
の
N
（
価
）
の
適
用
上
同
時
に
取
得
さ
れ
だ
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
．

　
（
d
）
　
そ
の
他
歳
入
局
長
官
が
所
得
を
明
瞭
に
表
わ
す
も
の
と
認
め
る
方
法
。

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
税
法
の
認
め
る
後
入
先
出
法
は
厳
格
な
る
意
昧
に
お
け
る
後
入
先
出
法
の
み
で
は
な
い
。

Tg8一

　
一
九
四
二
年
に
は
後
入
先
出
法
を
と
る
納
税
者
は
予
期
せ
ざ
る
困
難
に
当
面
し
た
。
そ
れ
は
戦
争
の
影
響
に
よ
っ
て
各
種
資
材
の
不
円
滑

に
よ
り
各
種
事
業
は
従
来
保
有
し
て
い
た
棚
卸
資
産
の
一
部
叉
は
全
部
を
消
尽
し
叉
は
棚
卸
資
産
の
種
類
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
だ
こ
と

で
あ
る
。
棚
卸
資
産
の
期
末
在
高
が
正
常
量
を
割
る
場
合
に
普
通
の
方
法
で
後
入
先
出
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
後
入
先
出
法
の
効
果
を
大

い
に
減
殺
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
差
売
価
と
、
喰
込
み
だ
る
棚
卸
資
産
の
後
入
先
三
里
に
よ
る
原
価
（
之
は
そ
の
と
き
の
取
替
原



価
よ
り
も
遙
か
に
安
い
）
と
の
差
額
は
全
部
喰
込
み
の
行
わ
れ
た
る
時
期
の
所
得
と
し
て
表
現
さ
れ
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
事
態

に
お
、
い
て
各
種
産
業
は
財
務
省
及
び
国
会
に
対
し
て
何
等
か
の
救
済
策
が
と
ら
る
べ
き
こ
と
を
請
願
し
た
。
国
会
及
び
財
務
省
は
そ
の
理
由

あ
り
と
認
め
一
九
四
二
年
の
歳
入
法
の
一
部
と
し
て
そ
の
救
済
策
が
捜
せ
ら
れ
た
。
（
註
1
6
）
（
内
国
歳
入
怯
ω
8
口
8
b
。
b
。
（
血
）
1
の
）
そ
れ
は

納
税
者
の
所
得
に
対
す
る
戦
時
の
不
本
意
な
る
喰
込
み
（
貯
く
。
冨
曇
霞
団
嵩
ρ
¢
置
舞
一
〇
ロ
ω
）
の
影
響
を
除
去
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
喰
込
み
が
不
本
意
且
つ
短
期
性
の
も
の
に
限
っ
て
救
済
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
喰
込
ま
れ
た
る
棚
卸
資
産
が
一
定
期
限
内
に

補
填
さ
れ
た
る
と
き
調
整
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
措
置
は
次
の
方
式
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
。

　
戦
時
の
不
本
意
な
る
喰
込
み
あ
り
た
る
納
税
者
は
（
本
条
項
の
適
用
を
申
請
し
て
）
戦
争
終
了
後
三
年
以
内
に
そ
の
補
充
が
な
さ
れ
た
る

と
き
は
、
喰
込
み
の
あ
り
だ
る
年
度
の
課
税
所
得
を
再
計
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
此
の
方
怯
に
よ
れ
ば
、
喰
込
み
の
あ
り
た
る
棚
卸

資
産
に
よ
る
利
益
は
一
応
そ
の
年
度
の
課
税
所
得
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
後
年
そ
の
補
充
が
行
わ
れ
た
る
と
き
、
後
入
先
出
法
に

よ
る
喰
込
時
の
原
価
を
以
て
棚
卸
資
産
価
額
に
加
え
ら
れ
る
。
補
充
に
要
し
た
実
際
の
原
価
と
右
の
喰
込
時
の
原
価
と
の
差
額
だ
け
喰
込
み

の
行
わ
れ
だ
る
年
度
の
課
税
所
得
が
遡
及
し
て
調
整
さ
れ
る
。
補
充
に
要
し
た
原
価
が
喰
込
ま
れ
た
る
も
の
の
原
価
よ
り
も
大
で
あ
れ
ぽ
、

そ
の
差
額
だ
け
喰
込
み
の
行
わ
れ
だ
年
度
の
課
税
所
得
が
引
下
げ
ら
れ
、
反
対
の
場
合
に
は
そ
の
差
額
だ
け
課
税
所
得
が
引
上
げ
ら
れ
る
。

二
つ
の
原
価
が
同
一
な
ら
ば
調
整
は
行
わ
れ
な
い
。
こ
の
調
整
に
よ
っ
て
生
す
る
税
額
の
過
不
足
額
に
は
利
子
は
つ
け
な
い
。
右
の
調
整
に

よ
っ
て
補
充
の
行
わ
れ
だ
る
年
度
の
課
税
所
得
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
だ
め
、
補
充
さ
れ
た
る
棚
卸
資
産
の
仕
入
単
価
及
び
期
末
繰
，

越
単
価
は
後
入
先
出
法
に
よ
る
喰
込
時
の
単
価
と
同
額
と
さ
れ
る
。
補
充
の
た
め
の
原
価
が
喰
込
時
の
原
価
よ
り
も
高
い
揚
合
に
は
、
補
充
、

せ
ら
れ
た
る
棚
卸
資
産
の
価
額
が
引
下
げ
ら
れ
て
期
末
在
高
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
此
の
金
額
は
正
に
喰
込
時
の
所
得
を
修
正
（
引

下
）
す
べ
き
金
額
に
当
る
。
此
の
立
合
補
充
せ
ら
れ
π
る
年
度
の
所
得
は
影
響
を
受
け
な
い
。
仕
入
勘
定
の
記
入
も
ま
た
そ
の
引
下
げ
ら
れ
7

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

だ
る
金
額
で
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
・
斯
く
て
こ
の
調
整
に
よ
っ
て
喰
込
み
の
行
わ
れ
た
る
年
度
の
所
得
と
、
棚
卸
資
産
価
額
の
修
正
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恰
か
も
喰
込
み
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
同
一
の
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
特
別
措
置
の
適
用
に
つ
い
て
、
戦
時
と
は
、
．
一
九
四
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
後
に
始
ま
り
一
九
四
八
年
一
月
一
、
日
前
に
終
る
各
課
税

年
度
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
特
別
の
取
扱
を
受
け
得
る
補
充
は
一
九
五
一
年
一
月
一
日
前
に
終
了
す
る
課
税
年
度
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
戦
時
に
お
け
る
特
別
措
置
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
併
し
平
時
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
主
要
仕
入

先
工
場
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
、
又
は
当
該
納
税
者
の
投
与
が
期
末
近
く
に
焼
失
し
だ
た
め
等
に
よ
り
、
棚
卸
資
産
手
持
量
が
異
常
に
低
下

せ
る
と
き
右
と
同
様
な
る
救
済
手
段
が
講
せ
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
，
（
註
1
7
）

　
一
九
四
七
年
一
月
租
税
裁
判
所
（
↓
9
図
O
o
磁
器
）
は
小
売
棚
卸
法
に
お
い
て
後
入
先
出
法
を
と
る
こ
と
の
合
法
性
を
認
め
　
（
缶
暮
巳
①
同

切
8
爵
臼
ω
O
o
目
b
9
被
く
．
O
o
ヨ
日
奮
δ
玉
響
）
一
九
四
七
年
十
二
月
財
務
省
も
之
を
承
認
し
た
。
併
し
こ
れ
は
小
売
業
に
の
み
関
す
る
も

め
で
あ
る
か
ら
、
小
売
棚
卸
法
の
性
格
等
と
其
に
別
箇
に
取
扱
う
を
適
当
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
註
1
5
）
　
後
入
先
出
法
採
用
の
初
年
度
の
期
首
繰
越
高
は
原
価
法
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
．
の
で
あ
っ
て
低
価
法
に
よ
る
評
価
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
税
法

　
　
上
の
後
入
先
出
法
が
原
価
法
に
よ
る
評
価
を
要
請
す
る
こ
之
の
結
果
で
あ
る
。
此
の
た
め
に
後
入
先
出
法
採
用
初
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
末
の
棚
卸
資
産
は
原
価
で
評

　
　
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
後
入
先
出
法
採
用
初
年
度
の
期
首
繰
越
額
が
、
そ
の
前
年
度
の
期
末
評
価
額
と
同
額
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

　
　
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
6
）
　
此
の
措
置
は
一
九
四
三
年
の
歳
入
法
に
よ
り
、
一
九
四
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
の
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
遡
及
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
（
註
1
7
）
　
バ
タ
ー
ズ
は
平
時
に
お
け
る
真
に
不
本
意
な
る
喰
込
み
に
対
す
る
救
済
手
段
と
し
て
可
能
な
る
二
つ
の
方
法
を
あ
げ
て
い
る
。
　
（
一
）
或
種
の
喰
込
み
を
「
不
本

　
　
意
」
な
る
も
の
と
認
め
る
権
限
を
財
務
省
に
匿
え
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
戦
時
に
お
け
る
措
置
と
同
様
な
る
取
扱
を
す
る
。
　
（
二
）
一
定
下
聞
内
例
え
ば
一
年
以
内
に
補

　
　
充
せ
ら
れ
た
る
喰
込
み
は
「
不
本
意
」
な
る
も
の
と
み
な
し
之
に
対
し
て
は
特
別
の
取
扱
を
な
す
。
　
（
切
舞
。
φ
o
，
o
鋒
”
，
卜
o
O
b
o
）
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一
九
四
九
年
十
一
月
二
日
に
は
小
売
棚
卸
法
を
用
い
る
小
売
業
以
外
の
事
業
が
、
「
弗
価
値
法
」
（
】
）
O
一
一
餌
円
囁
く
餌
一
崖
Φ
ヨ
O
け
ゲ
O
q
）
に
よ
っ
て
後

入
先
出
法
に
よ
る
評
価
を
な
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
小
売
棚
卸
法
に
対
し
て
後
入
先
出
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
以
上
は
、
小
売
棚
卸
法

以
外
の
評
価
法
を
と
る
も
の
に
対
し
て
弗
価
値
法
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
Q
共
に
何
等
か
の

価
格
変
動
指
数
を
用
い
て
簡
便
に
期
末
棚
卸
品
の
後
入
先
出
法
的
評
価
に
到
達
せ
ん
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
従
来
税
法
で
認
め
ら
れ
た
後
入
先
出
法
の
内
容
は
既
述
し
た
如
く
で
あ
り
、
そ
の
計
算
は
簡
単
な
る
も
の
で
は
な
い
。
（
註
1
8
）
即
ち
後
入

先
出
法
の
適
用
の
だ
め
に
は
各
事
業
年
度
末
に
お
い
て
各
項
目
（
棚
卸
資
産
の
グ
ル
ー
プ
）
ご
と
に
次
の
事
項
が
先
ず
明
か
に
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
1
、
期
首
及
び
期
末
に
お
け
る
当
該
棚
卸
資
産
の
数
量

　
2
、
期
首
及
び
期
末
問
の
当
該
棚
卸
資
産
の
数
量
の
変
化

　
3
、
期
間
中
に
取
得
せ
る
各
口
の
数
量

　
4
、
右
の
各
口
の
単
価
及
び
金
額

　
5
、
期
首
棚
卸
高
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
各
口
の
単
価
及
び
金
額

　
6
、
後
入
先
出
法
採
用
初
年
度
の
期
首
繰
越
量
、
そ
の
単
価
（
平
均
原
価
）
及
び
金
額

　
次
い
で
後
入
先
出
法
に
よ
る
期
末
在
高
の
評
価
は
単
純
な
も
の
で
は
な
く
甚
だ
複
雑
な
る
場
合
を
生
じ
得
る
。
後
入
先
出
法
を
採
用
し
て

相
当
期
間
を
経
過
し
、
且
つ
各
期
末
の
在
高
が
各
々
期
首
の
在
高
を
超
過
し
て
現
在
に
至
つ
だ
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
評
価
額
は
一
様
な
る

単
価
の
集
合
と
し
て
考
え
得
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
構
成
す
る
、
単
価
を
異
に
す
る
各
口
の
累
積
額
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

即
ち
後
入
先
出
法
に
あ
り
て
は
単
価
を
異
に
す
る
こ
と
に
原
価
の
層
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
お
。
　
（
こ
の
層
は
当
期
増
加
分
に
つ
い
て
平
均

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

原
価
を
以
て
単
価
を
定
め
る
方
式
を
と
れ
ば
当
期
増
加
分
の
単
価
は
均
し
き
が
故
に
、
　
一
事
業
年
度
に
一
つ
の
層
が
形
成
さ
れ
る
。
）
斯
る
原

価
の
層
は
棚
卸
資
産
記
録
に
お
い
て
分
別
表
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
原
価
の
層
を
考
え
る
こ
と
は
或
時
期
に
お
け

る
期
末
在
高
が
期
首
在
高
よ
り
も
小
な
る
場
合
に
そ
の
期
末
在
高
を
評
価
す
る
揚
音
に
必
要
と
な
る
。
即
ち
当
期
に
発
生
せ
る
減
少
は
、
後

入
先
纏
絡
の
原
理
に
従
い
、
（
増
加
あ
り
だ
る
事
業
年
度
の
う
ち
）
当
該
事
業
年
度
に
最
も
近
い
事
業
年
度
の
増
加
分
か
ら
の
減
少
で
あ
る
と

し
て
計
算
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（
こ
の
原
則
は
計
箪
を
甚
だ
簡
便
に
す
る
後
述
弗
価
値
法
に
あ
り
て
も
遵
守
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
前
述
せ
る
「
法
」
ω
①
o
口
。
ロ
b
⇔
b
◎
（
住
）
の
次
の
規
定
の
要
請
に
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
各
期
末
の
棚
卸
資
産
は
次
の
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
　
（
1
）
期
首
繰
越
高
（
そ
の
取
得
の
順
序
に
従
っ
て
）

　
（
2
）
本
年
度
に
お
い
て
取
得
さ
れ
た
も
の
。

　
弗
価
値
法
は
先
ず
期
首
及
び
期
末
の
棚
卸
資
産
に
附
せ
ら
れ
た
る
金
額
（
当
該
棚
卸
資
産
の
原
価
）
の
比
軟
に
よ
っ
て
、
当
期
中
の
増
加

額
叉
は
減
少
額
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
勿
論
そ
の
比
軟
は
貨
幣
価
値
の
変
動
の
影
響
を
除
去
す
る
た
め
に
同
一
価
格
水
準
に
引
直
し
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
同
一
価
格
水
準
の
上
で
期
首
及
び
期
末
の
棚
卸
資
産
原
価
（
当
該
棚
卸
資
産
に
対
す
る
資
本
投
下
額
）
を

比
較
す
れ
ば
、
後
者
が
前
者
よ
り
大
な
る
揚
蓋
に
は
棚
卸
資
産
数
量
の
増
加
あ
り
た
る
こ
と
を
示
し
、
反
対
の
場
合
に
は
減
少
せ
る
こ
と
．
を

示
す
こ
と
と
な
る
。
増
加
分
に
つ
い
て
は
そ
の
増
加
せ
る
時
期
の
原
価
が
そ
れ
以
前
よ
り
持
越
さ
れ
だ
も
の
と
み
な
さ
れ
た
分
の
原
価
と
異

な
る
に
よ
り
て
原
価
の
層
を
考
え
、
減
少
あ
り
た
る
と
き
は
そ
の
減
少
が
何
れ
の
［
、
の
減
少
と
み
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
一
般
の
後
入
先
出

法
の
原
理
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
弗
価
値
法
に
よ
る
原
価
は
次
の
事
項
を
順
次
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
て
得
ら
れ
る
。

　
（
一
）
　
期
末
の
価
格
に
よ
る
期
末
棚
卸
資
産
の
原
価
合
計
。
之
は
期
末
在
高
中
の
品
目
ご
と
の
数
量
に
各
々
の
最
終
仕
入
単
価
を
乗
ず
る

こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
Q
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（
二
）
　
期
首
の
価
格
に
よ
る
期
末
棚
卸
資
産
の
原
価
合
計
。
之
は
年
度
末
在
高
中
の
品
目
ご
と
の
数
量
に
各
々
の
期
首
の
単
価
（
前
事
業

年
度
に
お
け
る
前
記
（
一
）
の
単
価
）
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
Q
若
し
期
首
棚
卸
品
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
す
当
期
に
お
い
て
発

生
せ
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
最
初
の
取
得
原
価
が
用
い
ら
れ
る
。

　
（
三
）
　
当
期
に
お
け
る
価
格
変
動
を
示
す
価
格
指
数
。
之
は
期
末
価
格
に
よ
る
期
末
棚
卸
資
産
原
価
合
計
を
、
期
首
価
格
に
よ
る
原
価
合

計
で
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
即
ち
前
記
（
一
）
を
前
記
（
二
）
で
除
し
た
る
も
の
。

　
（
四
）
　
累
積
価
格
指
数
。
弗
価
値
法
で
は
後
入
先
出
法
を
採
用
せ
る
第
一
年
度
の
始
め
に
お
け
る
価
格
（
基
準
価
格
と
い
う
）
を
基
準
と

し
て
累
積
価
格
指
数
を
計
算
す
る
。
之
は
当
期
の
価
格
指
数
に
之
に
先
立
つ
す
べ
て
の
年
度
の
価
格
指
数
を
乗
じ
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
に

お
い
て
は
累
積
価
格
指
数
は
各
省
ご
と
に
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
前
期
の
累
積
価
格
指
数
に
当
期
の
愚
輩
指
数
を
乗
ず
れ
ば
よ
い
。
後

入
先
出
法
採
用
の
第
一
期
に
お
い
て
は
そ
の
期
の
価
格
指
数
と
累
積
価
格
指
数
と
は
同
一
で
あ
る
。

　
（
五
）
　
基
準
価
格
に
よ
る
期
末
棚
卸
高
。
期
末
の
価
格
に
よ
る
期
末
棚
卸
高
（
前
記
一
）
を
累
積
価
格
指
数
（
前
記
四
）
で
除
し
て
得
ら

れ
る
。

　
（
六
）
　
基
準
価
格
に
よ
る
期
末
棚
卸
高
と
基
準
価
格
に
よ
る
期
首
棚
卸
高
（
前
期
に
お
け
る
五
）
と
を
比
修
す
る
。

　
（
七
）
　
基
準
価
格
に
よ
る
期
末
棚
卸
高
が
遥
々
価
格
に
よ
る
期
首
棚
卸
高
よ
り
も
大
で
あ
れ
ば
、
基
準
価
格
に
よ
る
そ
の
増
加
分
は
、
之

に
累
積
価
格
指
数
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
期
末
の
価
格
に
引
直
さ
れ
る
。

　
（
八
）
　
基
準
価
格
に
よ
る
期
末
棚
卸
高
が
基
準
価
格
に
よ
る
期
首
棚
卸
高
よ
り
も
小
で
あ
れ
ぼ
、
そ
の
差
額
は
棚
卸
資
産
に
対
す
る
投
資

額
の
減
少
を
示
す
。
そ
の
減
少
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
（
増
加
あ
り
だ
る
）
各
期
の
う
ち
当
該
事
業
年
度
か
ら
最
も
近
い
期
の
増
加
分
か
ら
の

減
少
（
減
少
分
が
そ
の
増
加
分
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
分
に
つ
い
て
は
更
に
前
年
に
遡
る
。
）
乏
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
基
準
価
格
に

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

よ
る
減
少
額
は
、
そ
の
減
少
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
増
加
分
の
あ
り
た
る
期
の
累
積
価
格
指
数
を
乗
じ
て
、

に
換
算
さ
れ
る
Q

そ
の
期
の
価
格

（
九
）
　
期
末
棚
卸
資
産
の
後
入
先
出
法
に
よ
る
原
価
は
次
の
如
く
し
て
算
出
さ
れ
る
。
‘

a
、

b
、

当
該
期
首
の
後
入
先
出
法
に
よ
」
ゐ
価
額
に
前
記
（
七
）
の
増
加
額
を
加
え
る
。

当
該
期
首
の
後
入
先
出
法
に
よ
る
価
額
か
ら
前
記
（
八
）
の
減
少
額
を
擦
除
す
る
。

次
に
弗
価
値
法
の
計
算
例
を
示
す
。
（
一
期
1
1
一
年
。
）
（
註
1
9
）
（
四
五
頁
参
照
）

（
註
1
8
）
　
ナ
ッ
ド
は
各
種
産
業
を
通
じ
て
後
入
先
出
法
の
採
用
が
普
及
す
る
に
至
っ
た
が
、
な
お
相
当
数
の
企
業
が
後
入
先
出
法
採
用
に
伴
な
う
事
務
の
繁
雑
及
び
費
用
の

　
観
点
か
ら
、
後
入
先
出
法
以
外
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。
　
（
Z
偶
P
閏
。
色
目
。
ω
一
B
薄
陽
矯
い
席
。
“
ξ
d
＄
o
断
U
o
＝
偶
7
＜
巴
ロ
①
］
≦
Φ
跨
。
仙
一
】
o
霞
ロ
9
0
暁

　
》
8
0
巨
塁
。
さ
閃
o
F
H
O
目
．
）

（
註
1
9
）
　
計
算
例
は
ナ
ツ
ド
の
前
記
論
文
中
に
掲
げ
ら
れ
た
る
も
の
。

一44一

　
（
計
算
例
に
関
す
る
若
干
の
説
明
）

　
一
九
四
六
年
及
び
一
九
四
七
年
は
価
格
及
び
棚
卸
資
産
へ
の
投
資
額
が
上
昇
し
た
る
年
度
の
例
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
の
例
は
之
と
全
く
逆
に
価
格
及
び
棚
卸
資
産
投
資

額
が
共
に
減
少
し
た
る
場
合
で
あ
る
。
　
一
九
四
九
年
は
梛
卸
資
産
が
増
加
し
価
格
は
低
落
せ
る
場
合
、
一
九
五
〇
年
は
反
対
に
価
格
が
上
昇
し
棚
卸
資
産
投
資
額
が
減
少
し

た
る
場
合
の
計
算
側
で
あ
る
。

　
初
年
度
（
一
九
四
六
年
）
1
の
数
字
は
後
入
先
出
法
採
用
以
前
の
他
の
評
価
法
に
基
づ
く
原
価
で
あ
る
。

　
∬
は
基
礎
価
格
に
よ
る
減
少
額
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
1
2
に
お
い
て
、
後
入
先
出
法
の
原
理
に
よ
り
そ
の
減
少
が
対
応
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
増
加
分
に
分
解
さ
れ

る
。
か
く
消
去
さ
れ
る
部
分
は
そ
の
増
加
が
発
生
し
た
年
度
末
の
価
格
に
引
直
さ
れ
る
。
例
え
ば
一
九
四
八
年
中
は
基
準
価
格
に
て
六
千
弗
の
減
少
あ
り
、
此
の
減
少
額
は

一
九
四
七
年
の
増
加
額
（
基
準
価
格
に
て
一
万
弗
）
か
ら
消
去
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
基
準
価
格
に
よ
る
六
千
弗
は
、
一
九
四
七
年
末
の
　
（
累
積
）
価
格
指
数
（
一
五

〇
）
で
換
算
さ
れ
て
九
千
弗
と
な
る
。
こ
れ
を
一
九
四
八
年
期
首
の
ピ
咤
o
O
o
曾
か
ら
控
除
し
た
金
額
が
期
宋
評
価
額
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
の
計
算
ば
や
や
複
雑
で
あ
る
。
減
少
分
は
数
年
度
の
増
加
分
に
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
基
準
価
格
で
一
万
三
千
弗
の
減
少
は
次
の
三
口
に
分
解
さ
れ
る
。



1946 1947 1948 1949 1950

一　1．L遅。　Costによる期首在高（前年の10または14）
＄36，000 ＄41，000 ＄56，㎜ ＄47，000 ＄53，000

2．年末価格による期末棚卸 50，000 75，000 52，800 50，000 40，700

3・年始価格による期末棚卸 40，000 62，500 66，000 60，000 37，000

4・年価格指数（2÷3） 125 120 80 83．33 ．　　110

5累積価格指数（4x前年の5） 125 150 120 100 110

6．基準価格による期末棚卸（2÷5） 40，000 50，000 44，000 50，000 37，000

Z基準価格による期首棚卸（前年の6） 36，000 403000 50，000 44，000 50，000

増加額計算
8・基準価格による棚卸増加額（6－7） 4，000 10，000 6，000

9．年末価格による棚卸増加額（8×5） 5，000 15，000 6，000

10．Lifo　Cogtによる期末棚卸（1十9） ＄41，000 ＄56，000 ＄53，000

減少額計算
11・基準価格による棚卸減少額（7－6） 6，000 13，000

12・棚卸減少額（下記年度の増加分に対応する）

A．1949 6，00C

B，1947　、 6，000 4，000

C．1946 3，000

13・下記年度価格による棚卸減少額

A．1949（12A×1949の5） 6，000

B．1947（12B×・1947の5） 9，000 6；000

C．1946（12C×1946の5） 3，750

D．棚卸減少総額（13A十13B十13C） 9，000 15，750

14・Lifo　Costによる期末棚卸（1－13D） ＄47，000 ＄37，250

i
導
一

1949年の＄6，000，1947年の＄4，000（1948年の減少分を控除せる残額），1946年増加上中の＄3，0（X）（何れも基準価格）
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

　
　
右
の
如
く
分
解
さ
れ
た
る
基
準
価
格
に
そ
の
増
加
の
発
生
せ
る
年
度
の
累
積
価
格
指
数
を
乗
ず
る
。

　
H
濠
O
醤
…
…
…
…
零
8
0
×
ド
8
“
豊
§

　
H
O
ミ
檎
…
…
…
・
鉾
§
×
H
き
u
ρ
8
0

　
日
O
臨
醤
…
…
…
：
毬
”
8
0
×
H
■
謡
1
1
ω
”
謡
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
α
㌔
8

　
舶
㎝
Q
●
も
8
一
苗
嶺
㌔
8
u
朋
Q
。
刈
b
8
…
…
・
…
・
白
0
8
醤
謹
滞
㊦
に
8
聖
目
懲

　
右
の
弗
価
値
法
に
よ
る
計
算
は
正
規
の
後
入
先
出
法
に
比
し
て
確
か
に
計
算
事
務
を
簡
便
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
評
価
方
法
と
し
て

め
弗
価
値
法
の
特
色
は
寧
ろ
次
の
点
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
弗
価
値
法
は
後
入
先
出
法
が
適
用
せ
ら
れ
る
棚
卸
資
産
の
グ
ル
ー
プ
の
拡

大
を
意
昧
す
る
。
厳
格
な
る
意
昧
に
お
い
て
は
棚
卸
資
産
を
種
類
品
質
幣
信
を
異
に
す
る
品
目
毎
に
グ
ル
ー
プ
に
分
ち
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
別

に
後
入
先
出
法
を
適
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
税
法
の
取
扱
に
お
い
て
は
漸
次
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
て
来
わ
西
の
で

あ
る
が
、
弗
価
値
法
は
更
に
露
な
る
拡
大
を
持
来
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
弗
価
値
法
は
種
類
等
を
異
に
す
る
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
棚

卸
資
産
の
数
量
の
計
算
を
な
す
こ
と
を
基
盤
と
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
て
、
棚
卸
資
産
に
対
す
る
投
資
額
の
増
減
に
着
目
す
る
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
棚
卸
資
産
に
対
す
る
投
資
額
の
増
減
が
問
題
で
あ
る
が
故
に
、
極
端
に
言
え
ば
（
斯
る
取
扱
が
合
理
的
で
あ
る
限
り
）
棚

卸
資
産
全
体
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
弗
価
値
法
を
適
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
種
類
等
を
異
に
す
る
棚
卸
資
産
は
、
そ
の
取
得
の

た
め
に
貨
幣
が
投
せ
ら
れ
、
典
通
の
貨
幣
名
目
で
表
現
さ
れ
る
と
い
う
意
昧
に
お
い
て
同
質
的
で
あ
り
、
代
替
的
で
あ
る
。
棚
卸
資
産
を
構

成
す
る
品
目
に
生
じ
π
増
減
、
交
替
は
問
題
で
は
な
く
、
全
棚
卸
資
産
へ
の
投
資
額
の
増
減
が
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
実
際
問
題
と

し
て
棚
卸
資
産
の
如
何
な
る
範
囲
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
計
算
す
る
か
は
業
種
業
態
に
よ
り
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
ナ
ツ
ド
は
可
能
な
る

方
法
と
し
て
製
造
工
業
に
あ
り
て
は
、
原
材
料
、
仕
掛
品
、
製
品
に
分
ち
、
叉
は
原
価
要
素
別
に
原
材
料
費
、
労
務
費
、
製
造
間
接
費
を
各

各
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
弗
価
値
法
を
適
用
し
、
配
給
業
に
あ
り
て
は
部
門
別
に
分
割
す
る
等
の
方
書
を
挙
げ
て
い
る
。
（
註
2
0
）
斯
ぐ
合
理
的
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な
る
標
準
の
下
に
グ
ル
ー
プ
を
分
ち
之
に
弗
価
値
法
を
適
漏
す
る
こ
と
は
、
他
の
方
法
に
よ
る
よ
り
も
馬
期
末
に
お
け
る
当
該
グ
ル
ー
プ
の

喰
込
み
の
機
会
を
減
少
し
、
且
つ
弗
価
値
法
は
伝
統
的
の
後
入
先
出
法
の
適
用
が
技
術
的
に
不
可
能
な
る
部
面
に
も
適
用
し
得
る
も
の
で
あ

る
等
の
特
色
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
Q
（
註
2
1
）

　
（
註
2
0
）
累
巴
も
，
。
鉾
や
ト
⊃
刈
O
l
H

　
〈
註
2
1
）
　
本
節
の
記
述
に
当
っ
て
は
前
に
註
記
さ
れ
た
る
も
の
の
外
左
記
の
文
献
を
参
照
し
た
。
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三

　
棚
卸
資
産
経
理
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
税
法
の
規
定
は
右
に
述
べ
π
お
如
く
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
後
入
先
出
法
の
大
な
る
発
展
が
顕
著
に
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
我
国
に
お
い
て
も
後
入
先
出
法
が
昭
和
二
十
五
年
の
税
法
改
正
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
及
び
そ
の
導
入
が

大
い
に
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
に
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
第
一
節
で
述
べ
セ
。
併
し
乍
ら
我
国
税
法
に
お
け
る
後
入
先
出
法
は
ア

メ
リ
カ
税
法
に
お
け
る
そ
れ
と
多
く
の
点
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
Q

　
先
ず
第
一
に
後
入
先
出
法
が
適
用
せ
ら
る
べ
き
棚
卸
資
産
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
大
な
る
蓬
庭
が
あ
る
。
我
国
税
法
に
あ
り
て
は
、
当
該

棚
卸
資
産
を
そ
の
種
類
、
品
質
及
び
型
の
異
な
る
ご
と
に
区
別
し
、
そ
の
種
類
品
質
及
び
型
の
同
じ
も
の
に
つ
い
て
後
入
先
出
法
が
適
用
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
（
法
人
税
法
施
行
規
則
第
二
十
条
、
所
得
税
法
第
十
二
条
の
九
参
照
）
而
も
同
種
の
素
材
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
材
料
段
階

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
・

に
あ
る
鉄
鋼
は
、
仕
掛
品
段
階
に
あ
る
鉄
鋼
、
製
品
段
階
に
あ
る
鉄
鋼
と
は
別
箇
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
処
理
さ
る
べ
き
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
併
し
乍
ら
後
送
先
出
法
の
適
用
さ
る
べ
き
棚
卸
資
産
の
グ
ル
ー
プ
を
斯
く
狭
義
に
解
す
る
と
き
は
屡
々
後
入
先
出
法

の
適
用
を
困
難
と
す
る
場
合
を
生
じ
、
ま
た
後
入
先
出
法
の
適
用
が
可
能
な
る
場
合
に
お
い
て
も
そ
の
効
果
は
大
い
に
減
殺
さ
れ
る
の
で
あ

る
Q
例
え
ば
一
・
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
物
言
の
緊
密
な
る
同
質
性
が
要
求
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
註
文
に
よ
る
個
別
生
産
を
な
す
事
業
に
お

け
る
仕
掛
品
・
製
品
、
百
貨
店
に
お
け
る
商
品
等
に
は
後
入
先
出
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
後
入
先
出
法
の
適

，
用
が
可
能
な
る
揚
含
に
お
い
て
も
、
同
質
的
な
る
棚
卸
資
産
の
一
定
量
を
毎
期
末
に
お
い
て
必
ず
保
有
し
得
る
事
業
の
み
が
、
こ
の
方
法
の

効
果
を
亨
嬉
し
得
る
こ
と
と
な
る
Q
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
後
入
先
出
法
承
認
の
当
初
に
お
い
て
は
グ
ル
ー
プ
の
限
定
は
狭
義
に
解
せ
ら

れ
だ
こ
と
も
あ
る
が
、
漸
次
そ
の
範
囲
は
拡
大
せ
ら
れ
だ
。
そ
の
発
展
を
劃
す
る
も
の
は
一
九
四
四
年
十
月
の
財
務
省
通
達
（
己
弓
●
H
）
●
㎝
幽
O
刈
）

一
九
四
七
年
暮
の
口
暮
風
魯
判
決
の
承
認
及
び
一
九
四
九
年
十
一
月
の
弗
価
値
法
の
承
認
で
あ
る
。
通
達
罐
O
日
は
明
か
に
製
造
業
及
び

加
工
業
に
対
し
原
料
と
仕
掛
品
及
び
製
品
中
に
含
ま
れ
る
原
料
部
分
を
一
括
し
て
一
グ
ル
ー
プ
と
す
る
こ
と
を
認
め
、
且
つ
類
似
の
（
同
一

で
は
な
い
）
原
料
を
或
程
度
一
括
す
る
こ
と
を
認
め
π
も
の
で
あ
る
。
（
但
し
円
・
U
・
経
O
刈
は
棚
卸
資
産
中
の
原
料
部
分
－
仕
掛
品
・
製
品

に
含
ま
れ
る
原
料
部
分
を
含
む
一
に
の
み
後
入
先
出
法
を
採
用
す
る
場
合
に
つ
き
か
か
る
取
扱
を
認
め
だ
も
の
で
あ
る
。
）
　
そ
れ
は
グ
ル
ー

プ
概
念
の
、
同
質
性
を
乗
り
越
え
る
横
へ
の
拡
大
で
あ
る
と
共
に
、
製
造
段
階
を
貫
く
縦
へ
の
拡
大
で
あ
る
。
更
に
小
売
棚
卸
法
へ
の
後
入

先
出
認
め
導
入
を
契
機
と
す
る
弗
価
値
法
の
一
般
的
承
認
は
、
棚
卸
資
産
の
形
態
的
把
握
を
超
え
て
資
本
投
下
額
と
し
て
の
棚
卸
資
産
に
着

目
す
る
も
の
で
あ
り
、
正
に
グ
ル
ー
プ
概
念
の
質
的
転
換
が
之
に
よ
っ
て
齎
ら
さ
れ
陀
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
我
国
税
法
に
お
け
る

後
入
先
出
法
の
採
用
を
広
汎
な
ら
し
め
且
つ
そ
の
効
果
を
全
う
す
る
π
め
に
は
グ
ル
ー
プ
の
拡
大
が
要
請
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
後
入
先
出
法
を
採
用
し
て
い
る
揚
合
の
当
該
棚
卸
資
産
の
当
期
増
加
分
の
評
価
に
つ
い
て
相
違
が
あ
る
。
法
人
税
取
扱
通
達
（
一
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八
四
）
は
之
に
関
し
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。

　
後
入
先
出
法
は
棚
卸
資
産
の
種
類
等
の
同
じ
も
の
に
つ
い
て
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
当
該
棚
卸
資
産
の
数
量
が
当
該
事
業
年
度
開

始
の
日
に
お
け
る
当
該
棚
卸
資
産
の
数
量
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
棚
卸
資
産
は
最
も
古
く
取
得
し
だ
も
の
か
ら
順
次
残
っ
て
い
る
も

の
吉
し
て
そ
の
前
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
評
価
額
を
取
得
価
額
と
す
る
。
叉
、
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
当
該
棚
卸
資
産
の
数

量
が
事
業
年
度
開
始
の
日
に
お
け
る
当
該
棚
卸
資
産
の
数
量
を
こ
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
こ
え
な
い
数
量
に
つ
い
て
は
、
前
事
業
年
度
終
了

の
日
に
お
け
る
当
該
棚
卸
資
産
の
評
価
額
を
取
得
価
額
と
し
、
そ
の
こ
え
る
数
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
最
も
近
い

日
に
お
い
て
取
得
し
陀
棚
卸
資
産
か
ら
順
次
成
っ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
そ
の
取
得
価
額
を
取
得
価
額
と
す
る
。

　
右
は
当
期
増
加
分
に
つ
い
て
も
後
入
先
出
法
的
増
加
を
期
待
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
理
論
的
に
は
正
し
い
が
、
取
扱
事
務
を
複
雑
な

ら
し
め
る
と
い
う
欠
点
を
有
す
る
Q
即
ち
当
期
の
増
加
分
が
単
価
を
異
に
す
る
多
数
の
口
か
ら
成
る
と
き
は
、
そ
れ
だ
け
の
数
の
原
価
の
層

を
追
加
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
税
法
で
は
当
期
増
加
分
の
評
価
に
つ
き
後
入
先
出
法
的
評
価
の
外
に
、
加
重
平
均
法
的

及
び
先
入
先
出
法
的
取
扱
を
認
め
て
い
る
の
は
取
扱
の
便
宜
と
、
累
積
看
る
原
価
の
層
の
単
純
化
を
図
る
趣
旨
に
出
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

我
国
税
法
に
お
い
て
も
当
期
増
加
分
の
評
価
に
関
し
、
現
在
の
後
入
先
出
法
的
取
扱
の
外
に
、
加
重
平
均
法
的
及
び
先
入
先
出
法
的
取
扱
を

認
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
等
の
評
価
方
法
を
後
入
先
出
法
に
導
入
す
る
こ
と
は
決
し
て
後
入
先
出
注
の
根
本
的
な
る
特
質
を
失
わ
し

め
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
前
記
規
定
の
う
ち
、
期
末
棚
卸
資
産
在
高
が
期
首
在
高
を
超
え
る
場
合
、
「
そ
の
こ
え
な
い
数
量
に
つ
い
て
は
、

前
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
当
該
棚
卸
資
産
の
評
価
額
を
取
得
価
額
と
し
」
と
あ
る
そ
の
「
前
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
当
該
棚

卸
資
産
の
評
価
額
」
は
累
積
せ
る
原
価
の
層
を
維
持
し
て
の
評
価
額
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
繰
越
分
に
つ
い
て
原
価
の
層
が
破
壊

さ
れ
る
も
の
（
即
ち
そ
の
う
ち
に
は
平
均
原
価
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
）
と
解
す
べ
ぎ
も
の
で
は
な
い
。
斯
く
解
す
る
こ
と
は
長
期
的
に
は

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

後
入
先
出
法
を
加
重
平
均
法
に
転
化
せ
し
め
る
こ
と
と
な
め
、
後
入
先
出
法
の
特
質
を
喪
失
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
後
入
先
出
法
採
用
の
初
年
度
に
お
け
る
期
首
繰
越
高
の
評
価
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
税
法
で
は
後
入
先
出
監
を
選
定
し
元

棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
、
後
入
先
出
注
採
用
の
直
前
の
事
業
年
度
末
の
評
価
を
原
価
に
よ
っ
て
な
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
期
末

め
原
価
が
後
入
先
出
法
採
用
初
年
度
の
期
首
繰
越
高
の
評
価
額
と
し
て
受
継
が
れ
る
の
で
あ
る
。

　
我
国
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
以
降
各
種
の
棚
卸
資
産
評
価
方
法
の
選
択
が
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
π
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

後
入
先
出
法
を
選
択
せ
ん
と
す
る
場
合
に
は
他
の
方
法
を
選
択
す
る
場
合
と
は
異
な
っ
た
条
件
が
附
せ
ら
れ
π
。
即
ち
後
入
先
出
法
以
外
の

方
法
を
と
る
場
合
に
は
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
以
後
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
に
お
い
て
有
し
て
い
だ
棚
卸
資
産
に
つ
い

．
て
は
、
そ
の
日
に
お
け
る
帳
簿
価
額
を
以
て
取
得
価
額
と
み
な
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
法
人
税
法
施
行
規
則
附
則
1
2
）
後
入

・
先
出
法
を
と
ろ
う
と
す
る
（
低
価
法
を
選
択
し
そ
の
原
価
の
計
算
方
法
が
後
入
先
出
法
で
あ
る
場
合
を
含
む
）
と
き
は
、
昭
和
二
十
五
年
四

月
二
日
以
後
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
評
価
換
を
行
う
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ

・
だ
。
そ
の
評
価
換
は
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
る
原
価
と
時
価
の
う
ち
何
れ
か
低
き
価
額
に
、
そ
の
帳
簿
価
額
を
修
正
す
る
こ
と
を
意
昧
す
る

の
で
あ
る
。
法
丈
で
は
最
終
仕
入
原
価
法
に
よ
る
評
価
額
と
時
価
と
の
う
ち
何
れ
か
低
き
価
額
ま
で
「
当
該
棚
卸
資
産
の
帳
簿
価
額
の
増
額

－
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
法
人
税
法
施
行
規
則
附
則
7
）
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
（
註
2
2
）
（
註
2
3
）

　
我
国
で
は
第
一
節
に
述
べ
た
る
如
く
従
来
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
低
価
法
に
基
づ
く
評
価
額
よ
り
も
更
に
一
定
割
合
を
控
除
し
て
評
価
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
だ
の
で
問
題
は
や
や
複
雑
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
先
ず
斯
る
特
別
の
取
扱
が
無
か
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
る
。
こ
の

場
合
後
入
先
出
法
採
用
第
一
年
度
の
期
首
繰
越
高
（
叉
は
そ
の
直
前
の
事
業
年
度
の
期
末
棚
卸
高
）
を
原
価
に
て
評
価
せ
し
め
る
も
の
と
す

る
ア
メ
リ
カ
税
法
の
行
き
方
は
確
か
に
理
由
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
揚
合
後
入
先
出
法
は
そ
の
採
用
第
一
年
度
の
期
首
に
お
け
る
数
量
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が
各
期
末
に
お
い
て
維
持
せ
ら
れ
る
限
り
、
そ
の
当
初
の
原
価
水
準
で
棚
卸
資
産
を
保
持
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
方
法
で
あ
る
と
理

解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
斯
く
て
原
価
法
の
堅
持
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
従
来
低
価
法
に
よ
り
、
時
価
が
原
価
以
下
な
る
と
き
そ
の
時
価
で
評
価
し
て
い
だ
も

の
は
原
価
ま
で
へ
の
引
上
げ
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
な
る
。
併
し
な
が
ら
低
価
法
に
よ
る
評
価
が
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
だ
慣
行
で
あ
る
限
り
、

低
価
法
を
基
礎
と
し
て
各
種
評
価
方
法
の
選
択
を
な
さ
し
む
る
こ
と
も
決
し
て
理
由
な
き
も
の
で
は
な
い
。
，
低
価
法
に
よ
る
評
価
が
一
般
に

承
認
せ
ら
れ
た
る
評
価
方
法
で
あ
り
、
今
後
い
す
れ
の
評
価
方
法
を
選
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
も
興
通
的
に
認
め
ら
れ
る
出
発
点
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
翠
嵐
は
肯
定
さ
れ
得
る
筈
で
あ
る
。
こ
の
立
場
が
と
ら
れ
る
と
す
れ
ぽ
、
原
価
以
下
の
時
価
で
評
価
し
て
い
る
も
の

も
原
価
へ
の
改
算
を
要
求
さ
れ
な
い
b
こ
の
場
合
に
お
け
る
後
入
先
出
法
は
後
入
先
出
法
採
用
第
一
年
度
の
期
首
に
お
け
る
数
量
が
そ
の
後

引
続
く
各
期
末
に
お
い
て
維
持
せ
ら
れ
る
限
り
、
そ
の
当
初
の
価
格
水
準
で
棚
卸
資
産
を
保
持
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
方
法
で
あ
る

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
る
に
我
国
税
法
の
如
く
後
入
先
出
法
を
選
択
せ
ん
と
す
る
も
の
に
限
っ
て
最
終
仕
入
原
価
叉
は
時
価
何
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

か
低
き
価
額
に
ま
で
増
額
せ
し
め
る
こ
と
は
理
由
な
き
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
終
仕
入
原
価
と
は
棚
卸
数
量
の
す
べ
て
に
そ
の
最

終
仕
入
単
価
（
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
か
ら
最
も
近
い
日
に
お
い
て
取
得
さ
れ
だ
も
の
の
単
価
）
を
適
用
し
だ
も
の
で
あ
っ
て
正
し
き
原

価
配
分
の
原
理
に
立
脚
せ
す
寧
ろ
時
価
主
義
評
価
に
近
き
も
の
で
あ
る
。
従
来
移
動
平
均
法
に
よ
る
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

此
の
新
し
い
基
準
に
よ
り
改
算
さ
れ
る
場
合
、
「
増
額
」
の
発
生
す
る
の
は
、
最
終
仕
入
原
価
叉
は
時
価
何
れ
か
低
き
価
額
が
、
従
前
の
帳
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

価
顧
よ
り
も
高
き
競
合
で
あ
る
。
斯
る
場
合
原
価
を
秦
て
て
よ
り
高
い
時
価
に
就
か
し
め
る
こ
と
は
、
之
を
一
般
的
に
評
価
論
の
問
題
と
し

て
言
え
ば
原
価
時
価
何
れ
か
高
き
に
よ
っ
て
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
一
般
的
に
承
認
さ
れ
だ
る
評
価
方
法
で
は
な
い
。

そ
れ
と
同
時
に
後
入
先
出
法
以
外
の
方
注
を
選
定
す
る
も
の
を
原
価
主
義
叉
は
低
価
主
義
の
基
礎
に
立
だ
し
め
、
後
入
先
出
法
の
み
を
（
原

　
　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

価
よ
り
高
き
）
時
価
主
義
評
価
を
基
礎
と
し
て
出
発
せ
し
め
る
こ
と
は
後
入
先
出
法
に
差
別
的
取
扱
を
与
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
公
平

を
欠
き
、
後
入
先
出
法
の
採
用
を
不
当
に
圧
迫
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
嵐
の
議
論
に
お
い
て
は
特
別
の
低
減
歩
合
を
利
用
し
て
低
価
法
に
よ
る
評
価
額
以
下
の
評
価
額
と
な
っ
て
い
る
揚
合
の
こ
と
に
は
触
れ
て

い
な
い
。
特
別
の
低
減
歩
合
の
適
用
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
評
価
額
は
前
記
原
価
法
叉
は
低
価
法
に
基
づ
く
評
価
額
に

ま
で
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
但
し
斯
る
修
正
は
理
論
的
に
い
え
ば
後
入
先
出
法
を
と
る
場
合
に
の
み
必
要
な
の
で
は

な
く
、
後
入
先
出
法
以
外
の
方
法
を
と
る
場
合
に
も
必
要
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
は
斯
る
低
評
価
を
な
し
て
い
た
棚
卸
資
産
及
び
そ
の
限
度
に

限
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
更
に
正
規
の
原
価
無
爵
は
低
価
法
へ
の
復
帰
を
正
当
な
る
も
の
と
み
る
こ
と
は
、
必
ず
し

・
も
こ
こ
に
生
じ
た
る
評
価
益
の
す
べ
て
を
評
価
換
を
な
し
だ
る
期
の
利
益
と
み
な
し
て
課
税
す
る
こ
と
を
適
当
と
す
る
こ
と
を
意
寄
し
な
い
。

却
っ
て
課
税
の
面
に
お
い
て
は
税
法
の
変
更
に
よ
っ
て
一
期
間
に
税
負
担
が
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
る
だ
め
に
、
そ
の
分
納
を
認
め
る
等
適

・
当
な
る
緩
和
措
置
を
講
ず
る
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
ρ
我
国
税
法
も
、
改
算
（
原
価
法
叉
は
低
価
法
に
よ
る
評
価
額
ま
で
へ
の
改
算
で
は

な
い
が
）
に
よ
っ
て
生
す
る
評
価
益
を
貸
倒
準
備
金
に
吸
器
し
得
る
途
を
講
じ
て
一
時
に
生
す
る
打
撃
を
緩
和
し
よ
う
と
し
た
。
併
し
貸
倒

撃
備
金
に
よ
っ
て
吸
牧
し
得
る
限
度
が
至
っ
て
低
か
つ
だ
だ
め
に
到
底
充
分
な
る
救
済
手
段
と
は
な
り
得
な
つ
か
だ
。
（
註
2
4
）
我
国
に
お
い

で
後
入
先
出
法
を
選
択
す
る
も
の
の
割
合
が
至
っ
て
僅
少
で
あ
る
（
註
2
5
）
大
な
る
原
因
の
一
部
は
確
か
に
最
終
仕
入
原
価
叉
は
時
価
へ
の
改

算
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
す
る
評
価
益
に
対
す
る
適
切
な
る
緩
和
手
段
の
欠
如
に
帰
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に
、
後
入
先
出
法
以
外
の
方
法
か
ら
後
入
先
出
法
へ
の
転
換
を
一
般
的
に
承
認
す
る
通
達
（
直
門
一
一
八

九
）
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
最
終
仕
入
原
価
叉
は
時
価
へ
の
「
増
額
」
が
依
然
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
る
。
（
註
2
6
）

一52一



（
註
解
）
　
従
来
あ
ら
ゆ
る
事
業
が
低
価
法
に
よ
る
評
価
額
か
ら
一
定
割
合
を
控
除
す
る
方
法
を
利
用
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
評
価
換
後
の
価
額
が
常
に
帳
簿
価
額

　
以
上
と
な
る
も
の
と
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
従
来
移
動
平
均
法
で
評
価
し
て
い
る
場
合
、
最
終
仕
入
単
価
（
又
は
時
価
）
が
移
動
平
均
に
よ
る
単
価
よ
り

　
も
下
位
で
あ
れ
ば
評
価
換
後
の
価
額
は
帳
簿
価
額
以
下
と
な
り
得
る
。
ま
た
前
期
宋
に
お
け
る
時
価
が
原
価
以
下
で
あ
っ
て
、
当
該
企
業
が
そ
の
低
き
時
価
で
評
価
し
て

　
い
る
場
合
に
は
、
後
入
先
出
法
採
用
初
年
度
の
期
首
の
時
価
評
価
と
の
間
に
殆
ん
ど
時
間
的
な
差
異
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
前
期
末
の
評
価
額
が
そ
の
ま
ま
引
継
が
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も

　
る
こ
と
と
な
り
、
評
価
換
に
よ
る
増
額
は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
一
般
的
に
帳
簿
価
額
の
増
額
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
当
ら
な
い
。

（
註
2
3
）
　
後
入
先
出
法
を
他
の
方
法
と
区
別
し
て
取
扱
を
な
す
理
由
は
、
後
入
先
出
法
に
よ
れ
ば
、
従
来
認
め
ら
れ
て
い
た
原
価
又
は
時
価
何
れ
か
低
き
価
額
か
ら
更
に
↓

　
宕
割
合
の
控
除
を
な
す
ご
と
か
ら
生
じ
た
含
み
が
容
易
に
（
又
は
最
後
ま
で
）
表
現
せ
ら
れ
る
に
蚕
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
先
入
先
出
法
又
に

　
最
終
仕
入
原
価
法
を
選
択
す
る
場
合
に
は
そ
の
含
み
は
殆
ん
ど
一
期
間
の
う
ち
に
利
益
と
し
て
表
現
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
平
均
法
の
場
合
に
は
一
期
間
に
利
益
と
し
て
表

　
現
し
な
く
と
も
比
較
的
短
期
間
に
そ
の
含
み
が
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
入
先
出
法
を
と
る
場
合
に
は
斯
る
こ
と
が
期
待
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　
右
の
議
論
に
つ
い
て
は
先
ず
棚
卸
資
産
が
従
前
有
し
て
い
た
含
み
を
表
現
せ
し
め
る
方
法
と
し
て
最
終
仕
入
原
価
叉
は
時
価
へ
の
改
算
が
（
特
に
他
の
方
法
を
選
定
し

　
よ
う
と
す
る
も
の
と
の
均
衡
上
）
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
が
吟
昧
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
後
入
先
出
法
採
用
の
結
果
に
関
す
る
右
の
考
察
は
そ
れ
が
価
格
上
昇
期
で

　
あ
っ
て
、
且
つ
毎
期
末
に
一
定
量
の
棚
卸
資
産
が
維
持
せ
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
当
嵌
る
の
で
あ
る
が
、
単
に
価
格
上
昇
期
又
は
価
格
下
降
期
の
み
を
地
盤
と
し
て

　
齎
ら
さ
れ
る
べ
ぎ
結
果
を
論
ず
べ
き
で
は
な
く
、
各
種
の
評
価
方
法
の
選
定
が
認
ら
れ
た
る
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
如
何
な
る
共
通
的
な
地
盤
に
置
く
こ
と

　
が
最
も
適
当
で
あ
る
か
と
い
う
一
般
的
な
立
場
に
お
い
て
立
論
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

（
註
2
4
）
　
後
入
先
出
法
を
採
用
せ
ん
と
す
る
も
の
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
以
後
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
に
お
い
て
、
最
終
仕
入
原
価
又
は
時
価
の
う
ち

　
何
れ
か
低
き
価
額
ま
で
帳
簿
価
額
の
増
額
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
増
額
し
た
金
額
の
う
ち
、
そ
の
増
額
を
し
た
事
業
年
度
末
の
貸
金
の
帳
簿
価
額

　
め
合
計
額
の
百
分
の
二
に
達
す
る
ま
で
は
、
貸
到
準
備
金
に
繰
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
法
人
税
法
施
行
規
則
附
則
8
）
併
し
こ
こ
に
生
じ
た
る
評
価
益
の
相
当
部
分
．

　
を
貸
倒
準
備
金
に
吸
収
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
多
く
の
事
業
に
お
い
て
は
棚
卸
資
産
の
価
額
は
、
売
掛
金
、
貸
付
金
、
前
貸
金
そ
の
他
こ
れ
等
に
準
ず
る
債
権
の

　
合
計
額
よ
り
も
遙
か
に
大
な
る
を
通
例
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
仮
に
前
者
が
後
者
の
こ
倍
で
あ
る
と
し
て
も
次
の
如
き
結
果
と
な
る
。

　
　
　
瓢
趣
陣
n
O
O
伴
C
＾
露
勲
昌
懸
翻
陶
藏
〉
琿
照
盤
b
っ

　
　
　
整
善
漆
漁
θ
輯
自
博
8
d
轡
ぴ
合
㊦
読
知
H
O
駅
蒐
容
ぺ
煎
卵
自
立
昌
Q
◎
O
興
研
弥
中
腰
パ
ご
・
び
醸
恥
M
露
盤
叫
λ
仰
晦
鐡
興
8

　
　
右
の
如
く
増
額
分
（
二
〇
）
の
貸
倒
準
備
金
（
限
度
額
二
）
へ
の
雲
脚
は
不
可
能
で
あ
る
。
な
お
評
価
益
の
吸
収
に
よ
っ
て
貸
倒
準
備
金
が
限
度
額
に
達
し
た
と
き
ほ

　
他
の
源
泉
か
ら
の
貸
倒
準
備
金
繰
入
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
註
2
5
）
　
後
入
先
出
法
の
選
択
が
如
何
に
僅
少
な
も
の
で
あ
る
か
は
次
の
表
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

　
　
　
　
関
西
経
済
連
合
会
の
調
査
（
昭
和
二
十
五
年
七
月
）

評
価
方
法

金
融
　
電
鉄
　
海
運

電
気
　
造
機

ガ
ス
　
造
船

金
属
　
化
学
　
繊
維

商
事
　
そ
の

貿
易
　
他
」

合
計

備
考
（
1
）

　
　
（
2
）

　
　
（
3
）

　
　
（
4
）

2　　　　　　　　　　　　　　1

梍ыﾅ単移総後先個原b緻平入入要価辮高高別蓑　法法法法法法法法価法　　　　　　　　　　　　法

0000一〇〇〇〇

○一〇〇一三〇〇一

一〇一〇〇〇〇一〇

0000ニー○○一・

0000八一一〇〇二

○○OO六二二〇〇
一　　　　一

Z〇〇〇〇〇〇一一
一〇〇〇〇四二〇〇〇

一〇一〇一〇〇六四

○一〇〇四二〇ニー

　　　　三一　　一一
jニニ〇七一二，00

回
答
会
社
数
八
十
一
社
、
但
し
本
間
に
対
し
て
記
入
な
き
も
の
も
あ
る
た
め
、
心
臓
の
合
計
数
と
は
一
致
し
な
い
。

棚
卸
資
産
の
種
類
毎
に
別
個
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
会
社
に
つ
い
て
は
関
係
項
目
各
々
に
算
入
し
て
あ
る
。

総
平
均
法
中
に
は
「
平
均
原
価
法
」
と
回
答
し
た
る
も
の
、
移
動
平
均
法
華
に
は
「
加
重
平
均
法
」
と
回
答
し
た
る
も
の
を
含
む
。

本
表
は
関
西
経
済
連
合
会
「
経
済
人
」
昭
和
二
十
五
年
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
54

一

日
本
租
税
研
究
協
会
の
調
査
　
　
（
昭
和
二
十
六
年
七
月
）

　
　
　
　
原

A
　
　
B
　
　
C
　
　
D

価　
E

法F
　
　
G
　
　
H

商
晶
ま
た

は
製
品

運商製造機
輸事紙船械

商化金鉱
事学属業

金鉱
属毒

水鉱
産業

ノ、

五

二

三

鉱
業
二
製
紙
二

機
械
二
化
當

造
船
｝
食
邑

窯
業
一
諸
雲

繊
維
三

※
＝
二

商化機
；事学械輩

法時
価

　
　
　
　
　
低

A
　
　
B
　
　
C

D

鉱
業
機
越

繊
墾
商
蜜

　
　
運
験

三，

商鉱
事i業

鉄鉱
鋼業

諸製繊紡鉱
工紙維三業

」
「

二

八

価
　
　
　
　
　
法

　
　
E
　
　
　
　
F
　
　
G

H
百
貨
店
一

計
六
三



半
製
品
ま

た
は
仕
掛

品

　
　
　
　
　
　
　
　

機
械
　
鉱
業
一
鉱
業
一
鉱
業
二

造
船
二
金
属
一
金
属
［
　
水
産
【

製
紙
一
化
学
一
　
　
繊
維
【

運
韓五

　
　
四
　
　
二
　
　
四

主
　
　
要

原
材
料

鉱
業
二
願
立

機
械
二
化
学
二

窯
業
｝
食
品
一

繊
十
二

繊
維
一
鉱
業
風

化
学
一

商
事
二

三

四
　
　
三

機
越
鉱
業
転
業
［
筆
嚢
紙
＝
鉱
萎
一
繊
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
】

商
事
　
商
事
　
鉄
鋼
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
工
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
紙
二

　
　
　
　
　
　
　
紡
績
一

　
　
　
　
　
　
　
繊
維
一
　
　
　
紡
績
一
化
学
一

製
越

ニ
　
　
ニ
　
　
ニ

一k

o

鉱
業
塁
鉱
閃
業
四
聖
撒
維
四
諸
↑
＝

．
水
産
一
機
械
三
製
紙
二
商
事
［

繊
維
】
造
船
二
化
学
四
運
輸
一

倉
庫
［
窯
業
「
食
品
一

撃
墨
商
事
一
鉱
業
一
二
単
一

　　
@　
@聴

器
面
一
諸
工
芸
鉱
業
二
製
紙
二

紡
績
【
　
　
機
械
二
化
学
一

繊
維
一
　
　
紡
麺

製
紙
【
　
　
繊
維
二

※
五
六

八

二
四

／3

o

補
助
材
料

．
其
の
他

一

運商製繊
丁丁丁丁

鉱
業
一
鉱
業
五
鉱
業
八
繊
維
二
諸
工
［

金
属
］
水
産
【
・
機
械
三
製
紙
一
商
事
一

　
　
繊
維
一
造
船
二
化
学
四

　
　
　
　
　
窯
業
一
食
晶
［

様
一

鉱
業
一
鉱
業
蕊

鉄
鋸
諸
エ
ニ

機
械
謹
製
葛
鰹

紡
績
二
化
堂

繊
維
三

四

二
　
　
七

二
四

二

五

＝

　
署

有の金証
齠�Z券
ﾘす機業
狽驫ﾖ者＿　＿一

一

一

二

保銀
ｯ行一　　　　　一

｝
製
琶

｝

銀
萱

一
　
四

備
考

（
1
）
　
A
個
別
法
　
B
先
入
先
出
法
　
C
後
入
先
出
法
　
D
総
平
均
法
　
E
移
動
平
均
法
　
F
単
純
平
均
法
　
G
最
終
仕
入
単
価
法
　
H
売
価
還
元
法

（
2
）
　
本
表
中
D
及
び
E
に
は
月
別
平
均
法
等
を
含
む
。

（
3
）
　
調
査
社
数
は
山
ハ
十
六
社
。

（
4
）
　
本
表
は
日
本
租
税
研
究
協
会
「
棚
卸
資
産
評
価
に
関
す
る
意
見
」
　
（
昭
和
二
十
六
年
八
月
一
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
※
印
を
附
し
た
る
数
字
は
内
容
の
数
字
と

　
一
致
し
な
い
が
、
暫
く
そ
の
ま
ま
転
載
す
る
。

（
註
％
）
　
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
の
変
更
の
承
認
に
関
す
る
通
達
（
直
貼
一
一
八
九
）
は
、
法
人
が
棚
卸
資
産
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
、
後
入
先
出
法
以
外
の
方
法
を
後
入

　
先
出
法
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
要
望
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
変
更
の
申
請
あ
り
た
る
場
合
の
承
認
の
条
件
を
定
め
た
も
の
で

　
あ
る
。
そ
れ
は
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に
発
表
せ
ら
れ
、
昭
和
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
終
了
す
る
事
業
年
度
（
昭
和
二

　
十
五
年
四
月
一
日
以
後
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
を
除
く
）
に
適
用
さ
れ
る
。
か
く
、
遡
及
的
効
力
を
有
す
る
規
定
は
我
国
税
法
で
は
全
く
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価
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税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
価

承
認
の
条
件
は
、
後
入
先
出
法
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
に
お
い
て
有
す
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
、
一
定
の
方
法
に
従
っ
て
計
算
し
た
評
価
差
額
に
相

当
す
る
金
額
を
「
増
額
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
計
算
の
方
法
は
個
別
法
、
先
入
先
出
法
、
総
平
均
法
等
法
入
が
と
っ
て
い
た
評
価
方
法
の
異
な
る
に
従
い
異
な
る
も

の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
以
後
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
開
始
の
日
に
有
し
て
い
た
棚
卸
資
産
を
法
人
税
法
施
行
規
則
附
則
7
に
よ
っ
て

評
価
換
し
た
場
合
に
お
け
る
結
果
と
ほ
ぼ
均
し
い
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
そ
の
狙
い
と
し
て
い
る
。

　
第
四
に
後
入
先
出
法
と
低
価
法
と
の
関
係
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
税
法
で
は
後
入
先
出
法
を
と
る
場
合
に
お
い
て
は
、
時
価
が
下
落
し
元

と
き
原
価
に
代
え
て
時
価
を
以
て
評
価
す
る
こ
と
は
税
目
的
の
た
め
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
我
国
税
法
は
之
に
反
し
て
後
入
先
出
法
に
よ
っ

て
計
算
さ
れ
た
原
価
と
時
価
と
の
う
ち
何
れ
か
低
き
価
額
を
以
て
評
価
す
る
低
価
注
を
認
め
て
い
る
。
後
入
先
出
法
以
外
の
方
法
を
と
る
揚

合
に
低
価
注
が
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
後
入
先
出
法
の
場
合
に
も
低
価
法
に
よ
り
課
税
所
得
を
計
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
期
末
評
価
に
際
し
時
価
が
原
価
以
下
な
る
と
き
時
価
に
て
評
価
す
れ
ば
、
そ
の
評
価
額
な
次
期
以
降
の
原
価
と

し
て
取
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
註
2
7
）
か
ら
斯
る
取
扱
あ
る
揚
合
に
後
入
先
出
法
に
低
価
法
を
認
め
る
な
ら
ば
棚
卸
資
産
価
額
は
価
格
下
落
と

其
に
引
下
げ
ら
れ
、
そ
の
後
価
格
上
昇
す
る
と
も
棚
卸
資
産
価
額
は
引
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
斯
く
て
は
他
の
評
価
方
法
に
比
し
後

入
先
出
法
を
不
当
に
優
遇
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
が
後
入
先
出
法
に
は
低
価
法
を
認
め
ざ
る
理
由
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

然
る
に
我
国
税
法
で
は
斯
る
不
合
理
は
次
の
規
定
（
通
達
一
八
六
）
に
よ
っ
て
防
止
さ
れ
て
い
る
。

「
低
価
法
に
よ
る
評
価
方
法
を
選
定
し
た
法
人
が
、
期
末
時
価
の
方
が
低
い
価
額
で
あ
っ
た
た
め
、
期
末
時
価
で
評
価
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
翌
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
い
て
評
価
を
な
す
場
合
の
当
該
棚
卸
資
産
の
取
得
価
額
は
、
前
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
評
価
額
で

は
な
く
実
際
の
取
得
価
額
を
基
礎
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。
」

　
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
価
格
下
落
に
伴
な
い
引
下
げ
ら
れ
だ
る
棚
卸
資
産
価
額
は
次
期
に
お
い
て
そ
の
原
価
に
ま
で
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と

一　56．　一r一



な
り
、
帳
簿
価
額
が
引
下
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
原
価
に
回
復
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
長
期
的
に
み
れ
ぽ
、
後
入
先
出
法
に

対
し
て
も
低
価
法
に
よ
る
所
得
計
算
を
認
め
乍
ら
而
も
後
入
先
出
法
採
用
第
一
年
度
の
期
首
の
数
量
が
そ
の
後
の
各
期
末
に
お
い
て
維
持
せ

ら
れ
る
限
り
、
そ
の
当
初
の
価
格
水
準
で
棚
卸
資
産
を
保
持
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ
て
誠
に
合
理
的
な
る
取
扱
で
あ
る

と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
尤
も
右
の
規
定
は
後
入
先
出
法
に
の
み
課
せ
ら
れ
だ
る
要
求
で
は
な
い
。
後
入
先
出
法
以
外
の
方
法
を
と
る
場
合
で

も
時
価
ま
で
切
下
げ
ら
れ
た
る
帳
簿
価
額
が
次
期
に
お
け
る
原
価
と
な
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
理
論
的
に
は
正
し
い
。
併
し
後
入
先

出
法
以
外
の
方
法
で
は
次
期
に
繰
越
さ
れ
だ
る
棚
卸
資
産
価
額
は
概
ね
次
期
の
売
上
原
価
に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
時

価
に
ま
で
切
下
げ
ら
れ
だ
る
繰
越
価
額
を
次
期
に
お
け
る
原
価
と
み
る
こ
と
と
、
「
実
際
の
取
得
価
額
」
に
振
戻
す
こ
と
と
の
間
に
は
殆
ん
ど

差
違
を
4
．
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
併
し
次
期
に
お
け
る
原
価
へ
の
復
帰
は
後
入
先
出
法
に
お
い
て
特
に
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
註
2
7
）
　
財
務
省
規
則
に
お
い
て
、
期
首
繰
越
棚
卸
資
産
の
原
価
と
は
、
当
該
資
産
の
棚
卸
価
格
（
ぎ
く
Φ
暮
。
曙
b
鼠
。
Φ
）
を
い
う
の
で
あ
る
。
　
（
菊
。
ぴ
q
乱
暮
ご
p
ω
目
斜
o
D
⑦
ρ

　
N
ρ
b
。
b
。
（
o
）
ゐ
．
）
な
お
税
法
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
A
・
1
・
A
の
会
計
手
続
委
員
会
は
「
会
計
年
度
末
に
原
価
以
下
に
引
下
げ
ら
れ
た
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は

　
そ
の
後
の
会
計
目
的
の
た
め
に
は
そ
の
引
下
げ
ら
れ
た
価
額
が
原
価
と
看
倣
さ
れ
る
。
」
も
の
と
し
て
い
る
。
　
（
》
o
o
o
毒
け
ぎ
ひ
毎
男
Φ
器
p
。
唇
げ
切
妻
①
節
炉
冥
。
・
N
P
ウ
b
。
。
。
刈

鯉
）
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こ
の
研
究
は
昭
和
二
十
六
年
度
丈
部
省
科
学
研
究
費
補
助
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

税
法
に
お
け
る
棚
卸
資
産
評
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経
管
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

一
東
京
、
　
大
阪
、
　
名
古
屋
の
事
例
一米

花

稔

目

Ω
〕
　
経
営
位
置
論
に
お
け
る
地
域
的
研
究

　
　
一
、
経
営
位
置
論
の
問
題
点

　
　
二
、
経
営
位
置
の
業
種
的
考
察
と
そ
の
限
界

　
三
、
位
置
の
競
合
的
性
格
と
地
域
構
成

〔
二
〕
　
工
業
の
地
帯
構
成
の
研
究

　
　
一
、
概
　
　
　
説

　
　
二
、
大
都
市
工
業
地
帯
の
構
成

　
　
　
　
　
　
i
⊥
東
京
、
大
阪
及
び
名
古
屋
の
分
析
的
研
究
ー
ー
ー

　
　
（
一
）
　
金
属
機
械
工
業

　
　
（
二
）
繊
維
工
業

　
　
（
三
）
化
学
工
業

経
営
位
置
の
競
含
と
地
帯
構
成

一　59　一一



経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
着
…
成

　
　
（
四
）
　
都
心
の
工
業
一
印
刷
出
版
業

　
　
（
五
）
　
大
都
市
の
業
種
的
地
域
構
成

　
三
、
大
都
市
工
業
地
帯
と
そ
の
外
縁
地
帯

　
　
　
　
　
一
阪
神
工
業
地
帯
の
分
析
的
研
究
i
l

四
　N　　A　　　A　　　A　　A　　A
“k　五　四　三
示μ　　）　　）　　）　　）　　）

地
域
の
劃
定

金
属
機
械
工
業

繊
維
工
業

化
学
工
業

外
縁
地
帯
構
成
の
特
徴

　
　
　
語

〔
一
〕
　
経
螢
位
置
論
に
お
け
る
地
域
的
研
究
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一
、
経
営
位
置
論
の
問
題
点

　
経
営
の
位
置
が
、
経
営
活
動
に
於
て
重
要
な
る
関
係
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
経
営
日
的
達
成
の
一
要
件
と

し
て
ゴ
あ
る
。
経
営
を
構
成
す
る
諸
要
件
は
、
相
互
に
有
機
的
に
結
合
せ
ら
れ
、
あ
る
程
度
の
代
替
的
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
位

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

置
の
経
営
に
対
す
る
相
対
的
適
応
性
乃
至
適
応
限
界
性
が
重
要
な
る
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
経
営
の
一
要
件
と
し
て

の
位
置
に
は
、
本
来
一
定
の
幅
乃
至
弾
力
性
（
国
冨
ω
氏
Ω
昌
）
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
如
き
観
点
か
ら
位
置
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

始
め
て
経
営
活
動
に
於
け
る
要
件
と
し
て
の
位
置
の
意
義
が
明
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
述
ぶ
る
所
に
よ
っ
て
結
論
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。



　
位
置
の
問
題
は
、
従
来
立
地
論
と
し
て
研
究
せ
ら
れ
、
特
に
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
並
に
そ
の
流
れ
を
汲
む
人
々
に
よ
っ
て
開
拓

せ
ら
れ
、
且
つ
著
し
く
進
展
せ
ら
れ
π
こ
と
に
つ
い
て
は
、
更
め
て
こ
、
に
述
べ
る
必
要
を
み
な
い
所
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
比
し
ば
し

ば
、
こ
れ
ら
の
立
地
理
論
は
、
現
実
の
問
題
解
明
に
当
っ
て
、
そ
の
力
が
極
め
て
弱
い
も
の
で
あ
る
と
指
摘
せ
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ニ

ソ
ン
教
授
（
ω
●
国
●
】
∪
①
昌
コ
一
ω
O
昌
）
或
は
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
教
授
（
即
9
閃
δ
器
嵩
。
①
）
等
に
そ
の
例
を
み
る
（
註
1
）
。
即
ち
所
謂
立
地
理
論
は
、

現
実
の
工
業
経
営
と
し
て
よ
り
、
一
般
論
と
し
て
（
ぼ
ひ
q
窪
霞
9
。
一
）
の
工
業
経
営
を
と
り
あ
げ
、
一
連
の
法
則
で
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
位
置

問
題
を
解
明
し
よ
う
と
無
理
を
し
て
い
る
と
評
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
我
々
も
亦
、
現
実
の
問
題
に
当
面
し
て
同
様
の
困
難
を
痛
惜
す
る
所

で
あ
っ
て
、
結
局
補
足
的
な
経
験
的
な
法
則
を
導
入
し
、
或
は
実
際
的
修
正
を
行
つ
π
り
し
て
、
問
題
は
複
雑
化
し
て
、
明
快
に
処
理
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
Q
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ヘ
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ヘ
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ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
～
に
於
て
、
演
繹
的
分
析
的
な
立
地
研
究
は
、
現
実
の
立
地
問
題
解
明
に
直
面
し
て
、
漸
次
歴
史
的
、
統
計
的
研
究
に
お
き
か
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
研
究
の
重
点
は
、
進
ん
で
立
地
論
か
ら
構
造
論
的
と
な
る
場
合
も
生
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
山
中
篤
太
郎
教
授
の

」
言
を
か
れ
ば
（
註
2
）
、
「
立
地
変
動
は
産
業
の
構
造
が
最
も
重
要
に
作
用
す
る
」
と
み
ら
れ
、
「
地
域
的
構
造
変
動
は
、
生
産
力
構
造
の
影
で
あ

っ
だ
こ
と
が
み
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
、
叉
酒
井
正
三
郎
教
授
は
（
註
3
）
、
「
産
業
立
地
理
論
に
於
て
は
、
構
造
論
的
な
新
し
い
構

成
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
産
業
立
地
を
国
民
経
済
構
造
の
一
要
素
と
し
て
と
う
あ
げ
、
産
業
体
系
の
変
動
に
よ
っ
て
、
産
業

立
地
の
配
置
に
も
相
関
的
に
大
き
な
変
動
が
発
生
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
の
面
か
ら
の
考
察
が
強
調
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
如
く
経
営
位
置
の
問
題
は
、
産
業
構
造
と
極
め
て
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
馬
そ

の
際
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
経
済
全
体
と
し
て
の
立
地
現
象
の
動
態
の
問
題
と
、
こ
れ
を
結
果
し
て
い
る
個
々
の
経
営
の
位
置
を
中
心
と
す

る
動
態
の
問
題
と
は
、
異
る
側
面
を
持
つ
。
構
造
論
的
考
察
は
前
者
の
問
題
を
解
明
す
る
所
に
主
力
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
後
者

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

の
問
題
は
、
こ
れ
の
み
を
以
て
充
分
解
明
で
き
な
い
側
面
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
即
ち
経
済
現
象
と
し
て
み
ら
れ
る
立
地
移
動
、
或
は
工
業
の
地
域
的
分
布
の
変
動
も
、
こ
れ
を
形
成
す
る
個
々
の
工
業
経
営
に
つ
い
て
み

る
時
、
複
雑
な
る
活
動
か
ら
成
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
の
立
地
移
動
を
結
果
す
る
個
々
の
経
営
の
、
位
置
を
巡
る
動
態
を
考

察
す
れ
ば
、
所
謂
中
小
経
営
に
於
て
は
、
そ
の
移
動
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
移
動
が
比
擬
律
多
い
の
に
対
し
、
大
規
模
経

営
に
於
て
は
、
こ
の
如
き
移
動
は
、
拡
張
的
或
は
変
革
的
な
る
揚
合
を
除
き
極
め
て
稀
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
業
種
の
性
質
に
よ
っ
て
、

同
一
経
営
が
多
数
工
揚
を
有
す
る
学
寮
に
あ
っ
て
は
、
旧
工
場
の
休
廃
止
、
新
工
学
の
増
設
に
よ
っ
て
実
質
的
移
動
を
行
い
得
る
可
能
性
を

有
し
、
よ
り
以
上
に
位
置
の
不
適
格
化
が
計
算
の
共
同
化
に
よ
っ
て
補
填
せ
ら
れ
る
。
叉
極
め
て
多
く
の
経
営
は
、
存
立
す
る
条
件
の
変
化

に
拘
ら
す
、
そ
の
設
置
せ
ら
れ
π
位
置
に
、
永
く
或
は
伝
統
的
立
地
条
件
の
形
成
に
よ
り
、
経
営
の
組
織
化
に
よ
り
、
叉
或
は
経
営
方
式
の

変
更
、
業
種
の
転
換
に
よ
っ
て
存
立
し
て
い
る
。
而
し
て
全
体
と
し
て
の
工
業
の
地
域
的
下
智
の
変
動
は
、
旧
産
業
に
属
す
る
工
揚
の
休
廃

止
、
新
興
業
種
の
新
設
拡
張
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
揚
合
が
極
め
て
多
い
の
で
あ
る
。
こ
、
に
於
て
、
立
地
移
動
な
る
現
象
も
、
こ
れ
を

個
々
の
経
営
の
問
題
と
し
て
み
る
時
、
経
営
の
存
立
形
態
、
経
営
の
業
務
活
動
の
面
か
ら
、
位
置
と
の
関
連
に
於
て
、
考
察
せ
ら
れ
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
（
註
4
）
Q

　
立
地
理
論
の
当
面
し
て
い
る
問
思
は
、
一
方
に
於
て
は
、
以
上
に
述
べ
た
如
く
、
そ
の
静
態
的
性
質
か
ら
し
て
、
位
置
に
関
す
る
動
態
的

変
動
が
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
解
明
し
得
な
い
問
題
を
持
っ
て
お
b
、
殊
に
経
営
の
観
点
か
ら
す
る
時
に
、
そ
の
こ
と
が
一
層
痛
域
せ
ら
れ

る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
、
叉
立
地
理
論
自
体
が
、
一
般
経
済
理
論
と
直
接
の
関
連
な
く
弧
立
化
し
て
形
成
せ
ら
れ
π
所
に
由
来
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
プ
レ
デ
ー
ル
（
》
昌
住
円
①
9
ρ
ω
　
］
℃
村
Φ
q
α
げ
一
）
は
、
後
者
の
点
を
強
調
し
て
、
自
ら
立
地
論
の
一
般
経
済
理
論
と
の
結
合
を
は
か
っ
た

の
で
あ
る
（
註
5
）
Q
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即
ち
位
置
の
問
題
は
、
生
産
諸
要
素
の
組
合
せ
の
問
題
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
如
く
考
え
る
時
に
は
、
経
済
に
於
け
る
極
め
て
一

般
的
な
問
題
の
一
の
場
合
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
同
じ
生
産
が
、
去
る
機
械
に
よ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
異
る
機
械
に
よ
る
こ

と
も
あ
り
、
少
い
資
本
と
多
く
の
労
働
に
よ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
反
対
の
揚
合
も
あ
り
、
土
地
を
集
約
的
に
利
用
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
粗

放
的
に
行
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
如
き
生
産
諸
要
素
の
組
合
せ
の
問
題
は
、
異
る
場
所
に
於
け
る
生
産
に
つ
い
て
問
題
と
せ
ら
れ
る
所
と
何

等
異
る
も
の
で
な
い
。
こ
の
如
き
考
察
の
方
注
が
、
立
地
論
を
一
般
経
済
理
論
の
一
部
と
す
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
プ
レ
デ
ー

ア
は
マ
ー
シ
ャ
ル
の
代
替
性
の
原
理
（
窪
①
嘆
ぼ
9
筥
①
o
団
ω
旨
。
。
け
一
ε
ぼ
8
）
を
用
い
て
、
こ
の
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
Q

　
現
実
の
経
営
活
動
に
於
け
る
位
置
の
問
題
を
解
明
す
る
に
当
っ
て
、
従
来
の
立
地
理
論
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
面
す
る
困
難
の
一

は
、
既
に
述
べ
た
如
く
経
済
現
象
と
し
て
の
立
地
変
動
と
こ
れ
を
結
果
す
る
個
々
の
経
営
の
動
態
と
は
異
る
問
題
を
持
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
へ

而
し
て
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
立
地
理
論
が
単
純
に
最
適
位
置
決
定
論
を
主
と
し
て
い
る
所
に
あ
る
と
い
、
得
る
の
で
あ
っ
て
、
プ
レ
デ
ー

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

〃
の
指
摘
す
る
立
地
理
論
の
孤
立
性
に
対
す
る
反
省
が
、
経
営
活
動
の
観
点
よ
り
す
る
位
置
の
問
題
に
嘗
て
、
特
に
重
要
な
る
意
味
を
持
つ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
～
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
経
営
の
位
置
は
、
経
営
存
立
の
要
件
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
経
営
存
立
の
多
く
の
諸
要
件
の
一
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
諸
要
件
の
相
互
補
完
的
、
代
替
的
関
係
が
経
営
活
動
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
要
と
な
り
、
位
置
の
問
題
は
、
単
純
な
る
最
適

位
置
決
定
の
問
題
で
な
く
、
そ
の
相
対
的
適
応
性
乃
至
適
応
限
界
性
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
み
る
こ
と
が
よ
り
現
実
の

実
態
に
即
す
る
。
以
上
の
如
き
観
点
か
ら
、
経
営
位
置
の
研
究
が
展
開
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
活
動
に
於
け
る
位
置
の
意
味
が
始

め
て
明
か
に
せ
ら
れ
得
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
ψ
図
U
①
爵
。
昌
、
．
臼
冨
い
8
聾
8
0
』
ぎ
魯
ω
ξ
9
拭
け
冨
U
Φ
冨
量
目
含
6
島
、
．
ち
。
。
O
，
卜
。
㎝
一
岱
。
0

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

　
国
ω
●
国
霞
窪
8
．
．
国
8
き
旨
ざ
菊
＄
0
9
ユ
吐
9
9
昌
口
置
負
二
目
二
9
頃
。
嵩
2
、
．
目
冨
国
8
ロ
。
菖
8
臼
8
ヨ
潭
U
o
o
・
H
8
¶
や
①
b
O
H
一
給
b
Q

（
註
2
）
　
山
中
篤
太
郎
「
工
業
政
策
論
」
昭
和
二
十
五
年
、
二
一
頁

く
註
3
）
　
酒
井
正
三
郎
「
国
民
経
済
構
造
変
動
論
」
昭
和
十
七
年
、
七
三
頁
及
び
四
一
〇
1
四
一
一
頁

（
註
4
）
　
掛
稿
「
経
営
位
置
移
動
の
実
態
」
、
　
平
井
泰
太
郎
編
『
経
営
の
内
部
関
係
と
外
濠
関
係
』
昭
和
二
十
六
年
、
所
載

（
註
5
）
　
》
津
巴
α
居
、
、
国
界
↓
ぴ
8
蔓
。
匿
い
0
8
菖
。
口
ぼ
量
目
。
冨
二
〇
昌
8
0
窪
二
巴
浮
。
き
道
理
ω
、
．
目
冨
同
。
口
旨
9
0
臨
℃
＆
匡
8
一
国
0
8
0
ヨ
さ
冒
器
H
8
Q
。
．
弓
．
ω
刈
h
i
ω
㊤
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
経
営
位
置
の
業
種
的
考
察
と
そ
の
限
界

　
経
営
位
置
の
問
題
を
、
以
上
の
如
ぐ
所
謂
最
適
位
遣
決
定
の
一
般
論
と
し
て
ゴ
な
く
、
経
営
の
一
要
件
と
し
て
相
対
的
適
応
性
乃
至
適
応
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へ

限
界
性
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
幅
を
問
題
点
と
し
て
考
察
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
単
純
に
一
般
的
（
ぼ
ひ
q
魯
9
巴
）
方
式
に
止
ま
る
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

b
、
現
実
の
経
営
の
問
題
解
明
に
対
し
て
、
多
く
の
貢
献
を
期
待
で
き
な
い
。
更
に
段
階
的
に
事
実
に
即
し
て
（
9
9
§
ξ
）
展
開
し
て
行

ぐ
の
で
な
け
れ
ば
目
的
を
達
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
教
授
或
は
フ
喜
ヴ
ァ
U
教
授
（
蹴
合
ゆ
q
9
目
り
騒
●
出
O
O
＜
Φ
目
）
が
、
産
業
の
業

種
別
の
地
域
的
集
中
度
を
帰
納
的
に
具
体
的
に
表
示
し
よ
う
と
し
た
の
も
、
こ
の
如
き
意
昧
に
於
け
る
一
の
試
み
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
即
ち
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
教
授
は
（
註
6
）
、
特
定
業
種
の
従
業
員
の
特
定
地
域
の
占
め
る
比
率
と
、
全
産
業
従
業
員
の
当
該
地
域

の
占
め
る
比
率
と
の
比
を
集
中
度
Q
O
o
暮
一
〇
ロ
h
g
o
8
同
）
と
し
、
こ
れ
が
個
々
の
工
業
経
営
の
位
置
の
問
題
に
一
の
重
要
な
る
指
標
で
あ
る

と
す
る
と
共
に
、
更
に
国
家
の
地
域
政
策
の
指
標
と
し
て
は
、
各
業
種
の
地
域
的
集
中
度
の
程
度
を
示
す
必
要
あ
り
と
し
て
、
各
業
種
各
地

域
の
右
の
集
中
度
を
算
出
し
、
更
に
そ
の
平
均
偏
差
を
求
め
て
、
こ
れ
を
地
方
化
係
数
（
o
o
o
由
。
δ
暮
o
h
δ
o
暴
馬
鉾
一
〇
ε
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
産
業
衰
退
地
域
に
振
興
さ
す
べ
き
業
種
は
、
高
度
に
集
中
化
す
る
性
質
を
持
つ
業
種
、
即
ち
地
方
化
係
数
の
高
い
も
の
（
イ
ギ
リ

ス
に
於
て
ブ
リ
キ
工
業
、
レ
ー
ス
工
業
、
綿
織
業
等
を
あ
げ
て
い
る
）
と
、
各
地
域
平
均
に
近
い
分
布
度
を
有
す
る
業
種
、
即
ち
地
方
化
係
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数
の
零
に
近
い
も
の
（
鉱
泉
業
、
．
ハ
ン
製
造
業
、
ゼ
ー
ル
醸
造
業
等
）
と
の
両
者
を
避
け
て
、
そ
の
中
問
の
業
種
（
徳
業
、
コ
コ
ア
、
チ
ョ

ゴ
レ
ー
ト
製
造
業
、
玩
具
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
製
造
業
、
電
気
機
具
製
造
業
等
）
が
選
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

　
叉
ア
メ
リ
カ
の
フ
ー
ヅ
ァ
ー
教
授
は
（
註
7
）
、
工
業
従
業
員
と
人
口
の
分
布
度
の
相
異
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
相
関
関
係
を
グ
ラ
フ
に
表

示
す
る
こ
と
を
試
み
π
。
横
軸
を
入
口
分
布
比
率
、
縦
軸
を
特
定
工
業
従
業
員
の
分
布
比
率
と
し
、
全
体
を
構
成
す
る
各
地
域
を
工
業
従
業

員
の
集
中
度
に
従
っ
て
加
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
曲
線
を
え
が
き
、
こ
れ
を
地
方
化
曲
線
（
δ
S
蔚
9
口
。
口
。
霞
お
）
と
し
、
そ
の
麹
曲
の
大

な
る
程
地
方
化
の
程
度
、
即
ち
集
中
の
大
な
る
も
の
と
し
（
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
羊
毛
工
業
は
大
に
し
て
、
煙
草
業
こ
れ
に
つ
ぎ
、
飲
料
工

業
は
小
で
あ
る
如
き
）
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
方
化
の
特
徴
を
示
す
試
み
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
如
き
集
中
度
の
実
証
的
な
標
準
の
研
究
は
、
経
営
の
位
置
に
一
の
指
標
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
経
営
位
置
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

を
、
既
に
述
べ
た
如
く
事
実
に
即
し
て
考
察
す
る
第
一
段
階
は
、
一
般
に
業
種
別
か
ら
進
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
右
の
如
き
計
数
に
よ

る
業
種
の
位
置
的
特
徴
の
表
示
は
、
地
域
的
集
中
度
の
特
に
大
な
る
も
の
、
或
は
そ
の
反
対
に
分
散
の
顕
著
な
も
の
を
一
応
示
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
中
間
の
業
種
の
位
置
的
性
格
に
至
っ
て
は
多
く
を
語
ら
な
い
。
叉
一
般
に
こ
れ
ら
の
計
数
は
、
業
種
の
性
質
、
業
態
の
相
異
、
個
々
の

経
営
の
存
立
条
件
等
に
よ
っ
て
、
実
態
と
相
当
異
つ
陀
も
の
を
表
示
す
る
場
合
も
少
し
と
し
な
い
。
従
っ
て
業
種
の
位
置
的
性
格
が
更
に
吟

味
せ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
Q

　
こ
、
に
於
て
、
工
業
経
営
が
一
定
の
技
術
を
前
提
と
し
、
一
定
の
市
場
経
済
を
背
景
と
し
て
組
織
化
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
昧
に
於
て
、

経
営
の
こ
れ
ら
の
諸
存
立
条
件
を
、
位
置
と
の
関
係
に
於
て
考
察
し
て
、
そ
の
業
種
的
性
格
を
明
か
に
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
如
き
観
点
か
ら
、
筆
者
は
経
営
の
位
置
的
性
格
を
、
そ
の
技
術
的
、
市
揚
的
野
に
経
営
的
側
面
か
ら
、
業
種
別
に
明
か
な

ら
し
め
る
べ
き
若
干
の
事
例
的
研
究
を
試
み
て
き
だ
（
註
8
）
。

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
、
地
帯
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
そ
の
結
果
以
下
の
如
き
こ
と
が
結
論
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
が
位
記
に
関
連
し
て
、
技
術
的
、
市
場
的
並
に
経
営
的
性
格
を
異
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

且
そ
の
重
点
も
特
徴
的
で
あ
る
が
、
し
か
も
同
じ
業
種
に
あ
っ
て
も
、
位
置
的
に
存
立
の
形
態
を
必
し
も
一
律
に
定
型
化
し
得
る
も
の
で
な

く
、
室
問
的
並
に
時
間
的
に
異
っ
て
い
て
、
幾
つ
か
の
類
型
を
も
つ
と
共
に
極
め
て
弾
力
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
結
局
そ
れ
ぞ
れ
の

業
種
の
経
営
位
置
に
関
す
る
適
応
限
界
内
に
於
て
、
経
営
の
他
の
諸
条
件
と
の
結
合
の
仕
方
に
よ
っ
て
異
つ
だ
様
相
を
呈
し
得
る
も
の
な
の

で
あ
る
。
そ
の
間
自
ら
業
種
に
よ
っ
て
そ
の
限
界
の
極
め
て
狭
少
な
る
、
即
ち
位
置
的
特
徴
の
極
め
て
明
確
化
し
て
い
る
も
の
か
ら
、
漸
次

そ
の
限
界
が
拡
大
し
て
、
位
置
的
制
約
の
少
い
も
の
へ
と
幾
段
階
も
の
業
種
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
業
種
別
実
証
的
研
究
に
よ
つ

て
の
み
明
か
な
ら
し
め
得
る
の
で
あ
る
。
勿
論
既
に
述
べ
だ
如
き
業
種
別
の
地
域
的
集
中
度
の
計
数
的
把
握
の
如
き
明
確
な
る
形
式
を
と
ら

す
、
諸
条
件
の
結
合
に
よ
っ
て
複
雑
な
、
面
し
て
或
る
程
度
明
確
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
来
経
営
並
に
経
営
位
置
の
持
つ
性

格
が
し
か
ら
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
よ
り
実
態
を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
を
以

て
し
て
も
、
位
置
的
性
格
の
比
軟
的
顕
著
な
業
種
を
除
く
多
く
の
業
種
に
於
て
は
、
爾
そ
の
具
体
的
位
置
の
一
応
の
方
向
を
さ
え
充
分
表
示

し
得
な
い
場
合
が
少
ぐ
な
い
。
業
種
的
観
点
の
み
よ
り
す
る
解
明
の
限
界
が
こ
、
に
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
結
局
は
経
営
位
置
を
、
業
種
Q
巳
二
ω
窪
冨
の
）
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
っ
て
、
現
実
の
個
々
の
経
営
（
9
9
q
巴

出
吋
ヨ
ω
）
の
無
声
か
ら
考
察
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
問
題
は
明
か
に
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
る
の
で
あ
る
（
註
9
）
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
前
に
術
考
慮
し
う
る
観
点
が
あ
る
。
こ
れ
が
業
種
の
地
域
的
側
面
か
ら
す
る
考
察
で
あ
る
。

　
（
註
6
）
既
掲
（
註
1
）

　
（
註
7
）
中
冨
●
国
o
o
〈
o
吋
、
、
目
鼻
ζ
o
器
質
①
旨
。
艮
o
h
ぎ
幽
器
践
9
U
o
o
餌
ぎ
9
・
ぎ
ロ
．
、
↓
寄
口
似
く
凶
Φ
≦
o
h
国
8
8
日
8
ω
け
四
望
経
β
瓢
。
タ
H
⑩
ω
O
）

　
（
註
8
）
　
拙
著
「
経
営
位
置
の
研
究
」
昭
和
二
十
四
年
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拙
著
「
中
小
工
業
の
位
置
論
的
研
究
」
昭
和
二
十
五
年

（
註
9
）
ψ
即
u
段
巨
ω
。
昌
、
、
目
冨
ピ
。
・
註
。
口
。
＝
自
象
－
。
語
聾
①
∪
Φ
智
慧
a
≧
塞
．
．
H
Φ
ω
o
，
H
旨
占
H
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
位
置
の
竸
合
的
性
格
と
地
域
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
経
営
は
業
務
活
動
の
為
に
は
、
一
定
の
位
置
を
持
つ
。
そ
の
こ
と
は
室
間
的
ひ
ろ
が
り
を
占
め
る
こ
と
を
意
昧
す
る
。
従
っ
て
土
地
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

来
持
っ
て
か
る
性
質
よ
り
し
て
、
土
地
利
用
の
競
合
関
係
を
生
す
る
。
而
し
て
土
地
の
そ
の
如
き
最
高
利
用
を
巡
る
競
合
関
係
は
、
理
論
的

に
は
地
代
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
。
地
代
は
一
般
に
、
そ
の
土
地
の
持
つ
資
質
と
、
そ
の
室
間
的
位
置
に
よ
っ
て
異
る
も
の
で
あ
る
（
註
1
0
）
。

擁
し
て
後
者
憾
主
と
し
て
経
営
の
輸
送
費
用
（
叶
同
9
口
｛
①
同
　
O
O
ω
け
）
、
前
者
は
主
と
し
て
経
営
の
生
産
費
用
（
胃
o
o
o
ω
ω
ぽ
α
q
℃
o
ω
け
）
に
関
連
を

有
す
る
つ
そ
の
内
土
地
の
持
つ
資
質
に
対
す
る
競
合
関
係
よ
り
、
室
閉
的
位
置
に
対
す
る
競
合
関
係
が
、
工
業
経
営
の
位
置
の
問
題
を
巡
つ

で
は
、
よ
り
一
般
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
原
材
料
資
材
関
係
の
位
置
的
競
合
は
、
市
揚
関
係
の
そ
れ
に
比
し
、

業
種
的
に
範
囲
が
限
定
せ
ら
れ
る
。
後
者
は
市
揚
を
中
心
と
し
て
、
土
地
利
用
の
競
合
関
係
を
通
じ
て
、
大
工
業
地
帯
の
地
域
的
構
成
が
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
（
註
1
1
）
。

　
か
く
て
農
業
経
営
は
、
広
い
面
積
利
用
の
上
に
営
ま
れ
る
為
に
、
そ
の
土
地
利
用
の
競
合
関
係
が
問
題
と
さ
れ
、
チ
ウ
．
矛
ン
の
弧
立
国
に

み
る
如
き
農
業
立
地
論
が
生
れ
る
に
至
つ
だ
の
に
対
し
、
工
業
経
営
は
極
め
て
集
約
的
で
あ
る
為
に
、
そ
の
室
間
性
は
一
応
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
の
み
考
察
せ
ら
れ
て
、
ウ
エ
ー
バ
ー
の
運
送
費
、
労
働
費
並
に
集
積
要
因
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
工
業
立
地
論
と
な
つ
だ
の
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
工
業
経
営
に
於
て
も
本
来
室
問
的
ひ
ろ
が
り
を
有
し
、
従
っ
て
同
様
に
土
地
の
競
合
関
係
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
殊

に
工
業
の
高
度
の
発
達
に
伴
う
経
営
の
大
規
模
化
、
並
に
多
数
工
場
の
地
域
的
集
中
、
進
ん
で
大
工
業
地
帯
の
形
成
を
み
る
に
至
っ
て
は
、
．

単
純
に
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
ゴ
な
く
、
競
合
関
係
に
よ
る
地
域
的
構
成
を
も
考
察
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
経
営
位
置
の
問
題
を
明
か
に
す
る
こ

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
単
純
に
立
地
条
件
の
一
と
し
て
の
地
代
を
考
慮
す
る
以
上
の
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
経
営
が
そ
の
位
置
に
つ
い
て
、
相
互
に
競
合
関
係
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
の
立
地
条
件
が
他
の
諸
経
営
の
そ
れ
と
相

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

対
的
関
係
に
慌
て
制
約
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
昧
す
る
。
こ
、
に
於
て
、
経
営
の
位
置
の
問
題
が
、
単
純
に
最
適
位
置
決
定
の
問
題
で
な

く
、
そ
の
適
応
限
界
性
乃
至
位
置
の
持
つ
．
幅
が
重
要
な
る
六
三
を
持
つ
こ
と
が
一
層
明
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
土
地
利
用
の
競
合
関

係
に
伴
う
地
域
的
構
成
の
考
察
を
欠
き
、
単
純
に
経
営
位
置
の
業
種
的
側
面
の
み
に
止
ま
る
こ
と
は
、
一
面
的
な
る
考
察
で
あ
る
こ
と
も
明

か
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
こ
～
に
於
て
、
土
地
利
用
の
競
合
の
結
果
形
成
せ
ら
れ
る
工
業
の
地
域
的
構
成
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
而
し
て
既
に
述
べ
わ
』

如
く
、
こ
の
競
合
は
、
そ
の
土
地
の
持
つ
資
質
と
空
間
的
位
置
を
中
心
と
し
て
地
代
を
通
じ
て
行
は
れ
る
。
し
か
も
そ
の
土
地
の
持
つ
資
質

が
原
材
料
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
、
特
殊
の
土
地
的
条
件
で
あ
れ
、
或
は
労
働
蝶
の
社
会
的
条
件
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
つ
て
麗
日
の
工
業

経
営
は
、
業
種
的
或
は
関
連
痛
に
地
域
的
集
中
を
形
成
す
る
こ
と
を
一
般
的
傾
向
と
し
、
叉
そ
の
土
地
の
室
間
的
位
置
に
し
て
も
、
市
場
を

中
3
5
と
し
て
、
そ
の
業
種
の
輸
送
上
の
制
約
度
の
少
い
も
の
、
土
地
利
用
範
囲
は
広
く
、
制
約
大
な
る
も
の
は
そ
の
範
囲
が
限
定
せ
ら
れ
る

結
果
、
自
ら
工
業
経
営
の
地
帯
圏
形
成
が
或
る
程
度
み
ら
れ
る
こ
と
、
な
る
。
こ
の
揚
合
の
輸
送
上
の
制
約
度
は
、
単
純
に
運
賃
の
高
低
の

み
で
な
く
、
製
品
価
格
に
占
め
る
運
賃
の
比
重
、
原
材
料
と
製
品
に
於
け
る
歩
留
り
を
中
心
と
す
る
輸
送
量
の
問
題
、
輸
送
機
関
の
賃
率
、

制
度
等
複
雑
な
る
要
素
を
含
む
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
叉
土
地
の
資
質
の
相
異
と
、
室
間
的
位
置
と
も
亦
結
合
し
て
、
複
雑
な
る
条
件

を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
抽
象
的
な
る
地
帯
圏
構
成
論
の
み
で
は
、
現
実
の
解
明
に
多
ぐ
役
立
た
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
け

れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
競
合
を
通
じ
て
形
成
せ
ら
れ
て
い
る
現
実
の
地
帯
形
成
の
様
相
は
、
経
営
位
置
問
題
解
明
の
一
の
指
標
を
呈
示
し
て
い

る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
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こ
の
如
き
観
点
か
ら
、
工
業
地
帯
形
勢
の
様
相
を
明
か
な
ら
し
め
る
試
み
は
、
経
済
政
策
の
一
部
と
し
て
の
地
域
政
策
と
し
て
の
み
で
な

く
、
経
営
位
置
の
問
題
解
明
に
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
研
究
の
一
部
を
な
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
昧
に
於
て
、
筆

者
は
さ
き
に
、
工
業
地
帯
の
四
類
型
と
し
て
、
大
都
市
地
帯
、
郊
外
地
帯
、
地
方
都
市
地
帯
並
に
地
方
産
業
地
帯
を
あ
げ
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
持
つ
工
業
経
営
に
つ
い
て
の
位
置
的
性
格
を
、
市
場
と
の
室
間
的
関
連
、
そ
の
土
地
の
持
つ
資
質
、
即
ち
自
然
的
技
術
的
関
連
並
に
集
中

す
る
経
営
相
互
の
室
問
的
関
連
を
通
じ
て
明
か
な
ら
し
め
よ
う
と
し
π
（
註
1
2
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
応
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
持
つ
性
格
に

伴
う
、
存
立
可
能
の
業
態
、
業
種
、
並
に
存
立
す
る
経
営
の
条
件
或
は
態
様
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
右
の
研
究
は
、
極
め
て
一
般
的
な
る
論
述
に
正
ま
り
、
実
証
的
に
も
極
め
て
一
部
の
事
例
を
と
b
あ
げ
だ
に
過
ぎ
な
い
。

位
置
の
競
合
的
性
格
に
よ
る
地
域
構
成
の
研
究
が
、
経
営
位
置
研
究
に
占
め
る
重
要
性
よ
り
し
て
、
こ
れ
が
現
実
の
態
様
を
更
に
明
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
、
に
我
国
工
業
の
中
心
的
地
帯
に
於
け
る
地
域
的
構
成
の
研
究
を
と
b
あ
げ
よ
う
と
す
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ
る
。
既

に
述
べ
た
如
き
位
置
の
業
種
的
性
格
の
考
察
と
、
地
域
的
構
成
の
考
察
と
相
応
じ
て
、
始
め
て
経
営
位
置
問
題
を
解
明
す
る
道
を
開
く
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
Q

　
（
註
1
0
）
　
ス
ミ
ス
「
国
富
論
」
第
一
篇
第
十
一
章

、（

垂
P
1
）
国
．
竃
・
出
o
o
〈
霞
、
．
目
ロ
。
い
。
。
暮
δ
昌
o
h
国
8
p
o
旨
器
〉
甲
乙
¢
．
．
H
詮
。
。
博
O
O
一
㊤
卜
。

　
（
註
1
2
）
　
拙
稿
「
工
業
地
帯
形
成
の
条
件
」
－
『
企
業
経
営
研
究
』
年
報
1
所
載
、
昭
和
二
十
六
年

　
　
拙
稿
「
中
小
経
営
の
地
域
的
性
格
の
一
考
察
一
地
方
産
業
存
立
の
可
能
性
と
限
界
性
」
－
平
井
泰
太
郎
編
『
経
営
目
的
の
達
成
と
経
営
構
造
』
所
載
、
昭
和
二
十
五
年
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経
営
位
置
の
競
合
と
目
地
帯
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
二
〕
　
工
業
の
地
帯
構
成
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
概
　
　
　
　
　
　
説

　
我
国
に
お
け
る
産
業
の
、
特
に
工
業
を
中
心
と
す
る
地
域
的
研
究
と
し
て
は
、
山
中
篤
太
郎
編
「
日
本
産
業
構
造
の
研
究
」
昭
和
十
九
年

刊
、
戦
後
に
あ
っ
て
は
、
経
済
安
定
本
部
経
済
計
画
室
監
修
「
日
本
経
済
の
地
域
構
造
」
昭
和
二
十
五
年
刊
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
、

「
日
本
工
業
生
産
力
の
構
造
的
変
化
が
地
域
的
構
造
の
上
で
如
何
な
る
変
化
を
な
し
つ
＼
あ
る
か
、
こ
れ
を
労
働
人
口
分
布
を
通
じ
て
と
ら

え
ん
と
す
る
も
の
」
（
同
書
は
し
が
き
二
頁
）
で
、
昭
和
六
、
十
、
十
三
年
の
商
工
省
五
二
統
計
表
並
に
昭
和
五
年
の
国
勢
調
査
等
を
資
料
と

し
て
、
業
種
別
府
県
別
比
軟
を
行
っ
て
、
そ
の
推
移
を
特
徴
的
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
工
業
に
限
定
せ
す
広
く
産
業
全

般
を
、
府
県
別
諸
統
計
を
資
料
と
し
て
、
全
国
八
地
方
別
に
、
戦
後
の
地
方
経
済
の
実
態
を
明
か
に
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
産
業
乃
至
工
業
の
地
域
構
造
論
的
研
究
で
あ
っ
て
、
経
済
政
策
の
一
環
と
し
て
の
全
体
的
地
域
政
策
の
前
提

と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
既
に
述
べ
た
如
く
、
経
営
位
置
の
問
題
は
、
経
済
全
体
と
し
て
の
地
域
構
造
を
結
果
し
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
と
密
接
な
る
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
時
に
経
営
の
活
動
は
、
全
体
と
し
て
の
動
態
と
異
る
問
題
を
持
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
経
営
位
置
の
問
題
は
、
一
方
に
着
て
業
種
的
性
格
を
明
か
に
す
る
と
興
に
、
他
方
に
於
て
そ
れ
は
、
地
域
的
競
合
関
係
を
通
じ
て

現
実
化
し
て
い
る
意
味
に
歴
て
、
地
域
的
研
究
が
要
請
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
け
る
地
域
的
研
究
に
、
単
純
に
地
方
別
乃
至

府
県
別
の
如
き
広
範
囲
に
於
け
る
考
察
の
み
に
よ
っ
て
は
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
り
明
確
な
る
、
限
ら
れ
た
る
地
域
に
つ
い

て
、
そ
の
構
成
の
具
体
的
研
究
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
、
に
於
て
、
地
域
を
特
に
限
定
し
て
、
第
一
表
の
如
く
、
工
場
労
務
者
数
に
於
て
、
我
国
の
四
〇
％
を
占
め
、
且
府
県
別
統
計
に
於
て
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　　　第　1　表

工場労務者の

三大工業地帯集中（昭24）

地劇瑚労瀦数1比率
全国合計い7期・1・…

東京都1

_奈川県

蜊纒{
ｺ庫県
､知県

285，503

P34，337

Q77，716

P70，548

Q10，614

10．4

S．8

P0．1

U．2

V．7

五都府県

ｬ計 1，078，718 39．5

昭和24年工業統計速報ニヨル

て
お
り
、
叉
経
済
地
理
学
者
の
デ
ィ
ー
ト
フ
ッ
ヒ
（
し
ロ
窪
口
。

於
け
る
特
定
業
種
の
比
率
の
如
何
に
よ
っ
て
、
経
済
的
優
越
性
翻
帥
蓉
亀
。
o
ぴ
鶴
匹
8
冨
U
o
艮
舜
口
什
。
な
る
概
念
を
指
標
と
し
て
い
る
（
註
1
3
）
。

こ
～
で
は
後
者
の
考
え
方
に
な
ら
っ
て
、
そ
の
地
域
の
内
に
於
け
る
工
場
労
務
者
の
特
定
業
種
の
占
む
る
比
率
、
並
に
特
定
業
種
に
於
け
る

そ
の
地
域
の
占
め
る
比
率
と
の
両
者
を
併
せ
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
的
、
業
種
的
特
徴
の
把
握
の
標
準
と
す
る
こ
と
㌧
し
た
。

　
本
論
の
基
礎
資
料
は
、
昭
和
二
十
四
年
末
現
在
で
実
施
せ
ら
れ
た
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
工
場
労
務
者
数
を
主
と
し
て
用
い
た
（
註
1
4
）
。

従
っ
て
地
域
的
に
は
行
政
区
劃
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
叉
業
種
的
に
も
、
戦
前
の
工
場
統
計
表
と
異
り
、
発
表
せ
ら

れ
て
い
る
の
は
二
十
業
種
と
い
う
中
分
類
に
止
っ
て
い
る
こ
と
等
の
制
約
に
よ
っ
て
、
こ
、
に
意
図
す
る
研
究
に
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を

ま
ぬ
が
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
現
状
に
於
て
は
こ
れ
以
上
を
望
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
地
域
的
考
察
の
一
応
の
輪
廓
な
り
と
も
示
し
得
る
こ

と
に
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
3
）
　
頃
口
。
巳
9
、
．
≦
一
駐
Q
冨
h
駐
槻
8
0
q
鑓
や
ぼ
Φ
．
．
同
8
り
。
や
ω
o
。
一
◎
。
O

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

第
一
位
か
ら
第
五
位
ま
で
に
位
す
る
五
都
府
県
、
即
ち
京
浜
、
阪
神
、
中
京
の
三

大
地
帯
に
限
り
、
先
づ
大
都
市
地
域
と
し
て
の
東
京
都
、
大
阪
市
並
び
に
名
古
屋

市
の
工
業
の
地
帯
構
成
を
、
次
で
こ
れ
ら
を
と
り
ま
く
郊
外
地
帯
、
外
縁
地
．
術
を

含
む
工
業
地
帯
の
構
成
を
、
そ
の
位
置
的
競
合
関
係
を
中
心
と
し
て
、
業
種
的
に

考
察
す
る
こ
と
、
し
た
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
こ
れ
ら
の
地
域
の
特
徴
を
、
指
標
的
に
明
か
に
す
る
に
は
、
既
に
述
べ

た
如
く
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
教
授
は
業
種
別
に
集
中
度
を
計
箕
す
る
こ
と
を
工
夫
し

　
U
δ
け
凱
。
び
）
は
、
全
体
に
対
す
る
特
定
地
域
の
持
つ
比
率
、
叉
は
特
定
地
域
に
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
い
緩
…
成

　
（
註
1
4
▽
資
料
と
し
て
用
い
た
主
な
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
昭
和
二
四
年
工
業
統
計
速
報

　
　
昭
和
二
四
年
東
京
都
工
業
統
計
表

　
　
神
奈
川
県
勢
要
覧
昭
和
二
五
年
版

　
　
昭
和
二
五
年
版
大
阪
府
工
業
調
査
結
果
表

　
　
昭
和
二
四
年
兵
庫
県
工
業
統
計
速
報

　
　
愛
知
統
計
季
報
（
二
五
・
一
〇
）

　
　
名
古
屋
商
工
（
七
の
六
）

　
　
筒
大
阪
市
σ
み
に
つ
い
て
は
、
区
別
業
種
別
統
計
が
発
表
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
止
む
を
得
ず
昭
和
二
三
年
末
現
在
の
大
阪
市
行
政
局
統
計
課
調
査
の
資
料
に
よ
り

　
　
更
に
特
に
経
済
局
商
工
課
内
山
徹
義
氏
を
煩
し
集
計
作
成
し
て
貰
っ
た
も
の
を
用
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
大
都
市
工
業
地
帯
の
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
文
末
尾
附
図
参
照
）

　
先
づ
工
茱
の
最
も
集
中
的
で
あ
る
大
都
市
工
業
地
帯
に
お
け
る
工
業
構
成
が
、
地
域
的
に
如
何
な
る
特
徴
を
示
し
て
い
る
か
を
み
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
経
営
位
置
競
合
の
結
果
も
だ
ら
さ
れ
る
業
種
の
地
域
的
性
格
を
考
察
し
ょ
う
。

　
東
京
都
、
大
阪
市
及
び
名
古
屋
市
の
三
都
市
に
お
け
る
工
業
の
構
成
を
、
工
場
…
労
務
者
数
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
即
ち
三
都
市
共
に
、
そ
の
五
〇
％
が
金
属
機
械
工
業
に
よ
つ
τ
占
め
ら
れ
、
叉
約
一
〇
％
前
後
が
繊
維
工
業
（
紡
織
並
に
衣
服
身
廻
品
製

造
、
但
し
化
学
繊
維
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と
を
共
通
と
し
、
東
京
並
に
大
阪
に
於
て
は
、
化
学
工
業
も
亦
略
同
様
の
比
率
を
示
し
、
そ
の
他

の
業
種
で
顕
著
な
こ
と
は
印
刷
出
版
業
が
可
な
り
の
比
重
を
占
め
て
、
い
る
こ
と
で
あ
る
。
名
古
屋
の
土
石
ガ
ラ
ス
業
が
一
〇
％
以
上
を
占
め

て
い
る
の
は
、
陶
磁
器
工
業
を
主
と
す
る
同
地
方
の
特
殊
性
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ら
う
。
そ
の
結
果
、
三
都
市
工
場
労
務
者
数

は
全
国
総
数
の
二
〇
％
を
占
め
る
の
に
対
し
、
金
属
機
械
工
業
は
三
〇
％
、
印
刷
出
版
業
は
五
〇
％
以
上
を
占
め
、
他
方
繊
維
工
業
は
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

％
に
達
せ
す
、
食
料
品
工
業
の
比
重
も
低
く
、
化
学
工
業
に
於
て
は
略
全
体
の
比
重
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
大
都
市
工
業
地
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

帯
が
所
謂
重
工
業
の
金
属
機
械
工
業
を
中
核
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
、
叉
印
刷
出
版
業
が
極
端
に
大
都
市
立
地
工
業
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　

ヘ
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へ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

繊
維
工
業
が
著
し
く
分
散
的
で
あ
る
こ
と
等
が
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q
こ
の
如
き
全
体
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
大
都
市
工
業
地

帯
の
構
成
を
更
に
立
入
っ
て
地
域
的
業
種
的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
憎
応
。
細
　
　
　
鴇
薯
嶺
嵜
θ
H
撚
倉
男
（
H
曲
壕
麟
藤
蝉
π
レ
ひ
）
　
　
　
　
韻
善
卜
，
ト
醤
瀬
曲
餅

下
馴
嘉
甕
晃
嚢
日
．
墨
醸
H
器

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧
轟
墨
露
難
訓
岳
憲
・
購
　
　
　
　
欝

重
態
磐

◎ゆ

n
ρ
㎝
課
顧
ど
O
鵠

⑩
●
Q
。
頴

卜。
氓
g
し
。
。
。

◎。

z
訳
G。

ﾏ
H
b
。
心
ρ
c
。
遺

H
S
B
刈9
⑪
獣

⑩
”
◎
。
『
b
。

鯉
b
。
訳

瞳
℃
ω
㎝
b
。

H
餅
○
。
戚

揉
上
母

ミ
ρ
瞳
α

Q。
p。

`
㎝
H
㎝
H
●
刈

H
P
。
。
O
『

H
ρ
刈
。
。
ω

O
●
Q
Q

P
お
O
9
『

ρ
8
心
Q
◎
・
㎝

◎。

j

蔭
・
Q
Q

卜。

g
b
り
HH
ω
．
b
o

曲
叫
平
台

c。
B。
v
m
。
H
霞
b
。
。
藤

軌
N
．
Φ

c。

E
ミ

◎。驕
B
。
心

腿
。
刈

ρ
8
b
。

Q
Q
幽
O

ト
8
H

　
ま

P
膳
8H
卜
b
◎

昼
・
。
茎
巳
・
劇

団
繋
卦
ウ
　
　
理

＄
ρ
爵
O　　
卜
。
Q
。
Q
。
℃
器
q
。
一
　
ト
　
．
　
」
　
！
　
，
　
一
　
…
　
一
　
．
　
　
Φ
閉
る
謡

親
b
㎝
㊤

醤
℃
8
0

爵
b
Q
。
ら
。

b。

r
Q
。
総

b。

W
㎝
お

♂
b
8

鹸
圓
吟
理

b。ﾗ
b
。
。
。
噛
8
同

O
。
。
H
”
8
H

B
㎝
口
O
窃

お
b
ミ

陣
◎
。
も
α
Q
。

H
Q
。
Q
。
添
8

心
。
。
S
＆
N

飢
襲
珊
誰
　
　
濡

・。

X
翼
㎝
　
　
・
。
9
ミ

鉾
b
o
駅

b◎

X
ω
訣

q
ド
H
駅

H
斡
『
譲

・。

ﾏ
①
墨

H
メ
㎝
獣

一7ヲー

　
　
　
　
　
　
　
（
群
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瞼
蜘
藤
露
目
藩
ン
蟄
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緊
瞼
瀬
臆
壁
織
》
吟
瓢
購
…
匙
臆
隣
滞
”
論
断
歴
歴
藩
”
蘭
滋
藤
露
盤
掴
睡
暑
熱
”
欝
謡
曲
灘
翻
睡
臨
藩
葡
露
囁
沫
韓
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
簿
醍
へ
『
態
購
薄
膿
隣
購
＼
ゆ
理
　
　
　
　
嚢
H
淋
＼
ノ
群
強
藩
燭
斜
鶏
梅
論
断
購
黙
㍉
ゆ
奪

　
そ
の
為
に
、
業
種
別
に
各
都
市
内
の
行
政
区
別
統
計
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
的
特
殊
性
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
東
京
都
並
に
名
古
屋
市
は

稀
男
二
十
四
年
末
現
在
の
統
計
、
大
阪
市
に
つ
い
て
は
同
年
末
の
業
種
別
、
行
政
区
別
の
統
計
が
発
表
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
前
節
註
に

示
し
た
如
く
、
昭
和
二
十
三
年
末
現
在
に
よ
る
こ
と
、
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
果
は
、
一
方
に
於
て
大
都
市
工
業
地

帯
の
地
域
的
性
格
が
示
さ
れ
る
と
共
に
、
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
持
つ
特
殊
性
も
亦
こ
れ
に
結
合
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
9

只
こ
＼
に
は
、
位
直
の
競
合
的
性
格
に
よ
る
地
域
構
成
を
み
る
と
い
う
意
昧
に
於
て
、
主
と
し
て
前
者
の
大
都
市
工
業
地
帯
と
し
て
の
一
般

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成



　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

的
性
絡
を
考
察
す
る
こ
と
、
す
る
。
順
序
と
し
て
、
先
づ
大
都
市
工
業
地
帯
の
五
〇
％
を
占
め
る
金
属
機
械
工
業

三大都市における金属機械工業の地域構成第3表

名古屋市市阪大都京東

地方BA区

100．　05．？．．　g

計
区IAB地方計155．3100．0

地方B

100．　0

区IA
49．　0計

脚
　
蟷
　
蜘
　
・

一
　
ー
ー
」
一

三
鵬
漏
粥
一
軸
印
附
㎜
揺
舗
嘱

73．　7

61．　3

81．　8

69．　9

ss．　8

60．　1

23．　3

31．　2

51．　5

31．　5

42．　2

40．　0

西淀川

此花
港

大正
住吉
東淀川

大淀
福島

西

浪速
西成
都島

78．　1

78．　2

81．　5

74．　1

72．　3

46．　0

48．　0

36．　9

63．　9

49．　8

58．　5

17．　4

12．　7

12．　1

2．

9．　8

4．3

9．　4

4．6

4．6

1．　4

1．　6

6．　4

1．1 N

28．　0

南

港

熱田
瑞穂
中川
中村

西

北

東

千種
昭和

中

（註）

東京都，名古屋市ハ24年

末，大阪市ハ23年末

　A山高区内ニオケルェ場

　労務者中，金属機械工
　業ノ市日ノン比率

　Bハ金属機械工業ノ工場

　労務者中，ソレゾレノ
　　区ノ凶具ル比率

　金属機械工業実数ハ

　　東京都　151，048人
　　大阪市　135，416
　　名古屋市　　44，　334

西淀川

此花
港

大正
住吉
東淀川

大淀
福島

西

浪速
西成
都島
　旭

城東
東成
生野
東住吉

阿倍野

天王寺

　北

　東

　歯

78．　1

78．　2

81．　5

74．　1

72．　3

46．　0

48．　0

36．　9

63．　9

49．　8

58．　5

17．　4

43．　5

62．　9

62．　2

51．　7

36．　2

45．　6

45．　5

18．　0

30．　4

27．　6

東　成 62．2 7．6

生　野 51．7 3．9
127．9

東住吉 36．2 1．5

阿倍野 45．6 ユ．3

天王寺 45．5 0．8

北 18．0 1．7

東 30．4 0．4 25
南 27．6 0．4
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品
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鰯
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飾
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黒
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東
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京
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北
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代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
目
世
杉
渋
中
豊
練
新
野
中
千
丈

　
　
品
大
江
葛
足
塁
荒

江

．4他市郡

　
　
　
、
次
で
は
一
〇
％
を
共
通

に
す
る
繊
維
工
業
に
つ
い
て
、
更

に
化
学
工
業
そ
の
他
に
及
び
、
最

後
に
こ
れ
ら
各
業
種
相
互
の
地
域

的
関
係
を
み
る
こ
と
～
す
る
。

　
（
一
）
　
金
属
機
械
工
業

　
工
業
に
於
て
何
れ
の
業
種
を
問

わ
す
、
工
場
の
立
地
条
件
と
し
て
、

輸
送
関
係
が
重
要
な
る
も
の
、
一

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
Q

し
か
し
な
が
ら
就
中
重
量
物
工
業

に
於
て
こ
の
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　

へ

金
属
機
械
工
業
は
そ
の
立
地
条
件

へ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

へ

と
し
て
の
輸
送
関
係
が
他
業
種
と

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ル
　
へ

の
相
対
的
関
係
に
於
て
、
特
に
重

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

要
と
な
る
こ
と
は
、
更
め
て
細
説

の
要
を
み
な
い
所
で
あ
ろ
う
Q
原

一74一



材
料
の
鉄
鋼
材
、
石
炭
は
勿
論
製
品
も
同
様
で
、
我
国
の
如
く
殆
ど
の
鉄
鉱
石
、
一
部
の
石
炭
を
海
外
に
仰
ぎ
、
叉
多
く
の
屑
鉄
輸
入
に
依

存
す
る
如
き
基
盤
を
も
つ
金
属
機
械
工
業
に
あ
っ
て
は
国
家
に
よ
る
保
護
的
に
発
達
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
歴
史
的
事
情
も
相
伴
っ
て
、
大
都

市
集
中
を
顕
著
に
す
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
地
域
構
成
も
輸
送
関
係
を
中
心
と
し
て
特
徴
的
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
表
の
如
く
で

あ
る
Q
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
即
ち
海
岸
に
接
す
る
地
区
に
お
け
る
工
場
労
務
者
中
、
金
属
機
械
工
業
の
占
め
る
比
重
は
、
七
－
八
割
を
占
め
、
し
か
も
三
都
市
殆
ど
其
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

通
の
現
象
で
、
殊
に
東
京
都
並
に
大
阪
市
に
お
け
る
金
属
機
械
工
業
の
地
域
的
構
成
は
、
こ
の
点
殆
ど
全
く
異
ら
な
い
Q
重
量
物
工
業
の
特

徴
を
顕
著
に
示
し
、
他
業
種
と
の
相
対
的
関
係
に
於
て
、
輸
送
関
係
殊
に
海
上
輸
送
の
重
要
性
が
大
き
な
存
立
条
件
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
（
ア
）
　
東
京
都
の
東
部
並
に
西
南
部
工
業
地
帯
の
内
、
海
岸
に
接
す
る
江
東
、
港
、
品
川
、
大
田
の
四
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
金
属
機
械
工
業

が
七
〇
一
八
O
％
を
占
め
、
東
京
都
全
体
の
四
〇
％
余
に
達
し
、

　
（
イ
）
　
大
阪
市
の
西
部
海
岸
地
帯
の
西
淀
川
、
此
花
、
港
、
大
正
、
住
吉
の
五
区
も
、
同
様
に
何
れ
も
七
〇
一
八
0
％
が
金
属
機
械
工
業

で
、
合
し
て
叉
大
阪
市
全
体
の
四
〇
％
余
を
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
Q

　
（
ウ
）
　
名
古
屋
市
の
場
合
は
、
東
京
、
大
阪
に
比
し
規
模
も
小
さ
く
、
歴
史
的
に
も
構
成
業
種
が
異
り
、
且
海
岸
地
帯
の
発
展
が
比
軟
的

新
し
い
の
で
、
地
域
的
構
成
を
幾
分
異
に
す
る
け
れ
ど
も
、
や
は
b
海
μ
旭
帯
の
南
、
港
の
二
区
は
同
様
六
〇
1
七
〇
％
が
金
属
機
械
工
業

で
あ
る
こ
と
は
変
り
が
な
い
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
次
に
海
岸
地
区
に
つ
ゴ
く
後
背
地
に
於
て
は
、
金
属
機
械
工
業
は
四
〇
一
五
〇
％
を
占
め
て
、
後
述
の
如
く
他
業
種
と
併
存
し
、
更
に
都

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

心
部
に
於
て
は
著
し
く
そ
の
比
重
を
小
さ
く
し
て
い
る
。

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

　
（
カ
）
　
東
京
都
に
み
る
と
、
江
戸
川
、
荒
川
、
隅
田
川
一
帯
の
東
部
工
業
地
帯
の
内
、
海
岸
地
区
に
つ
ゴ
く
後
背
地
の
江
戸
川
、
葛
飾
、

足
立
、
墨
田
、
荒
川
、
北
、
板
橋
の
七
区
は
、
大
体
金
属
機
械
工
業
が
四
〇
％
前
後
を
占
め
、
全
体
と
し
て
東
京
都
の
三
〇
％
、
叉
西
部
の

新
市
域
を
主
と
す
る
地
域
は
工
業
地
帯
を
は
な
れ
て
全
体
の
一
〇
％
に
達
し
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
内
で
は
、
所
在
工
業
の
内
金
属
機

械
工
業
が
三
〇
1
五
〇
％
を
占
め
、
只
都
心
部
に
於
て
著
し
く
比
重
を
減
じ
て
、
一
〇
％
乃
至
そ
れ
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
キ
）
　
大
阪
市
も
略
同
様
で
、
海
岸
地
区
を
除
く
西
部
地
帯
の
東
淀
川
、
大
淀
、
福
島
、
西
、
浪
速
、
西
成
の
六
区
は
、
何
れ
も
金
属
機
・

械
工
業
が
四
〇
1
五
〇
％
を
示
し
、
大
阪
市
全
体
の
三
〇
％
弱
を
占
め
、
東
部
地
区
に
も
、
城
東
、
東
成
、
生
野
等
の
諸
国
を
中
心
に
同
様

の
傾
向
を
持
つ
地
区
が
み
ら
れ
、
只
都
心
部
の
み
、
金
属
機
械
工
業
の
比
重
が
二
〇
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
ク
）
　
名
古
屋
市
に
つ
い
て
み
る
と
、
海
岸
地
帯
に
つ
ゴ
く
熱
田
、
瑞
穂
、
中
川
、
中
村
の
四
区
に
亘
り
、
金
属
機
械
工
業
の
比
重
は
、

そ
れ
ぞ
れ
六
〇
一
七
〇
％
と
海
岸
地
帯
と
同
様
の
比
重
を
示
し
、
殊
に
こ
の
地
区
の
み
で
名
古
屋
市
全
体
の
四
五
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。

重
量
物
工
業
と
い
う
内
で
も
、
金
属
工
業
よ
り
そ
の
加
工
段
階
の
機
械
工
業
に
重
点
が
あ
っ
て
、
主
と
し
て
鉄
道
輸
送
を
中
心
と
し
て
こ
の

地
域
に
紡
織
機
、
車
輔
等
の
機
械
工
業
が
発
達
し
陀
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
は
、
金
属
機
械
工
業
全
体
と
し
て
の
大
都
市
工
業
地
帯
に
持
つ
か
な
り
明
瞭
な
る
地
域
的
構
成
の
特
徴
で
あ
る
が
、
更
に
こ
れ
ら
の

内
部
に
於
け
る
業
種
的
特
徴
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
只
こ
の
際
資
料
の
業
種
別
が
既
に
述
べ
だ
如
く
中
分
類
で
あ
る
為
に
、
充
分

そ
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
一
応
の
傾
向
を
み
る
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
爾
金
属
機
械
工
業
に
お
け
る
各
都
市
各
業
種

の
占
め
る
比
率
を
、
工
場
労
務
者
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
四
表
の
如
く
で
あ
る
Q
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
而
し
て
輸
送
関
係
を
中
心
と
し
て
金
属
機
械
工
業
を
み
る
と
、
基
礎
産
業
、
低
次
製
品
か
ら
漸
次
高
次
の
製
品
、
加
工
度
の
高
い
製
品
に

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
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ヘ
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ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
る
に
伴
い
、
特
に
か
さ
高
い
も
の
或
は
特
殊
の
製
品
を
除
き
、
そ
の
輸
送
負
担
は
軽
減
せ
ら
れ
る
こ
と
を
一
般
的
傾
向
と
み
る
こ
と
が
で
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第4衷三大都市金属機械工業

　　　　　　　の業種別構成

　　　　（＝亡場労務i者・数による）

［東京都大阪市i名古屋市

15．　4

　9．　6

29．　6

12．　5

26．　2

　6．4

100．　0

14．　6

21．　9

25．　6

12．　4

24．　0

　1．　3

100．　0

10．　7

19．　7

25．　5

20．　0

14．　8

　9．　0

100．　0

第一次金属

金属製品
機　　　械
電気機械器具

輸送用設備
精密機械類

　　計

（註）東京都，名古屋市ハ昭和24年末，大阪市

　　　ハ昭和23年末

へ
　
　
へ

き
る
。
従
っ
て
こ
の
如
き
輸
送
関
係
の
相
対
的
重
要
度
か
ら
、
業
種
的
に
み
る
地
域

的
構
成
の
特
徴
が
あ
る
程
度
知
ら
れ
る
こ
と
、
な
る
の
で
あ
る
。
一
応
金
属
工
業
と

機
械
工
業
と
二
大
別
し
て
、
こ
れ
を
考
察
し
よ
う
。

（
－
）
金
　
属
　
工
　
準

工
業
調
査
に
於
け
る
金
属
工
業
は
、
第
一
次
金
属
工
業
と
金
属
製
品
工
業
に
二
大

別
さ
、
れ
て
お
り
、
前
者
は
製
…
鉄
製
鋼
圧
延
、
鉄
鋼
鋳
造
及
び
非
鉄
金
属
…
第
一
次
製
品

等
よ
り
成
り
、
後
者
は
ブ
リ
キ
、
一
般
金
物
、
構
築
用
金
属
製
品
、
線
材
製
品
等
二

次
以
下
の
金
属
製
品
よ
り
成
っ
て
い
る
。
こ
の
二
大
別
さ
れ
た
金
属
工
業
の
地
域
的

構
成
を
工
場
労
務
者
数
の
比
率
に
よ
っ
て
各
都
市
内
行
政
区
別
に
示
す
と
、
第
五
表
、

第
六
表
の
如
く
で
あ
る
。
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
即
ち
第
一
次
金
属
工
業
、
即
ち
製
鉄
製
鋼
を
中
心
志
す
る
低
次
製
品
工
業
は
、
三
都
市
其
例
外
な
く
特
に
海
岸
地
区
に
集
中
し
、
何
れ
も

も
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

全
体
の
五
〇
％
以
上
に
達
し
、
隊
に
海
岸
地
区
内
で
も
特
定
の
区
に
重
点
が
あ
る
。
比
留
置
規
模
の
大
き
い
基
礎
工
業
が
海
上
輸
送
の
便
に

ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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へ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

依
存
し
て
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
二
次
以
下
の
金
属
製
品
工
業
は
、
こ
れ
も
三
都
市
興
に
、
海
岸
地
区
は
著
し

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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へ

く
少
く
、
そ
の
後
背
地
に
於
て
全
体
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
、
特
定
の
区
に
対
す
る
集
中
度
も
一
次
製
品
程
著
し
く
は
な
い
。
経
営
規
模
の

も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
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ヘ
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ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

小
さ
い
多
数
工
場
が
高
次
の
製
品
に
な
る
に
伴
っ
て
輸
送
上
の
負
担
も
相
対
的
に
低
い
結
果
、
且
市
場
取
引
の
便
も
加
え
て
、
後
背
地
或
は

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
へ

比
軟
的
都
心
近
く
の
工
場
地
帯
に
集
中
す
る
こ
と
㌧
な
っ
て
、
右
の
如
き
地
域
構
成
が
み
ら
れ
る
も
の
と
思
う
。
特
に
三
大
都
市
殆
ど
そ
の

傾
向
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
。

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
・

三大都市における第一次金属工業の地域構成

名古屋市
市
」阪

大
‘都

第5s

　京東

地方BA．
区

地方BA区地方BA区

100．　015．　4計

％lgl）56，2

1112il），，．，

llil）7．，

gigD　3．4

47．　2

32．　0

ユ2．5

3．5

22．　6

2．　8

3．4

11．　5

1．　6

6．　1

1．　6

10．　2

南
港
田
穂
川
村
西
北
東
種
和
中

　
　
熱
瑞
中
申
　
　
　
　
千
昭

（註）

東京都，名古屋市ハ24年

末，大阪市ハ23年宋

Aハ各区内ニナケル金属

　機械工業工場労務者中
　　ニオケル第一次金属工

　業ノ占メル比率
　Bハ第一次金属工業工場
　労務者中，ソレ・ゾレノ

　区ノ占メル比率
第一次金属工業ノ実数ハ

　東京都　16，192人
　大阪市　19，826
　名古屋市　　6，856

　
　
P

　
　
5

26．　2

4．C

1．　81

i　20．　6

　
ω

～
聖
ー
ノ

100．　0

20．　2

L4
2．9

22．　6

4．　8

9．7

2．　7

3．　3

14．　6

23．　1

1．　6

17．　1

33．　6

工6．5

14．　0

8．　6

12．　1

z
i
g
ziigl

　　d
2．4

17．　8

　　c
9．4i

3．　3

0．　7

0．5

9．　3

0．9

0．3

12．　1

4．C

7．OI

3．6

0．9

7．91

　　　
7・91

L8
0．　3

0．4

0．9

3．51　O．1

計

川
花
　
正
吉
川
淀
島
　
速
成
島
　
東
成
野
吉
野
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
三
王
北
東
南

　
　
　
　
　
淀
　
　
西
　
　
　
三

廻
　
　
港

西
此
　
大
住
東
大
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
東
生
禅
阿
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浪
西
都

100，　O10．　7計

　　，

sl　gs

g
z
l
i
i
8
19・？i

13．　2iJ

35．　7

0．　5

1．　8

12．　9

5．　2i

　　c

1
5
0
．
9

41．　0

9・ZI

i．　8P

　f
9・91

g
i
i
i
eK
　l
o．　？i

o．　3

P
z
i

　l
3．　2」

3．　4

O．　5i
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代

江　
　
品
大
江
葛
下
墨
荒
　
板
目
世
笹
野
中
豊
練
新
台
中
千
文

他市郡

　
（
ア
）
　
東
京
都
に
於
て
は
、

第
一
次
工
業
は
海
岸
地
区
に
五

〇
％
、
特
に
そ
の
内
江
東
区
が

三
五
％
余
を
占
め
、
そ
の
後
背

地
特
に
東
部
工
業
地
帯
の
七
区

に
も
四
〇
％
、
従
っ
て
そ
の
他

の
地
域
に
は
殆
ど
み
ら
れ
す
、

こ
れ
に
対
し
二
次
以
下
の
製
品

工
業
に
あ
っ
て
は
、
東
部
工
業
・

地
帯
の
内
、
海
岸
地
区
に
つ
ゴ

く
後
背
地
に
五
〇
％
以
上
が
集

中
し
、
海
岸
地
区
は
三
〇
％
弱

と
、
反
対
の
比
重
を
示
し
て
お

り
、
二
次
以
下
は
一
次
工
業
と

異
り
、
そ
の
他
の
地
区
に
も
全

一78一

体
の
二
〇
％
近
く
が
分
散
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
イ
）
　
大
阪
市
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
次
工
業
は
海
洋
地
区
に
同
様
五
〇
％
余
、
特
に
西
淀
川
、
大
正
の
二
区
に
四
〇
％
以
上
を
集
中



三大都市における金属製品工業の地域構成

名古屋市市阪大都

第6衷

京東

地方BA区地方BA区地方BA区
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種
和

南
港
熱
瑞
中
中
西
北
東
千
昭
中

（註）

東京都，名古屋市ハ昭和24
年末，大阪市ハ23年末

　Aハ各区内ニオケル金属機
　　械工業工場労務雪中ニオ
　　ケル金属製品工業ノ占メ
　　ル比率
　Bハ金属製品工業ノ工場労
　務者中，ソVゾレノ区ノ
　　占メル比率
金属製品工業ノ実数ハ

　　東：京都　　29，784人

　大阪市　29，697
　　名古屋市　　4，　287
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1
9

32．　1

44．　8
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三
倍
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三

曲西
此
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住
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大
福
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四
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一
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東
　
川
田
川
飾
立
田
川
　
橋
黒
谷
並
谷
野
島
馬
宿
東
笠
田
京

江
港
品
大
士
学
堂
墨
荒
三
板
野
畑
杉
野
中
豊
野
新
台
中
r

324．　2他市郡

七
、
そ
れ
に
つ
ゴ
く
後
背
地
の

西
部
並
に
東
部
工
業
地
帯
に
そ

れ
ぞ
れ
二
〇
％
余
を
も
ち
、
こ

れ
に
対
し
て
、
二
次
以
下
の
工

業
は
約
四
五
％
が
輸
送
条
件
の

回
し
も
良
く
な
い
城
東
、
東
成
、

生
野
等
の
諸
区
を
中
心
と
す
る

東
部
地
帯
に
集
中
し
、
こ
れ
に

つ
寓
い
て
西
部
地
帯
が
三
〇
％
、

海
岸
地
区
が
二
〇
％
と
、
第
一

次
工
業
と
全
く
反
対
の
地
域
構

成
を
示
し
て
い
る
。

　
（
ウ
）
　
名
古
屋
市
も
同
様
で
、

一
次
工
業
が
海
岸
地
区
の
南
、
，

港
の
両
区
で
五
五
％
以
上
を
占

め
る
の
に
対
し
て
、
二
次
以
下
の
製
品
工
業
で
は
、
熱
田
、
瑞
穂
、
中
川
、
中
村
の
四
区
が
五
〇
％
以
上
を
占
め
、
海
岸
地
区
は
僅
か
一
〇

％
に
も
達
せ
す
、
む
し
ろ
更
に
後
背
地
で
既
に
示
し
た
如
く
金
属
機
械
工
業
の
比
重
の
比
較
的
低
い
北
部
地
帯
に
於
て
さ
え
、
二
五
％
以
上

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
Q

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
位
置
の
競
合
的
関
係
に
よ
る
地
域
構
成
の
一
の
型
が
こ
、
に
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
）
機
　
械
　
工
　
業

　
次
に
機
械
工
業
で
あ
る
が
、
工
業
調
査
に
於
て
は
、
こ
れ
を
分
っ
て
、
機
械
工
業
、
電
気
機
械
機
具
工
業
、
輸
送
設
備
工
業
並
に
精
密
光

学
医
療
理
化
学
機
械
器
具
製
造
業
の
四
分
類
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
程
度
の
分
類
は
、
大
都
市
内
の
み
の
地
域
的
構
成
の
考

察
の
為
に
は
、
却
っ
て
中
途
は
ん
ぱ
で
、
適
当
な
る
結
果
が
え
ら
れ
す
、
更
に
細
分
さ
れ
だ
資
料
に
よ
る
か
、
叉
は
別
途
の
分
類
を
必
要
と

す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
資
料
の
関
係
か
ら
当
面
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
比
罵
言
こ
の
目
的
に
無
難
な
方
法
と
し
て
、
四
分

類
の
内
、
前
三
者
即
ち
機
械
工
業
、
電
気
機
械
器
具
工
業
、
輸
送
用
設
備
工
業
を
合
し
て
一
般
機
械
工
業
と
し
、
最
後
の
精
密
光
学
医
療
理

化
学
機
械
の
如
き
、
比
較
的
高
次
の
、
、
而
し
て
専
門
的
な
る
製
品
と
も
み
る
べ
き
機
械
工
業
と
、
区
別
し
て
、
大
ま
か
な
が
ら
そ
の
地
域
的

構
想
の
特
徴
を
み
る
こ
と
、
し
π
。
尤
も
こ
の
揚
合
で
も
、
後
者
に
属
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
思
は
れ
る
事
務
用
機
械
工
業
の
如
き
が
、

前
者
の
第
一
の
機
械
工
業
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
資
料
の
関
係
上
止
む
を
得
な
い
。
叉
そ
の
比
重
は
極
め
て
低
い
の
で
あ
る
か
ら
、
全
体

の
考
察
に
著
し
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
は
れ
る
。
こ
の
二
大
別
さ
れ
だ
機
械
工
業
の
地
域
的
構
成
を
、
工
場
労
務
者
数
の
比
率

に
よ
っ
て
、
各
都
市
内
の
行
．
政
区
別
に
示
す
と
、
第
七
菰
野
に
第
八
表
の
如
く
で
あ
る
。
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
即
ち
一
般
機
械
工
業
も
亦
、
第
一
次
金
属
工
業
と
同
様
に
、
海
岸
地
区
に
比
較
的
多
く
集
中
し
、
そ
の
後
背
地
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
け
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ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
ど
も
、
第
一
次
金
属
工
業
に
比
す
る
と
、
集
中
度
も
多
少
低
く
、
そ
の
後
背
地
依
存
度
は
芸
大
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
更
に
後
に
郊
外
工

業
地
帯
と
の
関
連
に
於
て
難
壁
す
る
。
一
般
機
械
工
業
に
つ
い
て
は
、
更
に
細
分
さ
れ
た
業
種
別
の
地
域
的
考
察
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

精
麿
光
学
医
療
理
化
学
機
械
工
業
に
な
る
と
、
そ
の
集
中
度
は
著
し
く
低
く
、
海
岸
地
区
に
重
点
な
く
、
そ
の
後
背
地
に
か
な
り
広
く
分
散

一一　80　一



三大都市における一般機械工業の地域構成

　　（精密光学医療理化学機器をのぞく）

第7表

名古屋市
区 A B 地方

計 68．4 10α0

南
港

46．2

U5．9

6．1

P3．1

〉
…

熱田 73．1 18．5

瑞穂 69．6 10．0
47．4

中　川 59．6 9．0

中村 82．9 9．9

西 63．0 5．3＼

北
東
千
　
種
昭
　
和
　
中

71．2

W3．7

R8．5

V4．9

U生8i

靴
I
l
：
1
｝
　
　
1 8．1

（註）

東京都名古屋市ハ24年末

大阪市ハ23年末

　Aハ各区内ニオケル金属

　機械工業中一般機械工

　業工場労務者ノ比率
　Bバー・般機械工業ノ工場

　労務者中ソレゾレノ区

　ノ占メル比率
一般機械工業ノ実数ハ

　東京都　91，376入
　大阪市　84，117
　名古屋市　　30，330

地方
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ノ
ー
A
ロ
ー
り

方
地
l
B
A
1
区

㎝
1
0

鷺
二
黒
瀦
窮
鴛
鷺
認
u
麗
・
。
討
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

凪
1
i
銘
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都
京
束

㏄
6

7
4
7
1
0
3
7
5
2
0
1
3
2
6
6
7
3
9
2
9
2
8
0
駈
器
冗
鉱
翫
静
静
鐙
総
5
翫
鎗
π
駄
π
附
5
a
飢
扮
脇
皿
捻
飢
翫

計
東
　
　
川
田
川
飾
立
田
川
　
　
橋
黒
谷
並
谷
野
島
馬
宿
東
出
田
京
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
江
港
品
大
隅
葛
足
留
荒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
目
世
杉
澁
中
豊
練
新
必
中
千
文

郡
市
他

へ
　
　
へ

し
て
、
所
謂
工
業
集
中
地
区
以
外

に
も
及
ぶ
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
高
次
の
製
品
に
な
る

に
従
い
、
輸
送
上
の
負
担
が
少
く
、

且
経
営
規
模
も
一
般
に
小
さ
い
こ

と
が
、
地
域
的
特
徴
と
し
て
示
さ

れ
π
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
Q

　
（
カ
）
　
東
京
都
に
あ
っ
て
は
、

一
般
機
械
工
業
は
海
岸
地
区
の
四

区
に
四
七
％
弱
、
そ
の
後
背
地
の

東
部
工
業
地
帯
七
区
に
二
二
％
余

が
み
ら
れ
る
が
、
更
に
都
区
外
の

郡
市
域
に
も
一
五
％
余
を
示
し
て

お
り
、
後
背
地
俵
存
が
か
な
り
見

ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
精
麿
光
．
学
医

療
理
化
学
機
械
は
、
後
背
地
東
部
工
業
地
帯
に
三
五
％
弱
を
占
め
る
の
み
な
ら
す
、
西
部
新
市
域
の
工
業
に
重
点
の
な
い
地
域
、
並
に
都
心

部
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
比
重
を
示
し
て
、
何
れ
も
全
体
の
一
五
％
前
後
を
占
め
る
と
い
う
地
域
的
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

三大都市における精密光学医療理化学機械

工業の地域構成

第8表

東 京 都 大 阪 市 名 古 屋　市

区 A ：B 地方 区 A B 地方 区 A ：B 地方

計 9．0 100．0
」

計 1．3 100．0 計 64・ 100．0

江東 4．3 6．1 西淀川 0．5 50、 南 α1 0．2 ／α2

港 α4 α2
21．41 此花 一 一 港 一 一

∫

品　川 49 56 港 一 一 18．1 熱田 ZO 19．1

大　田 α5 95 大正 0．4 3．0 瑞穂 16．7 256
48．5

江戸川 6．3 2，5’ 住吉 一 α1ノ 中　川 1．7 a8

葛飾 4．2 2．0 東淀川 2．6 19．2、 中村 0．8 1．0

足立 5．2 2．6 大淀 1．4 4．9 西 256 22．9、

墨　田 14．0 10．4 34．8 福　島 0．1 α4
β3．5

北 2．5 a3
142．1

荒川 4．8 2．1 西 0．2 α2 東 92 14．8

北 49 1．6 浪速 2．9 a6 千　種 5．6 L1ノ

板橋
ﾚ　墨

25．4

P1．3

1a6
R．5

ノ
＼ 西成

s　島

1．0

O．5

5．2

O．4

ノ
＼

昭　藩 6．2

X．6

3．5

U7

／
…

世田谷 18．6 4．1 旭 2．1 30 （註）

杉並 17．1 2．4 城東 1．8 13．8 東京都名古屋市ハ24年

渋　谷

?@野

c　島

21．8

X．9

P3．1

a’
O
α
7
1
．
6

114．6 東　成

ｶ　野

件Z吉

O．8

R．6

O．6

50
P1．0

O．7

140．5
末，大阪市ハ23年末

`ハ各区内ニオケル金属
機械工業申精密光学医

ﾃ理化学機械工業ノエ

練馬 4．9 α3 ノ 阿倍野 3．8 4．0
｝ 場労務者ノ占メル比率

新宿 675 11．4 、
1 天王寺 41 2．6ノ ：Bハ精密光学医療理化学

ム　　　申
禔@果 1α8 1．7 北 0．7 1．0 機械工業ノ工場労務吾

申　央

迹纉c

1．5

P8．1

α4@
「
0
．
6 i

16．8 東
南

44．4

T7
14．2

P．8

17．0
ル比率

興業ノ実数ハ

中ソレゾレノ区ノ占師

：文京 46．7 2．7 東京都 1a696人

一 一 大阪市 1，775

他市郡 93 11．2 名古屋市 2，861

べ
だ
如
く
、
そ
の
発
達
の
特
殊
性
も
あ
っ
て
、

し
て
、
中
南
部
の
四
区
に
五
〇
％
近
く
を
集
中
し
、
そ
の
北
部
を
後
背
地
と
し
て
二
五
％
弱
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
精
麿
機
械
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
キ
）
　
大
阪
市
も
略
同
様
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
機
械
工
業
は
海
岸
地
区
に
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
％
、
そ
の
後
背
地
の
西
部
並
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
部
工
業
地
帯
に
も
そ
れ
ぞ
れ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
％
前
後
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
密
機
械
関
係
は
、
そ
の
規
模
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
と
異
b
全
体
と
し
て
者
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
僅
か
な
比
率
に
過
ぎ
な
い
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
、
そ
の
地
域
的
特
徴
は
異
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
、
海
岸
地
帯
に
極
め
て
少
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
部
地
帯
に
四
〇
％
、
西
部
に
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
％
、
更
に
都
3
5
部
に
於
て
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
％
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ク
）
名
古
屋
市
は
、
既
に
述

一
般
機
械
工
業
も
亦
海
岸
地
区
の
比
率
は
二
〇
％
弱
に
止
ま
り
、
専
ら
鉄
道
輸
送
を
中
心
と
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主
業
は
、
中
南
部
の
四
八
％
と
共
に
、
金
属
機
械
工
業
の
比
重
の
低
い
北
部
地
区
に
簸
て
も
、
全
体
の
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
そ

め
業
種
的
特
蘇
性
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
要
す
る
に
機
械
工
業
も
亦
、
輸
送
負
担
の
問
題
を
中
心
に
、
海
岸
か
ら
そ
の
後
背
地
に
展
開
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
比
軟
的
規
模
の
小
さ

な
、
加
工
度
の
高
く
、
輸
送
負
担
の
大
き
な
精
麿
工
業
の
如
き
は
、
広
範
な
る
地
域
的
条
件
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ

・
る
。

　
以
上
専
ら
工
場
労
務
者
数
を
申
心
と
す
る
統
計
資
料
に
よ
っ
て
、
金
属
機
械
工
業
の
地
域
的
構
成
の
一
般
的
傾
向
を
考
察
し
だ
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
の
み
を
以
て
は
、
実
態
と
著
し
く
異
っ
た
結
果
を
取
扱
っ
て
い
る
部
分
な
し
と
し
な
い
虞
が
あ
る
。
具
体
的
に
主
要
な
る
工
揚
の

，
分
布
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
可
能
な
る
範
囲
に
穿
て
、
こ
れ
を
補
充
考
察
す
る
こ
と
、
し
π
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い

て
も
、
こ
の
目
的
に
か
な
う
よ
う
な
資
料
が
あ
る
わ
け
で
な
い
の
で
、
こ
、
に
は
日
本
経
済
新
聞
社
編
國
「
会
社
年
鑑
」
ト
昭
和
二
十
六
年
度
版

面
に
主
要
会
社
の
発
表
す
る
増
資
或
は
社
債
発
行
の
為
の
「
目
論
見
書
」
等
に
よ
っ
て
、
金
属
機
械
工
業
に
属
す
る
主
要
な
る
会
社
の
工
揚

を
、
大
都
市
行
政
区
別
に
ひ
ろ
い
あ
げ
て
表
示
す
る
こ
と
、
し
た
。
　
（
以
下
表
示
の
会
社
工
場
下
の
実
数
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
従
業
員

め
概
数
）
第
九
表
の
（
一
）
（
二
）
（
三
）
の
如
く
で
あ
る
。
勿
論
工
場
数
に
於
て
は
極
め
て
一
部
に
す
ぎ
す
、
或
は
相
当
の
大
工
場
さ
え
も

脱
落
し
て
い
る
虞
も
な
し
と
し
な
い
が
、
前
述
の
統
計
資
料
の
み
に
よ
る
一
面
的
な
る
地
域
的
考
察
を
補
っ
て
、
一
般
的
傾
向
を
考
察
す
る

に
、
多
少
共
意
昧
の
な
い
も
の
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
即
ち
一
見
し
て
、
．
上
宍
統
計
資
料
に
も
と
づ
い
て
考
察
し
π
所
と
、
略
同
様
の
傾
向
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
而
し
て
特
に
淘
幽
珍

懸
概
い
藩
窺
翼
蓉
詩
書
嘗
・
後
影
慰
籍
募
雀
慰
か
塾
ど
い
諏
か
ご
一
の
こ
と
は
各
区
所
在
工
事
と

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

三大都市、主要金属機械工場の分布

8
4
8
7
5
4
7
0

2
2
9
3
2
6
2
0

4
8
5
6
2
5
2
3

船
ミ
工
気
機
造
業
罐

造
ル
讐
電
盤
製

　
ア
　
　
　
機
機

村
本
阪
芝
戸
動
地
曲

名
日
大
東
神
発
大
東

東淀川区

大淀区

（金属）

（機械）

（電機）

（車輌）

（機械）

（機械）久保田鉄器　　240

区
区
区
区
区
区
区

島
　
速
成
島
　
東

福
西
浪
西
都
旭
城城東区（機械）穂本チエソ　559
　　　　（電機）日本電気精器　　249

東成区
生野区
東住吉区
阿倍野区　（電機）早　川　電　機　　599

天王寺区
北　　愛

東　　区
南　　区

5
0
7
5
5
6
4
5
9
0
1
4
2
3
0

6
6
2
3
9
6
5
0
1
0
2
2
7
2
0

1
8
4
1
4
2
2
3
2
2
6
2
2
3
0

　
1
。
　
　
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

械
作
工
鋼
舎
鉄
業
風
業
機
学
ラ
ラ
機
車

轍
製
蹴
製
蟹
離
離
電
濠
電
翫

・
立
保
乙
部
轟
轟
藤
京
彰
議

大
日
久
吾
服
日
日
日
日
沢
東
キ
キ
三
富

足立区（機械）
墨田区（金属）

荒川区
北　　区

板橋区

（精密）

（機械）

（金属）

（金属）

（電機）

（精密）

　
　
　

密
属
密

精
金
精

（
（
（

（精密）日本タイプライター160

1
1
5
8
0

5
8
4
q
V
2

9
5
4
9
3

　
　
　
工

六
ン
肥
船
械

出
獄
欝

　
　
本
月

小
シ
日
石
月

（精密）

区
区
区
区
区
区
区
区

黒
略
並
谷
野
島
馬
宿

目
世
杉
渋
中
豊
三
新

（3）名古屋船

　
　

機
械

電
機

（
（

．
区
．
区
　

．
区
．
区

東
央
畑
京

台
巾
　
千
文

南区（金属）新大同製鋼1．645

　　　　　11　1．　058
　　　　　／1　132　　　（電機）住　友　電　：気　　595

港区（金属）新扶桑金属1．200
　　　（造船）名古屋造船1．257
　　　（車輌）中日本重工6．300
熱田区　（機械）豊　和　産　業 357

（車輔）日本車楽3．　321

　　　　　新愛知起業
　　　（精密）新愛知時計
瑞穂区（〃）新愛知時計

330

548

261

市阪（2）大

－
占
8
5
6
0

P
O
Q
ソ
　
7
・
0

6
5
7
0
り

　
　
　
3

気
鋼
業
機

電
製
産
電

芝
戸
隈
菱

東
神
大
三

　
　
　
　

機
属
械
機

電
金
機
電

（
（
（
（

．
区
区
区
区
区

穂
川
村

立
中
中
西
北

（精密）品　川　製　作　　105

．
区
．
区
区
区

　
種
和

束
千
昭
中

む
　
　
ゐ
　
　
り
　
　
　
ヨ
　
フ
　
　
ヨ
ユ
む
ヨ
　
　
　
　
　
ワ
の
が
む
り
り
　
　

50

?
R
1
1
4
3
4
1
4
9
6
7
7
3
2
4
9
6
0
8
8
8
5
5
8
7
6
5
5
2
2
4
3

1
。
　
　
　
　
　
　
　
L
3
。
3
工
　
　
　
　
　
　
工
　
　
　
a

鋼
作
球
機
業
機
気
船
属
造
船
鋼
所
工
船
船
工
船

製
膿
轟
轟
扇
、
轟
製
造
製
撃
造
造
轟

川
攣
攣
蜂
師
扶
車
阪
山
保
本
甲
本
永

淀
大
天
大
新
大
住
日
新
薄
青
中
久
栗
日
藤
栗
藤

西淀川区 （金属）

（機械）

此花区

（幽幽）

（機械）

（電機）

（造船）

（車輌）

港区（造船）
大正区（金属）

（機械）

（造船）

住吉区 （金属）

（造船）
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第9表

都尽（1）東

粥
螂
塒
鵬
潮
脚
聡
晰
脳
脚
班
㎜
晶
晶
説
二
二
謝
謝
㎜
鰯
脳
槻
晶
晶
銅
魏
謝
鰯
鯨
脱
船
以
耶
㈱
嬬
螂
即
町
鵬
四
”
鵬
胴

L
L
　
　
　
　
　
－
一
L
　
　
　
9
凶
－
一
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
納
－
細
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

鋼
材
業
工
作
線
懸
船
造
作
‡
工
作
気
重
業
波
罐
工
舎
舎
作
業
作
鋼
工
　
【
機
機
工
業
工
料
機
工
作
業
業
器
車
ウ
鉄
造
械

難
雛
黙
浮
輪
葎
騰
鍛
雛
灘
繕
野
諜
磁
　
騰

江東区（金属）

（機械）

（電機）

（造船）

（車輌）

港区（機械）

（電機）

晶川区

（車輌）

（金属）

（機械）

（電機）

㈱
割
闘

陣
備
燈

　
　
　
区

　
　
　
田

　
　
　
大

（機械）

江戸川区

葛飾区

（精密）

（金属）

（金属）

（機械）

σr彌）

工
場
労
務
者
数
に
よ
る
平
均
に
よ
っ
て
も
統
計
的
に
あ
る
程
度
示
し
得
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
種
平
均
が
実
態
と
著
し
く
異
る
揚
合

も
あ
る
の
で
誤
解
を
避
け
る
為
に
、
あ
え
て
示
さ
な
い
で
お
く
こ
と
、
し
た
Q
叉
海
岸
地
区
は
金
属
工
業
の
外
、
機
械
工
業
に
あ
っ
て
も
、

造
船
、
車
輔
関
係
工
場
が
目
立
ち
、
其
の
他
の
機
械
工
業
の
内
で
も
、
光
学
、
時
計
、
計
器
等
比
軟
堕
局
次
の
製
品
の
工
場
が
、
後
背
地
を

顕
著
に
特
徴
づ
け
、
こ
の
こ
と
は
特
に
東
京
都
に
つ
い
て
著
し
い
よ
う
で
あ
る
。

　
金
属
機
械
工
業
の
大
都
市
工
業
地
帯
の
地
域
構
成
に
持
つ
特
殊
性
は
、
凡
そ
以
上
の
如
く
考
察
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
二
）
繊
維
工
業

　
既
に
示
し
把
如
く
、
金
属
機
械
工
業
に
於
て
、
三
大
都
市
の
占
め
る
比
重
が
、
工
場
労
務
者
数
に
於
て
昭
和
二
十
四
年
末
に
全
国
の
三
〇

％
に
逮
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
繊
維
工
業
は
僅
か
に
八
9
6
余
に
過
ぎ
な
い
。
叉
そ
の
他
の
地
域
に
対
す
る
分
布
の
特
徴
か
ら
み
て
も
、
繊

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

」
維
工
業
は
、
勿
論
そ
れ
相
当
の
立
地
条
件
を
有
す
る
と
は
い
え
、
技
術
的
に
も
、
或
は
市
場
的
に
も
、
相
対
的
に
は
そ
の
位
置
的
制
約
は
少

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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第10X’　三大都市における繊維工業の地域構成

名古屋市
区 A ：

B 地方

計 9．7 100．0

南
港

1．2 α8 ｝・・

熱田 2．1 a5 、
㌧
1

瑞穂 2．9 2．2
［21．3

中　川 9．4 9．0

中　村 10．3 Z61

西 18．5 24．8 ．
＼

北 3a5 34．6
略9．0

東 65 7．0

千　種 1a1 2．6ノ

昭和 12．4

S2
57
Q．5

｝・・

（註）

　ココニ繊維工業トハ紡織

x業ト被服身廻品ヲ含ム
東京都名古屋市ハ24年末

　大阪市ハ23年末
Aハ各区内ニオク’ル工場

　労務者中繊維工業ノ占
　　メル比率

　Bハ繊維工業ノ工場労務
　者中ソソゾレノ区ノ占
　　メル比率

繊維工業ノ実数ハ
　東京都　28，　798人
　大阪市　24，396
　　名古屋市　　8，157

地方

6．　7

市

　
　
へ
　㎜

諺
麗
鷺
・
。
㏄
鋸
弱
輩
詔
驚
・
、

　
　
　
」

　
　
　
3
2

／
一
／　

　
　
　
’
9

　
　
　
　
駿

B

5．O

O．　6

1．　2

1）　6．8

ノ

阪

A

m
器
㎎
侃
輔
㎜
邸
即
目
的
蔦
U
鵬
鰯
脇
編
四
㎜
㎜
雛
盟
鴇
田

大

区
計

川
花
　
正
吉
川
淀
島
　
速
成
島
　
東
成
野
吉
野
寺

淀
港
淀
西
　
旭
　
住
三
王
北
東
南

西
此
　
大
住
東
大
福
　
浪
西
都
　
城
東
生
山
阿
天

蓋

司地方

　
乃　
6

一
　
＼

48．　8

7．　9

1oo．　O1

1．　51　’

O．　7

2
．

1．　0／

2．　6

4．　7

5．　8

12．　1

14．　7

7
．

1．　2

1．　21　’

O．9

5
8
9
9
7
、
8

α
　
α
　
α
　
工
　
L
　
α
　
a
　
↑
訓
　
α
　
α

　
　
脇3

　
2
　
ρ
Q
　
　
Q
り

31．

尽

A

．
粥
U
侃
舗
B
砿
留
m
㎜
脚
㎜
側
側
5
0
4
0
鴇
㎝
皿
口
囲
四
脚
儒
一
触 い

。
い
う
ま
で
も
な
く
繊
維
工
業

と
い
っ
て
も
、
綿
、
毛
、
絹
等
そ
・

の
種
類
に
よ
っ
て
叉
そ
の
段
階
に

よ
っ
て
異
っ
た
性
格
を
持
つ
こ
と

は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
、
に
は
主

と
し
て
実
態
の
地
域
的
考
察
を
目

的
と
す
る
の
で
、
繊
維
工
業
自
体

の
業
種
的
な
る
位
置
的
性
格
に
つ

い
て
は
、
業
種
間
の
相
対
的
関
連

を
中
心
と
し
て
、
必
要
な
る
範
囲

に
於
て
触
れ
る
に
止
め
る
。
省
こ
．

の
場
合
化
学
繊
維
は
工
業
の
性
質

上
こ
、
に
含
ま
れ
て
い
な
い
け
れ

ど
も
、
　
（
織
布
以
下
は
勿
論
含
ま

れ
て
い
る
）
現
に
三
大
都
市
に
於

て
は
化
学
繊
維
工
業
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
、
直
接
に
関
係
を
持
だ
な
い
。

　
三
大
都
市
に
於
て
、
金
属
機
械
工
業
は
、
何
れ
も
そ
の
地
域
内
で
工
場
労
務
者
数
に
於
て
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、

繊
維
工
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業
ば
約
一
〇
％
前
後
を
占
め
て
い
る
に
止
ま
る
こ
と
は
既
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
大
都
市
地
帯
に
於
け
る
位
置
競
合
の
結
果
、
繊
維
工
業

は
如
何
な
る
地
域
的
構
成
を
も
つ
で
あ
ら
う
か
。
金
属
機
械
工
業
に
な
ら
っ
て
、
繊
維
工
茱
の
大
都
市
行
政
区
別
比
率
を
示
す
と
第
十
表
の

如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
即
ち
、
大
都
市
工
業
地
帯
の
内
、
繊
維
工
業
が
特
に
顕
著
な
比
率
を
示
し
て
い
る
地
区
は
み
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
一
般
に
海
岸
地
区
を

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

さ
け
て
、
そ
の
後
背
地
に
主
と
し
て
集
中
し
、
特
に
大
河
川
流
域
に
多
く
み
ら
れ
る
。
重
工
業
に
対
し
相
対
的
に
輸
送
上
の
制
約
の
少
い
こ

と
も
原
因
す
る
が
、
夏
に
繊
維
工
業
の
持
つ
業
種
的
業
態
的
特
殊
性
、
特
に
大
都
市
所
在
の
も
の
、
特
質
に
よ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
は
後
に
ふ
れ
る
Q

　
（
ア
）
　
東
京
都
に
嘗
て
は
、
都
区
外
の
八
王
子
、
青
梅
等
の
機
業
地
に
よ
る
三
〇
％
を
除
け
ば
、
そ
の
殆
ど
が
東
部
工
業
地
帯
の
後
背
地

に
集
中
し
、
特
に
墨
田
、
荒
川
両
区
に
、
東
京
郡
全
体
の
二
六
％
余
を
集
中
し
て
い
る
。

　
（
イ
）
　
大
阪
市
に
於
て
も
、
海
岸
地
帯
を
は
な
れ
て
、
東
部
並
に
西
部
の
工
業
地
帯
に
大
半
が
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
新
淀

川
を
は
さ
む
都
島
、
東
淀
川
の
二
区
に
全
体
の
三
七
％
余
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
ウ
）
　
名
古
屋
市
も
同
様
で
、
後
背
地
で
あ
る
北
部
の
庄
内
川
に
思
う
西
、
北
の
両
区
を
中
心
と
す
る
地
区
に
七
〇
％
が
集
申
し
て
い
る

の
で
あ
る
Q

　
こ
の
如
き
繊
維
工
業
の
地
域
的
構
成
に
つ
い
て
は
、
更
に
業
種
業
態
の
特
殊
性
を
考
察
し
な
け
れ
ば
、
機
械
的
な
考
え
方
に
止
ま
る
虞
が

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
、
に
資
料
と
す
る
統
計
は
、
単
に
紡
織
工
粟
と
被
服
一
廻
品
製
造
業
と
に
分
た
れ
る
に
止
ま
り
、
し
か
も
前
者
は
、

原
糸
、
織
布
、
メ
リ
ヤ
ス
、
染
色
加
工
ま
で
含
ん
だ
統
計
で
あ
る
の
で
、
右
の
如
き
考
察
の
目
的
に
適
う
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。
他
の
資
料
を

補
い
つ
、
可
能
な
る
程
度
に
実
態
を
み
よ
う
Q

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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三大都市における主要紡績関係工場第11表

経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

　　　東京都
江東　日東紡（岩綿）

足立　日清紡（石綿）

墨田　東洋紡（染色）

荒川

練馬

179東淀川
20eg

241大淀

鐘紡（綿）1，202
大日紡（製絨）　525

〃　　　　　（綿）　　　1，854

鐘紡（毛）　591
〃　　（毛）　　513

都島

東住吉

大阪市

鐘　紡（綿）

富士紡（縫製）

東洋紡（染色）

939

76

325

　　名古屋市

北　　大東紡織（毛）1．635

鐘紡（染色）2，149
敷・紡　（綿）　　　1，278

大G本紡（毛）　869

　　　　　（註）数字ハ従業員数

繊
維
工
業
を
そ
の
業
態
か
ら
大
別
す
る
と
、
紡
績
を
中
心
と
す
る
大
規
模
経
営
と
、
織
布

そ
の
他
の
繊
維
加
工
製
品
を
中
心
と
す
る
中
小
経
営
と
に
な
る
。
前
述
の
統
計
資
料
に
よ
る

考
察
を
、
こ
の
二
大
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
る
程
度
繊
維
工
業
の
地
域
的
構
成
の
実
態

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
大
紡
績
会
社
に
関
す
る
工
場
の
三
大
都
市
所
在

の
実
情
を
み
れ
ば
、
右
の
目
的
を
或
程
度
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
十
一
表
が

そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
繊
維
工
業
の
中
核
と
も
い
う
べ
き
綿
糸
紡
績
三
論
は
、
東
京
都
に
於
て

墨
田
区
の
鐘
紡
、
荒
川
区
の
大
日
本
紡
、
大
阪
市
に
発
て
東
淀
川
区
の
鐘
紡
、
都
島
区
の
敷

島
紡
と
、
現
在
全
国
綿
糸
紡
績
工
場
大
小
合
せ
て
一
二
八
（
昭
和
二
六
年
四
三
現
在
一
日
本

紡
績
月
報
昭
和
二
六
年
八
月
号
に
よ
る
）
に
対
し
、
主
要
工
揚
と
し
て
は
僅
か
に
四
工
場
を

み
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
知
る
。
而
し
て
、
前
述
の
統
計
に
於
て
墨
田
、
荒
川
両
区
、
或
は

東
淀
川
、
都
島
両
区
の
集
中
度
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
だ
こ
と
も
こ
、
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
Q

術
そ
の
他
の
工
揚
は
大
紡
績
兼
営
の
染
色
、
加
工
或
は
羊
毛
紡
織
等
断
り
で
あ
る
。
こ
の
こ

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
お
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
、
大
聖
二
会
祉
の
こ
れ
ら
大
都
市
工
場
は
、
末
端
市
場
或
は
輸
出
取
引
等
と
の
市
場
的

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

関
係
並
に
自
然
的
技
術
的
立
地
条
件
と
し
て
の
水
門
の
関
係
か
ら
存
在
し
て
い
る
も
の
を
主

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ヘ
　
　
へ

と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
か
つ
て
紡
績
工
揚
が
大
都
市
に
多
数
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
（
昭

和
十
二
年
に
東
京
都
区
内
八
尋
揚
、
大
阪
市
一
六
工
揚
、
名
古
屋
市
日
〇
工
場
一
i
昭
和
十
二
年
下
半
期
綿
糸
紡
績
事
情
参
考
番
に
よ
る
）
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戦
時
の
企
業
整
備
戦
災
等
も
あ
っ
た
も
の
～
、
今
日
大
都
市
外
に
多
く
の
工
場
が
み
ら
れ
、
都
市
内
に
殆
ど
そ
の
あ
と
を
み
な
い
こ
と
は
、

注
意
す
べ
き
点
で
あ
ら
う
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
他
方
中
小
経
営
を
主
と
す
る
織
布
そ
の
他
繊
維
加
工
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
業
種
的
実
態
を
前
表
資
料
と
統
一
的
に
計
数
的
に
示
す

こ
と
を
得
な
い
け
れ
ど
も
、
単
な
る
織
布
部
門
に
重
点
が
な
く
、
メ
リ
ヤ
ス
生
地
、
同
製
品
、
被
服
身
廻
品
製
造
、
染
色
加
工
等
の
仕
上
製

品
、
完
結
的
最
終
製
品
を
主
と
す
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
業
種
に
あ
っ
て
は
、
何
れ
も
全
国
生
産
に
対
し
、
三
大
都

市
が
主
要
な
る
比
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
業
種
別
に
資
料
を
調
査
す
れ
ば
す
ぐ
明
瞭
に
示
さ
れ
得
る
こ
と
は
我
々
の
常
識
と
い
っ
て
差

支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
業
種
は
、
何
れ
も
大
市
場
取
引
中
心
と
接
触
し
て
、
豊
富
な
大
都
市
労
力
に
依
存
し
て
、
零
細
経
営
、
中

小
経
営
形
態
を
以
て
多
数
集
中
し
て
、
水
平
的
並
に
垂
直
的
に
分
業
と
協
業
と
を
以
て
、
大
都
市
の
周
辺
的
一
隅
に
、
地
方
産
業
的
性
格
を

形
成
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
繊
維
工
業
の
大
都
市
に
於
け
る
業
種
的
並
に
業
態
的
特
殊
性
と
、
そ
の
地
域
的
構
成
は
凡
そ
以
上
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
三
）
化
学
工
業

　
化
学
工
業
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
東
京
都
並
に
大
阪
市
に
於
て
は
、
全
工
業
の
内
約
一
〇
％
弱
を
占
め
て
、
繊
維
工
業
と
略
同
様
の
比

重
を
示
し
、
名
古
屋
市
の
み
五
％
弱
と
な
っ
て
い
る
。
化
学
工
業
を
位
置
的
性
格
か
ら
概
観
す
る
と
、
そ
の
内
に
多
く
の
異
る
性
質
の
業
種
、

業
態
を
包
含
し
、
自
然
的
技
術
的
条
件
の
極
め
て
支
配
的
で
、
且
経
営
規
模
の
極
め
て
大
き
い
も
の
か
ら
、
比
較
的
規
模
小
さ
ぐ
、
市
場
性

の
極
め
て
重
要
な
る
消
費
者
商
品
ま
で
各
種
の
も
の
が
み
ら
れ
、
従
っ
て
叉
位
置
の
適
応
限
界
性
も
広
狭
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
し
、
一
律
に
論

ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
と
も
い
う
べ
き
か
、
化
学
工
業
全
体
と
し
て
は
、
そ
の
工
場
労
務
者
数
に
於
て
、
三
大
都
市
の
占
め
る

全
国
に
対
す
る
比
率
が
、
工
業
全
体
に
於
け
る
と
略
同
程
度
の
二
〇
％
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
、
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

こ
、
に
は
大
都
．
市
に
於
け
る
工
業
の
地
域
構
成
に
蕉
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
範
囲
で
進
む
こ
と
＼
す
る
b
地
域
構
成
は

第
十
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

三大都市における化学工業の地域構成第12江

東 京 都 大 阪 市 名 古 屋　市

区 A ：
B 地方 区 A B 地方 区 1・ B、 地方

計 8．1 100．0 計 102 100．0 計 』・ 100．0

一　一
江東
`

5．6

S0
5．7

P．8

、
［
1
8
．
7

西淀川

汢ﾔ
10．7

P2．8

9．5

P0．8

南
港

一
2
5
．
8

一
6
4
．
0

｝
…

品　川 8．0 ’7．0 港 5．6 0．9 26．6 熱　田 0．3 0．7
、

大　田 44 4．2ノ 大正 α3 ．4．5 瑞穂 0．2 0．4
α4

江戸川 19．4 9．3 住吉 2．9 0．9 中　川 1．6 3．3

葛飾 Z7 4．7 東淀川 27．9 31．0、 中　村 1．3 2．0
ノ

足立 6．2 3．8 大淀 10．3 5．4 西 57 15．8

墨　田 8．9 9．0 ｝5a8 福　島 17．4 1α3
52．8

北 2．4 5．1
24．3

荒川 53 3．7 西 2．7 0．3 東 0．9 2．1

北 22．0 14．6 浪速 8．7 1．5 千　種 2．8 1．3
！

板橋
ﾚ　黒

14．1

X．2

8．7

Q．6

ノ
、

西成
s　島

7．2

P．0

4．3

ｿ3
ノ
、

昭　和 4．5

O．7

4．4

O．9

｝・・

世田谷 13．8 2．8 旭 6．0 1．4
（註）

杉並 11．0 1．6 城東 8．0 6．9 東京都，名古屋市ハ24年

渋谷
¥　野

58
X．9

0．7

P．1

匠13．6 ：東成

ｶ　野

5．1

≠P

3．4

P．3
p16．3

末
大阪市ハ23年末

豊　島 20．2・ 3．7 東住吉 6．7 1．5 Aハ各区内ニオク’ル工場

練馬 10．7 1．1ノ 阿倍野 4．7 0．7
メル比率

労務者中化学工業ノ占

新宿 4．9 1．4 、 天玉寺 8．5 0．8ノ
Bハ化学工業ノ工場労務

台東
?@央

迹纉c

7．1

P．7

f2．4

2．4

O．7

O．7

1〔覧8
北
東
南

3．1

P8．2

T．9

1．6

P．3

O．4　1

｝錦 者中，

占メル比率

ｻ学工業ノ実数ハ

ソレゾレノ区ノ

文京 5．9 1．6ノ 東京都 25，133人

大阪市 24，969

他市郡 43 5．8 名古屋市 3，984

　
即
ち
化
学
工
業
は
、
大
河
川
を

は
さ
む
後
背
地
工
業
地
帯
を
中
心

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、
繊
維

工
業
に
近
い
け
れ
ど
も
、
業
種
に

よ
り
海
岸
地
区
に
も
若
干
の
分
布

の
み
ら
れ
る
点
は
異
っ
て
い
る
。

　
一
般
に
地
方
所
在
工
場
は
、
地

方
的
需
要
或
は
地
方
産
業
等
を
別

と
す
る
と
、
原
材
料
電
力
就
は
其

他
の
自
然
的
技
術
的
条
件
を
有
力

な
る
存
立
条
件
と
す
る
も
の
が
大

部
分
を
占
め
る
の
に
対
し
て
、
大

都
市
所
在
工
場
は
、
大
ま
か
に
云

　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

え
ば
引
揚
的
条
件
を
主
要
な
る
存

へ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぢ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

立
条
件
と
し
て
、
こ
れ
に
若
干
の
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

自
然
的
技
術
的
条
件
の
結
合
し
て
、
地
域
的
構
成
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
都
市
所
在
の
化
学
工
業
に
つ
い
て
、

特
に
こ
の
こ
と
が
い
Σ
得
ら
れ
る
の
で
み
つ
で
、
そ
の
結
果
右
の
如
き
地
域
構
成
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
ア
）
　
東
京
都
に
於
て
は
、
後
背
地
の
東
部
工
業
地
帯
に
五
〇
％
余
を
集
中
す
る
と
共
に
、
海
岸
地
区
に
も
一
八
％
余
を
示
し
て
い
る
。

　
（
イ
）
　
大
阪
市
に
於
て
も
、
東
淀
川
区
を
中
心
と
す
る
西
部
工
業
地
帯
に
五
〇
％
以
上
を
集
中
す
る
と
共
に
、
海
岸
地
帯
に
も
二
六
％
余

が
占
め
ら
れ
て
い
る
。
又
こ
れ
と
別
に
，
新
淀
川
中
心
に
み
る
と
、
そ
の
両
側
の
此
花
、
西
淀
川
、
福
島
、
大
淀
、
東
淀
川
の
五
区
で
六
七
％

を
占
め
て
い
る
。

　
（
ウ
）
　
只
名
古
屋
市
に
つ
い
て
は
、
化
学
工
業
の
比
重
著
し
く
低
く
、
特
に
海
岸
地
帯
に
属
す
る
港
区
に
六
〇
％
以
上
を
集
中
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
後
掲
の
第
十
三
表
に
も
示
す
如
く
東
亜
合
成
と
い
う
硫
安
関
係
の
一
蝋
型
の
存
在
に
よ
っ
て
こ
の
結
果
が
で
、
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
従
つ
で
特
に
こ
、
で
化
学
工
業
の
地
域
構
成
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
何
れ
に
し
て
も
、
既
に
述
べ
だ
如
く
、
－
化
学
工
業
に
は
、
い
ろ
く
の
業
種
、
業
態
が
ふ
◇
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
程
度
の
資
料
に
よ

っ
て
、
実
態
を
充
分
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
只
多
少
典
こ
れ
を
補
充
す
る
脇
戸
に
煮
て
、
金
属
機
械
工
業
の
揚
合
に
な
ら
っ
て
、
主
要

な
る
会
社
の
主
要
な
る
工
場
の
地
域
別
所
在
を
表
示
す
る
こ
と
、
す
る
。
第
＋
三
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
関
す
る
限
り
、
比
軟
中
規
模
の
大
き
い
の
は
、
東
京
の
過
燐
酸
石
灰
の
日
産
化
学
、
大
阪
の
製
薬
の
武
田
薬
品
、
染
料
の
日
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

化
学
、
名
古
屋
の
硫
安
の
東
亜
合
成
等
で
、
そ
の
他
は
概
し
て
中
規
模
経
営
に
属
す
る
も
の
が
多
く
、
只
工
業
の
性
質
上
立
地
条
件
と
し
て

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
水
を
重
視
し
て
河
川
を
中
心
と
す
る
地
域
を
重
点
と
す
る
以
外
、
都
市
内
の
地
域
的
構
成
に
も
顕
著
な
特
殊
性
は
み
ら
れ
な
い
。

　
業
種
的
に
み
て
、
所
謂
電
気
系
或
は
石
炭
系
の
大
規
模
の
化
学
工
業
を
当
然
に
欠
く
結
果
、
只
化
学
肥
料
の
内
、
名
古
屋
の
東
亜
合
成
と
、

輸
入
原
料
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
過
燐
酸
石
灰
工
業
と
し
て
東
京
の
日
東
化
学
、
日
産
化
学
、
大
阪
の
ラ
サ
工
業
、
帝
国
化
工
等
の
外
は
、

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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江東区　日東化学

品川区三　共
沸区是化奎
江戸川区　日本化学

葛飾区｝E戸峯

墨田区資生堂

荒川区旭電化

北区日産化学

板駆想李
世田谷区　わかもと

豊島区武田薬品

縮区㍊韻
台東区嚢膝

第13表　　三大都市主要化学工場の分布

　　（1）東　　　　京　　　　都

441　資本化学　268

786星製薬・63鐘靴学・6・見イ。季・・3

299嬰イ。雫・7・

62・第一製薬42・第一製薬・・6孟イ牙晶…

491　　ミヨシ望由　　206

695膨τ333花王油脂398晶イオ酢3・9第一藤・8・

635

・・637躰油脂332・本化学・98iXek・・6

223二二・83二日嚢・39
226

382　中外製薬　314

215

193

（2）大 阪 市

西淀川区　日本油脂

此花区日新化学

大正区帝国化工

東淀川区　武田薬品

　　　日本油脂

　　　塩野義大淀区　　　製　 薬

　　　大日本福島区　　　製　 薬

西成区認悩

北区嚢膝

3t2

1，　510

380

3，325　田辺製薬

日本油脂

日新化学

日産化学

128　日本化学

275ラサ工業

318

352藤沢薬品

170

477　田辺製薬　130

786

1a一，7

112

151　　日産イヒ学　　　150

338

293　田岡染料　237　日新化学　232

日　本　108
ペイン’1・

（3）名　　古　　屋　　市

経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

港　　区　東亜合成　2，439

中村区日本化成　 221
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も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

製
薬
関
係
、
化
粧
品
石
鹸
油
脂
関
係
等
主
と
し
て
消
費
者
商
品
に
属
す
る
業
種
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
市
場
と
の
接
触
を
主
要
な
る
条
件
と

し
て
地
域
集
中
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
　
都
心
の
工
業
一
印
刷
出
版
業

　
以
上
大
都
市
工
業
地
帯
に
お
け
る
主
要
業
種
と
し
て
、
金
属
機
械
工
業
、
繊
維
工
業
並
に
化
学
工
業
に
つ
い
て
そ
の
地
域
的
構
成
を
み
た

・
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
業
種
で
特
に
特
徴
的
な
の
は
、
都
心
の
工
業
と
し
て
の
印
刷
出
版
業
で
あ
る
。

　
印
刷
出
版
業
は
、
東
京
都
に
於
て
九
・
八
％
を
占
め
、
大
阪
市
五
・
七
％
、
名
古
屋
市
三
・
⊥
ハ
％
と
、
東
京
を
除
け
ば
極
め
て
比
重
は
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

幽
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
三
都
市
の
占
め
る
全
国
に
対
す
る
比
重
は
、
五
四
％
に
達
し
、
大
都
市
立
地
工
業
と
し
て
の
特
徴
を
顕
著

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
示
し
て
い
る
。
そ
の
地
域
構
成
を
示
せ
ば
第
十
四
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
即
ち
印
刷
出
版
業
は
半
ば
以
上
都
心
に
集
中
し
、
且
都
心
地
区
の
工
業
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
、
申
心
的
部
分
が
印
刷
出
版
業
で
あ
る
と
い

も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
こ
と
で
あ
る
。

　
（
ア
）
　
東
京
都
に
於
て
、
都
心
部
の
新
宿
、
台
東
、
申
央
、
千
代
田
、
文
京
の
五
区
が
、
溶
体
の
印
刷
出
版
業
の
六
七
％
弱
を
占
め
、
且

台
東
区
を
除
く
四
区
に
於
け
る
工
場
労
務
者
申
い
す
れ
も
五
〇
％
前
後
乃
至
そ
れ
以
上
が
印
刷
出
版
業
で
あ
る
。
そ
の
内
に
は
、
大
日
本
印

刷
（
新
宿
）
二
五
〇
〇
名
、
共
同
印
刷
（
文
京
）
二
〇
〇
〇
名
、
凸
版
印
刷
（
名
字
）
五
六
〇
名
篇
に
（
台
東
）
三
三
〇
語
漏
の
規
模
の
大

き
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
勿
論
都
心
部
以
外
に
も
、
板
橋
区
、
北
区
、
港
区
等
に
も
相
当
数
み
ら
れ
、
凸
版
印
刷
（
板
橋
）
一
七
〇
〇
名
と

か
、
図
書
印
刷
（
港
）
七
〇
〇
名
等
も
あ
げ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
マ
れ
そ
れ
の
区
に
於
け
る
印
刷
出
版
業
の
比
率
が
極
め
て
低
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

　
（
イ
）
　
大
阪
市
に
於
て
も
、
同
様
に
都
心
部
の
北
、
東
、
南
三
区
合
せ
て
六
一
％
に
達
し
特
に
、
北
区
に
圧
倒
的
な
集
中
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

三大都市における印刷出版業の地域構成第14表

東　　京　　都 L大　阪　市 名　古　屋　市

区 AIB 地方 1区 A ：B’ 地方 区 ：B 地方

計 9．8 100．0 計 51
．　　　　　｛

P00．0 計 10α0 一

江東
`
品
　
川
大
　
田
江
戸
川
葛
飾
足
立
墨
田
荒
川
三
板
早
目
　
黒
世
田
谷
杉
並
渋
谷
巾
　
野
豊
　
島
練
馬
新
宿
台
東
中
　
央
千
代
田
：
交
　
京

西淀川

汢ﾔ`
大
正
住
吉
東
淀
川
大
淀
福
　
島
西
浪
速
西
成
都
　
島
旭
城
東
東
　
成
生
　
野
東
住
吉
阿
倍
野
天
王
寺
　
北
東
　
南

α3

R．7

A

1．8

Q3．5

P3．1

南
港
熱
　
田
瑞
穂
申
　
川
中
村
西
北
東
千
　
種
昭
　
和
　
中

：A

≠U
p
・
・
、
1
2
．
3
’
　
3
．
2
　
2
．
4
2
0
．
7

7．5

Q3．2

R2．1

R．0

R4．0

、137．0

m

3．2

S3

SL5

S3．9

P52
S2．0

W5．3

U6．1

．軌0

P7．0

S5

P0．8

S．3

P5．1

Q1．1

P5．1

＼
1
6
6
．
8
ノ

12．1

P
5
2
．
0
2
5
．
3
2
2
．
0

54．1

@8
　　　i

（註）

結椏s名古屋市ハ24年

桝蜊緕sハ23年末

`ハ各区内ニオケルェ場

@労務者中印刷出版業ノ

@占メル比率
aハ印刷出版業中ソレゾ

@レ・ノ区ノシメル比率

�?o版業ノ実数ハ

@東京都　　30，124人
@大阪市　　12，425
@名古屋市　　3，022他市郡 2．0 2．3

　
（
ウ
）
　
名
古
屋
市
に
な
る
と
、
印
刷
、

　
出
板
業
の
全
体
と
し
て
の
規
模
が
著
し

　
く
低
い
け
れ
ど
も
、
都
心
部
の
中
区
に

　
三
四
％
を
集
中
し
て
同
様
の
傾
向
を
示

　
し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
オ
フ
ィ
ス
、
ビ
ズ
、
矛
ス

　
セ
ン
タ
ー
、
商
業
下
等
に
よ
つ
て
占
め

　
ら
れ
る
都
心
部
に
於
て
、
印
刷
出
版
業

　
の
み
、
そ
の
業
務
の
性
質
上
集
中
的
に

　
み
ら
れ
る
工
業
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
Q

　
　
（
五
）
大
都
市
の
業
種
的
地
域
構
成

　
　
上
来
考
察
し
た
所
⑳
主
要
業
種
別
の

　
地
域
構
成
セ
、
特
徴
的
に
要
約
し
て
示

一
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
Q

　
金
属
機
械
工
業
は
、
大
都
市
工
業
の

半
ば
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
立
地
条
件
と
し
て
の
輸
送
関
係
が
他
業
種
と
の
相
対
的
関
係
に
於
て
特
に
重
要
と
な
り
、
そ
の
為
に
、
海
岸

に
接
す
る
地
区
に
於
け
る
工
業
に
占
め
る
比
重
は
七
－
八
割
を
占
め
、
重
量
物
工
業
の
特
徴
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。
而
七
て
海
岸
地
区
に
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つ
ゴ
く
後
背
地
に
於
て
は
、
四
割
一
五
割
を
占
め
て
、
他
業
種
と
保
存
す
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
地
域
的
構
成
は
、
基
礎
産
業
、
低
次
製

品
か
ら
高
次
の
製
品
、
加
工
度
の
高
い
製
品
に
な
る
に
伴
い
、
そ
の
輸
送
上
の
制
約
も
少
く
な
る
の
で
、
そ
れ
に
伴
う
位
置
的
配
列
を
と
る

傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
一
次
の
金
属
工
業
は
特
に
海
岸
地
区
に
集
中
し
て
、
反
対
に
二
次
以
下
の
金
属
製
品
は
後
背
地
に
重
点
が
あ
り
、
叉

一
般
の
機
械
工
業
も
亦
、
海
岸
地
区
に
比
較
的
多
く
集
中
す
る
が
、
そ
の
後
背
地
依
存
度
も
相
当
高
く
、
特
に
精
密
機
械
工
業
関
係
は
、
重

点
が
後
背
地
に
あ
っ
て
か
な
り
広
く
分
布
さ
れ
て
い
る
。
叉
金
属
機
械
工
業
全
体
と
し
て
経
営
規
模
の
大
き
い
も
の
が
海
岸
地
帯
に
、
中
小

規
模
の
も
の
が
そ
の
後
背
地
に
位
置
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
繊
維
工
業
は
、
大
都
市
工
業
と
し
て
の
比
重
は
比
較
的
低
い
が
、
輸
送
上
の
制
約
が
相
対
的
に
少
く
、
一
般
的
に
は
海
岸
地
区
に
少
く
、

そ
の
後
背
地
に
主
と
し
て
集
中
し
、
特
に
大
河
川
流
域
に
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
業
態
か
ら
み
れ
ば
、
大
紡
績
会
祉
に
於
て
は
、
所
謂
紡

績
工
揚
に
属
す
る
も
の
は
少
く
、
末
端
市
揚
或
は
輸
出
取
引
等
と
の
市
場
的
関
係
並
に
自
然
的
技
術
的
立
地
条
件
と
し
て
の
水
等
の
関
係
か

ら
存
在
し
て
い
る
も
の
、
即
ち
染
色
、
加
工
、
羊
毛
紡
績
等
を
主
と
す
る
。
叉
中
小
経
営
に
属
す
る
も
の
に
あ
．
つ
て
も
、
仕
上
製
品
、
完
結

的
最
終
製
品
を
主
と
し
て
多
数
集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
所
謂
外
部
経
済
の
利
益
を
形
成
し
て
、
地
方
産
業
的
性
格
を
も
つ
て
い
る
。

　
化
学
工
業
は
、
立
地
条
件
的
に
一
律
に
論
ず
る
こ
と
は
勿
論
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
大
都
市
地
帯
に
あ
っ
て
は
、
市
場
と
の
接
触
を
主
要

な
る
存
立
条
件
と
し
て
こ
れ
に
若
干
の
自
然
的
技
術
的
条
件
が
結
合
し
て
、
消
費
者
商
品
に
属
す
る
業
種
が
目
立
ち
、
大
都
市
工
業
に
余
り

大
き
な
比
重
を
持
だ
す
、
従
っ
て
叉
化
学
工
業
の
内
で
も
中
規
模
叉
は
小
規
模
の
経
営
を
主
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
大
河
川
を
は
さ
む
後
背

地
工
業
地
帯
を
中
心
に
集
中
し
、
一
部
の
も
の
が
海
岸
地
区
に
若
干
の
分
布
を
み
、
こ
の
点
繊
維
工
業
と
梢
異
っ
て
い
る
。

　
所
謂
都
心
地
区
は
、
工
業
が
主
だ
る
部
分
を
占
め
る
も
の
で
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
、
に
所
在
す
る
工
業
の
主
要
部
分
は
印
刷
出
版
業
で
あ

る
。
而
し
て
印
刷
出
版
業
は
、
所
謂
大
都
市
立
地
工
業
の
代
表
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
且
そ
の
内
で
も
半
ば
以
上
が
都
心
部
に
所
在
す
る
こ

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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第15表三大都市における工業の業種的地域構成

経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

名古屋市市阪大都

其他

32．　8

繊維1化学

4．　79．　7

金属
機械

52．　g

区

市全体

其他

24　6

化学

10．　2

繊維

9．　9

金属
機械

55．　3

区

25．　1

12．　9

15．　8

27．　0

30．　2

28．　3

52．　5

32．　9

41．　1

53．　6

40．　9

55．　1

25．　8

0．　3

0．　2

16
1．3

5．　7

2．　4

0．　9

2．　8

4．5

0．　7

辺
［

2．　1

2．　9

9．　4

10．　3

18．　5

33．　5

6．　5

12．　1

12．　4

4．　2

73．　7

61．　3

81．　8

69．　9

58．　8

60．　1

23．　3

31．　2

51．　5

31．　5

42．　2

40．　0

南
墜

．
田
穂
川
村
．
　
　
　
種
．
和

　
　
　
　
西
北
東
　
　
　
中

．
熱
瑞
中
中
　
　
　
　
千
昭

（註）

東京都，名古屋市ハ24年末

大阪市ハ23年末

各区ニナケル工場労務者数ノ

業種別比率ヲ示ス

脳
冊
伽
蜘
㎜
鮒
獅
鄙
㎜
姻
鞭
山
脚
㎜
㎜
鵬
㎜
郡
柵

69．　5

43．　6

51．　4

m
鵬
口
脇
”
珊
㎜
脳
”
解
皿
ω
6
0
餉
嶺
鍋
解
貯
編
｝
鍋
魏
翻

2，　81

0．　2

0．　1

0．　5

11；　0

15．　3

14．　2

9．　9

4．　2

Z5
1．7

54．　2

27．　6

8，　3

8．　4

7．9

26　2

16，　9

8．2

9．　4

7．　8

15．　1

窺
部
搦
繭
翻
㈱
柵
獅
撫
燭
伽
詔
鏡
川
鯉
川
掘

市全体

西淀川

此花
港

大正
住吉

其他

33．　6

化学

8．1

京

繊維

9．　3

東

金属
機械

49．　0

区

都全体

川
淀
島
　
速
成

淀
　
　
西

東
大
福
　
浪
西

都　島

　旭

城東
東　成

生　野

東住吉

阿倍野

天王寺

北
東
南

螺
鼎
…
麗
郡
澱
鰯
罰
魏
枷
細
面

60．　6

58．　4

58．　5

90．　2

79．　7

20．　9

鷲
如
鴎
“
禰
”
同
齢
詔
二
黒
肥
齪
㎜
脇
四
㎜
贈
…
翻
”
U
脳
翻
4，　3

”
侃
絆
揺
語
口
m
㎜
㎜
慨
”
一
日
目
如
㎎
㎝
拗
照
．
四
日
鋪
備
舗
二

軍
鰯
輿
魏
川
目
田
頭
郵
彌
珊
唱
酬
講
…
粥
川
目
期
鰯

東
　
川
田

　
港

江
　
品
大

川
飾
立
田
川
　
橋

　
　
　
　
　
北

戸江
葛
足
墨
荒
　
板

黒
谷
二
言
野
島
馬

　
田

一
二
世
杉
澁
中
豊
趣

宿
二
二
田
京
．

　
　
　
代

新
台
申
千
文

他市郡

と
を
特
徴
と
す
る
Q

　
以
上
の
如
き
主
要
業
種
の
持
つ

地
域
的
特
徴
が
結
合
し
て
、
大
都

市
工
業
地
帯
の
業
種
的
構
成
が
形

成
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
Q
既

に
示
し
た
諸
表
よ
わ
、
各
行
政
区

の
主
要
業
種
の
占
め
る
比
率
を
、

工
場
労
務
者
数
に
よ
っ
て
ひ
ろ
い

あ
げ
て
、
表
示
す
る
と
、
第
十
五

表
の
如
く
で
あ
る
Q
叉
こ
れ
と
照

応
し
て
、
工
揚
労
務
者
全
体
の
分

布
を
示
す
と
、
第
十
六
表
の
如
く

で
あ
る
。

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
即
ち
海
岸
工
業
地
帯
は
、
例
外

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
く
圧
倒
的
に
も
金
属
機
械
工
業

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
占
め
る
所
と
な
り
、
こ
れ
に
つ

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ

ゴ
く
後
背
地
、
即
ち
東
京
都
に
於
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三大都市における区：別工場労務者分布第16表

東 京 都 1　大 阪 市 名 古1屋 市

区 工場労
ｱ者数 比率

地方1 区 工場労
ｱ者数 比率 地方 区． 工場労

ｱ者数
比率i地方

計
　　人306，554

100．0 ・…ll 計 　　入
Q43，589

100．0 100．0 計
　人83，621

100．0 100．0

江東 25，575 8．3 、 西淀川 22，166 9．0 、 南 5，495 6．6 、18．4

港 11，877 3．8 此花 21，024 8．6 港 9，847 11．8 ノ

品　川 22，097 7．2
127．1

1港 4，017 1．6 ，29．9 熱　田 9，452 11．3 、

大　田

]戸川

24，084

P2，065

Z8
R．9

9
ノ

1大　正1…住吉 18，026．

W，058

7．4

R．3 ノ
瑞穂
?@川

6，249

V．824・

7．4

X．4
135．3

葛飾 15，522 5．0〕 陣淀川 27，784 11．4、 中村 6，048 Z2 ノ

　
　
5
・
　
胴

　
　
n
δ
　
　
　
　
－

一
￥
｝
～

1
　
1
　
ρ
0
　
1
　
4
　
9

a
α
α
2
4
5
，

1
　
1
　1

9
　
4
4
　
8
　
7
　
7
　
9

0
　
8
　
8
　
1
　
3
　
4

1

　
　
　
種
和

西
北
東
　
　
中

　
　
　
千
昭

（註）

　東京都，名古屋市ハ24年末

　大阪市ハ23年末1

江東
港

品川
大田
江戸川

葛飾
足立
墨田
荒川

北

板橋
目黒
世田谷

杉並
澁谷
中野
豊島
練馬
新宿
台東
申四
千代田

文京

25，　575

11，　877

22，　097

24，　084

12，　065

15，　522

15，　246

25，　276

17，　504

16，　679

15，　506

7，　285

5，　150

3，　734

3，216

2，855

4，　656

2，　749

7，　444

8，　532

10，　835

7，　607

．　6，　841

8．3

3．8

7．2

7．　8

3．9

5．　0

5．　0

8，2

5．　7

5．　4

5．　0

2．　3

1．　6

1．　2

1．　O

O．9

1．　5

0．　9

2．4

2．7

3．　5

2．　4

2．　2

27．　1

38．　2

9．4

レ

西淀川

此花
1港
大正
住吉

1東淀川

i大淀
隔島
i西
1浪速
隊成
i都島
，旭
｝城東

細工
1生野

　

i東住吉

…

22，　166

21，　024

4，　017

18，　026．

8，　Oss

27，　784

13，　068

14，　870

3，　070

4，　371

14，　962

9，　108

5，　853

21，　324

16，　526

10，　271

5，　774

天王寺属467

、北h2，　g34

・阿倍野14，025

i東
…南1
／

1，　8S9

2，0工2

31．　8

30．　6

）　6．8

他郡市134，217【11．1

経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

け
る
東
部
工
業
地
帯
、
大
阪
市
に
お

け
る
都
心
部
を
は
さ
む
西
部
と
東
部
、

名
古
屋
市
に
お
け
る
都
’
6
部
を
は
さ

む
中
南
部
と
北
部
と
は
、
金
属
機
械

工
業
の
比
率
が
第
一
位
を
占
め
て
は

い
る
け
れ
ど
も
、
繊
維
工
業
、
化
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

工
業
も
亦
こ
㌧
に
集
中
し
、
各
業
種

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

併
存
す
る
地
域
的
集
申
の
最
も
顕
著

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

な
地
域
と
な
り
、
工
場
労
働
者
全
体

の
分
布
に
於
て
も
、
第
十
六
表
の
如

く
こ
～
に
比
率
が
大
き
く
こ
の
こ
と

が
み
ら
れ
る
で
あ
る
Q

　
都
心
を
は
さ
む
こ
れ
ら
内
部
工
業

集
中
地
帯
は
、
既
に
考
察
し
元
業
種

の
み
な
ら
す
、
そ
の
他
の
業
種
に
於

て
は
、
大
部
分
が
こ
、
に
そ
の
集
中

度
の
顕
著
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

簡
単
に
表
示
す
る
と
、
第
十
七
表
の
如
く
で
あ
る
Q

第17表 東京都大阪市における其の他の工業め地域構成

東　　　　京　　　　都 大　　　　阪　　　　市

区ヒ・i 紙 ガラス
y　石

食料品 区 コ9@ム 紙 ガラス

y石
食料品

計｝m・ 100．0 100．0 100．0 計 100．0 100．0 100．0 100．0

江東
`品　川

蛛@田

]戸川ご
居?
ｫ立n　田

r川k板橋

ﾚ　黒
｢田谷

剳ﾀF谷?@野
L　島

荢n
V宿艨@東
?@央
迹纉c

ｶ京
ｴ他
s郡

｝・・

P71．0

v
レ
　
6
．
3
」
　
4
．
5
　
4
．
2

＆8

V2．0

ﾊ4

W．7

ｿ8

27．3

S1．6

X．1

T．7

P6．1

15．8

R4．7

P9．1

Pa4

@1
P0．8

西淀川此花

`大正

Z吉
圏ю?

淀福
@島西

Q速西

ｬ都
@島三寸

F東東
@成生
@野東
Z吉阿
{野天
､寺北

兼

�

1
6
，
8
．
：
・
3
4
．
9
’
「
．
4
6
．
9
」
　
・
｝
・
・
�

93

U．15

P．86

D0�

9．44

P．72

X．5獄

Q�

0．43

S．73

T．5a

S

　数全

H場労
ｱ者二対スル

范ｦ�

人8，692　

唐QD8�

人8，416　

唐QD7�

人9，872　

刀E　a2�

人1V，227　

唐TU�

　数全

H場労
ｱ者二対スル

范ｦ�

人5C668㌦　

唐QD3�

人　　　人5
C940　9，909　

刀@　　％2
D5　　　4．0�

人6，455　

唐QD6

紙
（
東
淀
川
）
四
三
四
、
三
菱
製
紙
（
福
島
）
三
六
四
等
。

註）東京都ハ24年末大阪市ハ23年末

即
ち
ゴ
ム
工
業
、
白
及
紙
製
品
工

、
ガ
ラ
ス
土
石
工
業
並
に
食
料
品

業
等
は
東
京
都
並
に
大
阪
市
共
右

傾
向
を
略
等
し
く
し
て
い
る
と
い

て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
れ

は
概
し
て
中
規
模
乃
至
小
規
模
経

の
も
の
が
多
く
、
比
類
的
規
模
の

き
い
も
の
と
し
て
も
、
次
の
如
き

あ
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で

る
Q

（
ア
）
　
製
紙
に
於
て
、
東
京
の
十

製
紙
（
北
）
八
九
九
、
本
州
製
紙

江
戸
川
）
五
二
五
、
三
菱
製
紙

葛
飾
）
七
七
一
、
大
阪
に
於
て
、

条
製
紙
（
都
島
）
六
〇
六
、
本
州
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（
イ
）
　
ゴ
ム
工
業
に
於
て
、
東
京
の
日
本
タ
イ
ヤ
（
北
）
七
七
四
、
藤
倉
ゴ
ム
（
晶
川
）
四
八
九
、
昭
和
ゴ
ム
（
足
立
）
三
六
八
、
（
荒
川
）

一
五
二
、
大
阪
の
東
洋
ゴ
ム
（
此
花
）
四
一
四
等
。

　
（
ク
）
　
ガ
ラ
ス
土
石
工
業
に
於
て
、
大
阪
の
窯
業
セ
メ
ン
ト
（
大
正
）
一
二
七
五
、
日
本
セ
メ
ン
ト
（
西
成
）
四
〇
二
、
島
田
硝
子
（
福

島
）
五
九
八
、
旭
硝
子
（
福
島
）
三
二
一
等
。

　
（
エ
）
　
食
料
品
工
業
に
於
て
、
東
京
の
日
本
ビ
ー
ル
（
目
黒
）
三
七
一
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（
墨
田
）
三
〇
八
等
。

　
従
業
員
数
に
よ
る
規
模
の
大
小
は
業
種
に
よ
っ
て
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
一
律
に
論
ぜ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
、
に
掲
げ
だ
若
干
の
業

種
に
あ
っ
て
は
、
右
の
如
き
中
規
模
以
上
の
も
の
を
除
け
ば
、
大
都
市
内
部
工
業
地
帯
に
多
数
集
中
す
る
こ
と
が
、
市
揚
と
の
接
触
上
の
条

件
、
大
都
市
の
豊
富
な
る
労
働
力
等
と
共
に
、
大
き
な
存
立
条
件
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
大
都
市
工
業
地
帯
と
そ
の
外
縁
地
帯

　
大
都
市
工
業
地
帯
は
、
工
業
の
集
中
度
が
顕
著
と
な
る
に
伴
い
、
そ
の
外
縁
地
帯
と
し
て
、
そ
の
周
辺
に
郊
外
工
業
地
帯
を
随
伴
す
る
。

従
っ
て
、
経
営
位
置
競
合
に
伴
う
地
帯
構
成
は
、
更
に
こ
れ
ら
の
地
域
を
全
体
と
し
て
、
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
所
謂
京

浜
工
業
地
帯
、
阪
神
工
業
地
帯
或
は
申
京
工
業
地
帯
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
而
し
て
こ
、
に
は
、
次
の
如
き
資
料
的
並
に
実

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
う
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら

態
的
理
由
に
よ
り
、
主
と
し
て
阪
神
工
業
地
帯
を
対
象
と
し
て
、
大
都
市
工
業
地
帯
と
そ
の
外
縁
地
帯
の
地
域
的
業
種
的
構
成
を
み
る
こ
と

と
す
る
。

　
（
1
）
　
京
浜
工
業
地
帯
は
、
実
態
的
並
び
に
行
政
区
劃
的
に
極
め
て
集
中
的
で
、
東
京
都
工
場
労
務
者
総
数
昭
和
二
十
四
年
末
三
〇
六
、

五
五
四
人
の
内
都
区
内
が
八
八
％
を
占
め
、
神
奈
川
県
ご
脳
一
六
、
七
一
八
入
の
内
横
浜
、
川
崎
両
市
で
七
八
％
を
占
め
る
為
に
、
こ
れ
ら
の

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

地
域
の
更
に
細
分
さ
れ
た
資
料
を
得
な
け
れ
ば
、
目
的
と
ず
る
考
察
が
で
き
す
、
且
所
謂
外
縁
地
帯
の
考
察
に
適
当
で
な
い
。
樹
面
こ
の
地

帯
の
延
長
と
し
て
の
千
葉
、
埼
玉
両
県
の
資
料
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
こ
れ
に
対
し
、
阪
神
工
業
地
帯
は
、
大
阪
府
の
工
場
労
務
者
二
九
〇
、
九
三
九
人
中
大
阪
市
は
五
八
％
に
止
ま
り
、
叉
兵
庫
県
一

七
四
、
〇
四
三
人
中
神
戸
、
尼
崎
両
市
は
四
四
％
に
過
．
ぎ
す
、
こ
れ
ら
大
都
市
周
辺
工
業
地
帯
の
郡
市
の
資
料
に
よ
っ
て
、
外
縁
地
帯
の
考

察
が
あ
る
程
度
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
中
京
工
業
地
帯
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の
工
場
労
務
者
二
二
二
、
四
八
八
人
中
名
古
屋
市
は
三
八
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
と

し
て
の
規
模
が
、
京
浜
、
阪
神
両
地
区
に
比
し
著
し
く
小
さ
く
、
且
名
古
屋
市
を
中
心
と
し
て
集
中
的
な
形
態
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ

め
揚
合
の
目
的
に
適
当
で
は
な
い
。

　
以
上
の
如
き
こ
と
か
ら
、
以
下
阪
神
工
業
地
帯
を
中
心
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
地
域
の
劃
定

　
先
ず
対
象
と
す
る
地
域
で
あ
る
が
、
阪
神
工
業
地
帯
と
し
て
の
地
域
劃
定
に
つ
い
て
は
、
目
的
に
応
じ
て
種
々
の
観
点
が
あ
り
（
広
狭
の

程
度
も
異
っ
て
な
さ
れ
得
る
も
の
で
、
議
論
も
多
い
所
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
、
に
は
、
大
都
市
工
業
地
帯
と
そ
の
外
縁
地
帯
の
工
業
構
成

を
、
利
用
可
能
な
資
料
に
よ
っ
て
具
体
的
に
考
察
す
る
と
い
う
現
実
的
目
的
に
従
っ
て
、
且
著
し
く
実
際
的
通
念
と
異
ら
な
い
範
囲
に
於
て
、

こ
れ
を
区
劃
す
る
こ
と
、
し
だ
。

　
即
ち
、
大
都
市
工
業
地
帯
と
有
機
的
一
体
と
な
っ
て
い
る
外
縁
地
帯
を
区
劃
す
る
為
に
、
嚇
応
大
都
市
工
業
地
帯
工
業
構
成
の
特
徴
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
工
場
労
働
者
数
に
於
て
金
属
機
械
工
業
が
大
体
五
〇
％
を
占
め
る
接
続
的
地
域
を
以
て
す
る
こ
と
、
し
泥
。

　
（
1
）
　
金
属
機
械
工
業
が
今
日
の
大
都
市
工
業
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
事
実
と
、
こ
れ
が
他
の
業
種
に
比
し
工
業
経
営
と
七
て
の
相
互
関
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阪神工業地帯とその工業構成
（昭和24年末現在）

第18表

化学工業繊維＝じ業金属機械工業

9．　8％

6．　3，

4．　5

5．　7

7．0

9．　4

3．　6

10．　3

6．　1

7．2

7．　2

8．　9

26．　1

2．　3

1，　8

7．　4

16，　783

1，　2S一　9

　　548

　　652

　　241

　　698

24

　300

1，615

　447

　353

　450

　　45

1，　190

　　49

24，　664

11．　3％

22．　6

10．　5

19．　8

39．　7

27．　8

20．　0

27．　2

8．　5

7．　6

27．　9

6．　4

1．1

4．　4

2．6

4．　5

11．　6

19，313

4，　560

1，280

2，247

1，356

2，　047

　　　302

　　　180

　　　139

　　222

2．　364

1，　726

　　312

　　　ss

2，257

　　　　70

　　　124

38，　557

51．　7％

54．　6

63．　0

49．　8

26．　5

54．　1

71．　8

44．　3

76．　5

ss．　8

70．　7

soe．　0

49．　6

25．　8

72．　4

65．　3

54．　8

sno．　s

88，　251

11，005

7，　635

5，　634

　　　907

3，　979

1，　083

　　　293

1，　249

1，　716

18，　552

3，　452

2，　403

1，　302

27，　154

　　1，　699

　　1，　496

187，　817

三胎1
170，　445

　20，　139

　　12，117

　　11，　311

　　3，　412

　　　　　　　　1
　　　7，354

　　　1，　504

　　　　600

　　　1，　632

　　　2，910

　　26，　218

　　　6，　174

　　　4，840

　　　5，　036

　　　　172

　　51，276

　　　2，　601

　　　2，　727

　　33Q，　531

73．　2％38．　2％85．　9％71．　0％

郡　市

大阪市
堺　市
布施市
中河内郡

八尾市
北河内郡

守ロ市
豊中市
池田市
豊能郡

尼崎市
伊丹市
武庫郡
西宮市
芦屋市
神戸市
明石市
明石郡
　計

大阪府，兵
庫県合計に
対する比率

（註）点線ヨリ上唇大阪府，下川兵庫県田田ス

連
性
が
著
し
く
大
き
い
こ
と
に
依
る
。

　
（
2
）
　
現
実
の
通
念
と
し
て
は
、
右
の
範
囲
．

外
に
も
（
こ
の
場
合
例
へ
ば
姫
路
地
方
、
和
歌

山
地
方
の
如
き
）
若
干
の
外
縁
的
工
業
地
域
が

ひ
ろ
が
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
間
相
当
の

農
村
地
帯
を
介
在
し
、
従
っ
て
こ
れ
ら
の
地
域

は
、
阪
神
工
業
地
帯
と
関
連
し
つ
、
も
独
立
し

て
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
、
に
含
ま
す
、
い
わ
ば
中
地
域
的
区
劃
に
止

め
た
。

　
（
3
）
　
阪
神
工
業
地
軍
を
、
取
引
的
、
市
場

的
に
み
れ
ば
更
に
蓬
か
に
広
い
地
域
を
含
ま
ね

ば
な
ら
な
い
げ
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
の
地
域
的

考
察
の
目
的
と
異
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
9

一一　IOI　一一

、
以
上
の
如
き
観
点
か
ら
区
劃
し
た
阪
神
工
業
地
帯
は
、
第
十
八
衷
の
如
く
で
あ
る
。

　
即
ち
大
阪
湾
に
そ
っ
て
堺
か
ら
大
阪
、
尼
崎
、
神
戸
を
へ
て
明
石
ま
で
の
海
岸
線
と
、
そ
の
後
背
地
特
に
大
阪
の
東
部
河
内
平
野
に
ひ
ろ

が
る
地
帯
が
限
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
域
中
に
は
、
前
述
の
基
準
と
多
少
異
る
地
域
も
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
す
接
続
的
な
揚
合
に

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成



　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

こ
れ
を
含
め
て
一
体
と
し
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
区
劃
さ
れ
だ
阪
神
工
業
地
帯
の
工
業
構
成
は
、
全
体
と
し
て
金
属
機
械
工
業
五
六
％
、

繊
維
工
業
一
一
％
、
．
化
学
工
業
七
％
と
、
大
阪
市
の
み
の
構
械
と
大
差
な
い
。
叉
大
阪
府
及
び
兵
庫
県
の
総
工
揚
労
務
者
数
に
対
し
こ
の
地

第19表 戦前における阪神工業地帯とその工業構成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和12年現在）

繊維 工業 化学 工業

54，892 14．4％ 40，147 10．5％

790 8．6 1，719 18．8

2，610 31．5 230 2．7

8，886 10．4 9，915 11．6

4，185 17．7 3，119 13．2

1，417 8．3 2，110 12．4

72，780 13．8 57，340 10．9

39． 7％ 69． 2％

金属機械工業

45．　9％

50．　2

42．　5

62．　4

51．　6

45．　7

48．　9

174，　928

　4，　577

　3，　562

53，251

12，　162

　　7，　927

256，　407

88．　1％

工場労務

者総数
380，　933

　9，112

　8，275

85，　297

23，　555

16，　969

524，　151

70．　0％

大阪市
布施市
北河内郡

神戸市
尼崎市
武庫郡
　計

大阪府，兵
庫県合計に
対する比率

（註）昭和12年，大阪府統計書一二兵庫県統計書ニヨル

域
は
、
全
工
業
に
於
て
七
一
％
で
あ
る
が
、
金
属
機
械
工
業
に
あ
っ
て
は
八
六
％
を
占

め
、
反
対
に
繊
維
工
業
に
お
い
て
は
三
八
％
に
止
ま
り
、
化
学
工
業
は
全
体
と
略
同
様

に
七
三
％
を
占
め
、
大
都
市
並
び
に
そ
の
外
縁
工
業
地
帯
と
し
て
の
特
徴
が
示
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
爾
こ
の
如
き
外
縁
的
な
る
郊
外
工
業
地
帯
の
性
格
を
明
か
な
ら
し
め
る
為
に
、
戦
前

昭
和
十
二
年
に
於
け
る
阪
神
工
業
地
帯
と
比
軟
参
照
し
て
み
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
の
大
都
市
工
業
地
帯
で
あ
る
大
阪
市
の
工
業
構
成
が
、
金
属
機
械
工
業
約
四
六
％

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
応
四
〇
％
を
基
準
に
地
域
を
劃
定
す
る
と
第
十
九
表
の
如
く

で
あ
る
。

　
即
ち
戦
前
昭
和
十
二
年
に
於
て
、
絶
対
数
は
何
れ
も
昭
和
二
十
四
年
に
比
し
著
し
く

大
き
い
に
拘
ら
す
、
そ
の
外
縁
地
帯
の
ひ
ろ
が
り
は
極
め
て
狭
く
、
且
そ
の
内
で
も
、

大
阪
市
並
に
神
戸
市
の
比
重
が
大
き
く
、
外
縁
地
域
の
比
重
は
低
い
。
こ
の
こ
と
は
戦

時
の
郊
外
地
帯
え
の
工
場
の
新
設
拡
張
、
都
心
部
の
戦
災
等
に
原
因
す
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
所
で
あ
る
。
こ
、
に
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
如
き
変
化
に
よ
る
戦
後
の
外

一102一

縁
工
業
地
帯
と
大
都
市
工
業
地
帯
と
の
地
域
構
成
に
よ
っ
て
、
経
営
位
置
競
合
に
伴
う
業
種
的
地
域
的
関
連
を
謙
る
程
度
具
体
的
に
知
り
得



第20表 阪神工業地帯の金属機械工業の地域構成

　　　　（その一） （昭和24年末）

遺戸睡属製蘂降械工業
労務者

16，　115

　sso

倉計に
鉗する
比色

　％
37．　3

　1．　2

瞬者

23，9ss

2，　557

合計に
封ずる
比率

　％
65．　4

6．9

労塑

20，211

3，　568

信計に
封ずる
廿摩

　％
49．　0

　8．6

電
器　　具

輸送用設備

労務者

9，　273

　198

曾計に
鉗する
比牽
　一e．／

45．　2

　0．9

労務者

17，　580

3，　974

貿計に
督する
比牽

　％
39．　0

　8．8

精密機械類

労務者

1，　104

　179

合計｝二

鍬する
比牽＿一

　％
75．　0

12．　1

市
郡

阪

三
一
＝
＝
轟
＝
＝
一
＝
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
瓢
・
。
一
＝
一
＝
％
＝
＝
＝
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
m

瀧
礪
＝
”
認
一
警
務
侃
同

聯
6
諮
E
一
雛
癖
馳
幅
即
痴

加
龍
駕
綴
器
錐
＝
瀦
論

繋
躍
”
飢
－
6
好
闘
9
5
鎚
＝
闇
離
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

危。W
詔
鰻
M
釜
誌
一
翼
翼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

時
半
駕
一
㎝
猫
型
一
灘
謡
臥
鳴
　
　
　
　
　
　
　
既
竃
　
　
　
　
3
1
　
4
1

瀦
謹
呈
一
瀦
銅
n
一
温
一
…

獄
鶉
駕
二
野
・
漏
壷
粥
廓
歌
勾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
．
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

二
一
＝
＝
㏄
塊
一
u
額
＝
㎜

遜
謎
≡
鵬
撰
一
面
脚
＝
卿

織
㈱
講
灘
鰯
編
計

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
営
位
置
研
究
の
一
側
面

の
解
明
に
役
立
っ
所
で
あ
る
と
思
う
。

　
以
下
資
料
の
許
す
桿
菌
で
、
金
属
機
械
工
業
、
繊

維
工
業
並
び
に
化
学
工
業
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
的

構
成
を
考
察
す
る
こ
と
、
す
る
。

　
　
　
（
二
）
金
属
機
械
工
業

　
金
属
機
械
工
業
は
、
こ
、
に
限
界
づ
け
た
阪
神
工

業
地
帯
で
五
六
％
を
占
め
る
。
そ
の
業
種
的
地
域
的

内
訳
は
第
二
十
、
二
十
ノ
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
こ
、
で
一
般
的
傾
向
と
し
て
結
論
づ
け
ら
れ
る
こ

　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

と
は
、
基
礎
的
な
低
次
の
金
属
工
業
と
、
最
終
的
な

か
紬
か
通
経
煎
汁
い
属
か
か
輸
細
小
伽
巻
船
、
恥
恥

玉
業
越
極
官
い
二
巴
恥
蜘
恥
拠
示
ひ
、
ち
伽
恥
跡
跡

へ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
ぬ
　
ヘ
　
　
　
　
へ

階
の
二
次
以
下
の
金
属
製
品
、
一
般
機
械
工
業
、
電

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

気
機
械
工
茱
等
の
関
連
産
業
の
外
縁
地
帯
え
の
相
当

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

程
度
の
分
散
と
い
う
地
域
構
成
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
低
次
の
金
属
工
業
は
、
大
阪
市
三
七
ニ
ニ

経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成
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経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

％
、
尼
崎
市
二
六
・
八
％
、
．
神
戸
市
二
六
・
一
％
と
、
合
せ
て
九
〇
％
に
達
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
神
戸
の
川
崎
製
鉄
（
七
八
0
0
）
，

神
戸
製
鋼
（
六
五
〇
〇
）
、
尼
崎
の
新
扶
桑
（
三
八
○
○
）
、
尼
崎
製
鋼
（
一
七
〇
〇
）
、
日
亜
製
鋼
（
二
〇
〇
〇
）
、
大
阪
の
中
山
製
鋼
（
八

第2俵阪神工業地帯の金属機械工業の地域構成

　　　　　　　（その二）各地区の構成比率

計

…㎜

c…

o㎜

o…

c…

o㎜

o…

c㎜

o
細

精
霊

三
一
慈
鍵
＝
＝
＝
唖
＝
＝
二
椰

用
量
讐
雛
費
一
號
峯
蟹
一
過
一
口

送
輸
設
演
劇

饗
難
繋
欝
難
譜
面

属
品
金
製

機
露
胎
濫
一
滴
一
掴
一
画
煎

1
次
属
一
二
金

麗
搬
誘
＝
一
篇
蹴
薦
漉
＝
鵬

郡
市

市
市
市
郡
市
郡
市
市
市
市
市
市
郡
市
市
市
市
郡
阪
一
字
晶
・
申
田
能
崎
丹
紅
心
心
戸
石
石
計
大
堺
布
中
座
北
守
豊
池
豊
尼
伊
武
西
館
神
明
明

帝
国
車
輔
（
九
〇
〇
）
、
池
肝
市
の
発
動
機
製
造
（
一
二
〇
〇
）
等
の
如
き
が
そ
れ
で
、

　
（
3
）
　
こ
れ
に
対
し
、
二
次
以
下
の
金
属
工
業
に
あ
っ
て
は
、
大
阪
市
の
六
五
・
四
％
に
対
し
、
布
施
市
、
堺
市
、
中
河
内
郡
等
そ
の
後

背
地
に
相
当
部
分
が
み
ら
れ
る
。
既
述
の
大
阪
市
内
の
二
次
以
下
の
金
属
工
業
が
東
部
地
区
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
関
連
し
て
、
更
に
そ
の

八
O
）
淀
川
製
鋼
（
一
五
〇
〇
）
等
の
平
炉
製
鋼
を
中
心
と

す
る
大
規
模
の
金
属
工
業
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
て
い
る
9

　
（
2
）
　
最
終
段
階
の
綜
合
組
立
工
業
に
属
す
る
造
船
、

車
輔
等
の
輸
送
関
係
の
機
械
工
業
も
亦
、
大
阪
市
三
九
・

○
％
、
神
戸
市
四
〇
・
八
％
と
、
合
せ
て
七
九
・
八
％
に

達
し
て
集
中
的
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
神
戸
の
川
崎
重

工
（
六
九
〇
〇
）
、
中
日
本
重
工
（
八
O
O
O
）
、
川
崎
車

輔
（
二
〇
〇
〇
）
、
大
阪
の
日
立
造
船
（
五
五
〇
〇
）
藤
永

田
造
船
（
三
〇
〇
〇
）
、
汽
車
製
造
（
一
五
〇
〇
）
等
の
大

規
模
工
揚
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
。
尤
も
造
船
は
と
も

か
く
、
車
輔
工
業
は
こ
れ
ら
大
都
市
に
接
す
る
周
辺
に
も

み
ら
れ
る
。
布
施
市
の
近
畿
車
輔
（
一
二
〇
〇
）
，
堺
市
の

　
　
　
一
律
に
は
溢
せ
ら
れ
な
い
。
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東
方
郊
外
地
帯
へ
の
多
数
中
小
工
場
の
展
開
が
知
ら
れ
る
。

　
（
4
）
　
一
般
機
械
工
業
は
よ
り
以
上
分
散
的
で
、
大
阪
市
は
四
九
・
O
％
に
止
ま
り
、
そ
の
周
辺
地
区
へ
の
ひ
ろ
が
り
が
一
層
顕
著
で
、

郊
外
工
業
地
帯
が
大
都
市
の
関
連
産
業
中
心
に
存
立
し
て
い
る
こ
と
が
或
る
程
度
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q

　
（
5
）
　
電
気
機
械
工
業
関
係
は
、
前
二
者
の
中
問
段
階
的
性
質
を
示
し
、
大
阪
市
は
四
五
・
二
％
に
止
ま
る
が
、
神
戸
、
尼
崎
、
北
河
内

郡
を
合
す
る
と
八
O
％
に
達
す
る
。
神
戸
の
三
菱
電
機
（
二
四
〇
〇
）
、
尼
崎
北
部
の
三
菱
電
機
（
二
五
〇
〇
）
、
大
阪
の
住
友
電
気
（
二
〇

〇
〇
）
、
守
口
市
並
に
北
河
内
郡
の
松
下
電
気
（
二
〇
〇
〇
）
等
が
主
な
る
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
要
す
る
に
、
低
次
の
金
属
工
業
が
原
材
料
的
に
、
最
終
段
階
の
組
立
工
業
が
そ
の
合
成
的
性
格
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
帯
の
海
岸
の
中
核
に

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

集
中
し
、
そ
の
中
主
的
段
階
が
、
立
地
条
件
の
相
対
的
関
係
に
於
て
、
或
る
程
度
そ
の
周
辺
地
域
に
展
開
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
従
っ
て
、
郊
外
工
業
地
帯
の
市
並
び
に
郡
に
お
け
る
金
属
機
械
工
業
の
構
成
が
、
第
二
十
一
表
の
如
く
、
そ
の
多
く
は
、
二
次
以
下
の
金

へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
リ
　
ヘ
　
　
へ

属
製
品
と
一
般
機
械
工
業
と
が
中
心
的
部
分
を
占
め
る
こ
と
、
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
繊
維
工
業

　
こ
、
に
区
劃
し
た
阪
神
工
業
地
帯
に
於
て
は
、
繊
維
工
業
は
第
十
八
表
に
示
し
だ
如
く
二
・
六
％
に
過
ぎ
な
い
Q
そ
の
内
大
阪
市
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

表
第
二
十
三
表
に
示
す
如
く
、
丁
度
五
〇
％
を
占
め
、
立
地
的
制
約
度
の
比
軟
的
少
い
業
種
的
性
格
か
ら
、
そ
の
外
縁
地
帯
の
比
重
も
比
較

へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
高
く
な
っ
て
い
る
。
外
縁
地
域
の
工
業
を
構
成
す
る
主
要
な
る
工
業
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
Q

　
し
か
し
こ
の
地
帯
の
繊
維
工
業
の
性
格
は
、
大
都
市
と
同
様
の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。
紡
織
並
び
に
織
物
製
品
に
分
ち
、
且
大
阪
府
並

び
に
兵
庫
県
の
内
、
阪
神
地
帯
と
そ
の
他
の
地
帯
と
に
分
っ
て
表
示
す
る
と
第
二
十
二
表
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
大
阪
府
、
兵
庫
県
全
体
の

内
、
阪
神
工
業
地
帯
は
、
最
終
製
品
で
あ
る
織
物
製
品
に
於
て
殆
ど
八
○
％
を
占
め
、
紡
織
工
業
に
於
て
は
三
〇
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
三

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

一一
@」05　一



　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

○
％
の
内
で
も
そ
の
相
当
部
分
は
、
メ
リ
ヤ
ス
、
染
色
加
工
等
の
高
次
製
品
に
属
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
阪
神
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
地
帯
の
繊
維
工
業
は
、
大
都
市
並
び
に
そ
の
周
辺
を
通
じ
て
、
輸
出
、
内
地
共
に
ふ
く
め
て
、
繊
維
工
業
の
内
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
次
加
工
段
階
の
工
程
を
主
と
す
る
と
結
論
で
き
る
。
織
布
、
紡
績
等
の
本
来
の
繊
維
工
業
は
、
こ
～
に
い
う
阪

徴
　
　
　
　
　
　
　
　
神
工
業
地
帯
の
更
に
外
縁
に
始
ま
る
。
大
阪
府
中
南
部
の
泉
州
機
業
地
、
兵
庫
県
の
中
東
部
の
東
播
機
業
平
等
の

特的
　
　
　
　
　
　
　
　
如
く
で
あ
る
Q

域地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
っ
て
主
要
紡
績
会
社
等
に
つ
い
て
み
て
も
、
こ
の
阪
神
工
業
地
帯
に
あ
っ
て
は
、
既
に
述
べ
だ
大
阪
市
内
の

の喋
　
　
　
　
　
　
　
　
外
、
本
来
の
紡
績
工
場
と
し
て
は
、
北
河
内
郡
の
鐘
紡
住
道
工
揚
（
一
四
〇
〇
）
、
神
戸
の
小
泉
製
麻
（
一
四
〇
〇
）

ロ
　
コ雛

　
　
　
讐
止
ま
り
、
そ
の
讐
轟
紡
の
守
・
染
負
七
・
・
）
、
伊
丹
の
日
東
紡
の
染
色
毒
（
吾
・
）
、
池
田
の

表
　
　
　
　
　
　
　
敷
島
紡
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
等
の
製
品
工
揚
（
一
一
〇
）
、
尼
崎
の
大
日
木
裏
の
猛
悪
工
揚
（
二
七
〇
）
、
郡
是
製
糸
の

銘第
　
　
　
　
　
　
　
　
靴
下
轟
々
（
一
、
0
0
0
）
、
堺
の
福
助
足
袋
（
二
〇
〇
〇
）
等
、
何
れ
も
製
品
関
係
、
染
色
加
工
関
係
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
Q

　
只
戦
時
昭
和
十
二
年
末
現
在
、
綿
糸
紡
績
工
場
が
既
述
の
如
く
大
阪
市
内
に
一
六
工
場
あ
っ
た
外
、
周
迦
の
こ
の
阪
神
工
業
地
帯
に
一
二

工
場
、
合
せ
て
実
に
二
八
工
場
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
日
こ
の
地
区
全
体
で
僅
か
に
靴
工
揚
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
企
業
整
備
、
戦
災
等

の
結
果
も
勿
論
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
間
大
都
市
周
辺
外
縁
工
業
地
帯
の
発
展
と
反
比
例
し
て
、
紡
績
工
場
が
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
が
明

か
で
、
注
意
す
べ
き
点
の
一
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
化
　
学
　
工
　
業

　
化
学
工
業
は
、
阪
神
工
業
地
帯
に
於
て
、
七
・
四
％
を
占
め
、
そ
の
内
後
の
第
二
十
三
表
の
如
く
大
阪
市
が
六
八
％
を
占
め
る
外
は
、
尼

紡織工業 織物製品工業

阪神地帯
蜊纒ｺ庫の
ｻの他の地帯

蜊纒ｺ庫合計

26，247入

T9，108

W5，355

　一　一
R0．7％

U9．3

P00．0

12，315人

R，086

P5，401

79．9％

Q0．1

P00．0

一　106　’一一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

崎
が
六
・
五
％
、
堺
が
五
・
一
％
と
、
若
干
目
立
つ
程
度
で
、
そ
の
他
の
地
域
σ
比
重
は
低
い
。
化
学
工
業
自
体
は
合
成
的
で
多
角
的
で
あ

ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
け
れ
ど
も
、
経
営
相
互
の
関
連
性
は
金
属
機
械
工
業
の
如
く
顕
著
で
は
な
い
か
ら
、
大
都
市
工
業
地
帯
の
外
縁
に
撃
て
、
ま
と
ま
つ
だ
地

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

域
的
構
成
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
僅
か
に
堺
に
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
（
四
五
〇
）
、
堺
化
学
（
三
八
0
）
、
協
和
醗
酵
（
二
二
〇
）
等
、
尼
崎
に
塩
野
義
製
薬
（
六
八
O
）
，
日

本
油
脂
（
三
三
〇
）
、
関
西
ペ
イ
ン
ト
（
三
〇
〇
）
、
大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド
（
二
七
〇
）
、
大
阪
曹
達
（
二
二
〇
）
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
阪

市
を
は
さ
む
南
北
両
翼
に
化
学
工
業
の
若
干
の
集
中
が
み
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
化
学
工
業
の
内
で
も
、
主
と
し
て
標
準
化
さ
れ
た
製
品
の
分
野
に
於
て
、
中
小
規
模
工
業
が
郊
外
地
域
に
比
量
的
多
く
存
立
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
充
分
資
料
的
に
こ
、
に
明
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
Q

　
む
し
ろ
こ
、
に
限
定
し
て
い
る
阪
神
工
業
地
帯
以
外
の
大
阪
府
下
、
兵
庫
県
下
に
於
て
、
労
務
者
の
絶
対
数
は
少
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
郡
或
は
市
の
地
域
吉
成
の
比
率
に
於
て
、
二
割
前
後
を
占
め
る
地
域
の
少
く
な
い
こ
と
（
例
え
ば
、
大
阪
府
下
の
高
槻
市
は
化
学
工
業
六

三
八
名
で
全
体
の
二
〇
・
五
％
を
占
め
、
兵
庫
県
下
姫
路
市
の
一
、
八
六
八
名
で
一
四
・
二
％
、
印
南
郡
で
九
二
六
名
で
一
九
・
九
％
、
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

穂
郡
で
一
、
三
六
九
名
で
三
二
・
五
％
等
）
は
、
化
学
工
業
の
自
然
的
、
技
術
的
条
件
に
依
存
す
る
こ
と
の
少
く
な
い
と
い
う
位
置
的
性
格

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
外
縁
地
帯
構
成
の
特
徴

　
上
来
概
観
し
だ
所
に
よ
っ
て
、
大
都
市
工
業
地
帯
と
の
関
係
に
お
け
る
外
縁
地
帯
構
成
の
特
徴
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
の
主
体
で
あ
る
金
属
機
械
工
業
に
於
て
は
、
基
礎
的
な
低
次
の
金
属
工
業
は
そ
の
原
材
料
的
関
係
か
ら
、
叉
最
終
的
な
組
立
工

業
で
あ
る
造
船
、
車
輔
工
業
は
そ
の
合
成
的
性
格
か
ら
、
極
端
に
大
都
市
集
中
を
示
し
、
そ
の
中
間
段
階
の
二
次
以
下
の
金
属
製
品
、
一
般

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

一107一



　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
構
成

機
械
工
業
或
は
寛
気
機
械
工
業
が
、
立
地
条
件
の
相
対
的
関
係
に
於
て
、
贈
る
程
度
周
辺
地
域
に
展
開
す
る
こ
と
、
な
り
、

業
地
帯
の
金
属
機
械
工
業
は
、
一
般
に
こ
の
種
中
間
段
階
の
業
種
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

阪神地帯の工業の業種別分布第23表

市　　郡 総労1金
ｱ者

　属
@　械 繊維 化学 ゴ司 紙 ガラス

D土　石
食料品

一大阪市

艨@　　市

5L5
U．0

46．9

T．8

5α0

P1．8

68㌦0

T1

刎
　
1

79．9

R．7

71．8

P．2

39．3

T3

布施市 3．6 46 3．3 2．2 aol 1．3 2．2 1．4

中河内郡 3．4 2．9 a8 2．6 5ユ　［ 59 4．4 1．1

八　尾市 1．0 0．4 3．5 α9 1．3
一

0．7 α5

北河内郡 2．2 2．1 5．3 2．8 0．8
一

0．4 1．2

守　口　市 α4 0．5 0．7
一 一 一 一

0．1

豊　中　市 0．1 0．1 α4 一 一 一
0．4 0．3

池　田市 0．4 α6 α3 一 一 一 一
0．2

豊能郡 0．8 0．9 0．5 1．2
一 一 一

2．8

尼崎市 7．9 9．8 6．1 e5 q5 7．4 9．3 8．1

伊丹市 1．8 1．8 44 1．8
一 一 一

2．1

武庫郡 1．4 1．2 α8 1．4 0．7
一

1．5 7．8

西宮市 1．5 0．6 0．1 1．8 4．8
一

5．1 1α7

芦屋市 一 一 一
0．1

一 一 一
0．2

神戸市 15．5 19．7 58 4．8 42．9 1．4 2．3 1a7

明　石市 α7， α9 0．1 q2 一 一 一
2．0

明　石　郡 0．8 0．8 0．3
一

4．2
一 一

1．3

計 100．0 100．0 1QO．0 100．0 100．0 100．0 100．G 100．0

実　　　数 　人R30，531 　人P87，817
、践，全［，諭 、諭1

人
5
，
6
0
8

　人
P1，554

　人15，348

従
っ
て
郊
外
工

　
繊
維
工
業
は
、
こ
の
地
域
に
干
て
も
主
π
お
地
位
を
占

め
る
も
の
で
な
い
が
、
大
都
市
と
共
に
外
縁
地
域
へ
の
拡

り
の
程
度
も
大
き
く
、
そ
の
性
質
と
し
て
は
、
大
都
市
内

と
同
様
紡
績
、
織
布
段
階
は
極
め
て
少
く
、
輸
出
内
地
市

場
と
の
接
触
地
域
と
し
て
、
高
次
加
工
段
階
最
終
製
品
化

の
工
程
を
主
と
す
る
業
種
に
限
定
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
金
属
機
械
工
業
の
発
展
に
伴
う

外
縁
地
帯
の
展
開
と
共
に
顕
著
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
化
学
工
業
は
、
そ
の
性
質
か
ら
経
営
相
互
の
直
接
的
関

連
性
が
比
七
彩
少
い
為
に
、
外
縁
地
帯
に
お
け
る
ま
と
ま

つ
π
地
域
構
成
を
示
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
自
然
的
技
術

的
関
係
か
ら
、
地
帯
圏
と
し
て
ゴ
な
く
、
散
在
的
に
位
置

す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
都
市
的
工
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
大

都
市
集
中
で
、
外
縁
で
あ
る
郊
外
地
帯
に
ひ
ろ
が
る
比
重
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は
極
め
て
低
い
。
既
述
の
金
属
機
械
工
業
、
繊
維
工
業
、
化
学
工
業
と
共
に
、
ゴ
ム
工
業
、
紙
及
び
紙
製
品
工
業
、
ガ
ラ
ス
土
石
工
業
並
び
に
食

料
品
工
業
に
つ
い
て
、
地
域
内
に
お
け
る
集
中
度
を
表
示
す
る
と
、
第
二
十
三
表
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
地
域
の
ゴ
ム
工
業
は
、
七
四

・
八
％
が
大
阪
、
神
戸
の
両
市
に
集
中
し
、
紙
及
び
紙
製
品
が
七
九
・
九
％
を
大
阪
市
に
集
中
し
、
叉
ガ
ラ
ス
及
土
石
工
業
は
八
一
・
一
％

が
大
阪
及
び
尼
崎
の
両
市
に
集
中
し
、
何
れ
も
外
縁
地
帯
に
於
て
こ
れ
ら
の
工
業
は
極
め
て
低
い
比
重
し
か
占
め
て
い
な
い
。
只
食
料
品
工

業
の
み
、
そ
の
商
品
的
性
質
も
あ
っ
て
、
大
阪
市
が
三
九
二
二
％
を
占
め
る
外
は
、
外
縁
地
域
に
も
か
な
り
の
分
布
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
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へ
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ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
結
局
大
都
市
周
辺
の
郊
外
工
業
地
帯
は
、
大
都
市
の
外
縁
と
し
て
、
金
属
機
械
工
業
を
中
心
と
し
、
し
か
も
そ
の
業
種
は
中
間
的
段
階
の

ほ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
も
　
へ
　
も
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

も
の
を
主
と
し
、
一
部
の
繊
維
加
工
工
業
と
、
食
料
品
工
業
等
に
よ
つ
て
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
結

萱五
”口

　
工
業
経
営
の
位
置
的
課
題
は
、
こ
れ
を
個
々
に
と
り
あ
げ
る
時
に
は
、
殆
ど
ポ
イ
ン
ト
に
過
ぎ
す
、
従
来
の
立
地
論
的
考
察
に
止
ま
り
得

る
け
れ
ど
も
、
今
日
の
如
く
経
営
が
大
規
模
化
し
、
且
多
数
集
中
し
、
相
互
の
関
連
性
が
増
大
し
て
地
帯
を
形
成
す
る
に
至
る
時
に
は
、
工

業
経
営
の
位
置
的
課
題
も
亦
ひ
ろ
が
り
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
大
都
市
並
に
そ
の
外
縁
地
帯
を
】
体
と
し
て
考
察

し
π
所
に
よ
っ
て
、
こ
の
如
き
位
置
の
競
合
に
伴
う
地
帯
構
成
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
、
に
於
て
、
工
業
経
営
の
位
置
的
研
究
は
、
単

純
に
業
種
的
性
格
を
明
か
に
す
る
の
み
で
な
ぐ
、
そ
の
業
種
相
互
問
の
位
置
無
条
件
の
相
対
的
関
連
性
を
地
域
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
の
で
あ
る
。
経
営
存
立
の
一
要
件
と
し
て
の
位
置
の
問
題
解
明
は
、
こ
の
両
側
面
か
ら
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
目
的
仁
接
近

・
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
の
小
丈
は
、
経
営
位
置
に
お
け
る
地
域
的
研
究
の
必
要
性
と
可
能
性
と
を
明
か
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
地
域
の
も
つ
業
種
的
性
格
を
更
に
研
究
し
明
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
の
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
う
。

　
　
　
経
営
位
置
の
競
合
と
地
帯
｝
構
成
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・
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ア
レ
ン
著

「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
の

産
業
連
盟
、
一
入
六
〇
－
一
九
二
七
」
研
究

井

上

忠

勝

目

次
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一
、
序

二
、
方
　
　
　
法

一
二
、
産
業
の
型
の
変
遷

四
、
産
業
組
織
の
変
遷

五
、
経
営
学
へ
の
役
立
て

一
、
序

本
稿
の
目
的
は
こ
れ
を
三
つ
に
分
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
G
．
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
y
ト
リ
の
産
業
発
展
、

一
八
六
〇
一
一
九
二
七
L
研
究
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G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
．
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
塵
業
発
展
、
一
八
六
〇
」
一
九
二
七
」
研
究



　
第
一
は
、
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
－
　
　
一
九
二
七
」
（
O
●
O
’

と
δ
『
日
冒
O
一
口
α
二
馨
昌
9
U
O
＜
9
8
日
①
9
0
h
じ
d
酵
二
段
ぴ
q
げ
ρ
ヨ
き
恥
9
①
じ
¢
冨
O
脚
O
O
§
旨
く
H
Q
◎
①
O
－
H
O
卜
o
N
お
b
9
り
）
に
関
し
、
当
該
地

方
の
半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
産
業
発
展
の
過
程
を
論
ず
る
に
当
っ
て
、
ア
レ
ン
が
採
っ
た
と
こ
ろ
の
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
斯
く
の
如
く
し
て
採
り
あ
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
地
方
の
一
八
六
〇
年
よ
り
一
九

二
七
年
に
至
る
産
業
発
展
の
過
程
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
産
業
の
型
の
変
遷
と
産
業
組
織
の
変
遷
と
に
分
ち
、
そ
の
概
要
を
伝
え
る

こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
「
英
国
経
済
史
及
び
学
説
」
（
跨
昌
回
馨
円
。
α
8
寓
。
昌
8
国
旨
ぴ
q
一
凶
の
ず
国
o
o
づ
。
ヨ
δ
出
δ
け
o
q
9
口
山
颪
げ
①
o
蔓
℃
℃
9
詳
一
H
◎
。
。
。
Q
。
”

℃
ゆ
ぽ
印
H
O
。
O
ω
●
）
或
は
「
英
国
経
済
組
織
の
史
的
概
観
」
（
↓
ゴ
。
国
0
8
0
ヨ
皆
O
円
m
q
p
巳
ω
拶
菖
。
昌
。
｛
国
華
ひ
q
二
面
導
》
ロ
O
旨
旨
昌
①
口
け
8
q
》

H
O
鼠
）
の
著
者
と
し
て
の
み
な
ら
す
、
同
時
に
ま
π
「
経
営
学
」
（
切
二
ω
冒
。
ω
ω
国
0
8
0
鼠
。
ω
”
ド
O
N
9
）
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア
シ
ュ
レ
イ
（
白
旨
一
§
寮
§
o
。
D
＞
ω
圧
。
団
）
に
、
ア
レ
ン
が
親
し
く
指
導
を
仰
い
だ
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
本
書
に
つ
い
て
の
若
干
の
所
見
を
、
経
営
学
徒
と
し
て
披
養
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
方

法

　
一
九
二
五
年
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
O
巴
げ
霞
鴇
窪
。
夢
。
房
β
陛
●
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
に
醸
金
し
、
こ
れ
が
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ

ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
地
方
の
過
去
半
世
紀
中
の
産
業
発
展
の
調
査
に
資
せ
ら
れ
ん
こ
と
、
而
し
て
そ
の
調
査
は
主
と
し
て
指
導
的
産
業
の
性

質
、
そ
れ
ら
の
相
対
的
地
位
、
作
業
の
規
模
、
組
織
の
方
法
及
び
労
働
力
の
分
配
に
向
け
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
た
。
大
学
は
こ
の
調
査
を

ア
レ
ン
に
委
嘱
し
、
そ
の
後
四
年
を
経
て
本
書
の
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
点
に
穿
て
本
書
の
研
究
対
象
は
、
既
に
あ
る
制

　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究
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G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
γ
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
y
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究

約
を
担
う
も
の
で
あ
っ
だ
。
然
し
な
が
ら
、
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
地
方
」
と
い
う
も
、
爾
対
象
と
す
る
地
域
の
厳
密

な
る
境
界
を
何
処
に
設
定
す
べ
き
か
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
「
過
去
半
世
紀
」
と
い
う
も
、
従
っ
て
こ
の
研
究
が
現
在
に

迄
及
ぼ
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
し
て
も
、
伺
こ
の
研
究
の
正
確
な
る
出
発
点
を
何
時
に
定
む
べ
き
か
が
検
討
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
ま
た
「
産
業
発
展
」
と
い
い
、
特
に
「
指
導
的
産
業
の
性
質
、
そ
れ
ら
の
相
対
的
地
位
、
作
業
の
規
模
、
組
織
の

方
法
及
び
労
働
力
の
分
配
」
と
い
う
も
、
而
し
て
こ
の
希
望
は
も
と
よ
り
考
慮
さ
る
べ
き
で
あ
る
に
し
て
も
、
産
業
発
展
の
如
何
な
る
側
面
．
．

を
対
象
と
し
て
採
り
あ
げ
る
べ
き
か
が
伺
吟
昧
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
対
象
と
す
る
地
域
の
境
界
を
何
処
に
設
定
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
レ
ン
は
、
そ
の
地
域
が
専
ら
産
業
的
見
地

一
1
こ
こ
に
産
業
（
一
口
山
⊆
ω
け
同
く
）
と
は
工
業
及
び
商
業
（
言
ユ
ρ
ω
け
蔓
9
。
且
o
o
ヨ
ヨ
。
同
。
①
）
を
い
う
！
か
ら
の
み
一
単
位
と
見
徹
さ
れ
る

べ
き
こ
と
、
従
っ
て
隣
接
諸
地
域
と
の
区
別
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
標
識
が
、
自
然
的
或
は
行
政
的
側
面
よ
り
も
経
済
的
側
面
に
求

め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
元
。
そ
こ
で
そ
の
地
域
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
境
界
に
於
け
る
バ
1
ミ
ン
ガ
ム
市
（
夢
①
Ω
な
o
h
し
d
嫁
痴
言
m
a
冨
ヨ
）

と
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
（
昏
Φ
匹
9
0
脚
O
o
§
窪
団
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
南
ス
タ
ホ
ー
ド
シ
ア
（
ω
o
暮
ゴ
ω
8
映
。
声
誉
ぱ
①
）
及
び
北

ウ
ォ
セ
ス
タ
シ
ァ
（
乞
。
愚
身
名
。
同
o
o
ω
8
憎
ω
ぼ
お
）
の
一
部
と
、
そ
し
て
地
理
的
に
は
孤
立
し
て
い
る
が
、
経
済
的
性
格
を
同
じ
く
す
る
と

こ
ろ
の
コ
ベ
ン
ト
リ
市
（
爵
。
Ω
昌
o
h
O
o
〈
Φ
昌
寓
団
）
、
レ
デ
イ
ッ
チ
（
幻
。
山
a
8
び
）
及
び
そ
の
近
接
村
落
か
ら
な
る
こ
と
に
な
る
。
然
し

な
が
ら
こ
の
場
合
、
本
質
的
に
産
業
的
な
こ
の
地
域
の
境
界
が
、
産
業
の
発
展
と
共
に
、
一
八
六
〇
年
と
一
九
二
七
年
と
の
問
に
撃
て
、
少

な
か
ら
ず
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
上
述
せ
る
境
界
線
か
ら
の
著
し
い
逸
出
は
生
じ
な
か
っ
た
。
　
「
一
八

六
〇
年
に
於
て
は
産
業
化
は
勿
論
そ
の
よ
う
に
完
全
で
は
な
か
っ
た
が
、
ノ
ー
ス
フ
イ
ル
ド
（
一
4
◎
H
け
】
P
h
四
①
一
幽
）
や
キ
ン
グ
ス
・
ノ
ー
ト
ン

（
直
面
ぴ
q
．
ω
Z
o
暮
8
）
の
教
区
の
如
く
、
当
時
に
於
て
は
農
業
が
優
越
し
て
お
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ら
、
我
々
の
地
域
に
典
型
的
な
あ
る
種
の
家 一一一@118　一一



内
工
業
は
広
く
行
わ
れ
て
お
っ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
ら
教
区
や
同
様
の
性
格
を
も
つ
他
の
教
区
も
、
現
在
に
於
け
る
と
同
様
当
時
に

於
て
も
、
我
々
の
産
業
地
域
の
一
部
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
（
四
頁
）
。
た
だ
コ
ペ
ン
ト
リ
市
は
、
か
か
る
考
慮
か
ら
、
一
八
八
O
年

代
以
後
に
於
て
の
み
、
我
々
の
地
域
の
一
部
を
形
成
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

、
爾
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
は
、
面
積
約
言
Q
O
平
方
哩
よ
ケ
な
り
、
南
北
は
一
七
哩
よ
り
一
二
哩
、
東
西
は
一
六

哩
よ
り
約
八
号
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
地
質
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
で
は
、
そ
の
名
の
如
く
石
炭
層
が
露
出
し
て
お
り
、
こ
れ
が
所
謂

「
目
に
見
え
る
」
炭
田
（
画
馬
く
一
ω
一
び
一
〇
㌧
、
O
O
餌
一
⊥
m
O
一
溜
）
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ス
メ
ス
ウ
イ
ッ
ク
（
ω
8
①
魯
鼠
。
貯
）
、
オ
ル
ド
バ
リ

（
O
匡
び
団
団
）
、
ワ
ル
ソ
ー
ル
（
≦
巴
ω
9
ε
、
ダ
ド
レ
イ
（
】
）
二
臼
①
く
）
及
び
ピ
ル
ス
ト
ン
（
こ
ロ
房
8
b
）
で
は
、
ご
二
乃
至
一
四
の
石
炭
層
が

合
体
し
て
お
り
、
そ
の
地
方
が
永
く
有
名
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
所
謂
「
厚
い
」
乃
至
「
一
〇
ヤ
ー
ド
」
石
炭
（
．
．
ひ
ぼ
。
犀
．
．
o
『
．
ぎ
旨
《
母
P
。
、

o
o
巴
）
が
産
出
さ
れ
る
。
こ
の
他
鉄
鉱
、
石
灰
石
及
び
耐
火
粘
土
が
産
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
は
地
質
を
異
に
し
、
そ

の
大
部
分
が
国
窪
0
9
ω
§
像
の
け
8
0
或
は
、
、
司
9
0
屋
8
昌
。
．
、
の
広
範
な
露
出
の
上
に
横
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
地
質
は
良
質

の
水
を
大
量
に
供
給
す
る
こ
ど
が
で
き
る
。

　
第
二
に
、
こ
の
研
究
の
正
確
な
る
出
発
点
を
何
時
に
定
む
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
レ
ン
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
そ
れ

を
一
八
六
〇
年
に
置
だ
。
第
一
に
、
一
八
六
〇
年
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
八
世
紀
の
終
り
に
始
つ
た
と
こ
ろ
の
産
業
発
展
が
そ
の
絶
頂

に
達
し
π
時
点
に
、
換
言
す
れ
ば
、
広
大
な
産
業
変
遷
の
時
代
に
直
接
先
行
し
た
時
点
に
ほ
ぼ
一
致
し
た
。
第
二
に
、
エ
ス
ニ
プ
ィ
ミ
ン
ズ

（
ω
．
］
属
日
日
陣
”
ω
　
　
●
）
が
そ
の
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
申
部
金
物
地
方
の
資
源
．
生
産
物
及
び
産
業
史
」
（
↓
げ
。
菊
。
ω
o
霞
o
o
ω
い
国
。
鳥
二
9
ω
餌
b
働

H
口
山
二
馨
鼠
巴
霞
曾
。
蔓
9
切
一
己
ヨ
ぼ
ゆ
亀
ず
餌
日
9
ρ
＆
昏
。
ピ
崔
冨
昌
α
国
母
山
司
母
0
9
馨
昌
。
計
目
零
①
）
に
於
て
、
六
〇
年
代
初
期
に
於
け
る
多

数
の
そ
し
て
重
要
な
産
業
事
実
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
而
し
て
そ
れ
は
、
そ
れ
に
前
後
す
る
如
何
な
る
年
代
よ
り
も
、
よ
り
広

　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究
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G
．
C
．
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
、
、
、
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
y
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
－
一
九
二
七
」
研
究

汎
に
し
て
正
確
な
知
識
を
我
々
に
提
供
し
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
本
書
は
、
一
八
六
〇
年
以
後
の
産
業
発
展
の
方
向
に
簸
て
生
じ
た
変
化
を

一
層
明
確
な
ら
し
め
ん
が
為
に
、
そ
の
時
ま
で
の
産
業
発
展
の
簡
単
な
説
明
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
ヨ
に
、
ア
レ
ン
は
、
産
業
発
展
の
問
題
を
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
採
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
。
第
一
は
、
我
々
の
地
域
内
で
行
わ
れ
π
産

業
の
型
（
蔓
b
Φ
o
h
貯
α
⊆
早
事
）
に
顧
て
生
じ
π
と
こ
ろ
の
変
化
の
歴
史
を
解
明
せ
ん
と
す
る
観
点
で
あ
る
。
即
ち
、
各
種
産
業
の
相
対
的

重
要
性
に
於
て
生
じ
だ
変
化
、
古
き
産
業
の
衰
退
と
新
し
き
産
業
の
発
生
及
び
こ
の
地
域
の
産
業
活
動
に
於
け
る
一
般
的
変
化
、
こ
れ
ら
を
、

そ
れ
ら
の
大
き
さ
、
そ
れ
ら
が
始
つ
だ
時
期
及
び
そ
れ
ら
を
も
陀
ら
し
た
と
こ
ろ
の
原
因
等
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
産
業
組
織
（
貯
曾
ω
巳
巴
。
凝
§
ぽ
＆
o
昌
）
の
あ
る
局
面
に
於
て
生
じ
た
と
こ
ろ
の
変
化
の
歴
史
を
解
明
せ
ん
と
す
る
観
点
で
あ

る
。
即
ち
、
「
主
要
産
業
の
相
対
的
重
要
性
に
於
け
る
変
化
と
共
に
、
過
去
六
十
年
の
問
に
、
製
造
及
び
売
買
の
方
法
に
於
て
、
生
産
の
規
模

に
於
て
、
ま
た
個
々
の
事
業
体
相
互
間
の
関
係
に
於
て
、
同
様
に
意
義
深
き
変
化
が
生
じ
た
」
（
序
六
頁
）
が
、
主
要
産
業
は
一
八
六
〇
年

に
於
て
如
何
に
組
織
さ
れ
て
い
だ
か
、
如
何
に
ま
た
何
時
新
し
い
組
織
の
諸
形
態
が
古
き
も
の
に
と
っ
て
代
り
始
め
た
か
、
而
し
て
ま
た
如

祠
な
る
力
が
生
じ
た
と
こ
ろ
の
変
化
に
対
し
て
責
任
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
一
般
に
こ
れ
ら
の
観
点
に
立
つ
と
い
わ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
於
て
採
り
あ
げ
ら
れ
て
然
る
べ
き
問
題
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、

ア
レ
ン
は
こ
れ
を
論
じ
だ
の
で
は
な
く
、
又
そ
れ
相
当
の
考
慮
を
払
っ
た
の
で
は
な
い
。
「
こ
の
地
域
の
産
業
の
多
様
性
は
、
私
が
彼
ら
の

す
べ
て
を
詳
細
に
記
述
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
。
一
方
小
さ
な
製
造
業
は
澄
む
を
得
す
無
視
さ
れ
た
」
の
で
あ
り
、
ま
だ
彼
自
ら
産
業

組
織
の
あ
る
局
面
を
問
題
に
す
る
と
い
っ
た
如
く
、
　
「
更
に
産
業
組
織
の
あ
る
重
要
な
局
面
は
、
あ
る
い
は
黙
過
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
払
わ

れ
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ
の
而
し
て
ま
だ
専
問
的
研
究
を
要
求
し
え
た
と
こ
ろ
の
尊
意
を
受
け
な
か
つ
だ
」
（
序
六
、
七
頁
）
の
で
あ
る
。
本

書
は
、
テ
イ
・
エ
ス
・
ア
シ
ュ
ト
ン
（
日
●
ω
●
》
の
罧
。
旨
）
及
び
エ
イ
・
ピ
イ
・
ロ
ヂ
ァ
ー
（
》
・
田
W
●
幻
O
α
m
q
O
『
）
に
よ
っ
て
夫
々
書
評
が
な
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さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
、
ま
す
ア
シ
ュ
ト
ン
は
「
然
し
も
っ
と
多
く
の
論
議
が
、
特
色
あ
る
特
徴
を
発
達
さ
し
た
と
こ

ろ
の
こ
の
地
域
の
労
働
組
合
主
義
に
つ
、
い
て
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
ま
π
若
干
の
言
及
が
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
於
け
る
組
織
的
売
買

（
o
円
ぴ
q
9
巳
ω
Ω
臼
ヨ
舘
犀
①
け
貯
ぴ
q
）
の
発
達
に
つ
い
て
な
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
（
重
げ
。
国
o
o
8
日
皆
冒
霞
昌
9
句
目
口
ρ
H
O
G
。
O
）
と
述
べ
、
ま
ね

ロ
ヂ
ァ
ー
－
は
「
ま
た
ド
ク
タ
ー
・
ア
レ
ン
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
産
業
に
於
け
る
組
織
労
働
の
問
題
に
つ
い
て
殆
ん
ど
注
意
を
払
っ
て
い
な

い
」
（
目
ゴ
O
レ
国
O
口
O
日
皆
田
珍
。
昌
幻
O
託
①
毛
℃
冒
ロ
こ
戸
O
ω
ド
）
と
述
べ
て
い
る
Q

　
然
し
な
が
ら
我
々
は
、
こ
れ
と
同
時
に
、
ア
レ
ン
が
如
何
な
る
問
題
に
特
に
重
点
を
置
い
て
論
じ
泥
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
す
産
業
の
型
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
次
の
如
き
諮
事
実
一
即
ち
、
あ
る
産
業
に
固
有
の
弱
点
は
、
ブ
ー
ム
中
は
曖
昧
に
せ

ら
れ
て
い
π
が
、
不
況
に
際
し
て
露
呈
せ
ら
れ
た
と
い
う
諸
事
実
、
大
需
要
が
異
常
な
源
か
ら
も
だ
ら
さ
れ
た
場
合
、
生
産
辛
は
、
よ
り
利

益
の
あ
る
こ
れ
ら
の
需
要
に
対
応
せ
ん
と
望
む
の
余
り
、
往
々
に
し
て
平
常
な
市
揚
を
軽
視
し
、
そ
の
結
果
新
し
い
供
給
者
を
出
現
せ
し
め
、

後
に
至
っ
て
市
場
の
回
復
に
困
難
を
見
出
し
だ
と
い
う
諸
事
実
、
よ
り
優
れ
π
競
争
力
を
も
つ
と
こ
ろ
の
外
国
の
生
産
者
か
ら
攻
撃
を
う
け

た
揚
合
、
あ
る
産
業
に
激
て
は
、
生
産
者
は
自
己
を
再
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
面
的
に
こ
れ
に
対
抗
し
、
ま
だ
あ
る
産
業
に
於
て
は
、

生
産
者
は
高
級
品
の
製
造
に
専
心
し
て
自
己
の
安
泰
を
計
り
、
そ
し
て
ま
だ
あ
る
産
業
に
於
て
は
、
生
産
者
は
以
前
の
卓
越
を
回
復
す
る
こ

と
を
断
念
し
、
需
要
の
新
し
い
源
を
発
見
し
て
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
に
希
望
を
見
出
し
把
と
い
う
諸
事
実
、
而
し
て
新
し
い
産
業
が
現
わ

れ
た
場
合
、
多
種
多
様
の
産
業
の
存
在
す
る
地
域
の
方
が
、
よ
り
専
門
化
さ
れ
泥
地
域
よ
り
も
、
そ
れ
ら
の
よ
弧
大
な
る
部
分
を
引
附
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
実
ー
ー
が
好
ん
で
強
調
せ
ら
れ
て
お
り
、
而
し
て
こ
の
こ
と
は
、
ア
レ
ン
が
こ
れ
ら
の
問
題
を
そ
の
最
後
の
章
に

於
て
特
に
再
論
し
て
い
る
所
よ
b
も
判
る
の
で
あ
る
。
ロ
ヂ
ャ
ー
は
「
一
般
に
、
ド
ク
タ
ー
・
ア
レ
ン
の
書
物
は
、
経
済
的
反
学
力
（
o
o
o
・

8
二
毛
器
ω
注
。
ロ
。
く
）
i
即
ち
一
産
業
が
そ
の
経
験
す
る
一
連
の
衝
撃
や
煩
悶
か
ら
自
己
を
回
復
さ
す
能
力
－
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の

　
　
　
G
．
C
。
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
。
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
レ
一
九
二
七
」
研
究

pt　12t　，”一t



　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究

に
つ
い
て
そ
の
一
研
究
で
あ
る
し
と
評
し
て
い
る
が
、
我
々
は
、
ア
レ
ン
が
一
般
に
産
業
政
策
論
に
於
て
採
り
あ
げ
ら
れ
る
が
如
き
問
題
の

一
つ
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
産
業
の
型
の
変
遷
を
論
じ
た
と
理
解
し
た
い
。
次
に
産
業
組
織
の
あ
る
局
面
に
於
け
る
変
遷
に
関
し
て
は
、

彼
に
よ
っ
て
如
何
な
る
問
題
が
特
に
強
調
せ
ら
れ
起
か
は
一
概
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
然
し
彼
が
、
中
間
導
入
に
資
金
的
に
依
存
し

た
程
度
を
主
た
る
標
識
老
し
て
、
産
業
組
織
の
主
要
段
階
（
匪
。
巳
9
言
ω
け
摺
Φ
9
裏
撮
馨
同
一
巴
。
お
弩
ぽ
豊
。
昌
）
を
問
屋
制
度
（
壁
9
0
鴇

ω
母
鴨
）
と
工
揚
制
度
（
h
妙
6
け
O
吋
《
　
ω
け
9
ひ
q
Φ
）
と
に
大
別
し
、
更
に
内
部
組
織
（
貯
8
ヨ
9
0
彊
拶
艮
N
暮
δ
口
）
を
主
π
る
標
識
と
し
て
、
問
屋

制
度
を
本
来
の
家
内
組
織
（
“
o
目
①
。
D
賦
。
置
生
団
の
8
旨
震
。
娼
醇
）
と
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
組
織
（
ω
ゴ
o
b
，
o
司
口
①
同
の
矯
ω
翌
日
）
と
に
、
工
場

制
度
を
下
請
負
組
織
（
ω
昏
0
8
9
8
嵩
置
ω
旨
。
日
）
と
集
中
統
制
組
織
（
の
く
の
8
日
O
h
O
O
暮
舜
蔚
O
q
O
O
P
9
9
）
と
に
夫
々
細
別
し
た
こ

と
は
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
彼
が
、
内
部
組
織
な
る
特
殊
の
観
点
か
ら
問
屋
制
度
及
び
工
場
制
度
を
更
に
細
分
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
」

こ
の
地
域
が
産
業
発
展
の
如
何
な
る
段
階
に
あ
っ
π
か
を
見
究
め
よ
う
と
七
セ
事
実
の
う
ち
に
、
我
々
は
、
彼
が
内
部
組
織
、
就
中
後
述
す

る
よ
う
に
工
場
の
内
部
組
織
の
問
題
に
深
い
関
心
を
払
っ
て
お
つ
元
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

一一一　i22　一一一

三
、
産
業
の
型
の
愛
遷

　
（
1
）
　
一
七
七
五
一
一
八
O
O

　
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
は
、
一
八
世
紀
の
最
後
の
四
分
一
期
に
於
け
る
急
速
な
発
展
を
通
じ
て
、
一
八
O
O
年
迄
に

一
つ
の
産
業
地
域
と
し
て
成
立
し
た
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
於
て
は
、
鉄
砲
、
金
属
ボ
タ
ン
、
真
鍮
及
び
真
鍮
製
品
、
締
メ
金
及
び
装
身
具
、

食
卓
器
具
、
ゼ
ン
、
刃
物
、
ネ
ヂ
か
ら
錬
鉄
製
ホ
ロ
ー
製
品
（
司
8
⊆
ひ
q
尊
爵
。
ロ
ゴ
。
印
。
翠
毛
9
同
①
）
に
及
ぶ
多
数
の
小
さ
な
鉄
製
品
、
張
子

（
や
帥
且
。
同
日
ρ
o
幕
）
及
び
ガ
ラ
ス
の
製
造
が
行
わ
れ
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
に
於
て
は
、
石
炭
、
鉄
鉱
、
石
灰
石
及
び
耐
火
粘
土
の
採
掘
、
，



銑
鉄
（
崔
ゆ
Q
，
旨
O
昌
）
及
び
錬
鉄
（
白
目
。
轟
暮
肯
。
⇒
）
の
製
造
、
錠
、
ロ
ー
ト
・
、
昂
イ
ル
（
毛
同
。
自
ぴ
q
げ
サ
ロ
9
ε
、
馬
具
及
び
馬
具
用
金
物
（
ω
9
阜

9
①
昌
9
コ
匹
ψ
9
0
臼
①
諺
．
珪
。
§
o
コ
m
q
o
昌
）
、
鋳
鉄
製
ホ
ロ
ー
製
品
（
O
ρ
ω
け
両
同
O
ロ
　
ゴ
O
一
一
〇
≦
1
毛
拶
同
①
）
及
び
ガ
ラ
ス
等
の
製
造
が
行
わ
れ
た
。

概
し
て
い
え
ば
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
は
多
数
の
高
度
に
加
工
せ
ら
れ
た
鉄
及
び
非
鉄
金
属
製
品
の
製
造
業
に
関
係
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ

は
鉱
業
、
製
鉱
業
及
び
粗
野
な
鉄
製
品
の
製
造
業
に
関
係
が
あ
っ
た
。

　
然
ら
ば
、
こ
の
産
業
地
域
を
創
設
し
元
と
こ
ろ
の
主
た
る
力
は
何
で
あ
っ
π
ろ
う
か
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
に
於
て
は
、
そ
れ
が
容
易

に
手
に
入
れ
得
る
石
炭
、
鉄
鉱
、
石
灰
石
及
び
耐
火
粘
土
の
如
き
鉱
物
資
源
で
あ
っ
泥
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
い
得
な
い
（
註
－
）
。
然
し
バ
ー

ミ
ン
ガ
ム
に
関
し
て
は
、
従
来
よ
り
可
な
り
の
議
論
が
あ
っ
元
。
ア
レ
ン
は
、
こ
れ
ら
を
順
次
検
討
し
だ
る
後
、
結
論
と
し
て
次
の
如
く
説

明
し
て
い
る
。
第
一
は
、
一
七
世
紀
末
以
来
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
専
門
化
さ
れ
て
き
π
生
産
物
に
対
す
る
需
要
が
、
一
八
世
紀
後
半
に
於
て
大

い
に
増
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
一
七
世
紀
末
に
始
つ
た
木
炭
不
足
に
基
く
こ
の
地
方
の
製
鉄
業
の
衰
退
は
、
こ
の
地
方
を
し
て
ウ
ェ

ー
ル
ズ
及
び
海
外
の
鉄
に
依
存
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
鉄
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
西
及
び
西
南
方
に
通
す
る
ス
ト

ア
河
（
け
げ
O
ω
什
O
門
O
）
及
び
そ
の
支
流
に
よ
つ
て
当
地
方
に
も
た
ら
さ
れ
だ
為
に
、
ロ
ー
ト
・
．
矛
イ
ル
の
如
き
加
工
度
の
低
い
粗
野
な
鉄
製
品

の
製
造
業
は
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
か
ら
立
地
条
件
の
よ
り
有
利
な
そ
れ
ら
の
河
の
近
ぐ
に
移
動
し
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
は
、
大
量
の
熟
練
粥
働
を

要
求
し
、
原
料
及
び
輸
送
費
の
全
価
格
中
に
於
て
占
め
る
割
合
の
少
な
い
と
こ
ろ
の
、
高
度
に
加
工
せ
ら
れ
だ
製
品
の
製
造
に
専
心
す
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
後
、
一
八
世
紀
後
半
に
於
け
る
、
熔
解
及
び
製
錬
過
程
へ
の
石
炭
の
応
用
を
可
能
な

ら
し
め
た
と
こ
ろ
の
製
鉄
上
の
相
つ
ぐ
発
明
に
基
く
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
の
製
鉄
業
及
び
鉱
業
の
発
達
は
、
そ
こ
に
ま
た
高
度
に
加
工
せ

ら
れ
だ
製
品
に
対
す
る
需
要
の
大
増
加
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
需
要
は
、
鉄
、
石
炭
及
び
粗
野
な
鉄
製
品
の
生
産
に
専
心
し
、
従
っ

て
こ
れ
ら
の
需
要
に
対
応
す
る
技
術
に
欠
け
て
い
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
で
は
大
量
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
す
、
熟
練
せ
る
技
術
の

　
　
　
G
．
C
．
ア
レ
ン
著
「
パ
ー
ミ
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究
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G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
γ
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
。
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
－
一
九
二
七
」
研
究

長
き
伝
統
を
も
ち
、
ま
た
原
料
の
供
給
を
近
く
に
も
っ
と
こ
ろ
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
は

コ
ー
ポ
レ
イ
ト
・
タ
ウ
ン
（
O
O
や
O
同
拶
仲
O
け
O
寒
気
）
で
は
な
く
、
経
済
的
に
自
由
で
あ
っ
た
が
、
か
、
る
環
境
は
迫
害
立
法
の
制
定
に
つ
寵
く

数
年
間
に
可
な
り
の
非
国
教
徒
を
ひ
き
つ
け
た
。
彼
ら
は
、
工
業
及
び
商
業
に
そ
の
新
た
な
る
活
動
分
野
を
見
出
し
た
が
、
自
主
独
立
的
で

あ
り
勤
勉
且
つ
節
倹
．
で
あ
っ
π
。
一
八
世
紀
後
半
に
於
け
る
産
業
の
発
達
は
、
少
な
か
ら
ず
彼
ら
の
能
力
及
び
彼
ら
に
よ
っ
て
畜
え
ら
れ
把

資
本
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
第
三
に
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
は
国
①
⊆
O
曾
ω
9
ロ
ロ
ω
8
旨
①
の
上
に
横
わ
っ
て
い
る
為
に
、
多
数
の
人
口
の
居

住
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
こ
ろ
の
水
の
供
給
を
な
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
（
註
1
）
　
こ
の
こ
と
に
関
し
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
製
君
上
の
二
つ
の
発
明
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
一
七
三
〇
年
頃
ダ
ー
ビ
ー
一
家
の
人
々
（
受
o
o
o
q
o
β
臼
薮
。
拐
o
h
夢
Φ

　
∪
碧
び
場
）
が
、
始
め
て
鉄
鉱
の
溶
解
に
コ
ー
ク
ス
の
形
に
於
げ
る
石
炭
を
使
用
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
一
七
八
三
一
四
年
に
ヘ
ソ
リ
イ
・
コ

　
　
ー
ト
（
＝
o
昌
O
Q
旨
）
が
、
錬
鉄
の
製
錬
に
石
炭
を
使
用
す
る
方
法
即
ち
反
射
炉
を
完
成
さ
し
た
こ
と
で
あ
る
⑩
そ
れ
以
前
に
於
て
は
、
鉄
鉱
の
溶
解
及
び
錬
鉄
の
製
錬

　
　
に
は
木
炭
が
用
い
ら
れ
、
一
七
世
紀
の
終
り
頃
か
ら
一
八
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
の
こ
の
地
方
の
森
林
の
枯
渇
従
っ
て
木
炭
の
欠
乏
は
、
こ
の
地
方
の
製
鉄
業
を
衰
退
に

　
　
も
た
ら
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
（
2
）
　
一
八
0
0
一
一
八
六
〇

　
一
八
0
0
年
よ
り
一
八
六
〇
年
ま
で
の
六
十
年
間
、
一
八
世
紀
後
半
に
我
々
の
地
域
を
し
て
産
業
的
に
重
要
な
ら
し
め
た
と
こ
ろ
の
力
は

働
き
つ
ゴ
け
だ
。
加
え
る
に
、
こ
の
期
後
半
に
於
け
る
鉄
道
の
発
達
は
、
我
々
の
地
域
に
よ
り
広
い
市
之
を
開
き
、
而
し
て
ま
だ
現
存
し
て

い
る
産
業
の
地
方
化
を
強
固
な
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
期
に
於
け
る
英
国
の
一
特
徴
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
鉄
に
対
す
る
需
要
の
増
大
は
、

例
え
ば
一
八
五
八
年
の
二
の
地
方
の
銑
鉄
の
生
産
高
を
一
八
〇
六
年
の
そ
れ
の
約
十
二
倍
に
し
、
英
国
の
国
富
及
び
入
口
に
於
け
る
大
増
加

は
、
一
般
家
庭
用
の
金
属
製
品
を
供
給
し
た
こ
の
地
方
の
製
造
業
に
急
速
な
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。
同
時
に
輸
出
業
に
撃
て
顕
著
な
発
達
が

あ
っ
だ
。
而
し
て
そ
の
結
果
は
、
一
八
六
〇
年
に
鞭
て
、
そ
の
地
域
を
、
一
方
に
鞭
て
鉄
生
産
の
主
要
所
在
地
（
9
日
鉱
。
同
o
D
Φ
暮
o
h
罵
。
昌
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質
o
o
ロ
。
ユ
。
旨
）
と
し
、
他
方
に
於
て
英
国
の
金
物
中
心
地
（
け
げ
①
　
冒
9
目
α
ぐ
『
9
『
O
O
①
口
け
同
①
　
O
h
　
け
ゴ
①
　
O
O
q
旨
け
円
《
）
と
し
、
叉
そ
の
人
ロ
ー
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
及
び
商
業
に
従
事
し
且
つ
支
持
さ
れ
た
る

　　　1860年に於ける主要産業の種類・従業者数及び所在地
（第一表）

ブラック・カントリ
7〈・・一ミソガム及び

ブラック・カソトリ
2C　一・ミソガム

24，000入

　2，　scO

　5，　Ooo

Av5，　500

21，　OOO

18，　OOO

　3，　Ooo

　5，　400

　2，　OOO

炭
鉱
鉄
鉄

石
鉄
銑
錬
ロ＿ト・ネイル

ナット及びボルト

錠

鉄　　　管
ハ　　　　 ．不

車軸及車輪
亜鉛引波状鉄板

鎖及び錨
heavy　structural

ironwork

3，000入

4，　800

3，　OOO

3，　500

　2，　500

　　2，　Ooo

　　1，　300

　　1，　ooO

　　1，　Ooo

Nl，　300

刃　　　　物

ガ　　　ラ　　　ス

馬　　　　具

ブリキ器具，漆塗

鉄器及び張子

鋳鉄及び錬鉄

製ホロー製晶

車　　　　輪

ネ　　　　　ヂ

カット・ネイル

ブラシ及び箒

8，000入

　7，　OOO

・v7，　500

　5，　800

　5，　100

　2，　OOO

　1，　800

　1，　500

－v2，　OOO

700

真鍮及び真鍮製品

jewellery（貴金属

及び銀，鍍金物そ

の他金属で作られ

た装身具及び食卓

器具）

鉄　　　　　　砲

ボタン（金属，真

珠貝その他）

ペ　　　　　　　　　ン’

金属製寝台
針金製品（ピンそ

の他）

洋傘用用具

Vデイヅチには針及び釣針製造業が存した。

（註）本表はPart　II．　Birmi皿gham　and　D給trict　in　1860，　Chapter　I．　The　Birm－

　ingham　Trades，　Chapber　II．　The　Light　Manufatures　of　the　Black　Country，

　Chapter　III．　The　Heavy　lndustriesより作成したものである。

一
を
、
一
八
〇
一
年
の
一
八
七
、
0
0
0

入
か
ら
一
八
六
一
年
の
八
0
0
、
0
0
0
人

に
増
加
せ
し
め
だ
。

冷
、
一
八
六
〇
年
に
於
け
る
我
々
の
地
域

の
産
業
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
種
類
、
そ
れ

ら
の
所
在
地
及
び
を
れ
ら
の
相
対
的
重
要
性

に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
見
解
を
得
ん
が
為
に

そ
れ
ら
産
業
の
従
業
者
数
を
示
せ
ば
第
一
表

の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
、
十
八
世
紀
後
半

に
於
て
既
に
看
取
せ
ら
れ
だ
と
こ
ろ
の
、
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
の
産
業
活
動
と
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ

ソ
ト
リ
の
夫
れ
と
の
間
の
対
照
が
、
こ
、
に

強
調
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
即
ち
、

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
於
て
は
、
高
度
に
加
工
せ

ら
れ
だ
と
こ
ろ
の
、
而
し
て
多
種
の
金
属
に
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G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究



　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
y
ト
ー
ー
’
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究

よ
つ
て
代
表
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
生
産
物
の
製
造
業
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
の
に
対
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
で
は
、
重
工
業
及
び
粗
野
な
、

而
し
て
鉄
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
生
産
物
の
製
造
業
が
そ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
術
、
三
二
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ

ン
ト
リ
の
両
地
方
に
可
な
り
平
等
に
分
け
ら
れ
だ
と
こ
ろ
の
製
造
業
は
、
そ
の
多
く
が
、
熟
練
労
働
の
存
在
の
利
益
と
、
原
料
に
接
近
し
て

い
る
こ
と
の
利
益
と
が
、
互
角
に
バ
ラ
ン
ス
さ
れ
π
と
こ
ろ
の
製
造
業
で
あ
っ
だ
。

　
（
3
）
　
一
八
六
〇
－
「
一
八
八
六
．

　
我
々
の
地
域
の
以
上
の
方
向
に
浩
つ
π
産
業
の
発
展
は
、
一
八
六
〇
年
代
中
の
概
し
て
い
え
ば
緩
か
な
発
展
の
製
出
を
経
て
、
一
八
七
〇
、

一
年
の
普
仏
戦
争
、
そ
れ
に
伴
つ
だ
と
こ
ろ
の
ブ
ー
ム
に
於
て
そ
の
絶
頂
に
達
し
た
。
然
し
同
時
に
、
こ
れ
が
古
き
産
業
時
代
の
最
後
の
繁

栄
を
印
す
も
の
で
も
あ
っ
π
。
一
八
七
六
年
に
英
国
は
不
況
期
に
入
り
、
そ
れ
は
比
較
的
繁
栄
の
短
期
間
を
も
つ
て
一
八
八
六
年
迄
つ
ゴ
い

た
。
而
し
て
こ
の
大
不
況
は
、
英
国
が
産
業
に
於
て
世
界
に
覇
権
を
も
つ
た
時
代
と
、
そ
の
国
際
的
競
争
の
時
代
と
の
間
の
分
水
界
を
な
す

も
の
で
あ
っ
だ
が
、
我
々
の
地
域
に
起
て
も
、
こ
の
期
間
に
、
古
き
産
業
時
代
を
衰
退
に
も
た
ら
し
始
め
た
と
こ
ろ
の
二
つ
の
傾
向
が
看
取

さ
れ
た
。
一
つ
は
製
鉄
業
の
衰
退
で
あ
り
、
他
は
加
工
製
造
業
に
対
す
る
外
国
か
ら
の
競
争
の
開
始
で
あ
っ
だ
。

　
製
鉄
業
を
衰
退
に
早
い
だ
と
こ
ろ
の
原
因
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
を
し
て
製
鉄
業
の
主
要
所
在
地
な
ら
し
め
π
と
こ

ろ
の
そ
の
地
方
の
石
炭
、
鉄
鉱
及
び
石
灰
石
の
供
給
力
が
、
一
八
六
〇
年
前
後
よ
り
次
第
に
弱
ま
り
つ
つ
あ
っ
だ
こ
と
（
註
2
）
、
そ
の
設
備

が
一
八
六
〇
年
に
於
て
は
既
に
旧
式
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
原
料
の
供
給
を
近
く
に
も
ち
且
つ
新
式
の
設
備
を
も
つ
と
こ
ろ
の
新

た
な
る
製
鉄
業
の
諸
中
心
地
が
、
一
八
三
〇
年
頃
よ
り
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
π
こ
と
、
而
し
て
一
般
に
コ
産
業
に
固
有
の
弱
点
は
、

ブ
ー
ム
中
は
曖
昧
に
せ
ら
れ
同
時
代
の
入
の
注
意
か
ら
逸
す
る
も
の
で
あ
る
Q
産
業
の
野
里
上
の
弱
さ
が
露
わ
に
さ
れ
る
の
は
、
不
況
の
期

間
中
で
あ
り
、
特
に
そ
れ
が
貨
幣
的
要
因
に
よ
る
価
格
の
長
期
的
下
降
傾
向
の
始
め
と
一
致
す
る
と
き
で
あ
る
」
バ
四
四
二
頁
）
と
云
わ
れ
る

一　126　一



　　　　銑鉄生産高
（第二表）

　　　　精練炉数
（第三表）

南スタホー 南スタホードシア及

年
ドシア及び

Eオセスタ
びウオセスタシアの
ｶ産高の全英国生産

シア 高に対する割合

1871 726，000噸 10．9％

1872 673，000 10．0

1873 673，000 10．2

1874 452，000 7．6

1875 471，000 7．4

1876 466，000 7．1

1877 428，000 6．5

1878 393，000 6．2

1879 326，000 5．4

1880 385，000 5．0

1881 374，000 4．6

1882 398，000 4．7

1883 430，000 5．0

1884 357，000 4．6

1885 344，000 4．7

1886 294，000 4．0

1887 293，000 3．9

南スタホード
年 英本国 シア及びウオ

・セスシア

1871 6800 2000

1875 7600 2000

1879’ 5100 1600

1881 5500 σ　　　1600

1882 5700 1500

1885 3900 1200

1886 3400 1200

本書二四三頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
る
が
、
一
八
七
六
年
よ
り
一
八
八
六
年
に
至
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
況
が
、
ブ
ー
ム
中
覆
わ
れ
て
い
泥
と
こ
ろ
の
こ
の
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
製
鉄
業
の
他
に
対
す
る
競
争
的
弱
さ
を
十
分
に
露
呈
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め
だ
こ
と
、
而
し
て
最
後
に
ベ
ッ
セ
マ
ー
鋼
（
切
①
ω
ω
O
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
用
ω
8
9
）
及
び
平
炉
鋼
（
8
0
昌
営
8
目
晋
ω
血
色
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣
　
　
出
現
し
π
こ
と
（
註
3
）
が
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
　
　
　
の
で
あ
る
Q
第
二
表
に
於
て
銑
鉄
の
生
産
高
を
、
第
三
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
於
て
精
練
炉
（
づ
巳
三
三
ぴ
q
h
霞
コ
p
o
o
）
の
数
を
示
す
な

ら
ば
、
例
え
ば
一
八
八
六
年
に
於
て
こ
の
地
方
は
、
英
国
の
全
銑
鉄
生
産
高
の
僅
か
に
四
9
6

を
生
産
し
た
に
過
ぎ
す
、
も
は
や
重
要
な
る
銑
鉄
生
産
の
中
心
地
と
は
考
え
ら
れ
得
な
か
つ

π
の
で
あ
る
Q

　
同
時
に
、
外
国
か
ら
の
競
争
は
、
始
め
て
憂
慮
す
べ
き
程
度
に
我
々
の
地
域
の
加
工
製
造

業
を
脅
し
始
め
た
Q
一
般
に
、
新
し
い
生
産
方
法
が
導
入
せ
ら
れ
だ
揚
合
、
既
存
の
産
業
地

域
は
、
新
し
く
発
生
し
π
産
業
中
心
よ
り
も
常
に
不
利
な
地
位
に
置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
我
々
の
地
域
の
金
物
製
造
業
は
、
従
来
機
械
を
用
い
て
加
工
す
る
こ
と
の
非
常
に

一127　一

困
難
な
錬
鉄
を
主
要
材
料
と
し
て
お
つ
だ
為
に
、
熟
練
せ
る
職
人
の
労
働
に
依
存
し
、
幼
稚
な
機
械
設
備
を
使
用
し
わ
描
に
す
ぎ
な
か
つ
把
。

然
る
に
こ
れ
ら
製
造
業
へ
の
鋼
鉄
の
導
入
に
よ
っ
て
、
生
産
中
機
械
に
よ
っ
て
演
せ
ら
れ
得
る
部
分
が
非
常
に
拡
大
せ
ら
れ
だ
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
y
著
「
バ
ー
ミ
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究



　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究

長
き
伝
統
、
保
守
的
な
雇
主
及
び
労
働
者
、
及
び
現
存
し
て
い
る
設
備
の
重
荷
は
、
こ
れ
ら
方
法
の
導
入
に
重
大
な
障
害
を
与
え
る
も
の
で

あ
っ
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
外
国
に
新
し
く
発
生
し
た
製
造
業
は
、
始
め
か
ら
こ
れ
ら
の
新
式
の
方
法
を
も
つ
て
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
だ
。

従
っ
て
彼
ら
は
こ
の
点
に
関
し
、
我
々
の
地
域
の
製
造
業
よ
り
も
優
れ
だ
競
争
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
昔
か
ら
の
銃

砲
業
（
o
匡
伽
亀
§
茸
且
。
）
は
、
．
ベ
ル
ギ
ー
の
業
者
の
進
出
に
よ
っ
て
、
低
級
の
ス
ポ
ー
ツ
銃
及
び
ア
フ
リ
カ
向
け
旧
式
小
銃
の
市
平
を
失

い
つ
つ
あ
っ
た
。
あ
る
種
の
針
金
製
品
は
、
ベ
ル
ギ
ー
よ
り
輸
入
さ
れ
始
め
た
。
針
製
造
業
及
び
錠
製
造
業
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
競
争
に
よ

っ
て
影
響
を
う
け
始
め
だ
。
ボ
タ
ン
製
造
業
の
数
部
門
は
、
初
期
に
於
て
は
フ
ラ
ン
ス
、
以
後
は
ド
イ
ツ
か
ら
の
攻
撃
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の

国
内
及
び
外
国
市
場
を
侵
さ
れ
だ
。
ま
た
一
般
に
「
既
存
の
産
業
に
対
す
る
外
国
の
競
争
者
の
攻
撃
は
、
低
級
の
生
産
物
と
関
連
し
て
生
す

る
も
の
で
あ
る
。
高
級
品
に
つ
い
て
の
古
き
産
業
地
域
⑭
卓
越
が
打
孫
か
れ
て
し
ま
う
ま
で
に
は
、
常
に
非
常
に
長
い
過
程
が
必
要
で
あ
る
」

（
四
四
三
頁
）
と
云
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
フ
リ
ン
ト
・
ガ
ラ
ズ
製
造
業
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
業
者
の
進
出
に
よ
っ
て
、
低
級
品
に
つ
い
て
の

国
内
及
び
外
国
市
国
を
失
い
」
昔
か
ら
の
鉄
砲
製
造
業
に
於
け
る
と
同
様
、
、
高
級
品
の
製
造
に
専
心
す
る
傾
向
が
あ
っ
π
。
即
ち
、
あ
る
製

造
業
の
全
部
若
し
く
は
最
も
利
潤
の
あ
る
部
分
が
影
響
を
う
け
た
場
合
に
は
、
業
者
は
自
己
を
再
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
の
競
争

者
に
対
抗
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
斯
業
の
如
く
、
再
組
織
の
方
策
と
高
級
品
を
専
門
と
す
る
方
策
と
の
何
れ
か
を
選
択
し
え

だ
場
合
に
は
、
業
者
は
多
く
後
の
方
策
に
従
っ
た
。
蓋
し
、
再
組
織
の
方
策
は
、
多
額
の
資
本
支
出
の
み
な
ら
す
競
争
の
危
険
を
含
ん
だ
の

に
対
し
、
外
国
の
競
争
者
は
殆
ん
ど
、
高
級
品
の
製
造
に
必
要
な
熟
練
労
働
や
経
験
を
持
た
な
か
っ
た
為
に
、
こ
の
よ
う
な
商
品
の
市
揚
は

通
常
確
か
な
も
の
で
あ
っ
把
か
ら
で
あ
る
。

「（

垂
Q
）
　
ま
ず
石
炭
に
つ
い
て
は
、
ダ
ド
レ
イ
や
ウ
エ
y
ズ
バ
リ
の
如
き
古
き
炭
坑
地
区
で
は
、
六
〇
年
代
に
既
に
「
厚
い
」
石
炭
の
澗
渇
は
目
に
見
え
て
い
る
と
云
わ
れ
、

　
ま
た
後
年
こ
の
地
方
の
石
炭
業
を
し
て
些
細
な
も
の
な
ら
し
め
た
と
こ
ろ
の
炭
坑
の
出
水
は
、
一
八
廿
三
年
に
南
ス
タ
ホ
ー
ド
シ
ア
炭
坑
排
水
法
（
感
。
ω
o
蚤
ω
㌶
瞥
・

一128一



　
目
傍
ぼ
お
竃
貯
＄
∪
二
面
魯
鵯
》
9
）
を
通
過
せ
し
め
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
情
の
外
に
、
良
質
の
コ
ー
ク
ス
用
の
石
炭
が
、
コ
ー
ク
ス
窯
で
、
コ
ー
ク
ス
用
と
し
て
は
良
質
で

　
　
な
い
と
こ
ろ
の
こ
の
地
方
の
石
炭
と
混
合
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
べ
く
、
ウ
エ
ー
ル
ズ
及
び
そ
の
他
の
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
始
め
た
こ
と
、
更
に
コ
ー
ク
ス
自
体
が
大
量

　
　
に
移
入
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
他
方
鉄
鉱
の
生
産
高
は
、
一
八
六
〇
年
に
於
て
既
に
そ
の
地
方
の
必
要
を
溶
す
ほ
ど
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
、
一

　
　
八
六
五
年
以
後
は
急
激
に
傾
ぎ
、
溶
鉱
炉
で
要
求
さ
れ
る
鉄
鉱
の
大
部
分
は
、
北
ス
タ
ホ
ー
ド
シ
ア
及
び
そ
の
他
の
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
（
註
3
）
　
こ
の
こ
と
は
二
つ
の
意
味
に
出
て
こ
の
地
方
の
製
鉄
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
第
一
に
、
鋼
鉄
は
錬
鉄
に
比
し
、
諸
種
の
目
的
に
対
し
て
技
術
的
優
越
性
を
も
ち

　
　
且
つ
経
済
的
に
生
産
さ
れ
得
た
為
に
、
一
八
七
〇
年
以
後
は
、
そ
れ
ま
で
金
属
を
使
用
す
る
製
鉄
業
の
主
要
材
料
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
錬
鉄
に
次
第
に
取
っ
て
代
り
姶
め

　
　
た
が
、
そ
の
結
果
、
錬
鉄
に
対
す
る
需
要
は
激
滅
し
、
こ
の
地
方
の
錬
鉄
製
造
業
は
重
大
な
影
響
を
蒙
っ
た
。
第
二
に
、
当
時
に
覧
て
は
燐
を
含
有
せ
ざ
る
鉄
鉱
（
μ
o
ロ
。

　
　
9
8
℃
げ
。
識
o
o
H
窃
）
か
ら
作
ら
れ
た
鋼
鉄
用
銑
鉄
の
み
が
、
ベ
ツ
セ
マ
ー
。
コ
ン
バ
ー
タ
ー
（
】
…
冨
①
d
口
Φ
目
　
O
O
旨
く
Φ
詳
①
民
）
叉
は
平
炉
（
o
勺
①
口
由
o
p
。
尋
h
霞
欝
o
o
）
で
使
用

　
　
せ
ら
れ
た
為
に
、
こ
れ
ら
の
鉄
鉱
を
容
易
に
入
手
で
き
な
い
我
々
の
地
方
は
、
鋼
鉄
の
生
産
に
当
分
聖
堂
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ
て
銑
鉄
製
造
業
は
、
そ

　
　
の
喪
失
せ
る
需
要
に
代
る
べ
き
新
た
な
る
需
要
を
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
（
4
）
　
一
八
八
六
一
一
九
一
四

　
一
八
八
六
年
よ
り
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
ま
で
の
四
分
一
世
紀
の
間
、
大
不
況
中
に
顕
著
と
な
つ
把
上
述
の
諸
傾
向
は
、
我
々
の
地
域
の

産
業
に
依
然
強
力
な
影
響
を
行
使
し
続
け
だ
。
石
炭
の
年
産
は
こ
の
期
間
中
に
半
減
し
、
鉄
鉱
の
生
産
は
全
く
些
細
と
な
っ
た
。
製
鉄
業
に

於
て
は
、
銑
鉄
部
門
は
、
錬
鉄
製
造
の
結
果
と
し
て
こ
の
地
方
に
長
く
蓄
積
さ
れ
て
い
だ
大
量
の
鉄
津
（
b
信
山
α
一
①
同
ω
山
け
9
や
）
が
、
燐
を
含
有

す
る
鉄
鉱
の
使
用
を
可
能
な
ら
し
め
忙
と
こ
ろ
の
塩
基
製
鋼
法
（
げ
9
ω
一
〇
隅
o
o
Φ
ω
ω
）
の
発
明
と
興
に
、
塩
基
性
銑
鉄
（
σ
9
ω
一
〇
且
ひ
q
）
を
製

造
す
る
上
に
有
利
に
利
用
せ
ら
れ
た
と
い
う
特
別
の
事
情
の
為
に
、
そ
れ
ほ
ど
不
運
で
は
な
か
つ
把
が
、
錬
鉄
部
門
は
傾
き
を
つ
づ
け
、
例

え
ば
錬
鉄
棒
（
b
ロ
山
島
①
α
び
母
）
の
年
産
は
、
こ
の
期
間
中
に
略
ζ
半
減
し
だ
。
他
方
、
外
国
か
ら
の
競
争
も
激
化
し
π
。
な
か
に
は
錠
製

造
業
の
如
く
、
機
械
的
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
面
的
に
自
己
を
再
組
織
し
、
外
国
の
競
争
者
の
攻
撃
に
対
し
て
そ
の
地
位
を
維

持
す
る
こ
と
に
成
功
し
だ
も
の
も
あ
っ
た
が
、
加
工
製
造
業
の
多
く
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
る
も
の
は
急
速
に
傾
き
、
ま
だ
あ
る
も
の
は

ゆ
っ
く
り
と
傾
き
、
而
し
て
他
は
そ
の
発
展
を
阻
止
さ
れ
だ
。
第
四
表
の
う
ち
、
ま
す
、
昔
か
ら
の
鉄
砲
製
造
業
は
、
そ
の
低
級
の
ス
ポ
ー

　
　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
y
著
「
バ
ー
ミ
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ヅ
ク
。
カ
ン
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
！
一
九
二
七
」
研
究
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G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
y
ト
リ
の
産
業
発
展
、

昔からの加工製造業の動き

　　　　1887－1914（第四表）

急速に拡大しつつあっ ゆっくりと拡大しつつ 不変若しくはゆっくり 急速に傾きつつあった
た産業 あった産業 と傾きつつあった産業 産業

1．jewellery 1．ペ　　　　　　　　ソ ＊Lブリキ器具及び漆塗 1．鉄　　　　　　砲

2。真鍮及びその他の非 2．錠 鉄器 2．ボ　　　　タ　　　　ン’

鉄金属
3．車　　　　　　編

＊2。鋳鉄製ホロー製品
3．ロート・ネイル

3．ナット及びボルト 4針及』 ﾑ釣針
＊3．馬　　　　　　具

4懐　申　時　計
4．鎖　及　　び　錨

5刃　　　　　　物
串4．寝　　　　　　台

5ネ　　　　　　　　ヂ
α鉄　　　　　　管

5．ガ　　　　ラ　　　　ス

6．ピ　　　　　　　　ソ
7．トタン製ホP一製品 αカット・ネイル

8．ブラシ及び箒 7．洋傘用　用具

9。弾　　　　　　薬

10．針　金　　製　　品

本書二七六頁＊1890－1900まで拡大し，その後急速に傾いた。

　
　
　
　
　
　
一
八
六
〇
一
一
九
ご
七
」
研
究

ッ
銃
部
門
へ
の
ベ
ル
ギ
ー
業
者
の
殆
ん
ど
完
全
な
る
進
出
に
よ
っ
て
、
ボ
タ
ン

製
造
業
は
、
そ
の
主
要
部
門
に
対
す
る
米
国
の
関
税
政
策
と
濠
洲
就
中
日
本
か

ら
の
競
争
に
よ
っ
て
、
ま
だ
ゴ
ベ
ン
ト
リ
の
懐
中
時
計
製
造
業
は
、
ス
イ
ス
つ

づ
い
て
米
国
か
ら
の
競
争
に
よ
っ
て
夫
々
急
速
に
傾
い
だ
。
次
に
、
ガ
ラ
ス
製

造
業
は
、
主
と
し
て
そ
の
低
級
の
フ
リ
ン
ト
・
ガ
ラ
ス
部
門
へ
の
ベ
ル
ギ
ー
、

ド
イ
ツ
及
び
米
国
の
進
出
に
よ
っ
て
、
洋
傘
用
用
具
製
造
業
は
、
ド
イ
ツ
と
の

競
争
に
よ
っ
て
、
ま
た
ロ
ー
ト
・
、
不
イ
ル
産
業
を
長
い
斗
争
の
後
に
圧
到
し
た

カ
ッ
ト
・
ネ
イ
ル
製
造
業
は
、
新
し
い
型
の
フ
イ
ヤ
ー
・
、
不
イ
ル
の
出
現
と
そ

れ
の
べ
ル
ギ
t
か
ら
の
流
入
に
よ
っ
て
夫
々
傾
い
π
。
ブ
リ
キ
器
具
及
び
漆
塗

鉄
器
、
鋳
鉄
製
ホ
ロ
ー
製
品
、
馬
具
及
び
金
属
製
寝
台
製
造
業
に
つ
い
て
も
、

外
国
か
ら
の
競
争
は
そ
れ
ら
の
傾
き
に
一
部
責
任
が
あ
っ
た
。
最
後
に
、
針
及

び
釣
針
、
刃
物
及
び
ブ
ラ
シ
及
び
箒
製
造
業
は
、
ド
イ
ツ
と
の
競
争
に
よ
っ
て
、

鉄
管
製
造
業
は
、
ド
イ
ツ
及
び
米
国
に
於
け
る
斯
業
の
生
長
に
よ
っ
て
、
夫
々

そ
の
発
展
を
阻
止
さ
れ
売
。
然
し
な
が
ら
我
々
の
地
域
の
産
業
は
、
こ
れ
ら
二

つ
の
強
化
せ
ら
れ
だ
る
傾
向
の
ほ
か
に
、
更
に
ヅ
ィ
ク
ト
ゾ
や
時
代
の
終
末
に

一
致
し
だ
と
こ
ろ
の
流
行
及
び
習
慣
の
変
化
と
、
従
来
の
生
産
物
を
陳
腐
な
も

の
な
ら
し
め
た
と
こ
ろ
の
新
し
い
型
の
生
産
物
の
出
現
と
に
よ
っ
て
ま
だ
大
な
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る
影
響
を
う
け
だ
。
ブ
リ
キ
器
具
及
び
漆
塗
鉄
器
、
鋳
鉄
製
ホ
ロ
ー
製
品
、
馬
蹄
ハ
及
び
金
属
製
寝
台
製
造
業
は
、
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
原
因

に
よ
っ
て
急
速
に
傾
い
だ
も
の
で
あ
る
Q

　
然
も
な
が
ら
、
か
つ
て
重
要
で
あ
っ
π
と
こ
ろ
の
多
く
の
産
業
の
衰
退
に
も
か
、
わ
ら
す
、
我
々
の
地
域
の
入
口
は
増
大
し
、
を
の
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
重
要
性
は
高
ま
つ
だ
。
而
し
て
こ
れ
は
、
以
前
我
々
の
地
域
に
存
在
し
な
か
つ
把
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

自転車，自動車及び電気器機製造業に於ける従業者数

（第五表）

1881 1891 1901 1991r

自　転車

ｩ　動車

d気器械

逃，700

黶@一

ホ8βOQ

|
　
7
0
0

｛・脚

@3，500

＊＊ Q2，500

@16，800

@9，100

　　＊全英国従業者数の70％以上

　　＊＊全英国従業者数の約64％

（註）　本表はParti［V　The　New　Era，1887－1914，　Chapt（

　　mThe　New　Industriesより作成したものである。

ろ
の
、
若
し
く
は
重
要
で
な
か
つ
陀
と
こ
ろ
の
産
業
の
発
達
に
帰
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
だ
が
、
そ
れ
ら
の
産
業
は
、
自
転
車
、
自
動
車
、
工
作
機
械
、
電
気
器
機
、
度
量
衡
器
、

ゴ
ム
、
化
学
製
品
、
塗
料
、
コ
コ
ア
及
び
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ビ
ー
ル
、
紙
脚
袋
及
つ
幽
、
事
葡
扮

用
備
品
及
び
人
絹
に
関
係
が
あ
っ
π
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
中
で
も
注
目
さ
る
べ
き
も
の
は
、

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
　
コ
ベ
γ
ト
轟
ソ
及
び
ウ
’
オ
ル
バ
ー
ハ
’
ソ
プ
ト
ン
　
（
ぐ
4
0
凹
く
①
同
σ
ρ
ヨ
℃
け
O
P
）

に
主
と
し
て
所
在
し
た
と
こ
ろ
の
自
転
車
、
自
動
車
及
び
電
気
器
機
の
如
き
機
械
工
業
で

あ
っ
て
、
第
五
表
に
見
ら
れ
る
如
く
、
そ
れ
ら
の
発
達
は
特
に
顕
著
で
あ
っ
π
。
伺
上
表

に
は
、
そ
れ
ら
機
械
の
部
分
品
及
び
附
属
品
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
我
々
の

地
域
は
、
そ
れ
ら
の
供
給
源
と
し
て
ま
把
重
要
で
あ
っ
だ
。
而
し
て
そ
れ
ら
の
製
造
は
、

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
み
な
ら
す
ゾ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
に
於
て
も
広
く
行
わ
れ
だ
が
、
第
四

衰
の
真
鍮
及
び
そ
の
他
の
非
鉄
金
属
、
ナ
ッ
ト
及
び
ボ
ル
ト
及
び
ネ
ヂ
製
造
業
は
、
そ
れ
ら
の
製
造
に
直
ち
に
順
応
し
え
π
と
こ
ろ
に
、
彼

ら
発
展
の
原
因
が
あ
っ
だ
。
か
く
て
一
九
一
四
年
迄
に
我
々
の
地
域
は
、
英
国
に
於
け
る
機
械
工
業
の
一
つ
の
中
心
地
と
な
り
、
多
く
の
昔

か
ら
の
産
業
の
傾
き
に
も
か
＼
わ
ら
す
そ
の
卓
越
と
繁
栄
と
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
だ
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
何
故
に
、
我
々
の
地
域

　
　
　
G
．
C
．
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
．
展
、
一
八
六
〇
－
一
九
二
七
」
研
究
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G
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C
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ガ
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び
ブ
ラ
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ク
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の
性
格
に
於
け
る
こ
の
転
換
が
か
く
も
成
功
的
に
行
わ
れ
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
概
し
て
、
資
本
、
企
業
心
に
富
め
る
生
産
者
及
び
熟
練
労
働
者
で
よ
く
充
た
さ
れ
π
と
こ
ろ
の
産
業
地
域
は
、
よ
り
然
ら
ざ
る
地
域
よ
り

も
、
生
す
る
で
あ
ろ
う
新
し
い
産
業
の
よ
り
大
な
る
部
分
を
、
獲
得
す
る
機
会
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
長
き
伝
統
を
も
つ
と
こ
ろ
の
我
々
の

地
域
は
、
勿
論
こ
の
例
に
洩
れ
る
も
の
で
は
な
か
つ
だ
。
然
し
、
我
々
は
次
の
二
つ
の
点
を
特
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
は
、
こ
の
地

方
の
生
産
者
が
、
需
要
の
新
し
い
源
を
発
見
し
て
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
に
機
敏
で
あ
り
、
徒
に
衰
退
し
つ
、
あ
る
部
門
に
於
て
回
復
の
希

望
を
追
求
し
な
か
つ
だ
こ
と
で
あ
る
Q
一
般
に
、
昔
か
ら
の
産
業
の
中
心
地
は
、
そ
の
産
業
が
他
地
方
叉
は
外
国
で
樹
立
せ
ら
れ
、
然
も
よ

り
新
し
い
而
し
て
よ
り
経
済
的
な
線
に
そ
っ
て
組
織
せ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
必
然
的
に
攻
撃
の
対
象
と
さ
れ
る
。
か
く
て
そ
の
産
業
の
あ
る

も
の
は
、
自
己
を
再
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
の
確
保
を
計
ろ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
事
実
、
我
々
の
地
域
の
錠
製
造
業
の

如
く
、
製
造
の
方
法
を
更
改
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
も
の
も
あ
っ
だ
Q
然
し
多
く
の
揚
油
、
既
存

の
設
備
や
伝
統
的
方
法
の
存
在
は
、
こ
の
よ
う
な
企
て
に
重
大
な
障
害
と
な
る
が
故
に
、
彼
ら
は
以
前
の
卓
越
の
回
復
を
殆
ん
ど
期
待
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
既
存
の
産
業
中
3
5
に
と
っ
て
の
最
大
の
希
望
は
、
そ
れ
が
他
の
諸
地
方
に
比
し
て
最
も
有
利
で
あ
る
と
こ
ろ
の
新
し
い

産
業
を
発
展
さ
す
こ
と
の
中
に
横
だ
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
我
々
の
地
域
に
於
て
は
、
以
前
の
生
産
物
に
対
す
る
需
要
の
衰
退

を
発
見
し
だ
と
こ
ろ
の
、
ラ
イ
フ
ル
銃
か
ら
ブ
リ
キ
器
具
に
至
る
多
数
の
製
造
業
者
が
、
自
転
車
つ
ゴ
い
て
自
動
車
の
製
造
に
転
換
し
、
鋳

鉄
製
ホ
ロ
ー
製
品
の
製
造
業
者
が
、
自
動
車
の
鋳
物
及
び
車
輪
の
製
造
に
転
じ
、
懐
中
蒔
計
装
置
の
生
産
に
従
事
し
た
工
揚
が
、
機
械
用
の

小
さ
な
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
及
び
、
矛
ヂ
の
生
産
を
開
始
し
、
真
珠
具
ボ
タ
ン
製
造
業
が
、
電
燈
の
ス
イ
ッ
チ
の
製
造
を
始
め
、
馬
具
用
金
物
の

製
造
業
者
が
、
把
柄
そ
の
他
の
小
さ
な
自
動
車
部
分
品
の
製
造
に
転
換
し
、
而
し
て
栄
え
て
い
る
自
転
車
サ
ド
ル
会
社
が
、
馬
具
製
造
業
の

没
落
の
上
に
発
生
し
だ
と
い
う
が
如
き
、
製
造
業
者
の
機
敏
さ
を
例
証
す
る
多
数
の
事
例
が
あ
っ
た
。
第
二
に
、
我
々
の
地
域
は
、
産
業
の
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転
換
に
特
に
適
合
し
た
と
こ
ろ
の
あ
る
特
質
を
も
つ
て
お
っ
た
。
既
に
見
だ
如
く
、
我
々
の
地
域
は
、
非
常
に
多
種
類
の
産
業
の
存
在
を
も

つ
て
有
名
で
あ
っ
π
。
而
し
て
こ
の
事
実
は
、
よ
り
専
門
化
さ
れ
花
地
域
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
面
に
於
て
国
家
の
経
済
生
活
と
接
し
、
よ

り
大
な
る
種
類
の
産
業
の
発
達
と
接
触
を
保
つ
だ
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
し
い
産
業
が
現
わ
れ
た
場
合
、
そ
れ
ら
の
総
て
が
、

我
々
の
地
域
に
現
存
し
て
い
る
産
業
の
何
れ
か
に
あ
る
関
係
を
も
つ
π
が
故
に
、
我
々
の
地
域
は
、
よ
り
専
門
化
さ
れ
た
地
方
よ
り
も
、
そ

れ
ら
の
よ
り
多
く
の
部
分
を
引
き
附
け
る
こ
と
が
で
き
だ
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
新
し
い
産
業
が
、
自
転
車
、
自
動

車
及
び
電
気
器
機
の
如
き
高
度
に
合
成
さ
れ
だ
生
産
物
に
関
係
し
た
型
の
も
の
で
あ
っ
だ
が
故
に
殊
に
そ
う
で
あ
っ
π
。
何
と
な
れ
ば
、
我

我
の
地
域
の
産
業
の
多
く
は
、
重
い
資
本
支
出
や
不
慣
な
労
働
へ
の
移
動
の
困
難
な
し
に
、
そ
れ
ら
の
産
業
に
必
要
な
部
分
品
の
生
産
に
順

応
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
（
5
）
　
隅
九
一
四
一
一
九
二
七

　
大
戦
中
、
こ
の
地
域
の
産
業
に
於
て
生
じ
セ
と
こ
ろ
の
変
化
は
、
次
の
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
軍
需
品
の
生
産
に

直
ち
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
π
と
こ
ろ
の
、
従
っ
て
戦
前
の
タ
イ
プ
の
儘
で
大
い
に
拡
大
し
た
と
こ
ろ
の
産
業
で
あ
り
、
製
鉄
業
、
ラ
イ
フ

ル
銃
製
造
業
及
び
機
械
工
業
の
殆
ん
ど
が
こ
の
中
に
含
ま
れ
た
。
第
二
は
、
政
府
か
ら
の
註
丈
に
も
関
し
だ
が
、
そ
の
繁
栄
を
主
と
し
て
大

陸
か
ら
の
輸
入
の
杜
絶
に
負
う
た
と
こ
ろ
の
産
業
で
あ
り
、
ボ
タ
ン
、
ガ
ラ
ス
、
カ
ッ
ト
及
び
ワ
イ
ヤ
ー
・
ネ
そ
ル
、
鋼
鉄
製
ホ
ロ
ー
製
品
、

ブ
ラ
シ
及
び
箒
製
造
業
が
こ
れ
で
あ
っ
だ
。
第
三
は
、
正
常
な
生
産
物
に
も
一
部
関
係
は
あ
っ
た
が
、
輸
出
の
中
絶
の
た
め
に
生
産
能
力
に

余
剰
を
生
じ
、
こ
れ
ら
の
余
剰
を
軍
需
品
の
生
産
に
適
応
さ
し
た
と
こ
ろ
の
産
業
で
あ
り
、
ペ
ン
、
錠
及
び
針
の
如
き
金
物
製
造
業
が
主
と

し
て
こ
の
中
に
含
ま
れ
だ
。
第
四
は
、
軍
需
品
に
対
す
る
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
す
、
反
対
に
国
家
的
重
要
性
を
も
た
な
い
生

産
物
の
製
造
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
だ
制
限
に
よ
っ
て
不
利
な
地
位
に
お
か
れ
泥
産
業
で
あ
り
、
U
o
毒
①
　
o
蔓
、
　
コ
コ
ア
及
び
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
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ア
ン
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び
ブ
ラ
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カ
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一
八
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一
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二
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研
究
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及
び
人
絹
工
業
が
こ
れ
で
あ
っ
た
。
さ
て
然
し
、
大
戦
及
び
そ
れ
に
黒
い
だ
価
格
ブ
ー
ム
の
一
時
的
刺
戟
が
過
ぎ
さ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、

そ
こ
に
提
出
さ
れ
π
問
題
は
、
こ
の
地
域
の
産
業
が
、
一
九
一
四
年
以
来
呈
し
て
お
つ
だ
と
こ
ろ
の
よ
う
な
新
し
い
相
対
的
地
位
を
、
依
然

保
持
し
そ
う
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
π
Q

　
ま
す
、
大
戦
に
伴
う
事
情
に
よ
っ
て
、
傾
き
か
ら
救
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
産
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
銑
鉄
製
造
業

拡
、
政
府
か
ら
の
需
要
が
若
い
把
と
き
、
而
し
て
斯
業
の
生
産
能
力
に
於
け
る
余
剰
が
不
況
を
も
沈
ら
し
だ
と
港
、
そ
の
弱
点
一
一
九
二

二
年
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
原
料
を
集
め
る
に
要
す
る
費
用
は
、
銑
鉄
目
減
当
り
二
膀
に
上
っ
た
一
を
再
び
露
呈
し
、
加
う
る
に
斯
業
と
製

鋼
業
と
の
関
係
を
完
全
に
取
乱
し
π
と
こ
ろ
の
大
量
の
屑
鉄
の
存
在
に
よ
っ
て
、
「
冷
日
（
一
九
二
八
年
十
二
月
）
で
は
、
事
実
存
在
し
な
く

な
っ
た
」
（
三
八
七
頁
）
の
で
あ
る
。
ま
だ
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
だ
産
業
も
、
外
国
の
競
争
者
が
国
内
市
揚
に
於
て
再
び
活
動
し
始
め

た
と
き
、
一
時
覆
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
他
に
対
す
る
競
争
的
弱
さ
を
露
わ
π
し
、
大
戦
中
に
な
し
た
回
復
を
維
持
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て

大
戦
前
の
そ
れ
に
よ
く
似
だ
地
位
に
退
い
た
。
次
に
、
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
た
産
業
は
、
大
戦
前
既
に
外
国
と
の
競
争
に
よ
っ
て
、
そ

の
発
展
を
阻
害
さ
れ
つ
つ
あ
っ
だ
の
で
あ
る
が
、
大
戦
中
軍
需
品
の
生
産
に
従
事
し
π
為
に
中
絶
し
て
お
っ
た
と
こ
ろ
の
輸
出
を
、
戦
後
再

建
す
る
に
当
っ
て
多
大
の
困
難
を
発
見
し
、
而
し
て
そ
の
傾
き
を
始
め
た
Q
こ
れ
は
、
大
戦
中
供
給
が
申
絶
さ
れ
た
諸
国
に
於
け
る
こ
れ
ら

産
業
の
発
生
及
び
関
税
政
策
と
、
こ
の
間
に
於
け
る
米
国
及
び
中
立
諸
国
の
英
国
市
場
へ
の
進
出
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
註
4
）
。
ま
π

大
戦
に
必
然
的
に
伴
っ
た
と
こ
ろ
の
流
行
及
び
習
慣
の
変
化
は
、
こ
の
地
方
の
多
く
の
産
業
に
有
害
な
影
響
を
与
え
た
。
第
四
の
グ
ル
ー
プ

の
U
o
司
9
0
q
製
造
業
は
、
こ
の
為
に
戦
後
更
に
そ
の
傾
き
を
続
け
た
が
、
同
様
の
も
の
に
、
金
属
製
寝
台
、
あ
る
種
の
真
鋳
製
品
及
び
ピ

ン
製
造
業
が
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
昔
か
ら
の
産
業
が
そ
の
傾
き
を
速
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
前
に
於
て
新
し
く
発
展
し

っ
っ
あ
っ
陀
産
業
は
、
大
戦
中
軍
需
品
の
生
産
に
従
事
し
た
機
械
工
業
も
、
ま
π
そ
の
間
不
変
に
止
ま
っ
た
飲
食
物
及
び
人
絹
工
業
も
其
に

一r一@134　一



非
常
に
拡
大
し
た
。
殊
に
、
自
転
車
、
自
動
車
及
び
こ
れ
ら
の
従
属
産
業
の
発
展
は
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
産
業
に
従
事
し
π
も
の
は
、

一
九
二
七
年
に
於
て
実
に
一
一
〇
、
0
0
0
人
を
算
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
戦
後
に
於
け
る
我
々
の
地
域
の
比
較
的
繁
栄
は
、
全
く
こ
れ

ら
産
業
の
発
達
に
帰
せ
ら
る
べ
き
も
め
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
そ
の
直
接
の
影
響
は
さ
て
措
き
、
大
戦
の
主
要
な
影
響
は
、
既
に
我
々
の

地
域
に
進
行
中
の
広
大
な
変
化
－
昔
か
ら
の
産
業
の
傾
き
及
び
新
し
い
機
械
工
業
の
発
展
、
換
言
す
れ
ば
金
物
工
業
よ
り
機
械
工
業
へ
の

変
遷
一
を
促
進
し
た
こ
と
で
あ
っ
だ
Q

　
（
註
4
）
、
こ
れ
と
類
似
の
事
例
を
、
我
々
は
六
〇
年
代
の
鉄
砲
製
造
業
に
於
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
六
一
年
に
始
つ
た
南
北
戦
争
は
、
こ
の
地
方
の
鉄
砲
製
造
業
に

　
　
大
需
要
を
も
た
ら
し
、
戦
争
終
了
ま
で
に
米
国
に
輸
出
さ
れ
た
小
銃
の
数
は
約
七
三
〇
、
○
○
○
に
上
っ
た
。
然
る
に
こ
の
聞
に
於
け
る
欧
洲
大
陸
へ
の
武
器
輸
出
の
申

　
　
絶
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
業
者
に
進
出
の
機
会
を
与
え
、
ま
た
他
の
諸
国
を
し
て
必
要
な
武
器
の
製
造
に
着
手
せ
し
め
た
。
ま
た
小
銃
に
対
す
る
活
渡
な
需
要
は
、
こ
の
地
方

　
　
の
業
者
を
し
て
ス
ポ
ー
ツ
銃
の
製
造
を
無
視
せ
し
め
た
が
、
米
国
か
ら
の
需
要
が
傾
い
た
と
き
、
彼
ら
は
、
今
や
ベ
ル
ギ
ー
の
業
者
に
よ
っ
て
供
給
…
さ
れ
て
い
る
ど
こ
ろ

　
　
の
、
彼
ら
の
以
前
の
顧
客
を
再
び
か
ち
う
る
こ
と
に
困
難
を
見
出
し
た
。
ア
レ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
の
一
般
的
な
経
済
的
意
義
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
　
「
我
々
の

　
　
歴
史
は
、
屡
々
例
外
的
な
大
需
要
の
一
時
期
が
、
結
局
、
次
の
一
時
的
な
不
況
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
叉
永
久
の
傾
き
に
対
し
て
も
責
任
の
あ
る
こ
と
を
例
証
し
て
い

　
　
る
。
こ
の
こ
と
は
…
…
大
需
要
が
異
常
な
若
し
く
は
一
時
的
な
源
か
ら
生
ず
る
場
合
に
は
殊
に
真
実
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
場
合
生
産
者
は
、
一
時
的
に
よ
り
有

　
　
利
な
こ
れ
ら
の
市
場
へ
供
給
せ
ん
と
望
ん
の
余
り
、
往
々
に
し
て
正
常
な
市
場
を
軽
視
し
、
そ
の
結
果
は
、
昔
か
ら
の
顧
客
を
し
て
、
新
し
い
供
給
者
を
求
め
さ
す
こ
と

　
　
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
例
外
的
な
状
態
が
過
ぎ
去
っ
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
供
給
者
が
、
そ
の
市
場
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
を
、
発
見
す
る

　
　
だ
ろ
5
か
ら
で
あ
る
。
」
（
四
四
三
頁
）
と
。

一135一

四
、
産
業
組
．
織
の
攣
遜

　
我
々
の
地
域
の
産
業
は
、
ま
す
、
一
八
六
〇
年
に
於
て
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
生
産
単
位
（
鴇
。
傷
8
ぎ
m
亀
二
巳
け
）

に
関
す
る
限
り
、
こ
の
地
域
の
産
業
は
、
一
八
世
紀
の
最
後
の
四
分
一
期
以
来
二
つ
の
主
要
群
に
分
た
れ
だ
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
た

も
の
は
、
主
と
し
で
製
鉄
業
及
び
鉄
管
、
車
軸
、
車
輪
、
車
輔
及
び
亜
鉛
引
波
状
鉄
板
の
如
き
重
量
生
産
物
に
関
係
し
だ
製
造
業
で
あ
っ
て
、

　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ヅ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究



　
　
　
G
・
C
・
ア
ン
ソ
著
「
．
ハ
ー
ミ
γ
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
y
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究

こ
れ
ら
は
大
工
揚
（
一
9
同
m
q
O
出
9
0
け
O
同
矯
）
1
一
五
〇
人
以
上
を
雇
用
し
、
蒸
気
動
力
機
械
を
使
用
し
把
仕
事
場
（
司
。
爵
b
冨
。
①
）
一
若
し

く
は
小
工
揚
（
ω
日
餌
一
一
　
h
餌
O
け
O
同
筆
）
i
三
〇
人
乃
至
四
〇
人
よ
り
一
五
〇
人
ま
で
を
雇
用
し
、
蒸
気
動
力
機
械
を
大
抵
使
用
し
だ
仕
事
揚
l

l
で
行
わ
れ
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
だ
も
の
は
、
主
と
し
て
金
物
製
造
業
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
観
て
も
、
製
造
の

初
期
の
過
程
や
あ
る
種
の
附
属
的
作
業
に
従
事
し
だ
部
門
は
、
蒸
気
力
を
使
用
し
て
玉
器
で
行
わ
れ
把
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
概
し
て
、
シ

ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
（
ω
げ
8
0
罰
昌
①
鴨
）
1
三
〇
人
乃
至
四
〇
人
ま
で
を
雇
用
し
、
通
常
動
力
は
使
用
せ
す
、
そ
し
て
住
居
ま
た
は
納
屋
を

仕
事
場
に
当
て
た
も
の
－
1
若
し
く
は
本
来
の
家
内
労
働
者
（
傷
。
旨
Φ
ω
自
。
宅
。
纂
Φ
居
震
。
℃
Φ
『
）
一
家
族
及
び
折
々
の
徒
弟
或
は
職
入
に
よ

っ
て
の
み
助
け
ら
れ
、
自
宅
ま
だ
は
そ
れ
に
接
．
し
π
小
屋
或
は
酒
造
場
の
一
部
を
使
用
し
た
も
の
一
に
よ
っ
て
行
わ
れ
だ
。
而
し
て
、
こ

の
地
域
の
主
要
産
業
で
あ
っ
元
金
物
製
造
業
に
於
て
、
当
時
に
干
て
も
爾
こ
の
よ
う
な
小
生
産
単
位
が
典
型
で
あ
っ
陀
理
由
は
、
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

多
く
が
、
デ
ヴ
イ
ン
の
多
様
な
そ
し
て
技
術
の
重
要
性
が
顕
著
な
と
こ
ろ
の
、
換
言
す
れ
ば
標
準
生
産
の
機
会
の
少
い
と
こ
ろ
の
生
産
物
か
、
伍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

然
ら
ざ
る
場
合
に
於
て
も
、
機
械
的
方
法
の
適
応
し
難
い
錬
鉄
を
主
要
材
料
と
し
だ
と
こ
ろ
の
生
産
物
に
関
係
し
た
が
故
に
、
依
然
熟
練
せ

る
職
入
の
労
働
に
依
存
し
、
ハ
ン
ド
・
プ
レ
ス
　
（
冨
巳
も
話
の
ω
）
、
デ
ッ
ド
・
ウ
エ
イ
ト
・
キ
ッ
ク
・
ス
タ
ン
プ
（
飢
＄
阜
毛
。
戯
罧
庄
。
牢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

の
＄
日
づ
）
或
は
足
踏
旋
盤
（
窪
＄
亀
巴
9
昏
①
）
の
如
き
、
動
力
の
適
応
さ
れ
ざ
る
簡
単
な
機
械
を
使
用
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
然
し
な
が
ら
、
工
場
所
有
者
と
シ
コ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
及
び
本
来
の
家
内
労
働
者
と
の
間
の
よ
り
根
本
的
な
区
別
は
、
云
う
迄
も
な
く
、

工
場
所
有
者
は
自
ら
の
運
転
資
金
を
も
ち
、
ま
だ
信
用
の
必
要
な
と
き
に
は
銀
行
と
直
接
に
交
渉
し
得
把
の
に
対
し
、
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ

ー
及
び
本
来
の
国
内
労
働
者
は
、
生
産
物
の
販
売
そ
の
他
に
つ
い
て
の
み
な
ら
す
、
生
産
期
間
中
の
資
金
に
つ
い
て
も
問
屋
（
h
8
8
同
）
を

頼
り
に
し
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
事
実
、
小
生
産
単
位
が
典
型
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
産
業
の
キ
ー
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
問
屋
に
よ
っ
て
占
め
．

ら
れ
て
お
っ
た
。
而
し
て
問
屋
と
の
関
連
に
何
て
の
み
、
こ
れ
ら
産
業
に
於
て
、
如
何
に
し
で
生
産
が
開
始
さ
れ
統
制
さ
れ
ま
だ
生
産
物
が



市
揚
へ
の
途
を
見
出
し
だ
か
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
問
屋
の
機
能
は
、
詳
細
に
於
て
は
そ
の
関
係
し
π
と
こ
ろ
の
産
業

に
従
っ
て
異
つ
だ
。
勿
論
彼
の
主
た
乃
責
任
は
、
生
産
を
開
始
せ
し
め
る
こ
と
、
金
融
す
る
こ
と
及
び
生
産
物
を
販
売
す
る
こ
と
に
在
っ
た

が
、
時
に
彼
は
、
彼
に
従
属
せ
る
多
数
の
家
内
労
働
者
を
も
ち
、
彼
ら
に
材
料
を
提
供
し
、
ま
π
彼
ら
の
仕
事
を
整
合
（
O
O
－
O
円
陣
一
昌
渇
け
Φ
）
し

た
。
然
し
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
が
支
配
的
で
あ
っ
だ
と
こ
ろ
の
産
業
に
於
て
は
、
問
屋
は
、
概
し
て
生
産
物
の
販
売
と
信
用
の
提
供
と
に

専
心
し
、
整
合
の
仕
事
は
、
シ
コ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
引
受
け
ら
る
べ
き
も
の
と
認
め
た
。
即
ち
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
は
、
彼
の

生
産
物
の
販
売
及
び
彼
の
運
転
資
金
の
多
く
に
対
し
て
問
．
屋
を
頼
り
と
し
た
け
れ
ど
も
、
整
合
の
仕
事
は
引
受
け
だ
の
で
あ
り
、
ま
だ
こ
れ

に
よ
っ
て
嶺
ら
を
本
来
の
家
内
労
働
者
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
だ
の
で
あ
る
。
即
ち
「
シ
コ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
と
本
来
の
家
内
労
働
者

と
の
区
別
は
、
前
者
は
主
と
し
て
管
理
（
巴
日
出
巳
ω
窪
9
口
。
ロ
）
に
関
係
し
、
後
者
は
組
織
者
（
O
『
臓
僧
旨
H
N
①
N
）
で
あ
る
と
共
に
指
導
的
職
人

（
δ
9
島
昌
伽
q
o
蜜
津
ω
B
碧
）
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
」
（
二
五
頁
）
。
伺
、
鉄
砲
及
び
馬
具
製
造
業
の
如
き
あ
る
種
の
製

造
業
に
於
て
は
、
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
す
、
問
屋
は
整
合
の
仕
事
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の

製
造
茱
が
、
各
部
分
品
の
生
産
に
於
け
る
諸
過
程
の
整
合
と
、
こ
れ
ら
部
分
品
の
組
立
て
と
を
要
求
し
だ
為
で
あ
っ
だ
。
例
え
ば
鉄
砲
製
造

業
に
於
て
は
、
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
は
、
夫
々
あ
る
種
の
完
成
部
分
品
の
製
造
に
関
係
し
、
而
し
て
整
合
の
仕
事
を
行
つ
だ
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
鉄
砲
製
造
業
に
於
け
る
問
屋
即
ち
マ
ス
タ
ー
・
ガ
ン
・
メ
ー
カ
ー
（
日
9
ω
8
同
m
亀
。
⇒
日
p
貯
興
）
は
、
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
及
び

家
内
労
働
者
の
仕
事
の
範
囲
及
び
整
合
に
関
し
て
為
す
べ
き
多
く
の
も
の
を
持
つ
だ
の
み
な
ら
す
、
彼
ら
よ
り
買
上
げ
た
と
こ
ろ
の
各
種
の

部
分
品
を
、
更
に
組
立
て
及
び
仕
上
げ
を
行
う
シ
ョ
ッ
プ
・
、
オ
ー
ナ
ー
及
び
家
内
労
働
者
に
手
渡
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
然
し
、
当
時
に
於
て
最
も
興
昧
あ
る
様
相
を
呈
し
π
も
の
は
、
製
鉄
業
及
び
重
量
生
産
物
の
製
造
業
に
於
て
は
一
般
的
で
あ
っ
π
が
、
金

物
製
造
業
に
於
て
は
例
外
的
で
あ
っ
だ
と
こ
ろ
の
工
場
の
内
部
組
織
（
ヨ
け
。
瑳
早
言
。
お
9
巳
N
9
寓
。
昌
）
で
あ
る
。
而
し
て
ア
レ
ン
は
、
そ
れ

　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究
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G
・
C
・
ア
レ
γ
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究

が
下
請
負
組
織
（
ω
二
び
o
o
ロ
賃
9
9
貯
∞
q
ω
く
ω
8
目
）
と
称
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
工
場
の
内
部
組
織
に
於
け
る
一
つ
の
発
展
段
階
に
在
つ
だ
こ

と
を
明
か
に
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
一
八
六
〇
年
に
於
て
は
、
製
鉄
業
か
ら
真
鍮
及
び
ボ
タ
ン
製
造
業
の
あ
る
部
門
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
工

揚
が
存
し
た
と
こ
ろ
で
は
殆
ん
で
例
外
な
く
看
取
せ
ら
れ
、
ま
た
我
々
の
地
域
に
於
て
の
み
な
ら
す
、
多
く
の
他
の
産
業
地
域
に
於
て
も
一

般
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
要
な
特
徴
は
、
工
場
所
有
者
と
労
働
者
と
の
間
に
、
］
般
に
下
請
負
人
と
称
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
中

間
の
階
級
が
介
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
そ
の
所
属
せ
る
産
業
に
従
っ
て
、
ω
q
び
8
暮
轟
0
8
同
ρ
o
〈
①
昌
9
b
島
ρ
乾
け
臼
ω
℃
o
げ
9
。
辱
。
雫

目
9
馨
臼
ρ
び
暮
口
。
ω
或
は
宮
Φ
o
o
・
ヨ
9
ω
8
同
ω
と
称
せ
ら
れ
た
が
、
す
べ
て
略
ζ
同
じ
機
能
を
遂
行
し
だ
。
即
ち
彼
ら
は
、
工
場
所
有
者
と

一
定
の
金
額
で
生
産
物
の
一
定
量
を
生
産
す
る
こ
と
を
契
約
し
、
而
し
て
工
場
に
去
て
そ
の
仕
事
を
遂
行
せ
ん
が
為
に
、
自
ら
の
責
任
に
於

て
労
働
者
を
雇
用
し
、
監
督
し
、
ま
た
彼
ら
に
賃
銀
を
支
払
つ
た
。
尤
も
、
下
請
負
入
の
中
に
は
、
多
数
の
労
働
者
を
雇
用
し
、
道
具
の
み

な
ら
す
あ
る
種
の
材
料
を
提
供
し
、
而
し
て
工
場
所
有
者
の
責
任
の
多
く
を
解
い
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
自
己
の
仕
事
の
粗
雑
な
部
分
の
遂
行

の
た
め
に
、
わ
す
か
に
数
人
の
助
手
を
雇
用
し
た
と
い
う
が
如
き
、
熟
練
労
働
者
と
余
り
変
ら
な
い
も
の
も
あ
っ
π
。
例
え
ば
銑
鉄
製
造
業

に
於
て
は
、
ア
イ
ア
ン
・
マ
落
タ
ー
｝
．
．
⇔
国
8
舅
．
憲
）
＝
は
、
－
通
常
ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ト
ッ
カ
ー
（
び
昌
q
鷺
鞠
及
び
ス
ト
ヅ
ク
・
テ
ー

ψ
1
（
ω
け
O
O
犀
。
け
9
胃
①
婦
）
と
称
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
二
種
の
下
請
負
人
と
契
約
し
π
。
前
者
は
熔
鉱
炉
の
上
部
を
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者

は
そ
の
下
部
を
引
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
の
仕
事
は
熔
鉱
炉
に
必
要
な
原
料
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
為
に
彼
は
、
数

匹
の
馬
を
持
ち
、
フ
ィ
ラ
ー
ズ
（
自
。
冨
）
と
呼
ば
れ
π
一
群
の
男
、
女
及
少
年
を
雇
用
し
、
彼
ら
を
監
督
し
た
。
彼
は
熔
鉱
炉
の
生
産
一

噸
に
つ
き
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
金
額
を
受
取
．
つ
だ
が
、
彼
の
労
働
者
と
は
独
自
の
賃
銀
契
約
を
も
つ
だ
。
然
し
ボ
タ
ン
工
場
．
に
於
て

は
、
墨
入
達
は
各
々
小
数
の
小
女
を
助
手
に
持
つ
だ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
し
こ
の
よ
う
な
場
合
に
於
て
も
「
製
造
業
者
は
…
…
彼
の
労
働

者
の
大
部
分
に
わ
髭
っ
て
単
に
名
目
的
な
支
配
を
持
つ
だ
だ
け
で
あ
る
。
彼
は
、
彼
ら
を
雇
用
す
る
こ
と
も
、
彼
ら
に
支
払
う
こ
と
も
、
ま
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た
彼
ら
を
解
雇
す
る
こ
と
も
な
い
っ
彼
ら
は
、
彼
の
サ
ー
バ
ン
ッ
の
サ
ー
パ
ン
ツ
で
あ
る
Q
（
日
9
σ
o
闇
路
旨
三
親
①
℃
o
o
同
首
日
財
。
露
。
円
風
口
ぴ
Q

O
腎
。
ほ
巳
P
O
g
o
σ
9
b
。
ど
ド
◎
。
㎝
O
）
L
（
一
六
四
頁
）
と
云
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
組
織
の
起
源
は
、
具
体
的
に
は
推
測
し
が
た
い
の

で
あ
る
が
、
然
し
こ
の
よ
う
な
内
部
組
織
が
、
産
業
組
織
の
よ
り
古
い
方
法
即
ち
問
屋
制
度
か
ら
の
工
揚
の
発
生
と
共
に
、
自
然
に
生
れ
π

も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
し
う
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
下
請
負
人
は
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
論
理
的
発
展
で
あ
っ
だ
。
即
ち

下
請
負
人
の
早
言
所
有
者
に
対
す
る
関
係
は
、
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
の
問
屋
に
対
す
る
関
係
と
強
い
類
似
を
も
ち
、
ロ
バ
、
シ
ョ
ッ
プ
・
オ

ー
ナ
ー
は
彼
自
身
の
仕
事
場
を
も
つ
だ
の
に
対
し
て
、
下
請
負
人
は
工
揚
所
有
者
の
設
備
で
黒
い
π
と
い
う
一
点
を
除
い
て
は
、
全
く
同
じ

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
組
織
は
工
揚
の
中
に
も
ち
こ
ま
れ
だ
と
こ
ろ
の
問
屋
制
度
の
一
つ
の
遺
風
で
あ
っ
だ
。
而
し

て
、
一
八
六
〇
年
前
後
の
工
場
の
内
部
組
織
が
、
か
か
る
組
織
に
於
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
工
揚
が
、
当
時
に
於
て
も
伺
何
　
　
「

か
例
外
的
な
も
の
と
し
て
見
ら
れ
お
つ
沈
こ
と
、
而
し
て
よ
り
古
き
制
度
か
ら
自
己
を
自
由
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
．
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

る
も
の
で
あ
っ
だ
Q
我
々
の
地
域
の
産
業
の
あ
る
も
の
は
、
成
程
工
場
に
は
到
達
し
π
が
、
そ
の
内
部
組
織
に
関
し
て
は
、
下
請
負
組
織
な

る
一
段
階
に
到
達
し
だ
に
過
ぎ
す
、
ア
レ
ン
に
よ
っ
て
集
中
統
制
組
織
（
ω
団
の
8
目
o
h
8
暮
蜜
蔚
①
侮
o
o
昌
寓
9
）
と
称
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の

近
代
的
な
組
織
の
段
階
に
到
達
し
だ
の
で
は
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
。

　
簡
単
に
、
一
八
六
〇
年
に
於
け
る
労
働
組
織
（
冨
げ
0
9
0
お
9
巳
N
9
寓
。
昌
）
に
つ
い
て
一
言
し
よ
う
。
当
時
に
立
て
は
、
我
々
の
地
域
は

自
由
な
る
労
働
の
中
心
地
で
あ
り
、
一
、
二
の
産
業
に
於
て
強
力
な
組
合
が
存
し
把
と
過
ぎ
な
か
つ
泥
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

ま
す
、
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
と
労
働
者
と
の
間
に
は
、
避
け
が
恥
き
利
害
の
斗
争
は
な
く
、
ま
た
不
満
な
労
働
者
は
、
容
易
に
家
内
労
働

者
と
し
て
開
業
し
え
た
ご
と
、
次
に
、
問
屋
と
家
内
労
働
者
と
の
関
係
は
、
事
実
上
マ
ス
タ
ー
と
サ
ー
バ
ン
ト
と
の
薫
れ
で
あ
外
、
ま
だ
お

互
い
か
ら
の
人
々
の
狐
立
及
び
新
入
者
が
斯
業
に
入
り
え
た
と
こ
ろ
の
容
易
さ
は
、
組
合
が
強
力
に
な
る
の
を
妨
げ
だ
こ
と
、
最
後
に
、
下

　
　
　
G
唾
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
、
研
究



　
　
　
G
睡
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
γ
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究

請
負
人
の
介
在
に
よ
っ
て
、
腰
揚
所
有
者
は
労
働
者
と
直
接
賃
銀
契
約
を
結
ば
な
か
っ
た
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
る
。
伺
、
労
働
力
の

構
成
（
昏
①
o
o
日
b
o
ω
窪
8
0
h
誓
。
一
9
び
。
霞
h
自
8
）
に
つ
い
て
は
、
熟
練
労
働
者
が
支
配
的
で
あ
っ
だ
こ
と
及
び
婦
人
及
ば
少
年
労
働

者
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。

　
さ
て
、
製
鉄
業
及
び
重
量
生
産
物
の
製
造
業
に
於
け
る
典
型
的
生
産
単
位
と
、
金
物
製
造
業
に
於
け
る
夫
れ
と
の
間
に
見
ら
れ
だ
る
対
照

は
、
一
八
七
五
一
一
八
八
六
の
大
不
況
の
終
り
ま
で
、
夫
だ
大
な
る
修
正
な
し
に
存
続
し
だ
。
然
し
、
大
戦
に
先
行
し
だ
略
四
分
一
世
紀
の

間
に
、
産
業
組
織
の
方
法
は
深
く
変
化
し
、
就
中
、
金
物
製
造
業
の
殆
ん
ど
は
工
場
工
業
と
な
っ
た
。
こ
の
変
化
の
原
因
は
多
数
で
あ
る
。

ま
す
、
流
行
の
変
化
は
、
よ
り
簡
単
な
型
の
家
庭
の
造
作
及
び
装
飾
品
に
対
す
る
需
要
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
に
穿
て
は
、
デ

ザ
イ
ン
の
多
様
な
而
し
て
技
術
の
重
要
性
が
顕
著
な
と
こ
ろ
の
、
即
ち
標
準
生
産
の
機
会
の
少
い
と
こ
ろ
の
生
産
物
に
関
係
し
だ
が
故
に
、

機
械
的
方
法
が
適
応
さ
れ
な
か
つ
だ
と
こ
ろ
の
製
造
業
に
、
工
業
へ
の
途
を
用
意
し
た
。
同
時
に
、
こ
の
期
に
於
け
る
機
械
工
業
の
発
達
は
、

標
準
部
分
品
に
対
す
る
新
し
い
需
要
を
も
だ
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
物
の
製
造
か
ら
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
型
の
生
産
物
の
製
造
に
順
応
乃

至
転
換
す
る
こ
と
の
で
き
だ
と
こ
ろ
の
製
造
業
に
、
同
様
の
影
響
を
も
つ
た
。
然
し
な
が
ら
、
標
準
化
さ
れ
た
性
質
の
品
物
を
製
造
し
な
が

ら
も
、
然
も
依
然
と
し
て
製
造
の
古
い
方
法
を
墨
守
し
て
お
つ
だ
と
こ
ろ
の
多
く
の
製
造
業
i
例
え
ば
錠
、
刃
物
、
ブ
リ
キ
器
具
、
ホ
ロ

ー
製
品
及
び
一
般
鉄
器
類
製
造
業
が
存
在
し
て
お
つ
陀
こ
と
、
而
し
て
こ
れ
ら
製
造
業
へ
の
機
械
的
方
怯
の
導
入
を
後
ら
し
た
と
こ
ろ
の
最

大
の
原
因
が
、
こ
れ
ら
製
造
業
が
、
機
械
を
用
い
て
加
工
す
る
こ
と
の
非
常
に
困
難
な
錬
鉄
を
主
要
材
料
と
し
て
お
つ
漏
話
に
あ
っ
だ
こ
と

を
考
え
る
な
ら
ば
、
変
化
の
多
分
最
も
強
い
要
因
は
、
こ
れ
ら
製
造
業
へ
の
鋼
鉄
の
導
入
で
あ
っ
だ
。
何
と
な
ら
ば
、
鋼
鉄
は
プ
レ
ス
や
工

作
機
械
に
よ
っ
て
容
易
に
操
作
さ
れ
得
る
金
属
で
あ
っ
π
為
に
、
「
機
械
に
よ
っ
て
演
せ
ら
れ
る
役
割
が
非
常
に
拡
大
せ
ら
れ
、
産
業
革
命
の

初
期
に
於
て
は
影
響
さ
れ
す
に
止
ま
っ
て
お
っ
た
と
こ
ろ
の
一
群
の
産
業
に
、
工
場
制
度
が
運
び
こ
ま
れ
だ
か
ら
で
あ
っ
た
」
（
三
一
五
頁
）
。
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こ
の
外
、
ガ
ス
・
エ
ン
ヂ
ン
、
オ
イ
ル
・
エ
ン
ヂ
ン
及
び
電
動
機
の
到
来
が
、
よ
り
小
さ
な
仕
纂
場
へ
の
機
械
的
方
法
の
導
入
を
容
易
に
し

た
こ
と
、
及
び
激
化
し
つ
、
あ
る
外
国
か
ら
の
競
争
が
、
脅
か
さ
れ
つ
～
あ
る
産
業
の
生
産
者
に
再
組
織
の
刺
戟
を
与
え
、
或
は
無
能
な
製

造
業
者
を
製
造
か
ら
脱
落
せ
し
め
た
こ
と
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
拳
げ
ら
れ
る
。

　
生
産
単
位
が
加
工
製
造
業
に
於
て
増
大
し
つ
、
あ
っ
だ
間
、
愚
草
の
内
部
組
織
も
一
つ
の
変
化
を
経
つ
、
あ
っ
だ
。
下
請
負
組
織
が
消
失

し
、
．
近
代
的
な
組
織
の
工
場
が
、
こ
の
地
域
の
典
型
と
な
り
始
め
π
。
こ
の
発
展
は
、
我
々
の
地
域
金
体
と
し
て
は
、
そ
の
組
織
に
於
て
保

守
的
で
あ
っ
泥
と
こ
ろ
の
、
あ
る
種
の
昔
か
ら
の
製
造
業
の
衰
退
と
、
組
織
の
古
き
形
態
が
決
し
て
存
在
し
な
か
つ
だ
と
こ
ろ
の
、
即
ち
始

め
か
ら
工
場
管
理
の
近
代
的
方
法
を
を
採
用
し
把
と
こ
ろ
の
、
新
し
い
機
械
工
業
そ
の
他
の
発
達
と
に
よ
っ
て
速
め
ら
れ
だ
Q
然
し
昔
か
ら

の
製
造
業
に
覧
て
も
、
徐
々
な
が
ら
古
き
組
織
の
衰
退
乃
至
重
要
な
修
正
轍
起
り
つ
、
あ
っ
淀
。
既
述
の
如
く
、
古
き
時
代
中
は
工
場
所
有

者
は
、
通
常
そ
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
の
大
部
分
を
下
記
負
人
に
委
託
し
、
実
際
の
生
産
過
程
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
寸
話
に
も
関
係
し
な
か
つ
π
。

彼
は
事
実
、
彼
に
従
属
せ
る
言
入
を
自
己
の
工
場
に
集
め
だ
と
こ
ろ
の
問
屋
で
あ
っ
だ
。
然
し
な
が
ら
、
生
産
の
新
し
い
方
法
即
ち
機
械
の

よ
り
大
な
る
使
用
、
分
業
及
び
生
産
過
程
の
増
大
せ
る
複
雑
性
は
、
彼
の
上
に
新
し
い
機
能
を
強
い
だ
。
ま
す
、
多
数
の
半
熟
練
の
マ
シ
ン

・
オ
ペ
レ
ィ
テ
ィ
ブ
ス
（
日
8
ぴ
言
o
o
》
o
肩
口
く
①
ω
）
及
び
労
働
者
の
労
働
は
、
熟
練
せ
る
ッ
ゥ
ー
ル
・
メ
ー
カ
ー
（
8
9
目
9
犀
霞
）
及
び

セ
ッ
タ
ー
・
ア
ッ
プ
（
ω
Φ
け
什
①
民
6
⊆
］
U
）
の
仕
事
と
整
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
り
た
。
次
に
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
の
墓
底
を
広
き
に
置
く

方
策
が
と
ら
れ
π
こ
と
及
び
工
揚
内
に
よ
り
多
く
の
生
産
過
程
が
生
じ
だ
こ
と
は
、
多
く
の
部
門
の
活
動
が
注
意
深
く
整
合
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
を
意
昧
し
た
。
即
ち
、
こ
れ
ら
部
門
を
通
じ
て
材
料
の
流
れ
に
中
絶
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
為
に
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
整
合
の
必

要
は
、
高
度
に
集
中
せ
ら
れ
セ
統
制
（
圧
①
q
庄
団
。
Φ
旨
茸
9
。
蔚
。
匹
o
o
昌
9
9
）
の
必
要
を
も
だ
ら
し
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
整
合
は
、
大

単
位
に
伴
う
間
接
費
の
漸
増
に
よ
っ
て
一
層
必
要
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
高
価
な
工
揚
が
要
求
さ
れ
な
か
つ
π
以
前
に
於
て
は
、
過
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程
に
於
け
る
一
つ
の
中
絶
は
重
大
な
事
で
は
な
く
、
仕
事
は
不
規
則
に
行
わ
れ
だ
の
で
あ
る
が
、
然
し
新
し
い
工
揚
に
於
て
は
不
規
則
な
仕

事
に
よ
っ
て
起
さ
れ
る
損
失
は
極
め
て
大
で
あ
っ
だ
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
以
前
に
於
て
は
、
下
請
負
入
は
自
由
に
彼
の
材
料
を
選
ぶ
べ
く

任
さ
れ
て
お
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
機
械
的
方
法
の
出
現
以
来
、
欠
陥
あ
る
材
料
は
、
只
に
仕
事
の
流
れ
を
停
滞
溶
す
の
み
な
ら
す
、
工
作
機

械
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
生
じ
だ
為
に
、
材
料
に
つ
い
て
の
注
意
深
い
検
査
が
必
要
と
な
り
、
か
く
て
研
究
所
が
大
工
揚
の
一
つ
の
特
徴
と
な

り
始
め
た
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
工
場
所
有
者
の
機
能
は
非
常
に
増
加
し
、
ま
π
事
務
及
び
技
術
職
員
の
全
雇
用
数
に
於
て
占
め
る
割

合
は
大
い
に
増
大
し
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
、
下
請
負
人
に
附
帯
し
て
い
た
責
任
を
損
す
る
こ
と
で
あ
っ
だ
。
而
し
て
下
請
負
組
織

の
徐
々
の
消
失
と
な
つ
だ
Q
尤
も
工
場
所
有
者
が
、
そ
の
欠
陥
を
認
め
た
場
合
に
於
て
も
、
熟
練
せ
る
下
請
負
入
を
反
抗
さ
せ
る
こ
と
及
び

彼
ら
を
彼
の
競
争
者
に
失
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
そ
の
廃
止
を
躊
躇
し
だ
が
故
に
、
鉄
工
揚
、
圧
延
工
場
及
び
多
く
の
他
の
工
揚
に
於
て
は
、

下
請
負
人
は
依
然
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
揚
合
に
於
て
も
、
下
請
負
入
の
地
位
に
重
要
な
修
正
は
起
つ
だ
の

で
あ
っ
て
、
例
え
ば
真
鍮
の
鋳
物
工
場
に
於
て
は
、
下
請
負
人
と
そ
の
労
働
者
と
の
間
に
勝
て
賃
銀
契
約
が
為
さ
れ
た
と
き
で
す
ら
、
通
常

労
働
者
は
彼
ら
の
賃
銀
を
事
務
所
を
通
じ
て
受
取
つ
だ
の
で
あ
る
。
大
戦
に
先
行
し
π
四
分
一
世
紀
の
間
に
於
け
る
最
も
重
大
な
変
化
の
一

つ
は
、
下
請
負
人
か
ら
工
場
所
有
者
及
び
オ
フ
ィ
ス
・
ス
タ
フ
へ
の
経
営
職
能
（
目
玉
譜
。
艮
巴
費
づ
。
氏
。
コ
）
の
移
動
で
あ
り
、
工
場
統
制

の
漸
増
的
集
中
で
あ
っ
だ
。
伺
、
こ
の
期
に
於
け
る
労
働
組
織
の
問
題
に
つ
い
て
は
ア
レ
ン
は
こ
れ
を
論
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
労
働

力
の
構
成
は
、
既
述
の
諸
変
化
に
よ
っ
て
当
然
影
響
を
う
け
だ
。
か
つ
て
殆
ん
ど
の
産
業
に
於
て
熟
練
せ
る
専
門
家
か
ら
な
っ
て
い
た
労
働

力
は
、
産
業
の
広
い
範
囲
に
わ
だ
っ
て
、
熟
練
せ
る
ツ
ゥ
ー
ル
・
メ
ー
カ
ー
ズ
及
び
ッ
ゥ
ー
ル
・
セ
ッ
タ
ー
ズ
の
ク
ラ
ス
と
、
半
熟
練
の
マ

シ
ン
・
オ
ペ
レ
イ
テ
イ
ブ
ス
の
ク
ラ
ス
と
に
分
π
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　
次
に
我
々
は
、
大
戦
に
先
立
つ
一
五
年
乃
至
二
〇
年
の
間
に
多
く
の
産
業
に
於
て
一
般
的
と
な
つ
π
と
こ
ろ
の
、
製
造
方
策
（
ヨ
§
二
富
9
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ε
鴇
甘
m
q
や
。
膏
矯
）
に
於
け
る
あ
る
変
化
を
指
示
せ
ね
ば
な
ら
漁
。
概
し
て
そ
れ
ら
の
変
化
は
、
生
産
単
位
の
規
模
に
於
け
る
増
大
と
密
接
な

関
聯
が
あ
っ
π
。
そ
の
一
は
、
生
産
単
位
が
独
立
自
足
的
（
の
①
写
o
o
口
富
貯
自
。
）
に
な
る
傾
向
、
或
は
製
造
作
業
の
垂
直
的
結
合
（
＜
①
目
寓
。
巴

o
o
日
び
冒
9
D
口
。
昌
。
｛
8
9
濫
獲
9
0
け
二
同
貯
o
q
の
b
臼
9
寓
。
ロ
ω
）
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
へ
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
あ
る
揚
合
に
は
、
技
術
的
理
由

に
よ
っ
て
も
だ
ら
さ
ら
れ
π
。
例
え
ば
、
小
さ
な
真
鍮
鋳
造
業
者
は
、
以
前
に
於
て
は
、
動
力
機
械
が
あ
る
種
の
作
業
に
適
応
さ
れ
始
め
だ

と
き
で
す
ら
、
高
価
な
蒸
気
機
関
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
陀
為
に
、
そ
れ
ら
を
必
要
と
し
だ
と
こ
ろ
の
作
業
を
、
専
門
家
達
例
え

ば
貯
ヨ
ω
o
｛
b
o
翫
げ
巽
ω
に
依
頼
し
た
。
然
し
、
ガ
ス
・
エ
ソ
ヂ
ン
及
び
電
動
機
が
、
彼
ら
に
よ
り
便
利
な
型
の
動
力
を
供
給
し
始
め
だ

と
き
、
彼
ら
は
そ
れ
ら
の
作
業
を
自
ら
の
設
備
で
行
い
始
め
π
。
然
し
、
こ
の
方
策
に
最
も
影
響
の
あ
っ
だ
も
の
は
、
生
産
単
位
の
規
模
に

於
け
る
増
大
で
あ
っ
だ
。
一
般
に
「
生
産
高
が
一
定
の
額
に
達
し
た
揚
合
に
は
、
業
者
は
、
生
産
高
が
よ
り
小
で
あ
る
と
き
に
は
、
十
分
に

使
用
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
よ
う
な
、
部
門
を
娃
て
て
引
合
う
も
の
で
あ
る
」
（
三
一
一
二
頁
）
と
云
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
自
転
車
製

造
業
者
は
、
そ
の
生
産
高
が
一
定
の
水
準
に
達
し
だ
と
き
、
鍍
金
を
註
文
す
る
よ
り
も
、
自
己
の
鍍
金
場
を
建
て
る
こ
と
の
方
が
、
経
済
的

で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
生
産
の
基
底
を
広
き
に
置
く
（
び
目
0
9
庫
①
づ
一
目
ひ
q
　
O
一
」
、
け
】
P
①
　
げ
9
の
一
ω
　
O
｛
　
憎
肖
O
創
ρ
O
け
一
〇
昌
）
動

向
で
あ
っ
て
、
前
者
と
は
異
れ
る
力
の
所
産
で
あ
っ
だ
。
こ
れ
は
あ
る
場
合
に
は
、
産
業
の
自
然
の
発
展
で
あ
っ
だ
。
ま
す
製
造
業
者
は
、

そ
の
設
備
を
容
易
に
適
応
し
う
る
と
こ
ろ
の
新
し
い
需
要
が
発
生
し
だ
が
故
に
、
生
産
物
の
範
囲
を
拡
大
し
だ
。
ピ
ン
製
造
業
者
が
ヘ
ア
ピ

ン
及
び
裁
縫
ケ
ー
ス
の
製
造
を
始
め
、
自
転
車
製
造
業
者
が
自
動
自
転
車
の
製
造
に
着
手
し
だ
如
き
は
こ
れ
で
つ
あ
た
。
次
に
業
者
は
、
広

範
な
商
品
を
取
扱
う
顧
客
と
関
係
し
だ
が
故
に
、
新
し
い
需
要
が
与
え
ら
れ
だ
の
を
発
見
し
、
そ
れ
ら
の
生
産
を
開
始
し
だ
。
錠
製
造
業
者

が
、
ゼ
ル
ダ
ー
ズ
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
（
げ
二
一
一
山
O
同
ω
℃
5
P
Φ
国
O
げ
9
】
P
叶
）
か
ら
ド
ア
附
属
品
の
セ
ッ
ト
を
註
文
せ
ら
れ
、
ノ
ブ
や
指
板
の
製
造
を
始

め
た
如
き
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。
然
し
多
く
の
場
合
、
こ
の
方
策
に
対
す
る
誘
い
は
、
産
業
の
自
然
の
発
展
よ
り
も
他
に
あ
っ
だ
。
ま
す
生
産

　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
y
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
。
カ
ン
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究

一一　143　一



　
　
　
G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
y
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究

物
の
範
囲
の
拡
大
は
、
従
来
専
門
と
し
だ
と
こ
ろ
の
商
品
に
対
す
る
需
要
の
傾
き
の
為
に
、
生
産
者
に
強
い
ら
れ
紀
Q
か
く
て
例
え
ば
、
鋳

鉄
製
ホ
ロ
ー
製
品
の
生
産
者
は
、
鋳
鉄
製
ホ
ロ
ー
製
品
の
需
要
が
傾
い
だ
と
き
、
衛
生
器
具
、
自
動
車
の
鋳
物
及
び
鋼
鉄
製
ホ
ロ
ー
製
品
の

生
産
を
始
め
、
ペ
ン
生
産
者
は
、
ペ
ン
の
需
要
が
拡
大
す
る
の
を
と
ど
め
だ
と
き
、
事
務
用
雑
貨
の
生
産
を
開
始
し
だ
。
次
に
こ
の
傾
向
は
、

機
械
の
よ
り
弱
き
る
使
用
及
び
工
場
規
模
の
増
大
に
伴
つ
だ
と
こ
ろ
の
間
接
費
の
漸
増
的
負
担
に
よ
っ
て
、
生
産
者
に
強
い
ら
れ
た
Q
即
ち

生
産
者
は
、
間
接
費
の
影
響
を
可
及
的
小
な
ら
し
め
ん
が
為
に
、
正
常
な
操
業
度
を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
す
、
而
し
て
数
ケ
の
生
産
物
に
関
係

す
る
必
要
が
あ
っ
た
Q
需
要
が
季
節
的
或
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
変
動
す
る
産
業
に
於
て
は
、
こ
れ
は
特
に
必
要
で
あ
っ
だ
。
か
ぐ
て

例
え
ば
、
ラ
イ
フ
ル
銃
及
び
自
転
車
を
併
せ
生
産
し
把
一
会
社
で
は
、
自
転
車
の
製
造
は
ラ
イ
フ
ル
銃
の
註
文
が
不
足
し
て
い
る
間
、
遊
休

せ
る
工
場
を
忙
し
く
せ
ん
が
為
に
、
最
初
着
取
せ
ら
れ
π
。
戦
前
に
於
て
は
、
ラ
イ
フ
ル
銃
は
不
規
則
な
政
府
か
ら
の
註
文
に
よ
っ
て
、
自

転
車
は
季
節
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
需
要
は
非
常
に
変
動
し
だ
が
故
に
、
そ
れ
ら
の
生
産
者
は
、
時
々
こ
の
種
の
対
策
を
構
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。
あ
る
種
の
産
業
就
中
機
械
工
業
で
は
、
こ
れ
と
は
反
対
の
傾
向
が
現
わ
れ
だ
。
第
三
の
平
衝
化
（
ω
b
①
o
巨
冒
9
菖
8
）

の
方
策
が
こ
れ
で
あ
る
。
八
○
年
代
ま
で
は
、
通
常
機
械
工
場
は
多
数
の
異
れ
る
型
の
機
械
を
製
造
し
、
而
し
て
そ
れ
ら
の
多
く
は
顧
客
の

仕
方
書
に
よ
っ
て
組
立
て
ら
れ
た
。
か
か
る
方
策
は
、
明
か
に
生
産
の
経
済
的
方
法
と
両
立
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
需
要
量
が
僅
か
で

あ
っ
泥
為
に
、
必
然
的
に
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
π
。
然
し
そ
れ
ら
の
需
要
が
増
大
し
た
時
、
各
業
者
は
、
特
定
の
機
械
を
専
門
的
に

製
造
し
始
め
だ
Q
か
く
て
あ
る
も
の
は
専
ら
プ
レ
ス
の
製
造
に
当
り
、
ま
だ
あ
る
も
の
は
、
旋
盤
、
鎖
孔
機
及
び
転
送
機
の
如
き
二
、
三
の

機
械
を
専
門
と
し
始
め
π
。
自
動
車
製
造
業
者
の
間
に
於
て
、
特
別
の
ク
ラ
ス
の
車
を
専
問
と
す
る
傾
向
が
生
じ
淀
の
は
他
の
適
例
で
あ

る
Q

　
市
場
組
織
（
o
目
σ
q
9
巳
N
9
識
8
0
h
誓
。
口
凌
闘
醇
）
或
は
売
買
の
方
法
（
ヨ
鴛
閃
Φ
謡
ロ
㎝
q
目
①
9
0
創
）
に
於
て
も
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
変
化
が
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生
じ
だ
。
既
迷
の
如
く
、
一
八
六
〇
年
に
於
て
は
、
市
場
を
支
配
し
た
も
の
は
問
屋
で
あ
っ
だ
。
彼
は
大
別
し
て
二
つ
の
機
能
を
も
つ
て
お

っ
た
。
第
一
に
、
彼
は
註
文
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
一
週
間
の
前
金
を
支
払
う
こ
乏
に
対
し
て
、
時
に
材
料
を
分
配
す
る
こ
と
に
対
し
て
、

ま
π
仕
事
を
整
合
す
る
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
も
ち
、
而
し
て
第
二
に
、
彼
は
生
産
物
を
販
売
す
る
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
も
ち
、
こ
れ
が
・

為
に
小
売
商
人
と
関
係
を
保
ち
、
ま
π
巡
回
販
売
入
（
け
同
碧
O
一
一
Φ
同
）
や
代
理
商
人
（
譜
。
韓
）
を
持
虎
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、

生
産
単
位
が
規
模
に
於
て
増
大
し
、
多
額
の
資
本
を
も
つ
と
こ
ろ
の
製
造
業
者
が
典
型
と
な
っ
た
と
き
、
資
金
を
提
供
し
而
し
て
製
造
を
統

制
す
る
彼
の
第
一
の
機
能
は
直
ち
に
失
わ
れ
だ
。
こ
の
機
能
の
喪
失
は
さ
て
措
き
、
同
時
に
彼
は
市
場
に
於
け
る
そ
の
支
配
的
地
位
か
ら
も

落
ち
始
め
た
。
多
く
の
製
造
業
に
嘗
て
、
生
産
者
が
小
売
商
と
、
或
は
消
費
者
と
す
ら
直
接
的
な
接
触
に
入
る
企
て
を
為
し
始
め
た
か
ら
で

あ
っ
だ
。
こ
の
直
接
販
売
（
＆
器
。
け
9
9
a
凝
）
の
企
て
は
、
大
量
に
生
産
し
、
而
し
て
自
ら
の
販
売
組
織
（
ω
①
田
昌
ひ
q
o
彊
ρ
且
N
9
口
。
昌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
持
ち
う
る
程
度
の
大
生
産
者
に
よ
っ
て
の
み
実
行
可
能
で
あ
っ
だ
が
、
か
か
る
方
策
が
採
用
せ
ら
れ
π
の
は
、
均
一
な
註
文
の
確
保
を
一
　
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

層
必
要
な
ら
し
め
把
と
こ
ろ
の
岱
大
事
業
に
於
け
る
間
接
費
負
担
の
増
大
に
主
と
し
て
帰
因
し
だ
。
外
国
と
の
競
争
の
激
化
も
（
こ
の
傾
向

に
対
し
て
一
部
影
響
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
生
産
者
が
外
国
の
顧
客
と
個
人
的
関
係
を
保
っ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
に
於
け
る
価
格
の

下
落
は
、
彼
を
し
て
そ
の
す
べ
て
の
取
引
を
失
わ
し
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
何
と
な
れ
ば
う
商
入
は
英
国
の
生
産
者
に
註
文
を
つ
づ

妙
る
如
何
な
る
古
鐘
を
も
持
だ
な
い
が
故
に
、
と
い
う
考
慮
か
ら
、
生
産
者
は
こ
の
方
策
を
採
用
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
だ
。
然
し
こ
の
傾

向
を
も
た
ら
し
だ
力
は
、
す
べ
て
生
産
者
の
側
か
ら
来
だ
の
で
は
な
か
っ
た
。
小
売
商
人
が
小
規
模
で
あ
っ
だ
時
は
、
生
産
者
は
そ
れ
と
直

接
に
取
引
す
る
こ
と
を
殆
ん
ど
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
す
、
問
屋
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
だ
。
然
七
、
大
エ
ン
ポ
ォ
ツ
ゥ
ム
　
（
o
日
b
o
・

昌
§
日
）
、
マ
ル
テ
ィ
プ
ル
・
シ
ョ
ッ
プ
（
目
二
一
け
一
や
一
①
ω
げ
O
や
）
及
び
デ
パ
ー
ふ
メ
ン
ト
・
ス
ト
ア
（
α
8
母
け
目
。
暮
。
D
8
話
）
の
出
現
と
共

に
、
直
接
取
引
の
可
能
性
及
び
誘
因
は
生
じ
た
。
蓋
し
両
者
土
（
、
中
間
商
人
の
利
益
を
避
け
る
こ
と
に
共
通
の
利
益
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ

　
　
　
G
．
C
．
ア
レ
y
署
「
バ
ー
ミ
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究



G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
y
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
一
一
九
二
七
」
研
究

っ
π
。

　
一
最
後
に
、
個
々
の
事
業
体
相
互
間
の
関
係
（
什
ゴ
O
　
目
①
一
9
叶
一
〇
づ
ω
　
O
剛
　
け
げ
O
一
昌
α
円
く
一
Ω
9
一
　
び
二
ω
一
昌
①
ω
ω
　
q
づ
粗
け
ω
　
け
O
　
O
昌
①
　
P
口
O
け
げ
O
同
）
に
つ
い
て

い
え
ば
、
我
々
の
地
域
は
長
い
間
高
度
に
競
争
的
で
あ
っ
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
に
、
事
業
体
相
互
間
に
於
て
競
争
を
制
限
し
、
ま
だ

合
同
（
餌
ヨ
巴
伽
q
9
日
9
ユ
。
ロ
）
に
よ
っ
て
大
会
社
を
設
立
す
る
新
た
な
る
傾
向
が
生
じ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
そ
れ
が
始
め
て
一
般
的
と
な
つ
把

九
十
年
代
の
後
半
中
は
、
価
格
協
定
h
二
十
。
Φ
画
の
ω
o
o
す
島
8
）
が
典
型
で
あ
っ
だ
。
然
し
二
十
世
紀
の
初
頭
、
こ
の
形
態
は
プ
ー
ル
（
や
o
o
一
）

及
び
合
同
に
席
を
譲
っ
た
。
例
え
ば
、
亜
鉛
引
鉄
板
業
に
於
て
は
、
一
八
八
三
年
及
び
一
八
九
五
年
に
夫
々
価
格
協
定
が
形
成
せ
ら
れ
た
が
、

そ
の
何
れ
に
も
失
敗
し
だ
。
而
し
て
一
九
〇
五
年
に
、
英
国
の
全
業
者
の
九
五
％
よ
り
な
る
9
0
Z
彗
一
8
巴
O
帯
く
§
貯
①
山
ω
ゴ
o
o
け
》
叩

ω
o
o
冨
菖
8
が
形
成
せ
ら
れ
だ
が
、
こ
れ
は
プ
ー
ル
の
形
態
を
と
つ
だ
。
即
ち
各
業
者
は
、
斯
業
に
予
定
さ
れ
た
生
産
高
の
一
部
分
を
割
当

て
ら
れ
、
．
若
し
割
当
て
を
超
過
し
π
場
合
に
は
、
罰
金
を
徴
牧
せ
ら
れ
た
。
ま
だ
、
多
年
の
間
猛
烈
に
競
争
的
で
あ
っ
だ
と
こ
ろ
の
鍛
接
鉄

管
業
に
於
て
は
、
価
格
協
定
に
は
す
べ
て
失
敗
し
、
一
九
〇
二
年
に
各
業
者
は
、
資
本
金
一
、
七
五
〇
、
．
O
O
O
膀
の
ω
8
司
鎚
住
卸
置
亨

嘱
α
ω
と
し
て
合
同
し
た
。
さ
て
、
こ
の
運
動
を
も
だ
む
し
π
と
こ
ろ
の
主
要
な
動
機
は
、
も
と
よ
り
同
業
者
間
の
競
争
を
排
除
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
が
、
間
接
費
の
漸
増
的
負
担
は
、
こ
れ
に
力
強
い
刺
戟
を
与
え
だ
。
即
ち
、
間
接
費
負
担
の
漸
増
の
結
果
、
資
金
的
に
余
裕
の
あ
る

事
業
は
、
そ
の
固
定
費
の
負
担
に
い
く
ら
か
で
も
貢
献
す
る
価
格
で
さ
え
あ
れ
ば
、
商
品
の
生
産
を
つ
づ
け
た
が
故
に
、
競
争
に
よ
る
と
も
、

利
潤
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
足
る
ほ
ど
、
生
産
高
を
減
少
さ
す
こ
と
は
で
き
す
、
か
く
て
同
業
者
間
に
於
て
、
競
争
を
制
限
し
或
は

合
同
し
て
大
会
社
を
設
立
す
る
企
て
が
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
。

　
大
戦
後
、
す
べ
て
の
こ
れ
ら
の
傾
向
は
促
進
せ
ら
れ
だ
。
機
械
設
備
の
増
加
。
典
型
的
生
産
単
位
の
規
模
に
於
け
る
拡
大
。
多
数
巨
大
会

社
の
出
現
。
管
理
方
法
の
改
善
と
下
請
負
組
織
の
実
際
的
減
亡
。
製
造
作
業
の
縦
断
的
結
合
。
下
問
化
及
び
標
準
化
の
進
行
。
流
れ
生
産
及
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び
コ
ン
ペ
ー
ヤ
ー
組
織
の
出
現
。
中
間
商
人
の
機
能
の
減
退
。
而
し
て
、
聯
携
運
動
の
拡
大
。
然
し
我
々
は
、
こ
れ
ら
が
、

と
こ
ろ
の
既
述
の
諸
傾
向
で
あ
っ
π
と
い
う
意
味
に
於
て
、
た
だ
こ
れ
ら
の
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
だ
い
と
思
う
。

促
進
せ
ら
れ
た

五
、
経
営
学
へ
の
役
立
て

　
さ
き
に
、
我
々
は
本
書
の
方
法
を
検
討
し
、
産
業
の
型
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
ア
レ
ン
が
一
般
に
産
業
政
策
論
に
於
て
採
り
あ
げ
ら
れ
る

が
如
き
問
題
の
一
つ
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
こ
れ
を
論
じ
、
産
業
組
織
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
彼
が
内
部
組
織
の
問
題
に
一
つ
の
重
点
を
置

き
な
が
ら
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
而
し
て
後
者
に
つ
い
て
は
、
彼
が
、
中
間
商
人
に
資
金
的
に
依
存
し
把
程
度
を
主
π
る

標
識
と
し
て
区
別
し
だ
と
こ
ろ
の
問
屋
制
度
と
工
場
制
度
と
を
、
更
に
内
部
組
織
な
る
帝
廟
の
観
点
に
も
と
づ
い
て
、
前
者
を
本
来
の
家
内

組
織
と
シ
コ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
組
織
と
に
、
後
者
を
下
請
負
組
織
と
集
中
統
制
組
織
と
に
細
別
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
が
産
業
発
展

の
如
何
な
る
段
階
に
あ
っ
だ
か
を
見
究
め
よ
う
と
し
た
事
実
の
中
に
、
我
々
は
彼
の
積
極
的
主
張
の
ほ
ど
を
う
か
が
つ
泥
。
然
し
、
我
々
は

更
に
一
歩
を
進
め
て
、
、
ア
レ
ン
は
単
に
内
部
組
織
の
問
題
に
止
ま
ら
す
、
一
画
面
経
営
学
的
と
称
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
問
題
の
幾
つ
か
を
も

併
せ
考
慮
し
な
が
ら
、
産
業
組
織
の
変
遷
を
論
じ
π
の
で
あ
る
と
云
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
、
彼
が
ア
シ
ュ
レ
イ
に
親
し
く
指
導

を
仰
い
だ
人
で
あ
っ
だ
こ
と
を
一
つ
の
手
掛
り
と
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　
ア
シ
ュ
レ
イ
に
よ
れ
ば
、
経
営
学
（
じ
0
⊆
の
ω
一
目
①
ω
ω
］
円
O
O
昌
O
b
P
一
〇
ω
）
と
は
「
諸
経
営
が
利
益
を
得
ん
と
す
る
努
力
を
続
く
る
に
際
し
て
現
は

る
そ
れ
言
辞
経
営
の
組
織
、
金
融
、
製
造
政
策
、
労
働
政
策
其
の
他
の
研
究
を
指
す
も
の
で
あ
る
」
（
ω
⊆
ω
ぽ
①
の
ω
国
8
昌
。
日
溜
の
℃
b
●
O
●
平
井

泰
太
郎
著
、
ア
シ
ュ
レ
イ
経
営
学
概
説
、
五
〇
頁
）
。
そ
し
て
こ
の
経
営
学
は
、
資
本
の
調
達
及
び
外
部
陸
揚
と
の
関
係
に
関
す
る
経
営
方

策
論
（
切
⊆
ω
厳
Φ
ω
ω
勺
巳
皆
《
）
と
、
事
業
内
部
の
運
営
に
関
す
る
事
業
運
営
論
（
し
d
二
ω
言
Φ
ω
ω
b
山
ヨ
一
ほ
日
凶
ω
q
9
鉱
。
昌
）
と
に
分
だ
れ
る
の
で

　
　
　
G
．
C
．
ア
レ
y
著
「
バ
i
－
、
、
ソ
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
一
－
九
二
七
」
研
究
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G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
　
一
八
六
〇
－
一
九
二
七
」
研
究

あ
る
が
、
彼
の
所
謂
「
書
か
れ
π
経
営
学
」
（
平
井
泰
太
郎
、
前
掲
書
、
一
二
頁
）
即
ち
「
経
営
学
」
、
は
、
前
者
即
ち
経
営
方
策
論
に
重
点

を
通
い
把
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
そ
の
主
要
部
分
に
於
て
「
経
営
学
が
一
般
経
済
学
の
新
だ
な
る
姉
妹
学
と
し
て
発
達
し
乍
ら
も
、
独

自
の
立
場
に
立
っ
て
居
る
事
を
説
明
せ
ん
が
倦
め
に
、
其
の
例
証
の
一
つ
と
し
て
、
問
接
費
に
対
す
る
経
営
学
的
考
察
を
詳
説
し
、
之
が
経

営
方
策
其
の
他
に
及
ぼ
す
関
繋
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
て
居
る
」
（
平
井
泰
太
郎
、
前
掲
書
、
二
六
頁
）
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
、
ア
シ
ュ

レ
イ
の
こ
の
経
営
学
的
思
考
に
依
拠
し
な
が
ら
採
し
あ
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ
の
問
題
を
、
ア
レ
ン
の
こ
の
堂
．
物
の
中
に

於
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
Q

　
ま
す
、
既
述
の
如
く
ア
レ
ン
は
、
大
戦
に
先
立
つ
一
五
年
乃
至
二
〇
年
の
問
に
、
製
造
方
策
に
減
て
あ
る
変
化
が
生
じ
だ
こ
と
、
而
し
て

そ
の
一
つ
が
「
生
産
の
基
底
を
広
き
に
置
く
」
傾
向
で
あ
っ
だ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
「
生
産
の
基
底
を
広
き
に
置
く
」
と
い
う
言

葉
は
、
ア
シ
ュ
レ
イ
が
そ
の
「
兵
営
学
」
に
撃
て
用
い
淀
と
こ
ろ
の
「
基
底
を
広
き
に
置
く
」
（
．
．
σ
同
。
p
山
①
コ
冒
ひ
q
・
、
．
、
、
o
邑
ρ
同
ひ
身
冒
m
q
・
、
、
餌
巳

．
、
司
①
画
①
包
畠
矯
さ
①
び
9
ω
尻
ご
）
（
O
，
α
『
器
導
α
9
平
井
泰
太
郎
、
前
掲
書
、
一
三
九
、
，
一
四
四
、
一
四
九
頁
）
と
い
う
語
に
尊
い
だ
も
の

で
あ
る
こ
と
は
略
々
確
か
で
あ
る
が
、
ア
レ
ン
は
、
こ
の
方
策
に
密
接
な
関
係
の
あ
っ
た
も
の
が
、
間
接
費
の
漸
増
的
負
担
で
あ
っ
た
こ
と

を
説
明
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
即
ち
「
機
械
の
よ
り
大
な
み
使
用
並
び
に
典
型
的
な
工
場
規
模
の
増
大
は
、
こ
の
地
方
の
虚
業
の
大

部
分
に
わ
た
っ
て
間
接
費
の
負
担
を
高
め
た
。
従
っ
て
会
社
は
、
こ
れ
ら
費
用
の
影
響
を
可
及
的
小
な
ら
し
め
ん
が
為
に
、
彼
ら
の
工
場
を

通
じ
て
常
に
正
常
な
操
業
度
を
確
保
せ
ん
と
企
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
殊
に
需
要
が
季
節
的
或
は
其
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
変
動
す
る
産

業
に
於
て
は
、
彼
ら
は
数
個
の
生
産
物
に
関
係
す
る
必
要
が
あ
っ
把
」
（
三
三
三
i
三
三
四
頁
）
と
。
こ
こ
に
我
々
は
、
ア
シ
ュ
レ
イ
の
経

営
学
的
思
考
と
の
一
つ
の
相
似
点
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
。
次
に
ア
レ
ン
は
、
当
時
売
買
の
方
法
に
つ
い
て
も
一
つ
の
変
化
が
生
じ
元
こ
と
、

而
し
て
そ
の
顕
著
な
様
相
は
直
接
販
売
の
傾
向
で
あ
り
、
か
か
る
傾
向
は
、
均
一
な
註
衣
落
の
確
保
を
一
層
必
要
な
ら
し
め
だ
と
こ
ろ
の
、
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大
事
業
に
於
け
る
間
接
費
負
担
の
増
大
に
主
と
し
て
帰
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
π
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
然
も
「
最
近
の
研
究
は
、
一

会
社
が
商
人
を
通
し
て
よ
り
も
、
自
己
の
組
織
を
通
し
て
売
る
こ
と
の
方
が
よ
り
費
用
の
嵩
む
こ
と
を
示
し
た
。
然
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
よ

め
大
に
し
て
均
一
な
生
産
量
及
び
ぽ
り
安
全
な
市
場
が
獲
得
し
う
る
な
ら
ば
、
従
来
よ
り
も
嵩
む
販
売
費
を
償
っ
て
余
り
あ
る
程
の
製
造
間

接
費
の
軽
減
を
来
す
」
（
三
四
八
頁
）
と
述
て
い
る
が
、
　
こ
こ
に
云
う
「
最
近
の
研
究
」
と
は
、
　
ア
シ
ュ
レ
イ
が
そ
の
「
経
営
学
」
の
第
一

三
節
「
原
価
と
販
売
組
織
」
（
6
0
ω
け
碧
自
ω
巴
①
ω
O
彊
9
巳
N
鼠
8
）
に
於
て
、
間
接
費
の
販
売
組
織
に
及
ぼ
す
影
響
を
論
ず
る
に
当
っ
て
引

用
し
た
と
こ
ろ
の
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
鼠
機
会
社
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
庁
会
社
局
の
研
究
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は

忽
々
確
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
ま
だ
我
々
は
、
ア
シ
ュ
レ
イ
の
経
営
学
的
思
考
の
一
つ
の
援
用
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
夏
・
に
ア
レ
ン
は
、

大
戦
に
先
行
す
る
四
分
・
一
世
紀
の
問
に
、
工
場
の
内
部
組
織
に
つ
い
て
一
つ
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
、
而
し
て
そ
れ
は
下
請
負
組
織
の
消
滅

と
集
申
統
制
組
織
の
出
現
で
あ
b
、
か
か
る
変
化
は
工
場
の
大
規
模
化
に
伴
う
間
接
費
の
漸
増
的
負
担
に
よ
っ
て
促
進
せ
ら
れ
た
も
の
な
る

こ
－
・
G
を
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
機
械
の
よ
り
大
な
る
使
用
の
結
果
、
－
多
数
の
半
熟
練
の
マ
シ
ン
・
オ
ペ
レ
イ
テ
イ
プ
ス
及
び
労
働
者
の
労
働

は
、
熟
練
せ
る
ッ
ゥ
ー
ル
・
メ
ー
カ
ー
及
び
ッ
ウ
ー
ル
・
セ
ッ
タ
ー
の
仕
事
と
整
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
す
、
ま
元
、
生
産
過
程
が
よ
り
複
雑
と

な
っ
た
結
果
㍉
多
く
の
異
れ
る
部
門
の
活
動
が
注
意
深
く
塾
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
整
合
の
必
要
は
高
度
し
集
中

せ
ら
れ
だ
統
制
を
必
要
な
ら
し
め
、
か
く
て
下
請
負
組
織
の
消
滅
を
来
π
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
整
合
は
工
場
規
模
の
増
大
に
伴
う

間
接
費
の
漸
増
に
よ
っ
て
一
応
必
要
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
「
高
価
な
機
械
設
備
を
要
求
し
な
か
っ
た
初
期
の
工
場
に
於
て
は
、
過
程
．

に
於
け
る
一
つ
の
中
絶
は
重
大
な
事
で
は
な
く
、
か
つ
そ
の
什
皐
は
不
規
則
で
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
新
し
い
工
揚
に
於
て
は
、
不
規
則

な
仕
事
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
る
損
失
は
必
然
的
に
極
め
て
大
で
あ
っ
た
」
（
三
三
七
頁
）
と
述
べ
て
、
い
る
。
こ
こ
に
ま
た
我
々
は
、
ア
シ

ュ
レ
イ
的
思
考
の
一
つ
の
展
開
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
ア
レ
ン
は
、
当
時
個
々
の
事
業
体
相
互
間
に
於
て
競
争
を
排
除
す
る
新

　
　
　
G
・
C
・
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究
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G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
ミ
y
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ソ
ト
リ
の
産
業
発
展
、
一
八
六
〇
1
一
九
二
七
」
研
究

た
な
る
傾
向
が
生
じ
だ
こ
と
、
然
も
こ
れ
に
は
間
接
費
の
漸
増
的
負
担
が
力
強
い
刺
戟
と
な
っ
た
こ
乏
を
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
「
資
金
的

に
余
裕
の
あ
る
会
社
は
長
期
問
も
ち
こ
だ
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
固
定
費
の
負
担
に
い
く
ら
か
で
も
貢
献
す
る
価
格
で
さ
え
あ
れ

ば
、
商
品
生
産
に
赴
く
こ
と
が
彼
ら
の
関
心
事
で
あ
っ
把
」
（
三
五
五
頁
）
と
は
、
ア
シ
ユ
レ
イ
が
そ
の
「
経
営
学
」
の
第
一
〇
節
で
論
じ

て
い
る
「
原
価
以
下
の
取
引
」
（
切
返
ω
一
昌
Φ
ω
ω
　
q
口
住
①
同
　
O
O
の
け
）
を
如
実
に
表
明
し
た
言
葉
と
も
受
け
と
れ
る
の
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
条
件
「

の
下
で
は
、
競
争
に
よ
っ
て
は
、
不
況
期
に
能
率
の
低
い
事
業
体
を
撲
滅
し
だ
り
、
利
益
あ
る
価
格
に
於
て
生
産
高
と
需
要
と
を
早
急
に
釣

合
す
こ
と
は
で
き
す
、
か
く
て
生
産
者
の
問
に
診
て
、
競
争
を
制
限
し
或
は
合
同
に
よ
っ
て
大
会
社
を
設
立
す
る
企
て
が
為
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
ま
だ
我
々
は
、
ア
シ
ュ
レ
イ
的
思
考
の
一
つ
の
拡
充
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

ア
レ
ン
が
、
間
接
費
の
漸
増
的
負
担
に
意
味
を
持
π
せ
つ
つ
、
製
造
方
策
、
売
買
の
方
法
、
内
部
組
織
及
び
個
々
の
事
業
体
相
互
間
の
関
係

に
つ
い
て
の
諸
変
遷
を
論
じ
ン
し
い
る
と
い
う
事
実
の
う
ち
に
、
我
々
は
、
ア
レ
ン
が
、
ア
シ
ュ
レ
イ
が
そ
の
「
経
営
学
」
と
於
て
試
み
把
と

相
似
π
観
点
を
考
慮
し
て
い
る
と
い
う
態
度
を
見
出
し
う
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
我
々
は
、
ア
レ
ン
が
内
部
組
織
の
問
題
に
一
つ
の
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
そ
の
所
謂
産
業
組
織
の
変
遷
を
論
じ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
こ
こ
で
は
、
彼
が
、
ア
シ
ュ
レ
イ
が
そ
の
「
経
営
学
」
に
於
て
試
み
だ
と
相
似
た
観
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
所
謂
産
業
組
織
の
変

遷
を
論
じ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
π
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
の
故
に
我
々
は
、
本
書
は
自
ら
二
つ
の
点
に
於
て
経
営
学
へ
の
役
立
て

を
果
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
受
取
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
す
第
一
に
本
書
は
、
ア
シ
ュ
ン
イ
の
「
経
営
学
」
を
充
実
す
る
と
い
う

意
昧
に
於
て
Q
即
ち
、
ア
シ
ュ
レ
イ
が
そ
の
「
経
営
学
」
に
於
て
試
み
た
と
相
似
た
観
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク

・
カ
ン
ト
リ
地
方
の
半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
産
業
組
織
の
変
遷
を
論
じ
て
い
る
と
い
う
意
昧
に
於
て
で
あ
る
。
第
二
に
本
書
は
、
経
営
史
の
一

課
題
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
意
昧
に
而
て
。
即
ち
、
内
部
組
織
の
変
遷
を
、
産
業
組
織
の
変
遷
の
一
つ
の
重
要
な
課
題
と
し
て
論
じ
、
か
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つ
ま
だ
、
鍛
接
費
の
漸
増
的
負
担
に
意
昧
づ
け
ら
れ
だ
と
こ
ろ
の
製
造
方
策
、
．
売
買
の
方
法
、
内
部
組
織
及
び
個
々
の
事
業
体
相
互
間
の
関

係
に
つ
い
て
の
諸
変
遷
を
、
産
業
組
織
変
遷
の
一
課
題
と
し
て
採
り
あ
げ
て
い
る
と
い
う
意
昧
に
於
て
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
我
々
は
、
こ
こ

で
は
右
の
如
き
若
干
の
所
見
を
述
べ
る
に
と
ど
め
、
こ
れ
が
詳
論
に
つ
い
て
は
他
目
を
期
し
た
い
と
思
う
。

一　151
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．
C
．
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レ
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著
「
バ
i
－
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、
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ガ
ム
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九
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七
」
研
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産
業
構
造
の
統
制
原
理宮

　
．
田

喜

代

藏

第
一
産
業
秩
序
の
構
成

　
｝
、
産
業
秩
序
構
成
の
具
体
的
様
式

　
二
、
産
業
秩
序
の
階
層
的
把
握

　
三
、
統
制
経
済
体
制
の
特
質

第
二
　
企
業
構
成
の
統
制
原
理

　
第
二
部
競
争
価
格
の
原
理

　
第
二
部
構
成
価
格
の
原
理

第
一
類
　
単
一
価
格
主
義

第
一
型
　
消
費
者
価
格
・
生
産
者
価
格
・
限
界
費
用
の
均
等
な
る
場
合

第
二
類
　
複
数
価
格
主
義

第
二
型
　
消
費
者
価
格
と
生
産
指
標
価
格
と
均
等
な
る
場
合

第
三
型
　
消
費
者
価
格
と
生
産
者
の
平
準
化
平
均
費
用
と
均
等
な
る
場
合

結
　
　
語
三
つ
の
型
の
社
会
的
意
義
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産
莱
構
造
の
統
制
原
理

第
幽
産
業
秩
序
の
購
成

一、

Y
業
秩
序
構
成
の
具
体
的
檬
式

　
国
民
経
済
は
そ
こ
に
在
古
す
る
一
切
の
家
政
及
び
企
業
を
包
括
し
て
構
成
さ
れ
だ
経
済
構
成
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
別
的
な
家
政
及
び

企
業
は
そ
の
ま
、
直
接
に
全
体
的
な
国
民
経
済
を
構
成
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
方
個
々
の
企
業
を
要
素
的
単
位
と
し
て
築
き
あ
げ
ら
れ

だ
剛
国
の
産
業
秩
序
と
、
他
方
個
々
の
公
私
家
政
を
要
素
的
単
位
と
し
て
成
立
す
る
【
国
の
家
政
秩
序
と
が
二
つ
の
基
幹
と
し
て
双
面
的
に

統
一
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
て
、
全
体
的
な
国
民
経
済
の
生
活
秩
序
・
が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
国
民
経
済
の
構
成
を
支
え
る
一
つ
の
基
幹
だ
る
コ
国
の
産
業
秩
序
し
が
個
別
的
な
企
業
を
要
素
的
単
位
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

く
過
程
は
複
雑
で
あ
る
が
階
層
的
な
秩
序
を
保
っ
て
い
る
。
（
一
）
下
の
階
層
で
は
、
個
々
の
企
業
が
諸
々
の
経
営
の
体
系
づ
け
ら
れ
だ
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

構
成
体
と
し
て
構
成
さ
れ
、
次
い
で
．
（
二
）
中
の
階
層
で
は
、
同
種
商
品
の
生
産
に
当
る
一
切
の
企
業
が
全
体
化
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

産
業
部
門
或
い
は
生
産
部
門
を
構
成
し
、
（
三
）
上
の
階
層
で
は
、
一
切
の
種
類
の
産
業
部
門
が
水
平
的
及
び
垂
直
的
に
統
一
的
秩
序
づ
け
ら

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
て
一
国
の
産
業
体
系
が
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
コ
国
の
産
業
秩
序
L
は
こ
う
し
だ
「
企
業
の
構
成
」
・
「
産
業
部
門
の
構
成
」
・
「
一
国

の
産
業
体
系
の
構
成
」
と
い
う
三
つ
の
階
層
の
重
層
的
構
造
を
も
つ
て
成
立
し
て
い
る
Q

　
然
る
に
一
国
の
産
業
秩
序
の
構
成
さ
れ
る
具
体
的
な
様
式
は
、
経
済
秩
序
の
異
る
の
に
従
っ
て
相
異
し
て
い
る
。
流
通
経
済
秩
序
と
計
画

経
済
秩
序
に
よ
っ
て
国
民
経
済
の
構
成
様
式
、
ひ
い
て
は
そ
の
一
基
幹
た
る
一
国
の
産
業
秩
序
の
構
成
様
式
は
同
一
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
ま
す
国
民
経
済
の
構
成
に
つ
い
て
み
る
は
、
そ
の
流
通
経
済
的
秩
序
の
特
質
．
は
、
下
か
ら
各
個
の
個
別
経
済
一
企
業
及
び
家
政
一
の
自
己
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構
成
の
綜
合
的
成
果
と
し
て
、
一
切
の
個
別
経
済
を
包
括
す
る
国
民
経
済
が
自
動
的
に
構
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
の
う
ち
に
在
し
、
こ
れ
に
対

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
国
民
経
済
の
計
画
経
済
的
秩
序
の
特
質
は
、
上
か
ら
全
体
的
な
国
民
経
済
を
計
画
的
に
構
成
す
る
こ
と
の
う
ち
に
、
こ
れ
に
包
括
さ
れ
る

一
切
の
企
業
及
び
家
政
の
個
別
的
構
成
が
共
に
計
画
さ
れ
る
こ
と
の
う
ち
に
存
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
次
い
で
一
国
の
産
業
秩
序
の
構
成
に
思
う
て
み
よ
う
。
流
通
経
済
的
秩
序
の
下
で
は
、
一
国
の
産
業
秩
序
の
構
成
は
下
か
ら
各
個
の
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
へ

の
空
話
主
義
的
指
導
精
神
に
則
る
自
己
構
成
を
媒
介
と
し
て
、
自
動
的
に
実
現
さ
れ
る
。
鼓
で
は
下
の
階
層
に
お
け
る
各
個
の
企
業
の
構
成

そ
の
も
の
は
特
定
の
構
成
主
体
に
よ
り
、
一
定
の
計
画
に
基
い
て
意
識
的
に
実
行
さ
れ
る
が
、
中
の
階
層
に
於
け
る
各
個
の
産
業
部
門
及
び

上
の
階
層
に
お
け
る
一
国
の
産
業
体
系
、
さ
ら
に
昇
っ
て
全
体
的
な
国
民
半
済
の
生
活
秩
序
は
、
一
定
の
計
画
に
基
↑
意
識
的
構
成
の
成
果

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
構
成
を
実
行
す
る
構
成
主
体
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
鼓
で
は
個
々
の
企
業
が
そ
れ
の
構
成
主
体
湿
る
企
業
者
に

よ
っ
て
意
識
的
に
構
成
さ
れ
る
こ
と
の
う
ち
に
自
の
す
か
ら
、
同
種
企
業
を
包
括
す
る
特
定
の
産
業
部
門
が
構
成
さ
れ
、
次
い
で
個
々
の
産

業
部
門
の
そ
れ
ぞ
れ
が
自
動
的
に
構
成
さ
れ
る
こ
と
の
綜
合
的
成
果
と
し
て
自
の
す
か
ら
一
国
の
産
業
体
系
が
構
成
さ
れ
る
。
従
っ
て
流
通

経
済
秩
序
で
は
、
企
業
の
構
成
に
つ
い
て
は
構
成
主
体
の
構
成
行
為
の
実
行
を
指
導
す
る
構
成
原
理
は
み
ら
れ
る
が
、
一
国
の
産
業
体
系
及

び
産
業
部
門
の
構
成
に
つ
い
て
は
実
践
的
な
構
成
行
為
の
実
行
を
指
導
す
る
構
成
原
理
な
る
も
の
は
な
く
、
単
に
そ
れ
ら
の
構
成
さ
れ
て
い

く
過
程
を
貫
く
盲
目
的
な
経
済
法
則
が
作
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
而
か
も
下
の
階
層
で
企
業
者
が
規
範
的
な
構
成
原
理
に
従
っ
て
実
行

す
る
企
業
構
成
行
為
の
綜
合
的
成
果
と
し
て
、
自
の
す
か
ら
産
業
部
門
の
構
成
過
程
を
貫
く
経
済
法
則
が
作
用
し
、
こ
う
し
た
産
業
部
門
構

成
過
程
を
貫
く
経
済
法
則
の
作
用
の
綜
合
的
成
果
と
し
て
自
の
す
か
ら
に
し
て
一
国
産
業
体
系
の
構
成
過
程
を
貫
く
経
済
法
則
が
作
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
れ
に
反
し
て
国
民
経
済
の
計
画
的
構
成
の
特
質
は
、
一
国
の
国
民
経
済
の
全
体
的
構
成
の
計
画
の
う
ち
に
一
国
の
産
業
秩
序
の
各
階
層

に
お
け
る
具
体
的
内
容
が
共
に
計
画
さ
れ
る
こ
と
の
う
ち
に
存
し
て
い
る
。
鼓
で
は
国
民
経
済
が
構
成
主
体
に
よ
っ
て
全
体
的
に
計
画
さ
れ

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
理
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産
業
構
造
の
統
制
原
理

る
が
、
そ
の
全
体
的
計
画
の
う
ち
に
一
国
の
産
業
秩
序
の
構
成
が
共
に
含
ま
れ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
一
国
の
産
業
秩
序

の
計
画
的
構
成
に
お
い
て
は
、
上
の
階
層
に
お
け
る
一
国
の
産
業
体
系
の
計
画
的
な
意
識
的
構
成
行
為
を
指
導
す
る
構
成
原
理
の
う
ち
に
、

中
の
階
層
に
お
い
て
そ
れ
に
包
括
さ
れ
て
い
る
個
々
の
産
業
部
門
の
構
成
原
理
及
び
下
の
階
層
に
お
け
る
個
々
の
企
業
構
成
の
原
理
が
含
ま

れ
て
い
る
と
言
え
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
産
業
秩
序
の
階
膚
的
把
握

　
そ
れ
ゆ
え
一
国
の
産
業
秩
序
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
に
お
け
る
構
成
原
理
を
究
明
す
る
に
当
っ
て
は
、
一
切
の
階
層
を
含
ん
で
成

立
せ
る
産
業
秩
序
の
重
層
的
な
構
成
原
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
う
ち
に
、
そ
の
内
部
に
配
置
さ
れ
だ
一
つ
の
階
層
の
構
成
原
理
と
し
て

把
握
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
一
国
産
業
秩
序
の
重
層
的
構
成
の
内
部
に
お
け
る
特
定
の
階
層
に
立
っ
て
そ
の
階
層
に
お
け
る
構
成

原
理
を
考
察
す
る
場
合
に
も
、
（
一
）
ま
す
自
己
の
階
層
に
お
け
る
固
有
の
構
造
関
聯
と
、
そ
の
う
え
に
一
面
で
は
、
（
二
）
上
位
の
諸
階
層
に

お
け
る
構
成
に
対
す
る
関
係
と
、
他
面
で
は
（
三
）
下
位
の
諸
階
層
に
お
け
る
構
成
に
対
す
る
関
係
と
、
三
つ
の
関
聯
の
綜
合
と
し
て
み
て
は

じ
め
て
当
該
階
層
の
構
成
関
聯
の
生
活
原
理
が
明
か
に
さ
れ
る
。
即
ち
当
該
階
層
の
講
成
の
も
つ
内
在
的
な
構
成
関
聯
と
、
上
位
の
諸
階
層

の
構
成
か
ら
う
け
る
統
轄
的
な
制
約
関
聯
及
び
下
位
の
諸
階
層
の
構
成
か
ら
う
け
る
限
定
的
な
制
約
関
聯
と
の
綜
合
と
し
て
は
じ
め
て
各
階

層
の
構
成
の
生
活
関
聯
が
明
か
に
さ
れ
る
。

　
ま
す
下
の
階
層
に
お
い
て
企
業
の
構
成
の
原
理
を
取
扱
う
に
当
っ
て
も
、
一
面
上
の
諸
階
層
に
対
す
る
関
聯
に
お
い
て
は
、
直
接
的
に
は

産
業
部
門
の
う
ち
に
包
括
さ
れ
る
個
別
的
な
企
業
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
取
上
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
進
ん
で
は
そ
の
産
業
部
門
を
ば
さ
ら

に
一
国
の
産
業
体
系
を
構
成
す
る
一
つ
の
部
分
的
な
分
肢
と
し
て
取
上
げ
る
。
他
面
下
の
階
層
に
向
っ
て
は
、
そ
れ
の
部
分
的
構
成
体
π
る
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諸
々
の
経
営
の
体
系
づ
け
と
七
て
出
来
上
れ
る
全
体
的
な
社
会
構
成
体
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
取
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
次
い
で
中
の
階
層
に
お
い
て
産
業
部
門
の
構
成
の
原
理
を
明
か
に
す
る
に
当
っ
て
も
、
一
面
に
お
い
て
は
上
の
階
層
に
お
け
る
一
国
の
産

業
体
系
の
内
部
に
お
い
て
そ
れ
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
一
つ
の
部
分
的
な
産
業
部
門
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
取
上
げ
る
と
と
も
に
、
他
面

に
お
い
て
下
の
階
層
に
対
し
て
は
同
種
商
品
の
生
産
を
担
当
す
る
一
切
の
企
業
を
統
合
し
て
出
来
上
れ
る
全
体
的
な
部
門
と
し
て
の
地
位
に

お
い
て
取
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
最
後
に
上
の
階
層
の
一
国
産
業
体
系
の
構
成
に
お
い
て
も
、
一
面
に
お
い
て
上
位
層
に
向
っ
て
は
、
一
国
の
産
業
秩
序
と
家
政
秩
序
と
の

双
面
的
統
一
だ
る
国
民
経
済
の
生
血
秩
序
を
支
え
て
い
る
】
つ
の
部
分
的
な
基
幹
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
取
上
げ
る
と
と
も
に
、
他
面
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

位
層
に
対
し
て
は
、
ま
す
直
接
的
に
は
一
切
の
産
業
部
門
を
統
一
的
に
秩
序
づ
け
て
出
来
上
っ
て
い
る
全
体
的
体
系
と
し
て
取
上
げ
る
と
と

も
に
、
進
ん
で
は
各
産
業
部
門
を
ば
同
種
企
業
の
統
一
と
し
て
出
来
上
つ
だ
全
体
的
な
秩
序
と
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
か
く
み
て
来
る
と
い
つ
れ
の
階
層
に
お
け
る
構
成
原
理
を
明
か
に
す
る
に
当
っ
て
も
、
産
業
秩
序
を
構
成
す
る
三
つ
の
階
層
に
お
け
る
そ

れ
ぞ
れ
の
構
成
原
理
の
統
一
の
う
ち
に
把
握
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
国
民
経
済
の
流
通
経
済
的
秩
序
に
お
い
て
も
、
計
画
経
済
的
秩

序
に
お
い
て
も
一
般
的
に
妥
当
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
二
つ
の
経
済
秩
序
に
お
い
て
こ
れ
ら
三
つ
の
階
層
に
お
け
る
構
成
原
理

の
相
互
関
聯
は
同
一
で
な
く
、
そ
し
て
こ
の
点
に
お
け
る
相
異
の
う
ち
に
両
秩
序
の
も
つ
形
態
的
特
質
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
い
ま
国
民
経
済
の
流
通
経
済
的
秩
序
の
下
で
は
、
下
の
階
層
に
お
い
て
個
々
の
企
業
が
構
成
主
体
だ
る
企
業
者
に
よ
っ
て
意
識
的
に
構
成

さ
れ
る
こ
と
の
集
計
と
し
て
、
申
の
階
層
に
お
い
て
一
切
の
同
種
企
業
の
統
一
と
し
て
特
定
の
産
業
部
門
が
自
ず
か
ら
の
出
来
上
り
、
次
い

で
こ
の
一
切
の
産
業
部
門
の
水
平
的
・
垂
直
的
な
体
系
づ
け
と
し
て
上
の
階
層
に
お
い
て
一
国
の
産
業
体
系
が
自
ず
か
ら
の
出
来
上
る
。
そ

れ
ゆ
え
一
国
の
産
業
体
系
が
い
か
に
構
成
さ
れ
る
か
、
各
種
の
産
業
部
門
が
い
か
に
構
成
さ
れ
る
か
と
い
う
構
成
様
式
の
事
象
関
連
を
確
立

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
理
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産
業
構
造
の
統
制
原
理

し
、
且
つ
か
、
る
構
成
関
聯
の
生
成
を
充
分
な
る
根
拠
か
ら
理
解
的
に
説
明
し
、
最
後
に
こ
の
産
業
秩
序
の
構
成
を
成
果
と
し
て
判
断
し
え

ん
が
為
め
に
は
、
最
も
下
位
層
に
お
け
る
個
々
の
企
業
の
構
成
に
ま
で
遡
っ
て
、
そ
こ
で
企
業
の
構
成
主
体
た
る
企
業
者
が
牧
益
計
算
に
指

導
さ
れ
い
か
に
自
己
の
企
業
を
構
成
す
る
か
の
原
理
を
究
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
れ
に
反
し
て
国
民
経
済
の
計
画
経
済
的
秩
序
の
下
で
は
、
国
家
政
治
体
が
国
民
経
済
の
全
体
的
構
成
を
綜
合
的
に
計
画
す
る
こ
と
の
う

ち
に
、
こ
れ
を
支
え
る
一
つ
の
基
幹
だ
る
産
業
秩
序
の
構
成
が
同
時
に
土
へ
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
産
業
秩
序
の
う
ち
に
お
い
て
上
の

階
層
の
一
国
の
産
業
体
系
・
中
の
階
層
の
各
産
業
部
門
・
下
の
階
層
の
企
業
構
成
が
い
か
に
実
行
さ
れ
て
い
る
か
の
構
成
様
式
の
事
象
関
聯

を
確
立
し
、
且
つ
か
、
る
各
階
層
の
構
造
関
聯
の
生
成
を
充
分
な
る
根
拠
か
ら
理
解
的
に
説
明
し
、
且
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
構
成
を
ば
成
果

と
し
て
判
断
す
る
が
為
に
は
、
最
も
上
位
層
に
お
け
る
一
国
の
国
民
経
済
の
全
体
的
構
成
に
ま
で
遡
っ
て
、
そ
こ
で
国
家
政
、
治
体
が
国
民
経

済
性
の
原
理
に
指
導
さ
れ
て
い
か
に
国
民
経
済
を
計
画
的
に
樽
成
す
る
か
を
究
明
す
る
こ
と
の
う
ち
に
明
か
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
い
ま
一
国
の
産
業
秩
序
を
構
成
す
る
三
つ
の
階
層
を
綜
合
的
に
把
握
せ
ね
ば
な
ら
鍛
と
い
う
事
態
関
聯
を
ば
具
体
的
に
各
種
商
品
の
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

量
の
決
定
と
い
う
問
題
に
浩
う
て
み
て
ゆ
こ
う
。
（
一
）
一
国
の
産
業
体
系
の
全
部
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
国
民
経
済
規
模
、
（
二
）
各
産
業
部
門

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
お
け
る
産
業
規
模
、
（
三
）
個
々
の
企
業
に
お
け
る
企
業
規
模
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
階
層
の
綜
合
的
関
聯
に
お
い
て
の
み
充
分
に
理

解
さ
れ
る
。
こ
う
し
だ
生
産
規
模
の
問
題
は
、
可
能
的
な
規
模
と
現
実
的
な
規
模
と
に
区
別
さ
れ
る
が
、
い
ま
鼓
に
は
一
応
単
に
現
実
的
規

模
の
問
題
と
し
て
の
み
考
察
し
よ
う
。
（
註
）

　
（
註
）
　
例
え
ば
、
企
業
構
成
に
つ
い
て
み
る
に
、
経
営
学
に
謂
わ
ゆ
る
企
業
規
模
は
可
能
的
規
模
生
産
能
力
で
あ
り
、
そ
れ
に
実
際
上
の
操
業
度
の
問
題
を
綜
合
し
て
み
て

　
　
は
じ
め
て
現
実
的
規
模
す
な
わ
ち
生
産
量
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
。

　
い
ま
流
通
経
済
秩
序
の
下
で
は
、
下
か
ら
先
ず
個
々
の
企
業
の
規
模
（
現
実
の
生
産
量
）
が
意
識
的
に
決
定
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
こ
と
の
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綜
合
的
成
果
と
し
て
自
の
す
か
ら
特
定
の
産
業
部
門
に
在
内
す
る
一
切
の
企
業
の
生
産
規
模
（
即
ち
個
別
的
な
生
産
量
）
の
集
計
と
し
て
そ

の
産
業
部
門
の
規
模
（
即
ち
特
定
商
品
の
総
生
産
量
）
が
決
定
さ
れ
、
次
い
で
上
の
階
層
で
一
切
の
産
業
部
門
の
産
業
規
模
の
統
一
的
集
計

と
し
て
国
民
経
済
の
生
産
的
規
模
（
即
ち
一
国
の
社
会
的
生
産
物
の
総
量
）
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
計
画
経
済
秩
序
の
下
で
は
、

上
か
ら
ま
つ
一
国
の
国
民
経
済
の
生
産
規
模
が
全
体
的
に
計
画
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
う
ち
に
こ
の
国
民
経
済
的
生
産
規
模
の
各
産
業
部

門
え
配
分
さ
れ
π
も
の
と
し
て
の
統
轄
的
関
聯
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
部
門
の
産
業
規
模
（
即
ち
特
定
商
品
の
総
生
産
量
）
が
決
定
さ

れ
、
下
の
階
層
で
一
産
業
部
門
の
産
業
規
模
の
そ
の
部
門
に
面
内
す
る
一
切
の
企
業
の
問
え
配
分
さ
れ
た
も
の
と
し
て
個
々
の
企
業
の
企
業

規
模
が
把
握
さ
れ
る
。

　
な
お
こ
の
事
態
関
聯
は
、
一
国
の
総
資
本
な
い
し
労
働
力
及
び
経
済
資
源
の
利
用
の
問
題
と
し
て
み
て
も
同
様
で
あ
る
。
流
通
経
済
秩
序

の
下
で
は
、
下
か
ら
個
々
の
企
業
の
利
用
す
る
各
種
生
産
財
の
部
門
的
集
計
と
し
て
自
の
す
か
ら
そ
の
産
業
部
門
の
利
用
す
る
生
産
財
の
種

類
と
範
囲
と
が
決
定
さ
れ
、
ま
だ
一
切
の
産
業
部
門
の
利
用
す
る
生
産
財
の
国
民
経
済
的
集
計
と
し
て
一
国
の
利
用
す
る
生
産
財
の
種
類
及

び
そ
れ
ぞ
れ
の
総
量
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
計
画
経
済
的
秩
序
の
下
で
は
、
上
か
ら
す
る
国
民
経
済
の
生
活
秩
序
の
構
成
的
計
画
の

う
ち
に
、
一
国
の
利
用
す
る
一
切
の
労
働
力
及
び
経
済
資
源
の
種
類
と
範
囲
が
決
定
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
だ
一
国
の
労
働
力
及
び
経
済
資
源

の
各
産
業
部
門
え
の
配
分
の
う
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
部
門
の
利
用
す
る
生
産
財
の
種
類
及
び
量
が
決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
各
産
業
部
門
に

配
分
さ
れ
だ
生
産
財
の
そ
こ
に
在
記
す
る
一
切
の
企
業
え
の
配
分
の
う
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
利
用
す
る
生
産
財
の
種
類
及
び
範
囲
が
決

定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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構
造
の
統
制
原
理

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
統
制
経
済
体
制
の
特
質

　
以
上
国
民
経
済
構
成
の
流
通
経
済
秩
序
と
計
画
経
済
秩
序
の
特
質
を
対
照
的
に
明
か
に
し
π
が
、
流
通
経
済
秩
序
に
下
属
す
る
一
つ
の
経

済
体
制
と
し
て
の
統
制
経
済
の
構
成
原
理
の
特
質
を
み
て
ゆ
こ
う
。

　
吾
々
は
蛙
に
統
制
経
済
を
ぱ
流
通
経
済
秩
序
に
下
属
す
る
特
殊
の
一
経
済
体
制
と
し
て
把
握
す
る
。
吾
々
の
経
済
生
活
の
構
成
さ
れ
る
最

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
根
本
的
な
形
態
を
経
済
秩
序
と
し
て
把
握
し
、
か
㌧
る
経
済
秩
序
に
下
属
す
る
特
殊
の
歴
史
的
形
態
を
経
済
体
制
と
し
て
把
握
す
る
と
き
、

流
通
経
済
と
計
画
経
済
（
叉
は
資
本
主
義
と
社
会
主
義
）
は
経
済
秩
序
に
属
し
て
お
り
、
流
通
経
済
秩
序
に
下
属
す
る
自
由
主
義
経
済
と
統

制
経
済
と
は
経
済
体
制
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
か
く
み
て
素
る
と
き
自
由
主
義
体
制
の
特
質
は
、
国
民
経
済
の
構
成
ひ
い
て
は
こ
れ
を
支
え
て
い
る
一
基
幹
だ
る
産
業
秩
序
の
構
成
が
、

下
か
ら
個
別
的
な
私
的
企
業
が
営
利
主
義
的
に
構
成
さ
れ
る
こ
と
の
綜
合
的
成
果
と
し
て
自
の
す
か
ら
実
現
さ
れ
る
の
に
自
由
放
任
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
る
こ
と
に
在
し
、
こ
れ
に
対
し
統
制
経
済
体
制
の
特
質
は
、
下
か
ら
私
的
企
業
が
最
大
競
輪
を
目
標
と
し
て
行
う
個
別
的
な
企
業
構
成
を

基
調
と
し
て
国
民
経
済
の
自
動
的
に
構
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
に
対
し
て
、
国
家
政
治
体
が
上
か
ら
国
民
経
済
の
正
し
い
構
成
を
目
標
と
し
て

指
導
規
則
を
加
え
て
い
る
こ
と
に
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
国
の
産
業
秩
序
の
構
成
の
統
制
原
理
を
明
か
に
す
る
に
は
、
流
通
経
済
的
な

根
本
原
理
を
基
調
と
し
な
が
ら
こ
れ
に
対
し
て
国
家
統
制
の
原
理
の
働
き
か
け
る
と
き
生
す
る
綜
合
的
な
構
成
原
理
を
究
明
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

　
さ
て
統
制
経
済
が
流
通
経
済
秩
序
に
下
属
す
る
一
経
済
体
制
で
あ
る
と
せ
ば
、
こ
の
統
制
経
済
下
に
お
け
る
産
業
秩
序
の
構
成
の
問
題
は
、

一
国
の
産
業
秩
序
が
下
か
ら
個
別
的
企
業
の
構
成
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
、
こ
れ
を
媒
介
と
し
て
実
現
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
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国
家
統
制
主
体
が
こ
れ
を
い
か
に
規
制
す
る
か
の
原
理
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
産
業
秩
序
構
成
の
基
本
問
題

を
理
解
す
る
に
は
、
ま
す
個
々
の
企
業
構
成
の
基
本
問
題
を
取
上
げ
、
こ
の
基
本
問
題
が
い
か
に
統
制
経
済
的
に
解
決
さ
れ
る
か
を
究
明
す

る
こ
と
が
心
要
で
あ
る
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
の
う
ち
に
こ
れ
を
媒
介
と
し
て
い
か
に
上
位
層
に
お
け
る
産
業
部
門
の
構
成
及
び
一
国
の
産
業

体
系
の
構
成
の
問
題
が
自
の
す
か
ら
解
決
さ
れ
て
ゆ
く
か
を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
本
稿
は
産
業
秩
序
の
統
制
的
構
成
の
原
理
を
取
扱
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
そ
の
π
め
に
具
体
的
に
は
産
業
秩
序
の
構
成
に
お
け
る
下
位
層
の
企
業
構
成
の
原
理
を
直
接

の
対
象
と
し
て
い
る
所
以
は
実
に
舷
に
存
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
さ
て
企
業
構
成
の
階
層
に
お
け
る
最
も
重
要
な
経
済
問
題
の
一
つ
は
企
業
の
生
産
量
の
決
定
の
問
題
で
あ
る
。
本
来
企
業
構
成
の
経
済
問

題
と
し
て
は
、
い
か
な
る
種
類
の
財
を
生
産
す
る
か
、
こ
れ
を
幾
何
量
だ
け
生
産
す
る
か
の
問
題
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
第
一

の
生
産
の
種
類
の
問
題
と
、
そ
れ
の
可
能
的
生
産
能
力
の
問
題
と
は
、
企
業
の
最
初
構
成
即
ち
設
立
の
問
題
と
し
て
把
握
し
う
る
。
そ
の
う

ち
企
業
の
可
能
的
生
産
能
力
の
問
題
こ
そ
普
通
に
い
わ
ゆ
る
企
業
規
模
の
問
題
で
あ
っ
て
、
生
産
設
備
の
可
能
的
規
模
を
決
定
す
る
こ
と
を

内
容
と
し
て
い
を
。
次
い
で
か
、
る
企
業
設
備
を
前
提
と
し
て
企
業
的
生
産
の
運
営
を
実
行
す
る
に
当
り
、
そ
の
生
産
物
を
幾
何
量
だ
け
生

産
す
る
か
の
問
題
が
起
り
、
こ
れ
は
普
通
に
企
業
操
業
度
の
問
題
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
現
実
的
な
企
業
生
産
量
の
問
題
は
、

可
能
的
企
業
規
模
と
そ
れ
の
操
業
度
と
の
綜
合
と
し
て
は
じ
め
て
解
決
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
い
ま
流
通
経
済
秩
序
で
は
、
こ
う
し
だ
個
々
の
企
業
の
現
実
的
生
産
量
の
当
該
産
業
部
門
に
要
る
集
計
と
し
て
当
該
産
業
部
門
の
生
産
規

模
が
決
定
さ
れ
、
同
種
商
品
の
総
生
産
量
が
決
ま
る
。
し
か
も
こ
う
し
て
決
定
し
だ
各
産
業
部
門
の
総
生
産
量
を
一
切
の
産
業
部
門
に
つ
い

て
統
一
的
秩
序
づ
け
た
も
の
と
し
て
の
一
国
の
産
業
体
系
の
う
ち
に
、
国
民
経
済
的
生
産
規
模
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
流
通
経
済
秩
序

の
下
位
形
態
だ
る
統
制
経
済
体
制
に
お
け
る
一
国
の
産
業
秩
序
の
構
成
原
理
を
明
か
に
す
る
孕
め
に
も
、
必
ず
最
も
下
の
階
層
に
お
い
て
の

　
　
　
産
業
構
造
の
鹸
机
制
原
理
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産
業
構
造
の
統
制
原
理

個
々
の
企
業
の
生
産
量
決
定
の
原
理
と
、
こ
れ
を
媒
介
と
し
て
一
国
の
産
業
秩
序
の
自
動
的
に
構
成
さ
れ
る
過
程
の
う
ち
を
貫
く
経
済
法
則

を
究
明
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
把
う
え
、
さ
ら
に
こ
れ
を
基
調
と
し
て
国
家
政
治
体
が
い
か
に
国
民
経
済
の
構
成
を
指
導
す
る
か
の
原
理
を

明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
を
要
す
る
に
産
業
秩
序
の
統
制
原
理
を
取
扱
う
に
当
っ
て
も
ま
つ
個
別
的
な
企
業
生
産
量
の
決
定
原
理
を
ば

究
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
さ
い
ま
す
自
由
主
義
体
制
の
下
に
お
け
る
企
業
生
産
量
の
決
定
原
理
か
ら
出
発
ド
し
て
ゆ
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
＝
企
業
購
成
の
統
制
原
理

　
さ
て
統
制
経
済
体
制
の
下
に
お
い
て
個
々
の
企
業
構
成
を
指
導
規
制
す
る
こ
と
を
通
じ
て
一
国
の
産
業
秩
．
序
を
正
し
く
構
成
せ
ん
と
す
る

場
合
に
お
い
て
、
今
日
の
流
通
経
済
機
構
を
基
礎
づ
け
る
価
格
形
成
の
機
能
を
通
じ
て
行
う
揚
合
と
、
価
格
機
能
を
通
じ
な
い
諸
々
の
揚
合

と
を
区
別
す
る
こ
と
が
出
束
み
。
な
お
価
格
機
能
を
通
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
市
揚
に
お
け
る
自
由
な
る
競
争
価
格
の
形
成
に
基
く
競
争

価
格
原
理
と
直
接
に
国
家
が
公
定
価
格
を
構
成
す
る
構
成
価
格
原
理
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一162一

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
部
競
箏
慣
格
の
原
理

　
統
制
経
済
体
制
の
下
に
お
い
て
も
、
若
し
国
家
に
し
て
自
由
市
場
に
お
け
る
自
由
な
る
競
争
価
格
の
形
成
を
通
じ
て
自
の
す
か
ら
国
民
経

済
の
生
活
秩
序
の
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
か
Σ
る
競
争
価
格
の
実
現
し
う
る
よ
う
に
意
識
的
に
指
導
規
制

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
実
の
経
済
矛
盾
の
根
拠
を
ば
国
民
経
済
の
自
由
主
義
的
構
成
の
完
全
に
作
用
し
え
な
く
な
つ
π
こ

と
の
う
ち
に
認
め
、
こ
の
矛
盾
を
自
由
な
る
競
争
価
格
原
理
を
作
用
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
制
艀
に
克
服
せ
し
め
ん
と
す
る
場
合
の
如



き
は
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
競
争
価
格
原
理
は
、
自
由
競
争
の
原
理
に
よ
っ
て
、
一
切
の
種
類
の
商
品
の
総
需
要
量
と
総
供
給
量
と
が
決
定
さ

れ
る
と
と
も
に
、
両
者
の
均
衡
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
価
格
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
建
前
と
し
て
お
る
。
そ
し
て
こ

の
自
由
価
格
の
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、
ま
す
消
費
財
に
つ
い
て
は
、
一
面
各
家
政
の
一
切
の
商
品
に
対
す
る
個
入
的
需
要
量
と
、

そ
れ
の
国
民
経
済
的
集
計
と
し
て
の
一
切
の
商
品
に
対
す
る
社
会
的
需
要
量
と
が
決
定
さ
れ
、
・
他
面
各
産
業
部
門
に
属
す
る
一
切
の
企
業
の

個
別
的
生
産
量
と
、
そ
れ
の
産
業
部
門
的
集
計
と
し
て
各
産
業
部
門
の
総
生
産
量
と
が
決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
各
種
商
品
に
対
す

る
総
需
要
量
と
総
供
給
量
と
が
対
向
的
に
均
衡
し
、
且
つ
一
切
の
商
品
相
互
間
が
連
衡
的
に
均
衡
す
る
よ
う
に
す
べ
て
の
種
類
の
商
品
の
市

場
価
格
が
形
成
さ
れ
る
。

　
次
い
で
生
産
財
（
労
働
力
、
経
済
資
源
及
び
中
間
的
生
産
手
段
）
に
つ
い
て
は
、
一
面
各
企
業
（
家
政
が
家
内
的
勤
労
を
需
要
す
る
揚
合

も
あ
る
が
、
こ
の
分
析
は
除
く
）
の
一
切
の
種
類
の
生
産
財
に
対
す
る
個
別
的
需
要
量
と
そ
の
産
業
部
門
的
集
計
、
さ
ら
に
国
民
経
済
的
集

計
と
し
て
各
種
の
生
産
財
に
対
す
る
社
会
的
需
要
量
が
決
定
さ
れ
、
他
面
各
家
政
（
及
び
企
業
）
の
生
産
財
に
つ
い
て
の
個
人
的
供
給
量
の

国
民
経
済
的
集
計
と
し
て
各
種
の
生
産
財
の
社
会
的
供
給
量
が
決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
各
種
の
生
産
財
に
対
す
る
総
需
要
量
と
総

供
給
量
と
が
対
向
的
に
均
衡
し
、
且
つ
日
切
の
生
産
財
相
互
間
が
連
衡
的
に
均
衡
す
る
よ
う
に
す
べ
て
の
種
類
の
生
産
財
の
市
揚
価
格
が
形

成
さ
れ
る
。
こ
う
し
だ
競
争
価
格
が
国
民
経
済
の
構
成
に
対
し
て
も
つ
機
能
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
、
次
項
に
お
い
て
国
家
の
公
定
価
格
構

成
の
指
導
原
理
を
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
か
ら
、
鼓
に
詳
細
に
分
析
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
第
脚
、
家
政
に
お
け
る
需
要
構
成

　
各
家
政
は
家
の
生
活
の
最
良
の
構
成
を
目
標
と
し
て
、
一
面
で
は
そ
の
提
供
す
る
労
働
力
及
び
其
他
の
生
産
財
の
種
類
及
び
範
囲
を
ば
そ

れ
ら
の
市
場
価
格
を
指
標
と
し
て
決
定
す
る
と
と
も
に
、
他
面
そ
の
必
要
と
す
る
一
切
の
種
類
の
消
費
財
に
つ
い
て
予
想
さ
れ
る
市
場
価
格

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
理
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産
業
構
造
の
統
制
原
理

を
指
標
と
し
な
が
ら
購
入
す
る
商
品
の
種
類
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
購
入
数
量
を
ば
相
関
的
に
決
定
す
る
。
家
政
経
済
な
る
も
の
は
、
か
く
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

く
労
働
力
そ
の
他
の
生
産
財
を
提
供
し
て
貨
幣
所
得
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
稼
得
経
営
と
、
こ
の
貨
幣
所
得
を
支
出
し
て
消
費
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
購
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
消
費
経
営
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
全
体
的
な
経
済
構
成
体
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
家
政
経
済
の
一
部
分
経

営
割
る
消
費
経
営
は
、
与
え
ら
れ
π
一
定
の
貨
幣
所
得
を
も
つ
て
一
定
期
間
の
消
費
計
画
を
作
成
す
る
に
当
り
、
購
入
す
べ
き
一
切
の
種
類

の
商
品
の
限
界
利
用
が
均
等
す
る
よ
う
に
そ
の
所
得
葱
一
切
の
種
類
の
商
品
の
う
え
に
配
分
す
る
（
限
界
利
用
均
等
法
則
）
。
　
然
る
と
き
は
彼

が
各
種
の
商
品
の
う
え
に
配
分
し
π
所
得
量
こ
そ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
に
対
す
る
彼
の
需
要
量
を
表
わ
し
て
い
る
。
従
っ
て
各
家
政
は
限
界

利
用
均
等
怯
則
に
従
っ
て
所
得
を
各
種
の
欲
望
の
う
え
に
配
分
す
る
こ
と
の
う
ち
に
、
購
入
す
べ
き
商
品
の
種
類
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
の

商
品
に
対
す
る
需
要
量
を
同
時
相
関
的
に
決
定
し
て
ゆ
く
と
言
え
る
。
而
し
て
特
定
の
各
種
の
商
品
に
対
す
る
各
家
政
の
個
人
的
需
要
量
を

国
民
経
済
全
体
に
つ
い
て
集
計
す
る
と
き
、
こ
こ
に
各
種
の
商
品
毎
に
社
会
的
総
需
要
量
が
生
れ
る
。

　
こ
の
際
各
家
政
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
み
れ
ば
へ
彼
が
各
種
類
の
商
品
に
対
し
て
認
め
る
限
界
利
用
は
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の
市
揚
価
格
に

均
等
し
て
お
り
（
限
界
利
用
・
慣
格
均
等
法
則
）
、
従
っ
て
彼
が
一
切
の
種
類
の
商
品
に
対
し
て
認
め
る
限
界
利
用
は
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の
市
場

価
格
と
比
例
帥
で
あ
る
と
言
え
る
。
然
る
に
自
由
競
争
の
原
理
の
下
で
は
一
物
一
価
の
法
則
が
働
い
て
お
り
、
同
一
種
類
の
商
品
に
対
し
て

各
家
政
の
支
払
う
価
格
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
一
切
の
家
政
が
同
一
種
類
の
商
品
に
対
し
て
認
め
る
限
界
利
用
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
同
一
の
価

格
と
均
等
し
て
い
る
の
で
あ
る
Q

　
か
よ
う
に
各
家
政
が
同
一
の
商
品
に
対
し
て
認
め
る
限
界
利
用
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
価
格
と
均
等
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
も
、
異
な

れ
る
家
政
の
限
界
利
用
が
相
互
の
間
に
お
い
て
均
等
し
て
い
る
か
否
か
は
確
言
で
き
な
い
。
も
と
も
と
異
な
れ
る
家
政
が
同
一
種
類
の
商
品

に
対
し
て
認
め
る
利
用
そ
の
も
の
は
相
互
に
平
調
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
。
然
る
に
各
家
政
の
特
定
商
品
に
対
し
て
認
め
る
利
用
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は
、
彼
が
そ
れ
を
獲
得
す
る
陀
め
に
支
払
う
こ
と
を
肯
ん
じ
る
需
要
価
格
の
う
ち
に
客
観
的
に
把
握
さ
れ
う
る
。
鼓
に
需
要
価
格
と
は
、
需

要
者
が
特
定
種
類
の
商
品
の
特
定
単
位
を
な
し
に
済
ま
す
よ
り
も
む
し
ろ
支
払
う
こ
と
を
肯
ん
じ
る
最
高
価
格
で
あ
る
。
（
註
ー
ウ
然
る
と
き

は
各
家
政
が
各
種
の
商
品
の
限
界
単
位
に
対
し
て
認
め
る
限
界
利
用
は
、
彼
が
そ
の
限
界
単
位
を
購
入
す
る
た
め
に
に
支
払
う
こ
と
を
肯
ん

じ
る
需
要
価
格
（
限
界
需
要
価
格
）
の
う
ち
に
客
観
的
に
把
握
し
う
る
と
言
え
よ
う
。
い
ま
消
費
者
の
需
要
な
る
も
の
は
、
そ
の
商
品
を
獲

得
す
る
だ
め
に
彼
の
処
分
し
う
る
貨
幣
所
得
の
う
ち
か
ら
幾
何
だ
け
を
費
用
と
し
て
支
出
す
る
か
と
い
う
彼
の
所
得
よ
り
す
る
「
野
静
か
罫

へ分
」
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
註
2
）
従
っ
て
特
定
の
家
政
が
特
定
商
品
に
対
し
て
支
出
す
る
限
界
需
要
価
格
は
、
彼
が
そ
の
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

品
の
限
界
単
位
を
獲
得
す
る
だ
め
に
支
出
す
る
限
界
費
用
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
か
く
み
て
来
る
と
各
家
政
が
特
定
商
品
の
限
界
単
位
に
対

し
て
認
め
る
限
界
利
用
な
る
も
の
は
、
彼
が
そ
の
限
界
消
費
単
位
を
獲
得
す
る
た
め
に
幾
何
の
費
用
を
支
出
す
る
こ
と
を
肯
ん
じ
る
か
と
い

う
限
界
費
用
と
し
て
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
き
に
同
一
の
商
品
を
需
要
す
る
一
切
の
家
政
が
こ
の
商
品
に
対
し
て
認
め
る

限
界
利
用
は
す
べ
て
こ
の
同
一
価
格
（
一
物
一
価
の
法
則
）
と
均
等
し
て
い
る
と
言
つ
元
。
然
る
と
き
は
こ
の
各
家
政
に
つ
い
て
の
限
界
利

用
・
価
格
均
等
注
則
は
ま
π
こ
れ
を
（
消
費
者
）
限
界
費
用
・
奪
格
均
等
法
則
と
し
て
把
握
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
一
切
の

家
政
が
同
一
商
品
に
対
し
て
支
出
す
る
限
界
費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
同
一
の
）
市
場
価
格
と
均
等
化
し
て
い
る
こ
と
を
媒
介
と
し
て
、
相
互

の
間
に
お
い
て
も
連
衡
的
に
均
等
化
し
て
い
る
乏
い
え
よ
う
。
特
定
商
品
に
対
す
る
一
切
の
家
政
の
限
界
費
用
均
等
法
則
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
国
民
経
済
の
全
体
に
つ
い
て
み
て
も
、
一
切
の
種
類
の
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
一
切
の
家
政
の
限
界
費
用
が
連
衡
的
に
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

等
化
ず
る
こ
と
と
な
る
。
各
種
商
品
の
社
会
的
生
産
量
の
各
家
政
の
問
え
の
分
配
は
、
各
家
政
に
つ
い
て
の
限
界
費
用
・
価
格
均
等
法
則
と
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

一
国
民
経
済
内
に
お
け
る
一
切
の
家
政
の
各
種
商
品
に
つ
い
て
の
限
界
費
用
均
等
法
則
と
の
作
用
に
沿
う
て
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
事
態
関
聯

を
裏
か
ら
み
れ
ば
、
一
国
に
お
け
る
総
貨
幣
所
得
一
総
購
買
力
の
各
種
商
品
え
の
配
分
も
亦
、
各
家
政
に
お
け
る
限
界
利
用
均
等
怯
則
の
作

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
理
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産
業
構
造
の
統
制
原
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用
に
よ
る
個
人
的
所
得
の
各
種
商
品
え
の
配
分
の
国
民
経
済
的
集
計
と
し
て
自
動
的
に
実
現
さ
翻
る
。

（
註
1
）
　
竃
鷺
ω
ゴ
騨
昌
噂
》
．
“
国
貯
、
o
苞
。
ω
o
h
国
8
ぎ
旨
一
串
ω
Φ
〈
。
旨
夢
国
ユ
‘
お
H
ρ
”
逡

（
註
2
）
　
消
費
経
営
の
各
種
の
商
品
に
対
す
る
需
要
形
成
は
、
そ
の
処
分
し
う
る
（
個
人
的
）
購
買
力
た
る
貨
幣
所
得
を
ば
費
用
と
し
て
各
種
の
欲
求
の
う
・
兄
に
、
或
い
は

　
各
種
の
商
品
の
う
え
に
充
当
す
る
費
用
配
分
秩
序
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
家
政
に
と
っ
て
は
貨
幣
は
所
得
で
あ
る
。
即
ち
家
政
を
構
成
す
る
一
つ

　
の
部
分
経
営
た
る
筆
記
経
営
に
よ
っ
て
収
得
さ
れ
、
他
の
部
分
経
営
た
る
消
費
経
営
に
よ
っ
て
麦
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
所
得
で
あ
る
。
か
よ
う
に
貨
幣
は
消
費
経
営
に
と

　
つ
て
は
支
出
さ
れ
る
費
用
と
し
て
の
所
得
で
あ
っ
て
、
國
消
費
者
の
各
種
の
商
品
に
対
す
る
需
要
量
は
、
彼
の
処
分
し
う
る
総
所
得
（
個
人
所
得
）
の
各
種
の
商
品
え
配
分

　
さ
れ
た
「
所
得
配
分
」
と
し
て
の
「
費
用
充
当
分
」
で
あ
る
。
か
く
し
て
各
消
費
者
の
需
要
は
個
々
の
商
品
に
対
す
る
需
要
と
し
て
孤
立
的
一
個
別
的
に
で
な
く
、
彼
の

　
作
成
す
る
消
費
計
画
の
全
体
系
の
う
ち
に
織
込
ま
わ
た
も
の
と
し
て
統
一
的
に
把
握
さ
れ
う
る
。
洵
に
企
業
と
言
わ
ず
、
家
政
と
言
わ
ず
、
経
済
の
基
本
課
題
は
経
済
力

　
を
ば
費
用
と
し
て
充
当
す
る
こ
と
の
う
ち
に
存
し
て
い
る
。
国
民
経
済
の
基
本
課
題
は
、
国
民
の
生
活
水
準
の
維
持
を
目
標
と
し
て
一
国
の
支
配
し
う
る
人
間
力
と
軽
済

　
資
源
を
各
種
の
財
の
生
産
の
た
め
に
（
費
用
と
し
て
）
充
当
し
配
分
す
る
こ
と
の
秩
序
の
う
ち
に
存
し
て
お
る
。
消
費
経
営
の
基
本
課
題
は
、
家
の
生
活
維
持
を
目
標
と

　
し
て
そ
の
処
分
し
う
る
貨
幣
所
得
を
各
種
の
欲
望
充
足
の
う
え
に
（
費
用
と
し
て
）
充
当
し
配
分
す
る
こ
と
の
う
ち
に
存
し
て
い
る
。
こ
の
珍
い
つ
れ
の
場
合
に
も
国
民

　
生
活
の
維
持
が
獲
得
さ
る
べ
き
利
用
と
し
て
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
予
言
を
要
し
な
い
が
、
し
か
も
か
x
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
処
分
し
う
る
費
用
を
充

　
越
す
る
こ
と
の
う
ち
に
経
済
の
基
本
課
題
が
存
し
て
い
る
。
こ
れ
を
消
費
経
営
で
な
く
本
来
の
経
済
構
成
体
た
る
家
政
経
済
に
つ
い
て
み
る
に
、
そ
の
処
分
し
う
る
本
源

　
的
な
費
用
た
る
人
聞
力
と
経
済
資
源
を
充
当
し
て
直
接
的
に
は
貨
幣
所
得
の
稼
得
を
行
い
、
最
後
的
に
は
そ
れ
を
も
っ
て
生
活
維
持
の
た
め
の
財
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目

　
標
と
し
て
い
る
。
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第
二
、
企
業
に
お
け
る
供
給
構
成

　
特
定
商
晶
の
生
産
に
当
る
各
企
業
は
、
市
揚
価
格
を
指
標
と
し
な
が
ら
、
最
大
の
牧
益
を
目
標
と
し
て
自
己
の
生
産
量
を
決
定
す
る
。
然

る
と
き
は
同
種
商
品
の
生
産
に
当
る
一
切
の
企
業
の
生
産
量
の
一
産
業
部
門
に
お
け
る
集
計
と
し
て
、
こ
の
特
定
種
類
の
商
品
に
対
す
る
社

会
的
総
供
給
量
が
決
定
さ
れ
る
。
各
企
業
に
し
て
極
帯
計
算
に
指
導
さ
れ
て
生
産
に
従
事
す
る
限
り
、
ま
す
一
産
業
部
門
に
所
属
す
る
一
切

の
企
業
の
う
ち
、
そ
の
平
均
費
用
曲
線
が
市
揚
価
格
よ
り
も
低
位
に
あ
る
企
業
が
、
そ
し
て
単
に
か
、
る
企
業
の
み
が
合
理
的
し
就
業
す
べ

く
誘
引
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
け
だ
し
い
か
な
る
生
産
量
に
お
い
て
も
平
均
費
用
が
市
揚
価
格
よ
り
も
高
い
よ
う
な
企
業
は
抑
々
放
益
を
え



て
生
産
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
一
産
業
部
門
内
に
お
い
て
い
つ
れ
の
企
業
が
現
実
に
就
業
す
る
か
が
決

定
さ
れ
、
蛙
に
就
業
企
業
の
数
が
決
ま
る
Q
次
い
で
こ
れ
ら
就
業
せ
る
一
切
の
企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
費
用
曲
線
が
市
場
価
格
と
交
叉

す
る
点
に
お
い
て
そ
の
生
産
量
を
決
定
す
る
。
け
だ
し
こ
の
限
界
費
用
と
市
場
価
格
と
の
均
等
す
る
点
ま
で
操
業
す
る
こ
と
が
企
業
の
総
牧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

益
を
最
大
な
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
ワ
て
、
こ
の
点
を
弘
く
最
有
利
操
業
度
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
限
界
費
用
・
債
格
均
等
法
則
に
よ
っ
て
、
就

業
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
現
実
の
生
産
量
が
決
定
さ
れ
る
。

　
か
く
の
如
く
し
て
一
事
業
部
門
内
に
お
け
る
現
実
の
就
業
企
業
の
数
と
各
企
業
の
現
実
の
生
産
量
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
両
者
の
相
乗
積
と

し
て
当
該
産
業
部
門
の
総
生
産
量
、
換
言
す
れ
ば
特
種
の
商
品
の
総
生
産
量
が
決
定
さ
れ
る
。
さ
て
こ
の
場
合
同
種
の
商
品
に
つ
い
て
は
一

物
一
価
の
法
則
が
働
い
て
お
7
5
、
同
種
商
品
を
生
産
す
る
一
切
の
企
業
の
販
売
価
格
は
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
伺
一
産
業
部
門
に
属
す
る

一
切
の
企
業
の
限
界
費
用
は
、
か
く
の
如
く
同
一
の
市
場
価
格
と
均
等
化
す
る
こ
と
を
媒
介
と
し
て
相
互
に
連
衡
的
に
均
等
化
す
る
こ
と
と

な
る
。
企
業
的
限
界
費
用
均
等
法
則
が
こ
れ
で
あ
る
。
か
く
み
て
来
る
と
き
、
一
産
業
部
門
に
お
け
る
各
企
業
の
生
産
量
の
決
定
、
こ
れ
を
機

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

能
的
に
下
れ
ば
、
一
産
業
部
門
に
割
当
て
ら
れ
把
総
生
産
量
の
そ
の
部
門
内
の
各
企
業
え
の
配
分
は
、
個
々
の
企
業
に
つ
い
て
の
限
界
費
用
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

価
格
均
等
法
則
と
、
一
産
業
部
門
内
に
お
け
る
企
業
的
限
界
費
用
均
等
注
置
に
従
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
一
産
業
部
門
に

割
当
て
ら
れ
π
総
資
源
の
所
属
各
企
業
え
の
配
分
が
こ
れ
ら
の
法
則
に
従
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
意
署
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
進
ん
で
、
一
切
の
産
業
部
門
を
統
一
的
に
秩
序
づ
け
て
一
国
の
産
業
体
系
の
構
成
さ
れ
る
過
程
を
み
る
に
、
こ
こ
で
は
一
段
高
い

産
業
部
門
的
限
界
費
用
の
均
等
化
す
る
傾
向
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
述
べ
π
よ
う
に
各
産
業
部
門
の
内
部
に
お
い
て
一
切
の
企
業
の

限
界
費
用
が
相
互
に
均
等
化
し
て
企
業
的
限
界
費
用
の
均
等
化
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
う
し
た
各
産
業
部
門
毎
に
一
定
の
大
い
さ
を
も
つ
部
門

的
限
界
費
用
の
相
互
間
の
問
の
相
対
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
商
品
の
価
格
相
互
の
相
対
関
係
と
照
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
各
企
業
の

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
理
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産
業
構
造
の
統
制
原
理

限
界
費
用
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
市
場
価
格
と
均
等
化
し
な
が
ら
、
相
互
に
連
衡
的
に
均
等
化
し
て
い
る
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
一
国
の
産
業

体
系
に
統
合
さ
れ
て
い
る
一
切
の
産
業
部
門
相
互
閥
に
お
い
て
、
各
産
業
部
門
の
部
門
的
限
界
費
用
は
そ
れ
ぞ
れ
該
商
品
の
価
格
と
比
例
的

と
な
る
。
而
し
て
か
く
の
如
く
国
民
経
済
内
に
お
い
て
は
、
一
切
の
産
業
部
門
に
お
け
る
部
門
的
限
界
費
用
が
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
と
比
例
的

で
あ
る
よ
う
に
、
一
国
民
経
済
内
に
お
け
る
一
切
の
産
業
部
門
の
総
生
産
量
が
同
時
相
関
的
に
決
定
さ
れ
る
。
い
ま
若
し
各
産
業
部
門
の
部

門
的
限
界
費
用
が
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
と
比
例
的
で
あ
る
と
い
う
事
態
関
聯
を
部
門
的
限
界
費
用
均
等
化
と
呼
び
う
る
な
ら
ば
（
註
）
、
一
国
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

業
体
系
の
構
成
に
お
い
て
は
、
産
業
部
門
的
限
界
費
用
均
等
法
則
の
働
ぐ
よ
う
に
国
民
経
済
的
総
生
産
量
一
総
社
会
的
生
産
物
の
各
産
業
部

ぢ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぢ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

門
へ
の
配
分
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
取
り
も
直
さ
す
一
国
の
支
配
し
う
る
総
資
源
の
各
産
業
部
門
へ
の
－
各
種
商
品
の
生
産

ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

へ
の
配
分
が
こ
の
法
則
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
き
に
一
産
業
部
門
内
に
お
い
て
企
業
的
限
界
費
用
均
等
法
則

に
従
っ
て
当
該
産
業
部
門
の
（
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
同
一
種
類
の
商
品
の
）
総
生
産
量
が
各
企
業
の
う
え
に
配
分
さ
れ
て
行
っ
た
よ
う
に
、

い
ま
一
国
の
産
業
体
系
の
内
部
に
お
い
て
産
業
部
門
的
限
界
費
用
均
等
法
則
に
従
っ
て
国
民
経
済
全
体
に
お
け
る
総
社
会
的
生
産
物
の
各
産

業
部
門
へ
の
配
行
が
行
わ
れ
る
。

　
（
註
）
　
一
国
の
産
業
体
系
の
内
部
に
お
い
て
一
切
の
産
業
部
門
の
部
門
的
限
界
費
用
の
相
対
関
係
が
そ
の
商
品
価
絡
の
相
対
関
係
と
一
致
し
て
い
る
と
い
う
事
態
関
聯
を
部

　
　
門
的
限
界
費
用
均
等
化
と
し
て
把
握
す
る
。
こ
の
こ
と
は
需
、
要
面
に
お
い
て
、
特
定
の
消
費
主
体
が
各
種
の
財
に
つ
い
て
認
め
る
限
界
利
用
の
相
対
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
価
格
の
相
対
関
係
と
一
致
し
て
い
る
、
事
態
を
ば
、
限
界
利
用
均
等
法
則
と
し
て
把
握
し
た
こ
と
と
対
応
し
て
理
解
し
た
い
。

　
第
三
、
生
活
秩
序
の
構
成

　
家
政
秩
序
と
産
業
秩
序
と
の
双
面
的
な
統
一
と
し
て
国
民
経
済
の
生
活
秩
序
の
構
成
さ
れ
る
過
程
を
各
種
商
事
毎
に
み
よ
う
。

　
一
面
一
国
の
家
政
秩
序
に
お
い
て
、
各
家
政
が
各
種
の
商
品
毎
に
そ
れ
の
市
費
価
格
を
指
標
と
し
て
限
界
利
用
と
価
格
と
の
均
等
す
る
よ

う
に
（
商
品
別
限
界
利
川
・
価
格
均
等
法
則
に
従
っ
て
）
決
定
し
だ
需
要
量
の
国
民
経
済
全
体
に
就
い
て
の
集
計
と
し
て
、
各
種
の
商
品
の
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社
会
的
総
需
要
量
の
国
民
経
済
的
秩
序
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
他
面
一
国
の
産
業
秩
序
に
お
い
て
は
、
各
産
業
部
門
毎
に
こ
れ
に

包
埋
さ
れ
て
い
る
一
切
企
集
が
そ
の
商
品
の
紫
煙
価
格
を
指
標
と
し
て
限
界
費
用
・
価
格
均
等
法
則
の
よ
う
に
決
定
し
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産

量
の
産
集
都
門
全
体
に
つ
い
て
の
集
計
と
し
て
、
企
集
的
限
界
費
用
均
等
法
則
の
作
用
す
る
よ
う
に
各
種
商
品
の
社
会
的
総
供
給
量
が
決
定

さ
れ
る
、
か
く
し
て
決
把
さ
れ
に
各
種
産
集
心
門
の
社
会
的
供
給
量
相
互
の
問
に
お
い
て
産
業
部
門
的
限
界
費
用
と
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
と
が

均
等
す
る
よ
っ
に
一
国
の
聖
堂
体
系
が
構
成
さ
れ
、
鼓
に
一
切
の
種
類
の
商
品
の
社
会
的
供
給
量
の
体
系
と
し
て
社
会
的
生
産
物
の
国
民
経

済
的
体
系
が
構
成
さ
れ
る
。
最
後
に
か
よ
う
に
各
種
酉
品
毎
に
そ
の
市
揚
価
格
を
指
標
と
し
て
家
政
秩
序
よ
り
出
る
社
会
的
総
需
要
量
と
産

業
郡
門
よ
り
出
る
社
会
駒
総
供
給
量
と
が
、
対
向
的
に
均
衡
す
る
こ
と
と
な
る
。
或
い
は
か
、
る
社
会
的
需
要
量
と
社
会
的
供
給
量
が
対
向

的
に
均
衡
す
る
と
こ
ろ
に
、
各
種
の
商
品
の
市
揚
価
格
が
決
定
さ
れ
る
と
言
え
る
。

　
さ
て
目
田
競
争
の
下
で
は
、
か
く
し
て
各
種
の
商
品
毎
に
総
策
妥
量
と
総
供
給
量
と
が
対
向
的
に
均
衡
す
る
と
と
も
に
、
一
切
の
種
類
の

商
品
の
相
互
の
間
に
お
い
て
連
衡
的
に
均
衡
す
る
よ
う
に
、
一
切
の
種
類
の
商
品
の
市
塵
価
格
が
同
時
相
関
的
に
形
成
さ
れ
る
が
、
か
く
の

如
く
一
切
の
種
類
の
商
品
の
市
揚
価
格
が
一
般
均
衡
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
の
う
ち
に
、
一
面
で
は
各
種
商
品
の
社
会
的
総
供
給
量
の
国
民

経
済
的
な
統
一
的
秩
序
づ
け
と
し
て
一
国
の
産
集
体
系
が
構
成
さ
れ
る
。
最
後
に
一
国
の
家
政
秩
序
に
お
け
る
各
種
商
品
の
総
需
．
要
量
の
国

民
経
済
的
秩
序
と
、
産
集
秩
序
に
お
け
る
一
国
群
集
体
系
の
表
わ
す
各
種
商
品
の
総
供
給
量
の
国
民
経
済
的
秩
序
と
が
対
向
的
に
均
衡
し
て
、

最
も
上
位
層
で
国
民
澄
済
の
生
括
秩
序
が
構
威
さ
れ
る
。
い
ま
の
こ
の
生
産
と
消
費
と
の
両
側
面
の
双
面
的
秩
序
づ
け
を
二
つ
の
段
階
に
刷

け
て
み
よ
う
。

　
甲
　
特
定
商
品
t
特
定
産
業
部
門
の
段
階
、

　
自
門
価
格
王
義
の
下
に
お
い
て
は
、
特
定
商
品
の
生
産
に
当
る
産
集
部
門
内
部
に
お
け
る
一
切
の
企
業
の
限
界
費
用
は
、
同
一
の
市
揚
価

　
　
　
産
業
…
構
造
の
統
制
原
理
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格
と
均
等
化
し
な
が
ら
（
限
界
費
用
・
価
格
均
等
法
則
）
、
ま
た
相
互
の
問
に
お
い
て
均
等
化
し
て
お
り
（
企
業
的
限
界
費
用
均
等
法
則
）
、

ま
だ
他
面
一
切
の
家
政
の
こ
の
種
商
品
に
対
す
る
個
別
的
な
主
観
的
な
限
界
利
用
は
こ
の
同
一
の
市
場
価
格
と
均
等
化
し
て
い
る
こ
と
と
な

る
（
限
界
利
用
・
価
格
均
等
法
則
）
。
然
る
に
鼓
に
も
一
物
一
価
の
法
則
が
働
き
、
生
産
者
の
販
売
価
格
と
消
費
者
の
購
入
価
格
は
同
一
で

あ
な
か
ら
し
て
、
こ
う
し
把
同
種
商
品
の
同
一
価
格
を
め
ぐ
っ
て
、
一
面
で
は
こ
れ
を
生
産
す
る
産
業
部
門
内
の
一
切
の
企
業
の
企
業
的
限

界
費
用
及
び
相
互
に
均
等
化
せ
る
部
門
的
限
界
費
用
が
こ
の
価
格
と
均
等
化
し
て
お
り
、
他
面
で
は
こ
の
特
定
商
品
を
需
要
す
る
一
切
の
家

政
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
こ
の
商
品
に
対
す
る
限
界
利
用
が
こ
の
価
格
と
主
観
的
に
均
等
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
結
果
個
々
の
種
類

の
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
価
格
と
一
切
の
企
業
の
限
界
費
用
及
び
産
業
部
門
的
限
界
費
用
と
、
一
切
の
家
政
の
限
界
利
用
と
が

対
向
的
に
均
等
化
し
、
且
つ
そ
の
点
に
お
い
て
そ
の
商
品
の
総
需
要
量
と
総
供
給
量
と
が
対
向
的
に
均
衡
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
各
個

の
産
業
部
門
即
ち
各
種
の
商
品
に
つ
い
て
、
各
消
費
者
が
そ
の
商
品
に
対
し
て
認
め
る
限
界
利
用
は
、
一
切
の
企
業
が
こ
の
商
品
に
対
し
て

支
払
う
だ
限
界
費
用
と
均
等
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
反
対
に
言
え
ば
、
各
企
業
が
最
後
の
生
産
量
を
生
産
す
る
だ
め
に

支
出
す
る
生
産
費
（
限
界
費
用
）
が
、
一
切
の
消
費
者
が
最
後
の
消
費
量
に
対
し
て
認
め
る
限
界
利
用
と
均
等
す
る
。

　
い
ま
異
れ
る
家
政
相
互
の
間
で
は
、
彼
等
の
利
用
な
い
し
限
界
利
用
は
比
呈
す
べ
く
も
な
い
が
、
し
か
し
各
家
政
の
限
界
利
用
は
彼
が
そ

の
限
界
消
費
単
位
を
獲
得
す
る
だ
め
に
支
出
す
る
限
界
費
用
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
は
前
に
明
か
に
し
π
。
か
く
解
す
る
な
ら
ば
以
上
に

結
論
し
π
事
態
は
、
各
企
業
が
限
界
生
産
単
位
を
生
産
す
る
に
要
す
る
生
産
費
（
限
界
費
用
）
が
、
そ
の
商
品
の
一
切
の
消
費
者
が
そ
の
消

費
す
る
限
界
単
位
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
を
肯
ん
じ
る
限
界
費
用
と
均
等
す
る
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
々
の
企
業
者
が
そ
の
限
界

生
産
単
位
を
生
産
す
る
た
め
に
支
出
す
る
限
界
費
用
が
、
個
々
の
消
費
者
が
そ
の
限
界
消
費
単
位
を
獲
得
す
る
セ
め
に
支
払
う
限
界
費
用
と

均
等
化
す
る
よ
う
に
、
各
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
景
を
決
定
し
、
各
消
費
者
は
そ
の
需
要
量
を
決
定
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ひ
い
て
は
特
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定
の
産
業
部
門
が
そ
の
種
の
商
品
の
総
生
産
量
の
限
界
単
位
を
生
産
す
る
だ
め
に
支
出
す
る
限
界
費
用
が
、
そ
の
種
の
商
品
の
一
切
の
消
費

者
が
そ
れ
ぞ
れ
限
界
消
費
単
位
に
対
し
支
払
お
う
と
す
る
限
界
費
用
と
均
等
す
る
よ
う
に
、
そ
の
商
品
の
総
生
産
量
と
総
需
要
量
と
が
決
定

さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
Q

　
乙
　
一
切
の
種
類
の
商
品
の
相
互
関
係
－
一
国
の
産
業
体
系
の
構
造
。

　
一
国
の
産
業
体
系
の
内
部
に
つ
い
て
み
る
に
、
各
産
業
の
部
門
的
限
界
費
用
が
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
価
格
と
均
等
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

一
切
の
産
業
部
門
の
相
互
問
に
お
け
る
産
業
部
門
的
限
界
費
用
の
相
対
関
係
は
各
種
の
商
品
価
格
の
相
対
関
係
と
照
応
す
る
こ
と
と
な
る
。

ま
π
他
面
、
一
切
の
家
政
に
と
っ
て
各
種
商
品
の
限
界
利
用
が
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
価
格
と
均
等
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
個
の
家
政
の
各
種

商
品
に
対
し
て
認
め
る
主
観
的
限
界
利
用
の
相
対
関
係
は
各
種
商
品
価
格
の
相
対
関
係
と
照
応
し
て
い
る
。
い
ま
各
家
政
の
主
観
的
な
限
界

利
用
を
客
観
的
に
表
わ
す
も
の
と
し
て
彼
等
が
商
品
の
限
界
単
位
に
対
し
支
払
う
こ
と
を
肯
ん
じ
る
限
界
費
用
を
取
上
げ
る
な
ら
ば
、
一
切

の
種
類
の
商
品
の
生
産
の
支
出
す
る
（
生
産
）
限
界
費
用
の
相
対
関
係
は
、
各
個
の
家
政
の
支
出
す
る
（
消
費
）
限
界
高
翔
の
相
対
関
係
と

照
応
関
係
を
も
つ
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
切
の
種
類
の
商
品
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
社
会
的
限
界
利
用
曲
線
と
社
会
的
限
界
費
用
山
線
と

の
交
叉
す
る
点
に
お
い
て
、
個
々
の
商
品
種
類
毎
に
総
需
要
量
と
総
供
給
量
が
対
向
的
に
均
衡
し
、
且
つ
一
切
の
種
類
の
商
品
の
相
互
間
に

お
い
て
連
衡
的
均
衡
が
成
立
す
る
よ
う
に
、
鼓
に
一
．
切
の
種
類
の
商
品
の
均
衡
価
格
が
相
関
的
に
形
成
さ
れ
る
。

　
以
上
は
一
産
業
部
門
内
に
於
け
る
個
々
の
企
業
の
平
均
生
産
量
の
異
な
る
下
訳
で
あ
っ
た
が
、
進
ん
で
完
全
競
争
の
行
き
つ
く
し
た
静
態

均
衡
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
各
企
業
の
限
界
費
用
と
価
格
と
が
均
等
化
す
る
こ
と
の
う
え
に
、
そ
の
点
に
於
て
限
界
費
用
が
平
均
費
用
と
均
衡

化
す
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
各
企
業
内
に
於
て
限
界
費
用
は
平
均
費
用
の
最
低
点
で
こ
れ
と
交
叉
す
る
が
、
自
由
競
争
の
ゆ
き
つ
く
す
と
こ

ろ
価
格
越
こ
の
交
叉
点
に
於
け
る
生
産
費
ま
で
押
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
　
（
限
界
費
用
・
平
均
費
用
均
等
法
則
）
こ
れ
を
産
業
部
門
の

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
理
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産
業
構
造
の
統
制
原
理

立
揚
か
ら
み
れ
ば
、
一
物
一
価
の
法
則
の
作
用
を
媒
介
と
し
て
、
各
企
業
に
つ
い
て
均
等
化
せ
る
平
均
費
用
と
限
界
費
用
と
が
同
時
に
一
切

の
企
業
の
間
に
連
衡
的
に
均
衡
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
一
産
業
部
門
内
に
お
け
る
一
切
の
企
業
の
間
に
単
に
限
界
費
用
が
均
等
化
す
る

の
み
で
な
く
、
な
ほ
平
均
費
用
の
均
等
化
を
み
る
に
至
る
。
か
く
て
一
産
業
部
門
内
に
於
け
る
各
企
業
の
生
産
量
は
、
各
企
業
内
に
於
て
は

門
限
界
費
用
・
平
均
費
用
・
価
格
均
等
法
則
に
従
っ
て
、
産
業
部
門
内
に
於
て
は
一
切
の
企
業
間
に
限
界
費
用
・
平
均
費
用
の
均
等
法
則
の
作
用

す
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
と
錐
も
、
各
企
業
の
生
産
量
は
最
低
の
平
均
費
用
と
価
格
と
の
均
衡
化
す
る

点
で
決
定
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
限
界
費
用
と
価
格
と
の
均
等
法
則
が
妥
当
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
隙
。
た
だ

こ
の
場
合
“
は
限
界
費
用
と
価
格
と
の
均
衡
が
平
均
費
用
の
最
低
点
に
於
て
実
現
し
だ
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
こ
の
競
争
価
格
の
原
理
を
価
格
の
機
能
と
い
う
立
揚
か
ら
考
察
し
よ
う
Q
自
由
な
る
競
争
価
格
の
原
理
に
従
っ
て
各
種
の
商
品

毎
に
つ
い
て
総
需
要
量
と
総
供
給
量
と
が
対
向
的
に
均
衡
す
る
と
と
も
に
、
　
一
切
の
種
類
の
商
品
の
相
互
間
に
お
い
て
も
連
衡
的
に
均
衡
す

る
よ
う
に
一
切
の
商
品
の
市
揚
価
格
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
の
う
ち
に
一
面
こ
の
市
場
価
格
と
限
界
費
用
の
均
等
す
る
よ
う

に
各
個
の
企
業
の
生
産
量
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
の
産
業
部
門
的
統
合
と
し
て
各
産
業
部
門
の
（
従
っ
て
各
種
商
品
の
）
社
会
的
総
生
産
量
が

決
定
さ
れ
、
且
つ
そ
れ
の
国
民
経
済
的
秩
序
と
し
て
一
国
の
産
業
体
系
が
構
成
さ
れ
る
。
而
か
も
他
面
家
政
秩
序
の
側
か
ら
、
こ
の
市
場
価

格
を
指
標
と
し
て
形
成
さ
れ
π
各
家
政
の
各
穂
商
品
に
対
す
る
需
要
量
の
国
民
経
済
的
規
模
に
お
け
る
集
計
と
し
て
の
各
種
の
商
品
に
対
す

る
社
会
的
総
需
要
量
が
、
上
述
し
だ
産
業
秩
序
に
お
い
て
こ
の
価
格
を
指
標
と
し
て
形
成
さ
れ
た
各
種
商
品
に
対
す
る
社
会
的
総
供
給
量
と

対
向
的
に
均
等
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
以
上
は
生
活
財
に
つ
い
て
家
政
が
需
要
者
と
し
て
、
企
業
が
生
産
者
と
し
て
対
向
し
て
そ
の
価
格
が
形
成
さ
れ
る
揚
合
で
あ
る
Q
こ
れ
に

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

対
し
生
産
財
即
ち
労
働
力
・
経
済
資
源
及
び
申
間
的
生
産
手
段
に
つ
い
て
も
、
企
業
（
家
政
が
家
内
労
働
力
の
需
要
者
だ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
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こ
の
分
析
は
省
く
）
が
需
要
者
と
し
、
家
政
及
び
企
業
が
供
給
者
と
し
て
対
向
し
て
そ
の
価
格
が
形
成
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
も
同
一
の
原

理
が
作
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
自
由
な
る
競
争
価
絡
の
形
成
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
（
一
）
各
種
の
生
産
財
の
動
員
さ
れ
る
総
量
、
（
二
）

そ
れ
の
各
産
業
部
門
え
の
、
即
ち
各
種
め
商
品
の
生
産
え
の
配
分
、
（
三
）
各
企
業
え
の
配
分
が
自
の
す
か
ら
決
定
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
い
ま
こ
の
生
産
財
の
供
給
者
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
家
政
経
済
を
取
上
げ
て
み
よ
う
。
家
政
経
済
の
一
つ
の
部
分
経
営
把
る
稼
得
経
営

は
自
己
の
労
働
力
及
び
そ
の
他
自
己
の
処
分
し
う
る
生
産
財
用
役
を
企
業
に
販
売
し
て
貨
幣
所
得
を
稼
得
す
る
。
そ
の
さ
い
各
家
政
は
各
種

の
生
産
財
の
価
格
を
指
標
と
し
て
、
自
己
の
労
働
力
そ
の
他
の
生
産
財
を
い
か
な
る
方
面
に
且
つ
い
か
な
る
程
度
ま
で
提
供
す
る
か
を
決
定

す
る
が
、
彼
に
し
て
職
業
撰
択
の
自
由
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
提
供
す
る
労
働
力
の
限
界
単
位
に
認
め
る
限
界
費
用
が
価
格
と
均
等
す

る
よ
う
そ
の
提
供
す
る
労
働
力
の
範
囲
を
決
定
す
る
。
（
限
界
費
用
・
価
格
均
等
法
則
）
（
な
ほ
企
業
も
亦
そ
の
生
産
物
を
ば
他
の
産
業
部
門
の

企
業
に
生
産
財
と
し
て
提
供
す
る
が
こ
の
関
係
は
省
略
す
る
。
）
こ
う
し
た
各
家
政
経
済
が
個
別
的
企
業
に
対
し
て
提
供
す
る
労
働
力
其
他
の

生
産
財
の
一
産
業
部
門
毎
の
集
計
と
し
て
、
一
産
業
部
門
に
流
入
す
る
生
産
財
の
種
類
と
範
囲
と
が
自
の
す
か
ら
決
定
さ
れ
、
更
に
一
切
の

産
業
部
門
を
統
一
的
に
秩
序
づ
け
る
と
き
、
鼓
に
一
国
の
支
配
し
う
る
人
語
力
及
び
経
済
資
源
の
動
員
総
量
と
そ
れ
の
配
分
の
秩
序
が
相
関

的
に
自
の
す
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
即
ち
（
一
）
一
国
の
国
民
経
済
に
お
け
る
全
入
間
力
の
う
ち
幾
何
量
を
労
働
力
と
し
て
動
員
す
る
か
、
ま
だ

外
界
自
然
の
う
ち
幾
何
量
を
経
済
資
源
と
し
て
動
員
す
る
か
、
と
い
う
動
員
さ
れ
る
労
働
力
及
び
経
済
資
源
の
総
量
。
こ
れ
は
と
り
も
直
さ

す
、
い
か
な
る
種
類
の
労
働
力
及
び
経
済
資
源
が
そ
れ
ぞ
れ
幾
何
量
だ
け
動
員
せ
し
め
ら
れ
る
か
と
い
う
各
種
類
の
資
源
の
数
量
の
決
定
を

意
昧
す
る
。
（
二
）
こ
れ
ら
各
種
の
資
源
の
各
産
業
部
門
え
の
配
分
。
（
一
一
一
）
各
産
業
部
門
え
配
分
さ
れ
π
各
種
類
の
資
源
の
そ
こ
に
在
内
す
る

一
切
の
企
業
え
の
配
分
。
と
い
う
三
つ
の
基
本
課
題
が
、
各
家
政
が
そ
の
処
分
し
う
る
生
産
財
を
ば
古
京
主
義
的
原
理
に
従
っ
て
供
給
す
る

こ
と
の
総
合
的
成
果
と
し
て
自
の
す
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
而
か
も
こ
う
し
陀
労
働
力
及
び
生
産
財
の
供
給
者
π
る
家
政
秩
序
の
側
面
か
あ
決
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定
さ
れ
だ
各
種
の
生
産
財
の
社
会
的
総
供
給
量
と
、
そ
れ
の
各
種
産
業
部
門
え
の
配
分
秩
序
、
及
び
そ
れ
ら
の
各
企
業
え
の
配
分
秩
序
は
、

か
、
る
生
産
財
の
需
要
者
π
る
産
業
秩
序
の
側
面
か
ら
決
定
さ
れ
る
、
労
働
力
及
び
生
産
財
の
え
の
国
民
経
済
的
総
需
要
量
と
、
そ
れ
の
各

産
業
部
門
え
の
配
分
秩
序
、
及
び
そ
れ
の
各
産
業
え
の
配
分
秩
序
と
対
向
的
に
照
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
い
ま
こ
の
産
業
秩
序
の
側
面
か
ら
生
す
る
生
産
財
に
対
す
る
一
国
の
需
要
体
系
は
、
と
り
も
直
さ
す
こ
の
生
産
財
を
結
合
し
て
生
産
す
る

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

消
費
財
に
対
す
る
一
国
の
供
給
体
系
に
照
応
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
さ
き
に
明
か
に
し
て
消
費
財
に
つ
い
て
家
政
秩
序
の
側
よ
り
す
る
需
要
体
系

と
産
業
秩
序
の
側
よ
り
す
る
供
給
体
系
と
の
対
向
的
均
衡
と
し
て
生
じ
π
競
争
価
格
の
機
能
と
し
て
の
、
（
一
）
一
国
の
社
会
的
生
産
物
の
総

量
、
（
二
）
そ
れ
の
各
産
業
部
門
即
ち
各
種
商
品
え
の
配
分
秩
序
、
（
三
）
そ
れ
の
各
産
業
え
の
配
分
秩
序
と
い
う
一
国
の
産
業
秩
序
の
内
部
に

お
け
る
生
産
量
の
配
分
秩
序
は
、
こ
こ
に
生
産
財
に
つ
い
て
家
政
秩
序
の
側
よ
り
す
る
供
給
体
系
と
産
業
秩
序
の
側
よ
り
す
る
需
要
体
系
と

の
対
向
的
均
衡
と
し
て
生
す
る
競
争
価
格
の
機
能
と
し
て
の
、
（
一
）
一
国
の
労
働
力
及
び
経
済
資
源
の
動
員
総
量
の
決
定
、
（
二
）
そ
れ
の
各

産
業
部
門
え
の
配
分
秩
序
、
（
三
）
そ
れ
の
各
企
業
え
の
配
分
秩
停
と
い
う
一
国
の
産
業
秩
序
の
陛
部
に
お
け
る
資
源
の
配
分
秩
序
と
対
向
的

に
照
応
し
て
い
る
Q

　
い
ま
こ
れ
を
競
争
価
格
の
機
能
と
し
て
み
れ
ば
、
自
由
な
る
競
争
価
格
原
理
に
従
っ
て
、
各
種
の
消
費
財
の
価
格
が
一
般
均
衡
的
に
決
定

さ
れ
る
こ
と
の
う
ち
に
、
国
民
緑
済
に
お
け
る
祉
会
的
生
産
物
の
総
量
一
生
産
国
民
所
得
の
規
模
（
国
民
経
済
規
模
）
と
、
そ
れ
の
各
種
の

産
業
部
門
え
の
一
・
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
各
種
の
商
品
え
の
1
配
分
秩
序
と
し
て
の
一
国
の
産
業
体
系
と
、
そ
の
産
業
体
系
の
う
ち
に
織
込
ま

れ
た
も
の
と
し
て
の
各
産
業
部
門
の
規
模
（
産
業
規
模
）
と
、
そ
の
各
産
業
部
門
内
に
包
括
さ
れ
だ
も
の
と
し
て
一
切
の
企
業
の
規
模
（
企

業
規
模
）
が
決
定
さ
れ
、
他
面
各
種
の
生
産
財
の
価
格
が
連
衡
的
均
衡
的
に
形
さ
れ
る
こ
と
の
う
ち
の
一
国
の
処
分
し
う
る
各
種
の
労
働
力

及
び
経
済
資
源
の
総
量
の
決
定
と
、
こ
れ
ら
総
資
源
の
各
種
産
業
部
門
え
の
配
分
の
秩
序
、
及
び
各
産
業
部
門
内
に
割
当
て
ら
れ
だ
総
資
源
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の
こ
れ
に
在
面
す
る
各
企
業
え
の
配
分
秩
序
が
相
関
的
に
決
定
さ
れ
る
。
し
か
も
一
切
の
消
費
財
と
一
切
の
生
産
財
の
価
格
が
一
般
均
衡
的

に
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
前
の
消
費
財
の
国
民
経
済
的
秩
序
と
生
産
財
の
国
民
経
済
的
秩
序
と
が
表
裏
の
関
係
で
均
等
化
す
る
よ
う

に
国
民
経
済
の
生
活
秩
序
が
構
成
さ
れ
る
。
洵
に
競
争
価
格
の
機
能
と
は
、
自
由
市
場
に
お
け
る
競
争
価
格
の
形
成
を
媒
介
と
し
て
、
一
国

の
家
政
秩
序
と
産
業
秩
序
が
双
面
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
、
且
つ
一
国
の
欲
求
秩
序
と
充
当
秩
序
が
双
面
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
て
、
国
民
経
済

の
生
活
秩
序
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
の
う
ち
に
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
国
民
経
済
の
生
活
秩
序
が
競
争
価
格
の
形
成
を
通
じ
て
実
現

さ
れ
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、
一
国
の
産
業
体
系
と
、
こ
れ
を
構
成
す
る
各
産
業
部
門
の
規
模
と
、
そ
こ
に
包
括
さ
れ
る
一
切
の
企
業
規
模

と
が
相
関
的
に
決
定
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
部
溝
成
債
格
の
原
理

　
競
争
価
格
の
原
理
の
重
要
な
特
質
は
、
供
給
者
及
び
需
要
者
の
側
に
お
け
る
自
由
競
争
の
結
果
と
し
て
一
物
一
価
の
法
則
の
働
い
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
自
由
的
な
る
競
争
価
格
と
対
照
さ
れ
る
国
家
的
な
構
成
価
格
の
原
理
の
特
質
は
、
か
、
る
単
一
価
絡
で
な
く
複
数
価

格
を
構
成
し
う
る
こ
と
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
。
尤
も
こ
の
こ
と
は
統
制
価
格
は
複
数
価
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
な
く
、
そ
れ
は

単
一
価
格
為
る
こ
と
も
複
数
価
格
だ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
二
つ
の
「
類
」
に
分
け
て
考
察
し
よ
う
Q

　
第
一
類
軍
一
贋
格
主
義

　
　
第
一
型
　
消
費
者
価
格
・
生
産
者
価
格
・
限
界
費
用
の
均
等
な
る
場
合

　
国
家
的
な
構
成
学
長
は
複
数
価
格
だ
b
う
る
が
、
し
か
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
要
し
な
い
。
吾
々
は
最
初
に
自
由
な
る
競
争

価
格
と
等
し
い
単
一
価
格
を
意
識
的
に
構
成
す
る
い
わ
ば
構
成
的
な
単
一
価
格
の
原
理
を
取
上
げ
よ
う
。
そ
の
為
め
に
は
単
一
価
格
主
義
と
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は
い
か
な
る
内
容
を
も
つ
て
い
る
か
を
一
応
明
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
Q

　
鼓
に
競
争
価
格
原
理
の
最
も
重
大
な
特
質
は
、
同
一
の
商
品
に
つ
い
て
単
一
の
価
格
が
妥
当
す
る
と
い
う
「
野
物
一
価
の
法
則
」
の
妥
当
す

る
こ
と
で
あ
る
Q
こ
こ
に
一
物
一
価
の
法
則
の
内
容
と
し
て
は
、
（
一
）
あ
ら
ゆ
る
供
給
者
に
対
し
て
同
一
の
価
格
が
、
ま
元
（
二
）
あ
ら
ゆ
る

需
要
者
に
対
し
て
同
一
の
価
格
が
行
わ
れ
、
且
つ
（
三
）
生
産
者
価
格
と
消
費
者
価
格
と
が
双
面
的
に
同
一
で
あ
る
。
そ
の
う
え
に
（
四
）
生

産
者
に
対
し
て
の
生
産
指
標
価
格
と
彼
の
販
売
価
格
が
同
一
で
あ
り
、
（
五
）
消
費
者
に
対
し
て
消
費
指
標
価
格
と
彼
の
購
入
価
格
が
同
一
で

み
る
こ
と
が
数
え
ら
れ
る
（
註
）
。
而
し
て
こ
こ
に
構
成
的
単
一
価
格
主
義
と
し
て
取
上
げ
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
五
つ
の
面
に
お
け
る
一
物
一

価
の
法
則
の
実
現
さ
れ
う
る
よ
う
、
国
家
が
公
定
価
格
を
構
成
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
即
ち
そ
れ
は
以
上
析
出
し
把
五
つ
の
関
係
に

お
い
、
て
一
物
一
価
の
法
則
の
行
わ
れ
な
が
ら
、
各
種
の
商
品
毎
に
総
需
要
量
と
総
供
給
亘
と
の
均
衡
す
る
よ
う
な
、
均
衡
価
格
を
国
家
が
公

　　第　　一　　型

（個々の企業について）

鯉

OX＝生　　産　　量

OY＝慣　　　　格

MC＝限界費用曲線

AC＝・平均費用曲線

KP＝市場便格
PM＝＝生産者指標価格

　　＝生産者販売価格

　　＝＝消費者指標価格

　　＝消費者購入価格

　　・＝生産量OMに於ける限界費用

SM＝生産量OMに於ける平均費用

K：LSP＝生産者余剰利潤
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定
価
格
と
し
て
意
識
的
に
構
成
す
る
場
合
で
あ
る
。
従
っ
て
自
由
競
争
に
お
い
て
成
立
す
る
競
争
価
格
の
構
成
原
理
の
も
つ
同
一
の
主
観
的

及
び
客
観
的
条
件
を
充
だ
す
よ
う
に
公
定
価
格
を
構
成
す
る
。

　
（
註
）
　
そ
の
ほ
か
、
同
一
の
生
産
者
に
対
し
そ
の
販
売
す
る
い
つ
れ
の
単
位
の
商
品
に
つ
い
て
も
同
一
の
価
格
が
、
ま
た
同
一
の
消
費
者
に
対
し
て
そ
の
購
入
す
る
す
べ
て

　
の
単
位
に
つ
い
て
も
同
一
の
価
格
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
数
え
ら
れ
る
。

　
ま
す
同
種
商
品
を
生
産
す
る
一
切
の
企
業
及
び
こ
れ
を
購
入
す
る
一
切
の
家
政
に
対
し
て
、
指
標
価
格
と
し
て
の
役
割
を
す
る
単
一
価
格

P
M
を
公
定
し
て
指
示
す
る
。
一
方
一
産
業
部
門
に
お
け
る
一
切
の
企
業
、
即
ち
同
種
商
品
を
生
産
す
る
一
切
の
企
業
の
う
ち
、
自
己
の
平

均
費
用
曲
線
が
こ
の
公
定
さ
れ
だ
生
産
指
標
価
格
よ
り
低
位
に
あ
る
す
べ
て
の
企
業
は
現
実
に
稼
動
す
べ
く
合
理
的
に
誘
導
さ
れ
う
る
。
そ

の
う
え
で
こ
の
現
実
に
稼
動
す
る
一
切
の
企
業
が
、
各
自
の
限
界
費
用
と
こ
の
生
産
指
標
価
格
と
の
均
等
す
る
点
ま
で
生
産
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
自
己
の
生
産
量
O
M
を
決
定
せ
し
め
だ
揚
合
の
そ
の
産
業
部
門
内
に
お
け
る
総
生
産
量
と
、
、
他
方
こ
の
各
車
を
必
要
と
す
る
一
切
の
家

政
が
そ
の
限
界
利
用
を
し
て
こ
の
消
費
指
標
価
格
と
均
等
す
る
よ
う
に
各
自
の
需
要
量
を
決
定
せ
し
め
だ
場
合
に
お
け
る
そ
の
社
会
的
総
需

要
量
と
が
、
対
向
的
に
均
等
す
る
よ
う
に
公
定
価
格
P
M
を
構
成
す
る
。
然
る
う
え
こ
の
均
衡
価
格
P
M
を
も
っ
て
、
一
方
す
べ
て
の
企
業

者
の
販
売
価
格
と
す
る
と
と
も
に
、
他
方
一
切
の
消
費
者
の
購
入
価
格
と
す
る
。

　
い
ま
そ
の
平
均
費
用
曲
線
が
こ
の
価
格
よ
り
低
位
に
あ
る
企
業
の
す
べ
て
が
、
そ
し
て
か
、
る
企
業
の
み
が
操
業
し
、
且
つ
各
企
業
が
そ

れ
ぞ
れ
限
界
費
用
と
こ
の
指
標
価
格
と
均
等
す
る
点
ま
で
操
業
す
る
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
一
産
業
部
門
に
お
け
る
総
生
産
量
及
び
そ
れ
の

各
企
業
え
の
配
分
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
夏
日
価
格
主
義
は
、
こ
の
産
業
部
門
に
指
定
さ
れ
た
総
生
産
量
を
ば
最
小
な
る
生
産
費
即
ち
貨
幣

額
を
も
っ
て
見
積
れ
る
費
用
を
も
つ
て
生
産
し
う
る
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
喜
々
で
各
企
業
に
つ
い
て
限
界
費

用
と
指
標
価
格
と
均
衡
す
る
点
は
、
貨
幣
整
経
計
算
の
側
面
よ
り
み
る
限
り
、
国
民
経
済
的
観
点
よ
り
し
て
も
亦
最
有
利
な
操
業
度
で
あ
る
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と
言
え
る
。
従
っ
て
国
家
が
直
接
に
国
民
経
済
性
を
目
標
と
し
て
企
業
の
個
別
的
生
産
量
従
っ
て
一
産
業
部
門
に
お
け
る
総
生
産
量
を
統
制

せ
ん
と
す
る
揚
合
に
お
い
て
も
、
各
企
業
が
こ
の
最
有
利
操
業
度
に
お
い
て
自
己
の
生
産
量
を
決
定
す
る
よ
う
規
則
す
る
こ
と
は
合
目
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
そ
れ
は
か
、
る
限
界
費
用
と
生
産
指
標
価
格
と
の
均
衡
点
が
、
企
業
に
対
し
て
最
大
牧
益
を
保
障
す
る
営
利
主
義
的
な
最
有
利
操
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

慶
で
あ
る
が
為
め
で
は
な
く
、
国
民
経
済
的
な
欲
求
の
充
当
を
最
も
よ
く
保
障
し
う
る
国
民
経
済
的
な
最
有
利
操
業
度
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
各
企
業
が
そ
の
平
均
費
用
の
最
低
点
に
お
い
て
生
産
量
を
決
定
す
る
謂
わ
ゆ
る
最
適
操
業
度
の
置
合
は
、
個
々

の
企
業
の
立
場
に
お
い
て
最
小
の
生
産
費
で
生
産
せ
ん
と
す
る
純
粋
の
生
産
費
的
考
慮
に
指
導
さ
れ
だ
技
術
的
合
理
性
に
適
合
す
る
点
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
対
．
し
て
こ
の
最
有
利
操
業
度
は
貨
幣
価
値
計
算
を
前
提
と
し
な
が
ら
国
民
経
済
の
生
活
秩
序
を
最
も
良
く
構
成
せ
し
め
ん
と

す
る
本
来
の
経
済
的
合
理
性
而
か
も
国
民
経
済
合
理
性
に
適
合
し
う
る
点
で
あ
る
。

　
さ
て
単
一
価
格
主
義
の
特
質
は
、
各
企
業
の
販
売
価
格
及
び
各
家
政
の
購
入
価
格
が
こ
の
指
標
価
格
（
p
M
）
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
然
る
に
完
全
競
争
の
行
き
つ
く
す
以
前
に
し
て
、
各
企
業
の
生
産
量
が
限
界
養
用
曲
線
と
平
均
費
用
曲
線
と
の
交
点
即
ち
平
均

費
用
曲
線
の
最
低
点
を
越
え
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
限
り
、
各
企
業
の
限
界
費
用
は
常
に
平
均
費
用
よ
り
高
位
に
あ
b
、
従
っ
て
各
企
業

の
販
売
価
格
P
M
（
そ
れ
は
限
界
費
用
と
均
等
し
て
い
る
Y
は
常
に
平
均
費
用
S
M
よ
り
も
高
位
に
あ
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
こ
の
方
法

に
お
い
て
は
、
各
企
業
は
こ
う
し
て
販
売
価
格
（
そ
れ
は
限
界
費
用
と
均
等
し
て
い
る
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
費
用
と
の
差
額
（
前
の
図
に

お
け
る
K
L
S
P
）
だ
け
を
余
剰
利
潤
と
し
て
牧
得
す
る
こ
と
と
な
り
、
而
か
も
各
企
業
相
互
の
間
で
は
各
自
の
異
な
れ
る
平
均
費
用
の
差

異
だ
け
個
遠
鳴
に
相
異
す
る
差
別
的
な
余
剰
利
潤
を
囲
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
国
家
が
公
定
す
る
企
業
の
販
売

価
格
に
は
国
家
の
承
認
す
る
適
正
利
潤
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
昧
で
は
国
家
の
指
定
す
る
生
産
指
標
価
格
、
従
っ
て
こ
れ

と
均
等
す
べ
き
生
産
部
門
的
限
界
費
用
も
亦
こ
の
適
正
利
潤
は
含
め
て
算
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
親
企
業
が
各
自
の
平
均
費
用
と
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限
界
費
用
と
の
差
額
を
余
剰
利
潤
と
し
て
溜
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
限
界
費
用
の
う
ち
に
含
ま
し
め
て
承
認
さ
れ
て
い
る
適
正
利
潤
の
ほ
か

に
、
な
お
こ
れ
を
越
え
て
与
え
ら
れ
る
超
過
利
潤
を
も
牧
得
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
潤
し
て
い
る
。

　
い
ま
第
一
型
の
単
一
価
格
の
構
成
原
理
は
、
第
一
部
の
如
き
自
由
価
格
主
義
で
は
な
く
、
既
に
国
家
が
意
識
的
に
均
衡
価
格
を
構
成
せ
ん

と
す
る
構
成
価
格
主
義
で
あ
る
。
自
由
競
争
に
よ
っ
て
自
動
的
に
実
現
す
る
均
衡
価
格
を
ば
、
自
由
市
場
に
お
け
る
需
要
と
供
給
と
の
自
然

的
均
衡
の
作
用
に
よ
っ
て
実
現
す
る
の
に
放
任
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
統
制
主
体
と
し
て
の
国
家
が
国
民
経
済
の
正
し
い
構
成
を
目
標
と
し

も
っ
て
そ
の
手
段
と
し
て
単
一
価
格
を
構
成
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
主
体
が
自
由
競
争
に
お
い
て
成
立
す
る
競
争
価
格
の
形
成
原

理
の
と
同
一
の
主
観
的
及
び
客
観
的
条
件
を
充
だ
す
よ
う
に
公
定
価
格
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
種
商
品
の
需
要
及
び
供
給

に
影
響
す
る
あ
ら
ゆ
る
条
件
の
変
化
に
応
じ
て
、
ま
た
他
の
種
類
の
商
品
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
変
化
に
応
じ
て
こ
の
構
成
価
格
は
随
時
修
正

さ
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
澱
。
従
っ
て
こ
の
国
家
的
構
成
価
格
主
義
に
基
い
て
こ
う
し
た
一
般
均
衡
的
な
単
一
価
格
を
構
成
す
る
場
合
に
お
い

て
、
果
し
て
条
件
の
変
化
に
応
じ
て
必
要
と
な
れ
る
不
断
の
調
整
を
人
為
的
に
有
効
に
行
い
う
る
か
否
か
が
問
題
の
蕉
点
に
な
っ
て
ぐ
る
。

社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
経
済
計
画
の
可
能
不
可
能
を
め
ぐ
っ
て
謂
わ
ゆ
る
経
済
計
算
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
オ
ス
カ
ー
・
ラ
ン
ゲ

（
O
ω
冒
舘
ド
9
ロ
ぴ
q
Φ
）
が
試
行
誤
謬
法
を
も
つ
て
こ
の
問
題
を
解
決
せ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
註
）

　
（
註
）
　
土
屋
清
訳
「
計
画
経
済
理
論
」
申
央
公
論
社
・
昭
和
十
七
年
　
五
三
一
輔
一
五
頁

　
か
よ
う
に
こ
の
単
一
価
格
主
義
は
、
自
由
な
る
競
争
価
格
に
照
応
す
る
単
一
価
格
を
意
識
的
に
構
成
せ
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

吾
々
が
統
制
経
済
下
に
お
け
る
産
業
構
造
の
統
制
原
理
を
究
明
す
る
課
題
を
取
扱
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
す
㍉
な
お
さ
き
に
第
一
部
に
お
い
て

自
由
競
争
価
格
の
原
理
を
詳
細
に
分
析
し
た
所
以
は
、
い
ま
鼓
に
単
一
価
格
を
統
制
的
に
構
成
す
る
に
当
り
さ
き
に
分
析
し
た
競
争
価
格
の

原
理
を
全
幅
的
に
意
識
し
て
こ
れ
を
実
現
す
る
よ
う
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
．

　
　
　
産
業
」
構
造
の
統
制
原
理
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業
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制
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第
二
類
複
数
債
格
主
義

　
国
家
が
価
格
形
成
を
通
じ
て
国
民
経
済
の
正
し
い
構
成
を
実
現
せ
ん
と
す
る
に
当
り
、
複
数
価
格
を
構
成
し
て
も
っ
て
国
民
経
済
の
構
成

を
計
画
的
に
指
導
規
制
せ
ん
と
す
る
場
合
で
あ
お
。
さ
こ
に
吾
々
は
単
一
価
格
主
義
の
内
容
と
し
て
五
つ
の
関
係
に
お
い
て
同
一
の
価
格
が

公
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
か
に
し
だ
が
、
い
ま
蛙
に
複
数
価
格
主
義
の
内
容
と
し
て
は
、
さ
き
に
明
か
に
し
た
こ
れ
ら
の
関
係
に
お
い
て
差
別

的
価
格
を
公
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
重
要
な
る
も
の
は
、
生
産
者
販
売
価
格
と
生
産
指
標
価
格
と
を
区
別
す
る
こ
と

に
あ
る
。
即
ち
生
産
指
標
価
格
は
一
本
建
と
し
て
指
示
し
、
各
企
業
の
限
界
費
用
を
こ
れ
と
均
等
せ
し
め
つ
つ
、
各
企
業
の
個
別
的
平
均
費

用
を
も
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
価
格
と
す
る
ゆ
然
る
う
え
で
消
費
者
価
格
を
ば
生
産
者
指
標
価
格
と
均
等
せ
し
め
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
く

消
費
者
価
格
を
生
産
者
販
売
価
格
の
平
準
化
し
た
も
の
と
均
等
せ
し
め
る
場
合
と
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
註
）
　
消
費
者
価
格
に
つ
い
て
、
消
費
指
標
価
格
と
消
費
者
購
入
価
格
と
に
差
等
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
者
余
剰
を
排
除
す
る
統
制
価
格
の
型
に
つ
い
て
は
本
稿
に

　
触
れ
な
い
で
お
く
。
従
っ
て
本
稿
で
は
消
費
者
価
格
は
す
べ
て
一
本
建
と
す
る
。

　
第
二
型
　
消
費
者
価
格
と
生
産
指
標
価
格
と
均
等
な
る
場
合

　
特
定
種
類
の
商
品
に
つ
い
て
、
ま
す
生
産
指
標
価
格
（
P
M
）
と
消
費
指
標
価
格
（
P
M
）
と
を
均
等
な
ら
し
め
る
。
次
い
で
生
産
者
価

格
で
は
、
生
産
指
標
価
格
と
生
産
者
花
畠
価
格
と
を
区
別
し
て
二
本
建
と
し
、
後
者
を
ば
各
企
業
の
個
別
的
な
平
均
費
用
S
M
を
基
準
と
し

て
公
定
す
る
。
そ
し
て
消
費
者
価
格
で
は
消
費
指
標
価
格
と
消
費
者
購
入
価
格
と
を
区
別
せ
す
P
M
一
本
建
と
す
る
。
従
っ
て
二
つ
の
消
費

者
価
格
（
P
M
）
は
生
産
指
標
価
格
と
は
均
等
す
る
が
、
生
産
者
販
売
価
格
S
M
と
は
乖
離
す
る
こ
と
と
な
る
。
消
費
者
購
入
価
格
は
消
費

指
標
価
格
及
び
生
産
指
標
価
格
と
は
均
等
し
て
お
り
乍
ら
、
生
産
者
販
売
価
絡
（
S
M
）
の
み
が
こ
れ
ら
三
者
と
乖
離
し
て
各
企
業
の
そ
れ

ぞ
れ
の
平
均
費
用
を
基
準
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
な
お
鼓
で
も
完
全
競
争
の
ゆ
き
つ
く
す
以
前
の
状
態
を
前
提
と
し
、
従
っ
て
限
界
費
用
が
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　　第　　二　　型

（個々の企業について）

MC

Ae

X

／

Y

K
　
　
ぬ

図⑦

PM＝生産者指標価格

　　＝消費者指標価格

　　＝消費者購入価格

　　＝生産量：OMに於る限界費用

SM＝生産者販三三格

　　＝：生産量OMに於る平均費用

KLSP＝国家の収める利得

平
均
費
用
よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
ま
で
生
産
量
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
す
各
種
商
品
に
対
す
る
家
政
の
需
要
量
及
び
企
業
の
生
産
量
の
決
定
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
単
】
価
格
主
義
の
紡
合
と
同
様
に
、

一
面
各
家
政
は
公
定
さ
れ
た
消
費
指
標
価
格
を
基
準
と
し
こ
れ
と
各
自
の
限
界
利
用
と
の
均
等
す
る
よ
う
各
自
の
需
要
量
を
決
定
し
、
他
面

各
企
業
は
生
産
指
標
価
格
を
基
準
と
し
て
こ
れ
と
各
自
の
限
界
費
用
と
均
等
す
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
量
を
決
定
し
な
が
ら
、
か
く
し
て

各
家
政
の
決
定
し
た
個
別
的
需
要
量
の
国
民
経
済
的
集
計
と
し
て
の
社
会
的
総
需
要
量
と
、
各
企
業
の
決
定
し
だ
個
別
的
生
産
量
の
産
業
部

門
全
体
に
お
け
る
集
計
と
し
て
の
社
会
的
総
供
給
量
と
が
対
向
的
に
均
衡
す
る
と
い
う
客
観
的
条
件
を
充
ね
す
と
こ
6
の
均
衡
価
格
を
構
成

し
て
、
こ
れ
を
生
産
者
指
標
価
格
及
び
消
費
者
指
標
価
格
と
し
て
公
定
す
る
。

、
次
い
で
家
政
の
購
入
量
及
び
企
業
の
販
売
量
の
決
定
に
つ
い
て
み
よ
う
。
一
面
一
切
の
消
費
者
に
対
し
て
は
指
標
価
格
と
同
一
の
購
入
価

　
　
　
産
業
…
構
造
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統
制
原
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格
で
も
つ
て
購
入
せ
し
め
る
が
、
他
面
各
企
業
を
し
て
は
各
自
の
生
産
量
を
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
な
平
均
費
用
を
基
準
と
す
る
販
売
価
格
で

販
売
せ
し
め
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
各
家
政
の
購
入
量
の
集
計
と
し
て
の
社
会
的
総
購
入
量
と
、
各
企
業
の
販
売
量
の
部
門
的
集
計
と
し
て

の
総
販
売
量
と
が
対
面
的
に
均
等
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
い
ま
特
定
の
産
業
部
門
の
内
部
に
お
い
て
は
、
こ
の
公
定
の
生
産
指
標
価
格
よ
り
も
低
位
の
平
均
費
用
曲
線
を
も
つ
て
い
る
企
業
の
み
が

現
実
に
就
業
す
る
こ
と
と
な
b
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
就
業
企
業
は
自
己
の
限
界
費
用
が
こ
の
公
定
指
標
価
格
と
均
等
す
る
よ
う
に
各
自
の
生

産
量
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
通
じ
て
一
産
業
部
門
内
に
お
け
る
一
切
の
就
業
企
業
の
限
界
費
用
は
相
互
に
均
等
化
す
る
こ
と
と
な

る
。
し
か
る
に
完
全
競
争
の
行
き
つ
く
す
に
至
ら
ざ
る
以
前
に
お
い
て
は
、
各
企
業
が
か
、
る
最
有
利
操
業
度
ま
で
生
産
し
仁
場
合
、
そ
れ

ぞ
れ
の
限
界
費
用
は
一
切
の
企
業
の
間
に
お
い
て
均
等
化
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
操
業
度
に
お
け
る
平
均
費
用
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に

つ
い
て
相
槍
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
且
つ
平
勾
費
用
と
限
界
費
用
と
の
交
点
を
越
え
て
右
の
部
分
に
お
い
て
は
、
平
均
費
用
は
限
界
費

用
よ
り
も
低
位
に
あ
る
。
従
っ
て
若
し
各
企
業
を
し
て
一
切
の
企
業
に
つ
い
て
均
等
な
る
こ
の
限
界
費
用
を
販
売
価
格
と
し
て
生
産
物
を
販

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

売
せ
し
め
る
も
の
と
す
れ
ば
、
各
企
業
は
こ
の
同
一
の
限
界
費
用
と
各
企
業
に
つ
い
て
相
異
せ
る
平
均
費
用
と
の
差
額
だ
け
を
各
自
の
余
剰

へ
　
　
へ

利
潤
と
し
て
牧
得
す
る
こ
と
と
な
る
。
而
か
も
各
企
業
の
平
均
費
用
の
相
違
す
る
額
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
牧
得
す
る
余
剰
利
潤
の
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

さ
に
差
別
が
生
ず
る
こ
と
と
な
り
、
彼
等
は
差
別
的
余
剰
利
潤
を
牧
め
る
。
い
ま
若
し
統
制
経
済
体
制
の
根
本
原
理
な
る
も
の
は
、
－
各
企
業

に
対
し
て
単
に
適
正
利
潤
の
み
を
許
し
、
こ
れ
を
超
過
す
る
余
剰
利
潤
及
び
差
別
的
な
余
剰
利
潤
を
承
認
し
な
い
と
い
う
建
前
を
と
る
な
ら

ば
、
国
家
統
制
主
体
は
各
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
費
用
に
適
正
利
潤
を
加
算
し
た
る
適
正
価
格
を
も
つ
て
各
企
業
の
販
売
価
格
と
な
し
、

各
企
業
を
し
て
そ
の
生
産
量
を
こ
の
個
別
的
販
売
価
格
を
も
つ
て
国
家
叉
は
共
同
販
売
機
関
に
供
出
せ
し
め
ね
ば
な
ら
澱
。
か
く
の
如
く
各

企
業
の
販
売
価
格
を
ば
各
自
の
平
均
費
用
を
基
準
と
し
て
公
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
企
業
を
し
て
超
過
的
な
余
剰
利
潤
を
利
得
せ
し
め
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る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
而
し
て
こ
れ
を
買
上
げ
た
国
家
叉
は
典
同
販
売
機
関
は
こ
の
商
品
を
各
消
費
者
に
販
売
す
る
に
当
っ

て
は
、
生
産
者
か
ら
買
上
げ
把
個
別
的
販
売
価
格
と
は
関
係
な
く
、
さ
き
に
公
定
し
だ
生
産
指
標
価
格
及
び
消
費
指
標
価
格
と
一
致
せ
る
消

費
者
購
入
価
格
に
て
購
入
せ
し
め
る
こ
と
と
す
る
。
然
る
と
き
は
こ
の
消
費
者
購
入
価
格
（
限
界
費
用
P
M
と
一
致
し
て
い
る
）
が
生
産
者

販
売
価
格
（
限
界
費
用
よ
り
低
い
平
均
費
用
S
M
と
一
致
し
て
い
る
）
を
超
過
せ
る
差
額
K
L
S
P
だ
け
は
国
家
利
得
と
し
て
牧
得
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
第
二
型
は
、
各
企
業
を
し
て
国
民
経
済
的
最
有
利
操
度
に
お
い
て
生
産
せ
し
め
、
ひ
い
て
は
特
定
商
品
の
必

要
総
生
産
量
を
国
民
経
済
的
に
最
有
利
に
生
産
せ
し
め
つ
つ
、
他
面
各
企
業
が
適
正
利
潤
以
上
の
余
剰
利
潤
を
牧
め
る
こ
と
を
、
殊
に
各
企

業
に
お
い
て
相
違
す
る
差
別
的
な
余
剰
利
潤
を
牧
得
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
効
果
を
も
つ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
消
費
者
指
標
価
格
と
生
産
者
指
標
価
格
と
は
均
零
し
て
お
り
、
そ
し
て
こ
の
公
定
価
格
を
指
標
と
し
て
引
出
さ
れ
る
各
種
商

品
毎
の
社
会
的
総
需
要
量
と
社
会
的
総
生
産
量
と
は
対
向
的
に
均
等
化
さ
れ
る
。
而
か
も
各
企
業
を
し
て
各
自
の
平
均
費
用
を
補
償
し
う
る

に
足
る
適
正
価
格
を
保
障
す
る
。
次
い
で
消
費
者
に
つ
い
て
み
る
に
、
各
消
費
者
と
し
て
は
限
界
利
用
と
消
費
者
指
標
価
格
と
は
均
等
し
て

お
り
、
且
つ
こ
の
指
標
価
格
と
購
入
価
絡
と
も
均
等
し
て
い
る
た
め
、
限
界
利
用
は
購
入
価
格
と
均
等
し
て
い
る
。
し
か
る
に
各
消
費
者
が

こ
の
商
品
を
複
数
単
位
だ
け
購
入
す
る
と
き
は
、
限
界
利
用
が
逓
減
す
る
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
商
品
に
対
す
る
平
均
利
用
は
限
界
利

用
よ
り
も
高
位
に
あ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
各
家
政
は
、
限
界
利
用
と
均
等
な
る
購
入
価
格
で
買
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
よ
り
も
高
い
平

均
利
用
を
現
実
に
獲
得
す
る
陀
め
、
平
均
利
用
が
限
界
利
用
よ
り
も
高
い
そ
の
差
額
だ
け
を
消
費
者
余
剰
と
し
て
営
め
る
こ
と
と
な
る
。
か

く
て
こ
の
第
二
型
に
お
い
て
は
、
第
一
に
生
産
者
だ
る
各
企
業
に
対
し
て
は
適
正
利
潤
以
上
に
余
剰
利
潤
も
差
別
的
余
剰
利
潤
を
も
認
め
ざ

る
費
用
補
償
主
義
（
平
均
費
用
補
償
主
義
）
の
建
前
を
実
現
し
て
お
り
、
第
二
に
消
費
者
に
対
し
て
は
正
常
的
な
消
費
者
余
剰
を
許
馨
し
て

お
り
、
第
三
に
国
家
は
生
産
者
販
売
価
格
の
総
額
と
消
費
者
購
入
価
格
の
総
額
と
の
差
額
だ
け
を
国
家
利
得
と
し
て
容
与
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
理
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産
業
燈
…
造
の
統
制
原
理

即
ち
第
一
型
に
お
い
て
全
企
業
に
帰
属
し
て
い
た
企
業
者
余
剰
利
潤
は
、
第
二
型
で
は
す
べ
て
国
家
利
得
と
し
て
牧
得
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
Q

　
第
三
型
　
消
費
者
価
格
と
生
産
者
の
平
準
化
平
均
費
用
と
均
等
な
る
場
合

　
第
一
．
一
型
と
同
様
に
、
一
方
生
産
者
価
格
で
は
、
生
産
指
標
価
格
と
生
産
者
販
売
価
格
と
は
区
別
し
て
二
本
建
と
し
、
後
者
を
ば
各
企
業
の

個
別
的
な
平
均
費
用
と
一
致
す
る
よ
う
に
公
定
す
る
。
他
方
消
費
者
価
格
で
は
、
消
費
指
標
価
格
と
消
費
販
売
価
格
と
は
区
別
せ
す
一
本
と

す
る
。
し
か
る
に
第
二
型
と
異
っ
て
、
消
費
指
標
価
格
及
び
消
費
者
購
入
価
格
を
ば
生
産
指
標
価
格
と
一
致
せ
し
め
な
い
で
、
一
切
の
生
産

者
の
個
別
的
な
販
売
価
格
の
平
準
化
し
た
も
の
（
P
M
）
と
均
等
化
す
る
よ
う
に
公
定
す
る
。

　
ま
つ
、
家
政
の
需
要
量
及
び
企
業
の
生
産
量
の
決
定
の
側
を
み
る
に
、
一
切
の
家
政
が
消
費
指
標
価
格
と
各
自
の
限
界
利
用
と
の
均
等
す

る
よ
う
に
決
定
す
る
各
自
の
需
要
量
の
国
民
経
済
的
集
計
だ
る
そ
の
商
品
の
社
会
的
総
需
要
量
と
、
そ
の
商
品
の
生
産
部
門
に
属
す
る
一
切

の
企
業
が
生
産
指
標
価
格
と
各
自
の
限
界
費
用
と
を
均
等
す
る
よ
う
に
決
定
す
る
各
自
の
生
産
量
の
産
業
部
門
的
集
計
た
る
そ
の
商
品
の
社

会
的
総
生
産
量
と
を
対
向
的
に
均
衡
化
せ
し
め
ん
と
す
る
に
も
拘
ら
す
、
し
か
も
各
家
政
の
需
要
量
決
定
の
基
準
た
る
消
費
指
標
価
格
と
各

企
業
が
そ
の
生
産
量
を
決
定
す
る
基
準
た
る
生
産
指
標
価
格
と
は
（
第
二
型
で
は
両
価
格
は
一
致
し
て
い
た
が
）
こ
の
第
三
型
で
は
一
致
せ

す
態
々
相
違
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
Q

　
次
ぎ
に
、
企
業
の
販
売
価
格
及
び
家
政
の
購
入
価
格
に
つ
い
て
み
よ
う
。
企
業
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
は
、
第
一
型
と
異
な
り
、
し
か
し

第
二
型
と
同
様
に
、
特
定
の
産
業
部
門
に
属
す
る
一
切
の
企
業
に
対
し
て
各
自
の
平
均
費
用
を
も
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
価
格
と
決
定
す
る
。

他
面
各
家
庭
の
購
入
価
格
は
こ
の
産
業
部
門
に
属
す
る
一
切
の
企
業
の
各
自
の
販
売
価
格
の
平
均
値
と
一
致
す
る
よ
う
公
定
さ
れ
る
。
第
一

型
及
び
第
二
型
の
い
つ
れ
に
お
い
て
も
、
消
費
者
購
入
価
格
は
、
こ
の
産
業
部
門
に
煮
る
一
切
の
企
業
に
つ
い
て
均
等
化
せ
る
部
門
的
限
界

費
用
に
一
致
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
第
三
型
で
は
消
費
者
購
入
価
格
は
一
切
の
企
業
の
を
れ
そ
れ
個
別
的
な
る
平
均
費
用
の
産
業
部
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門
平
均
値
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
生
産
者
販
売
価
格
を
基
準
と
し
て
決
定
さ
れ
た
各
企
業
の
販
売
量
の
産
業
部
門
的
集

計
だ
る
こ
の
種
商
品
の
社
会
的
総
販
売
量
と
、
各
家
政
が
こ
の
消
費
者
購
入
価
格
を
基
準
と
し
て
決
定
し
だ
各
自
の
購
入
量
の
国
民
経
済
的

集
計
π
る
社
会
的
総
購
入
量
と
が
対
向
的
に
均
衡
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
完
全
競
争
の
行
き
つ
く
す
以
前
の
状
態
を
前
提
し
、
そ
し
て
各
企
業
が
平
均
費
用
の
最
低
点
を
越
え
て
生
産
量
を
拡
大
し
て
い
る
場
合
を

想
定
す
る
。
こ
の
寄
合
各
企
業
の
平
均
費
用
は
限
界
費
用
よ
り
低
位
に
あ
る
か
ら
、
若
し
限
界
費
用
を
も
つ
て
生
産
者
販
売
価
格
と
す
る
限

り
、
各
企
業
は
限
界
費
用
と
平
均
費
用
と
の
差
額
を
余
剰
利
潤
と
し
て
改
め
る
こ
と
と
な
る
。
い
ま
国
家
統
制
主
体
に
お
い
て
統
制
経
済
体

制
の
下
に
お
い
て
は
、
各
企
業
に
余
剰
利
潤
及
び
差
別
的
余
剰
利
潤
を
許
容
す
べ
か
ら
す
と
い
ふ
立
場
を
採
っ
て
生
産
を
管
理
す
る
限
り
、

各
企
業
を
し
て
平
均
費
用
を
基
準
と
し
単
に
適
正
利
潤
を
許
容
す
る
が
如
く
に
各
企
業
の
販
売
価
格
を
公
定
す
る
こ
と
が
合
目
的
的
で
あ
る

こ
と
は
、
既
に
第
二
型
の
揚
合
に
お
い
て
説
明
し
て
お
い
だ
。
い
ま
一
産
業
部
門
内
に
於
け
る
各
企
業
の
平
均
費
用
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
相
違

し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
ら
一
切
の
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
れ
る
平
均
費
用
を
ば
当
該
産
業
部
門
全
体
に
つ
い
て
平
均
化
し
て
産
業
部
門
的
平

準
化
平
均
費
用
を
算
定
し
、
こ
の
平
準
化
平
均
費
用
価
格
に
よ
っ
て
消
費
者
に
購
入
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
こ
の
産
業
部
門
全
体
と
し
て
は
何

等
の
利
得
も
損
失
も
受
け
な
い
わ
け
で
あ
る
。
か
く
て
国
民
経
済
構
成
の
双
面
的
立
蝪
か
ら
み
れ
ば
、
産
業
部
門
全
体
に
お
い
て
総
生
産
量

の
負
担
す
る
総
生
産
費
用
と
家
政
秩
序
に
お
い
て
当
該
商
品
の
総
需
要
量
の
負
担
す
る
消
費
費
用
と
が
均
等
し
、
当
該
商
品
に
対
す
る
消
費

者
全
体
が
総
需
要
量
の
生
産
費
の
総
額
を
負
担
す
る
と
い
う
「
生
産
費
自
己
補
償
」
と
い
う
実
質
的
意
味
を
も
つ
て
い
る
。
こ
の
産
業
部
門

に
属
す
る
一
切
の
企
業
の
受
取
る
販
売
価
格
の
総
額
と
、
当
該
商
品
を
購
入
す
る
一
切
の
消
費
者
の
支
払
う
購
入
価
格
の
総
額
と
が
一
致
し

て
い
る
薄
め
に
、
両
者
の
中
間
に
立
っ
て
生
産
者
か
ら
製
品
を
買
入
れ
、
こ
れ
を
消
費
者
に
売
渡
す
媒
介
者
と
し
て
の
国
家
に
と
っ
て
は
、

利
得
も
損
失
も
生
ぜ
ざ
る
費
用
補
償
の
均
衡
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。
要
す
る
に
、
弦
に
個
々
の
企
業
に
就
い
て
費
用
補
償
の
原
則

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
理
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産
葉
構
造
の
統
制
原
理

が
充
だ
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
一
切
の
企
業
を
包
括
す
る
特
定
の
産
業
部
門
に
就
い
て
損
益
な
き
費
用
補
償
の
原
則
が
妥
当
す
る
。
従
来

の
経
営
理
論
に
於
て
は
、
一
般
に
各
企
業
を
し
て
そ
の
生
産
量
を
各
自
の
平
均
費
用
を
以
て
供
出
せ
し
め
る
こ
と
を
費
用
補
償
主
義
と
呼
び
、

こ
の
こ
と
を
ば
営
利
主
義
経
済
に
対
照
さ
れ
る
統
制
経
済
の
特
色
と
し
て
指
摘
す
る
。
か
く
の
如
き
は
、
一
企
業
の
立
揚
に
お
け
る
費
用
補

償
主
義
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
個
別
経
済
的
費
用
補
償
主
義
で
あ
っ
セ
の
に
対
し
て
、
蛙
に
述
べ
つ
、
あ
る
と
こ
ろ
は
、
か
、
る
個
別
的
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

補
償
主
義
と
同
時
に
一
産
業
部
門
全
体
を
通
じ
て
損
益
の
な
い
謂
わ
ば
産
業
部
門
的
費
用
補
償
主
義
を
意
書
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
う
え

に
こ
の
種
商
品
の
生
産
を
統
制
す
る
国
家
主
体
に
と
っ
て
も
亦
損
益
な
き
自
己
補
償
主
義
を
意
味
し
て
い
る
。

　
か
く
し
て
第
一
型
に
て
各
生
産
者
の
牧
得
し
た
余
剰
利
潤
K
上
S
P
は
第
二
型
で
は
そ
の
ま
、
国
家
利
得
と
し
て
国
家
に
移
つ
だ
が
、
こ

の
第
三
型
で
は
生
産
者
も
国
家
に
何
ら
の
余
剰
利
得
を
享
受
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
の
余
剰
は
こ
の
商
品
の
全
消
費
者
に
移
譲
さ
れ
る
こ

　　・第　　三　　型

（産業部門全体について）

Y

K
　
T
L

o M　　腿

OX　・＝生産量及び需要量

OY＝便　　　格

MC＝肚会的限界費用曲線

AC＝産業部門に於て平準化平均費用曲線

DD’＝趾会的需要曲線

QN＝生産者指標価格

RN＝生産者販売価格の平準化されるもの

　　（生産量ONに尽る平準化平均費用）

　　コ消費者購入価格

KTRPコ消費者余剰追加分
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と
と
な
る
。
こ
の
さ
い
各
消
費
者
は
、
第
一
型
．
第
二
型
に
比
し
て
購
入
価
格
を
p
M
か
ら
R
N
に
引
下
げ
ら
れ
る
結
果
、
そ
の
消
費
量
を

O
M
か
ら
O
N
に
ま
で
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
為
め
K
T
R
P
だ
け
消
費
者
余
剰
を
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
説
明
し
た
と
こ
ろ
を
前
出
（
一
八
六
頁
）
の
第
三
型
の
図
に
就
い
て
示
そ
う
。
ま
す
産
業
部
門
全
体
に
お
け
る
一
切
の
企
業
の
個
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
な
限
界
費
用
曲
線
を
綜
合
し
て
作
成
し
だ
産
茱
部
門
的
限
界
費
用
曲
線
を
口
「
社
会
的
限
界
費
用
曲
線
」
M
C
と
呼
ぶ
と
き
、
そ
れ
は
一
産

業
部
門
に
お
け
る
総
生
産
量
の
各
数
量
に
対
応
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
費
用
を
表
わ
し
て
い
る
。
さ
き
に
述
べ
π
企
業
的
な
限
界
費
用
な
る

も
の
が
、
各
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
量
を
漸
次
増
加
し
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、
新
規
に
附
加
さ
れ
る
増
加
生
産
量
た
る
謂
わ
ゆ
る
限
界

生
産
量
の
生
産
に
必
要
な
乃
附
加
的
な
る
生
産
費
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
こ
こ
に
産
業
部
門
的
限
界
費
用
も
亦
、
一
産
業
部
門
に
お
い
て
総

生
産
量
を
漸
次
増
加
し
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、
新
規
に
さ
ら
に
一
単
位
の
生
産
量
を
増
加
せ
ん
と
す
る
だ
め
に
必
要
な
る
附
加
的
な
る
生

産
費
を
言
ふ
。
そ
れ
は
当
該
産
業
部
門
内
に
於
て
最
後
に
附
け
加
え
ら
れ
る
限
界
生
産
量
単
位
の
生
産
の
為
め
に
必
要
な
る
附
加
的
な
生
産

費
で
あ
る
。
い
ま
一
興
二
部
門
内
に
お
い
て
一
定
の
生
産
量
が
生
産
さ
れ
て
い
る
揚
合
、
そ
こ
に
所
属
す
る
一
切
の
企
業
は
各
自
の
限
界
費

用
が
生
産
指
標
価
絡
と
一
致
す
る
よ
う
に
各
自
の
生
産
量
を
決
定
し
て
お
る
が
、
こ
の
事
は
惹
い
て
は
一
切
の
企
業
の
限
界
費
用
は
そ
れ
ぞ

れ
こ
の
生
産
指
標
価
格
と
一
致
す
る
こ
と
を
媒
介
と
し
て
相
互
の
間
に
均
等
化
す
る
結
果
と
な
る
。
か
よ
う
に
し
て
一
産
業
部
門
内
に
於
て

一
切
の
企
業
に
つ
い
て
均
等
化
せ
る
限
界
費
用
を
「
産
業
部
門
的
限
界
費
用
」
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
一
産
業
部
門
内
に

て
新
規
に
生
産
を
量
を
増
加
せ
ん
と
す
れ
ば
、
畢
覧
そ
こ
に
所
属
す
る
一
切
の
企
業
が
一
思
す
し
も
単
純
に
一
切
と
は
言
は
な
い
で
、
一

定
の
条
件
を
充
た
す
一
切
の
企
業
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
1
新
規
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
量
を
増
加
す
る
こ
と
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

れ
ら
一
切
の
企
業
は
す
で
に
既
往
の
一
定
の
生
産
量
の
生
産
に
当
っ
て
相
互
に
限
界
費
用
を
均
等
化
せ
し
め
て
い
だ
の
で
あ
っ
だ
が
、
い
ま

新
π
に
当
該
産
業
部
門
に
お
け
る
生
産
量
を
増
加
す
る
た
め
に
各
自
の
生
産
量
を
増
加
す
る
に
当
っ
て
、
改
め
て
新
し
い
水
準
に
お
い
て
相

　
　
　
産
無
釆
糠
…
造
の
統
制
原
理
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互
に
限
界
費
用
の
均
等
化
を
み
せ
る
で
あ
ら
う
。
各
企
業
に
つ
い
て
新
規
に
均
等
化
す
る
限
界
費
用
の
新
し
い
水
準
を
も
つ
て
、
そ
の
産
業

部
門
全
体
に
於
る
増
加
生
産
量
t
即
ち
限
界
生
産
量
t
の
生
産
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
一
切
の
企
業
に
つ
い
て
均
等
化
せ

る
限
界
生
産
費
を
産
業
部
門
的
限
界
費
用
と
し
て
把
握
す
る
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
次
い
で
「
産
業
部
門
的
平
均
費
用
曲
線
」
A
C
は
、
こ
の
産
業
部
門
の
総
生
産
量
の
平
均
費
用
を
表
わ
す
が
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
す
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
産
茱
部
門
に
属
す
る
一
切
の
企
業
の
個
別
的
平
均
費
用
の
平
均
値
た
る
「
平
準
化
平
均
費
用
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
け
だ
し
こ
の
一
切
の

企
業
の
平
均
費
用
を
生
産
業
部
門
を
通
じ
て
平
準
化
す
る
に
当
っ
て
は
、
各
企
業
の
生
産
量
を
加
重
し
て
計
算
す
る
為
め
、
こ
の
平
準
化
平

均
費
用
な
る
も
の
は
畢
意
こ
の
産
業
部
門
に
お
け
る
総
生
産
量
の
生
産
費
総
額
を
総
生
産
量
に
て
除
し
把
る
単
位
当
り
生
産
費
、
即
ち
こ
の

産
業
部
門
全
体
に
お
け
る
平
均
費
用
に
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
従
来
の
理
論
に
お
い
て
一
企
業
に
つ
い
て
限
界
費
用
曲
線
と
平
均
費
用
曲
線
と
の
間
に
明
か
に
さ
れ
だ
諸
関
係
は
、
一
産
業
部
門
の

内
部
に
お
い
て
も
同
様
に
妥
当
す
る
。
限
界
費
用
曲
線
は
、
最
初
下
降
の
傾
向
を
も
つ
が
、
や
が
て
上
昇
に
転
じ
π
の
ち
、
平
均
費
用
曲
線

の
最
低
点
に
お
い
て
こ
れ
と
交
叉
す
る
。
尤
も
産
業
部
門
全
体
に
つ
い
て
み
る
揚
合
に
は
、
そ
れ
に
所
属
す
る
個
々
の
企
業
の
限
界
費
用
曲

線
は
そ
れ
ぞ
れ
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
為
め
、
こ
れ
が
総
合
と
し
て
の
産
業
部
門
的
限
界
費
用
曲
線
の
形
を
把
握
す
る
こ
と
は
複
雑
で
あ
る
。

し
か
し
一
定
の
産
茱
部
門
に
於
て
既
に
具
体
的
に
特
定
の
企
業
が
生
産
に
従
事
し
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
部
門
に
漁
る
総
生
産
量
が
各
企
業

に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
る
状
態
を
前
提
と
す
る
と
き
、
新
規
に
こ
の
産
業
部
門
と
し
て
生
産
量
を
増
加
し
て
ゆ
か
ん
と
す
る
に
当
り
て
そ

の
限
界
費
用
曲
線
が
い
か
な
る
傾
向
を
と
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
へ
1
5
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
な
ほ
特
定
の
種
類
の
商
品
に
対
す
る
「
社
会
的
需
要
曲
線
」
D
α
は
、
こ
の
商
品
の
各
個
の
購
入
価
格
に
お
け
る
一
切
の
消
費
者
の
需
要

量
の
集
計
た
る
総
需
要
量
の
大
い
さ
を
表
わ
し
て
み
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
こ
の
種
の
商
品
に
対
す
る
消
費
者
購
入
価
格
と
、
一
切
の
消
費
者
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の
需
要
量
の
集
計
陀
る
社
会
的
総
需
要
量
と
の
関
連
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
需
要
曲
線
に
つ
い
て
は
従
来
の
経
済
理
論
は
詳
細
な
研
究
を

遂
げ
て
い
る
か
ら
、
改
め
て
鑑
に
は
述
べ
な
い
。

　
さ
て
社
会
的
需
要
曲
線
D
∬
と
産
業
部
門
的
限
界
費
用
曲
線
M
C
と
の
交
点
P
よ
り
横
軸
O
X
線
に
垂
線
を
引
ぐ
時
、
こ
の
垂
線
と
O
X

の
交
る
点
を
M
と
す
れ
ば
、
P
M
は
こ
の
種
の
商
品
の
均
衡
価
格
を
表
わ
し
、
O
M
は
そ
の
価
格
に
お
い
て
均
衡
せ
る
総
需
要
量
及
び
総
生

産
量
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
均
衡
価
格
P
M
は
自
由
競
争
の
下
に
於
て
、
一
面
で
は
O
M
だ
け
の
総
生
産
量
を
誘
引
す
る
π
め
に
必
要
な

る
生
産
指
標
価
格
を
意
味
し
て
お
り
、
他
面
で
は
O
M
だ
け
の
総
需
要
量
を
誘
引
す
る
だ
め
に
必
要
な
る
消
費
指
標
価
格
を
意
味
し
て
み
る
。

而
し
て
そ
れ
は
同
時
に
こ
の
生
産
量
O
M
に
つ
い
て
の
限
界
費
用
を
表
は
し
て
み
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
第
一
型
に
お
け
る
単
一
価
格
主
義

を
表
わ
し
て
い
る
。

　
い
ま
第
三
型
の
「
産
業
部
門
的
費
用
補
償
主
義
」
を
表
わ
す
だ
め
に
は
、
産
業
部
門
的
な
平
均
費
用
曲
線
A
C
を
引
き
、
こ
れ
と
社
会
的

需
要
曲
線
D
α
と
の
交
点
R
よ
り
横
軸
O
X
線
え
垂
線
を
下
し
、
O
X
と
の
交
点
を
N
と
す
る
。
こ
の
R
N
線
を
延
長
し
て
部
門
的
限
界
費

用
曲
線
M
C
と
の
交
点
を
Q
と
す
れ
ば
、
Q
N
は
生
産
量
o
N
に
お
け
る
部
門
的
平
均
費
用
R
N
に
対
応
す
る
部
門
的
限
界
費
用
を
表
わ
し

て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
産
業
部
門
に
お
け
る
一
切
の
企
業
に
対
し
て
生
産
指
標
価
格
Q
N
を
公
け
に
指
示
し
、
各
企
業
の
限
界
費
用

が
こ
の
指
標
価
格
Q
N
に
均
等
す
る
よ
う
に
各
自
の
生
産
量
を
決
定
せ
し
め
な
が
ら
、
彼
等
を
し
て
そ
の
時
の
各
自
の
平
均
費
用
を
も
っ
て

供
出
せ
し
め
π
と
き
の
、
一
切
の
企
業
の
平
均
費
用
の
部
門
的
集
計
の
平
準
化
し
だ
も
の
が
R
N
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
同
時
に
消
費
者
価
格

で
も
あ
る
。
即
ち
各
企
業
を
し
て
そ
の
限
界
費
用
と
指
標
価
格
と
均
等
す
る
よ
う
に
各
自
の
生
産
量
を
決
定
せ
し
め
π
場
合
に
お
に
お
け
る

総
生
産
量
を
し
て
O
N
た
ら
し
め
る
だ
め
に
必
要
な
生
産
指
標
価
格
は
Q
N
で
あ
う
、
こ
の
総
生
産
量
O
N
を
各
企
業
の
平
均
費
用
で
供
出
．

せ
し
め
た
場
合
に
お
け
る
部
門
的
平
均
値
は
R
N
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
R
N
は
、
他
面
に
お
い
て
O
N
だ
け
の
総
需
要
量
を
誘
引
す
る
π
め

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
理
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に
必
要
な
る
消
費
指
標
価
格
を
表
わ
し
て
い
る
。
即
ち
一
切
の
消
費
者
が
こ
の
指
標
価
格
と
各
自
の
限
界
利
用
と
を
均
等
な
ら
し
め
る
よ
う

自
己
の
需
要
量
を
決
定
し
だ
揚
合
に
お
け
る
、
こ
の
商
品
に
対
す
る
社
会
的
総
需
要
量
が
O
N
と
な
り
う
る
よ
う
な
指
標
価
格
は
R
N
で
あ
・

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
O
N
だ
け
の
総
生
産
量
を
誘
引
す
る
に
必
要
な
生
産
指
標
価
格
は
Q
N
で
あ
り
、
こ
の
O
N
だ
け
の
総

需
要
量
を
誘
引
す
る
に
必
要
な
消
費
指
標
価
格
は
R
N
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
だ
異
っ
た
生
産
指
標
価
格
と
消
費
指
標
価
格
か
ら
生
す
る
総
生

産
量
と
総
需
要
量
と
が
対
向
的
に
均
等
す
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
特
定
種
類
の
商
品
に
対
す
る
社
会
的
需
要
曲
線
D
D
と
こ
の
産
業
部
門

的
な
る
平
均
費
用
曲
線
A
C
と
の
交
点
R
と
横
軸
O
X
線
と
の
距
離
R
N
は
、
一
切
の
生
産
者
か
ら
O
N
だ
け
の
総
生
産
量
を
確
保
す
べ
き

付
合
に
於
け
る
各
生
産
者
の
平
均
費
用
に
よ
る
供
出
価
格
の
平
準
化
さ
れ
泥
も
の
を
表
わ
し
、
同
時
に
一
切
の
消
費
者
か
ら
O
N
だ
け
の
総

需
要
量
を
誘
引
す
べ
き
揚
合
に
疑
る
消
費
指
標
価
格
即
ち
購
入
価
格
を
表
わ
し
て
み
る
Q
而
か
も
そ
れ
は
、
消
費
者
価
格
が
R
N
な
る
揚
合

に
生
す
べ
き
総
需
要
量
O
N
だ
け
の
総
生
産
量
．
を
確
保
し
誘
引
し
う
る
に
必
要
な
る
生
産
指
標
価
格
Q
N
に
対
応
す
る
平
準
化
平
均
費
用
の

高
さ
を
表
わ
し
て
い
る
め
で
あ
る
。
か
く
し
て
鼓
に
こ
の
種
の
商
品
に
対
す
る
総
生
産
量
と
総
需
要
量
と
が
対
向
的
に
均
馨
化
し
な
が
ら
、

同
時
に
叉
こ
の
総
生
産
量
の
担
ふ
総
費
用
額
と
総
需
要
量
の
支
払
ふ
総
売
上
額
と
が
対
向
的
に
一
致
す
る
「
再
選
部
門
的
費
用
補
償
主
義
」

が
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
h
／
5
る
。

一190一

結
論
三
つ
の
型
の
祉
会
的
意
義

さ
て
三
つ
の
型
態
の
統
制
原
理
の
も
つ
社
会
的
意
義
を
対
照
的
に
要
約
し
よ
う
。

　
第
一
型
の
特
質
は
、
完
全
競
争
の
行
き
つ
く
す
以
前
に
お
い
て
、
各
企
業
の
限
界
費
用
と
平
均
費
用
と
に
差
等
の
あ
る
場
合
、
こ
の
両
種

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
費
用
の
差
額
が
各
企
業
者
の
余
剰
利
潤
と
な
る
こ
と
に
あ
る
。
鮭
で
は
生
産
指
標
価
格
と
生
産
者
供
出
価
格
と
が
一
致
し
て
い
る
と
と
も



に
之
等
が
産
業
部
門
的
限
界
費
用
と
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
各
企
業
の
平
均
費
用
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
差
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
こ
の
限
界

費
用
よ
り
も
低
位
に
あ
る
限
り
、
各
企
業
は
こ
の
限
界
費
用
と
自
己
の
平
均
費
用
と
の
差
額
だ
け
を
差
別
的
な
余
剰
利
潤
と
し
て
牧
得
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
中
間
に
立
つ
国
家
は
、
一
切
の
企
業
か
ら
均
等
化
せ
る
限
界
費
用
を
基
準
と
す
る
販

売
価
格
で
買
取
り
、
他
面
一
切
の
消
費
者
に
対
し
て
こ
の
同
じ
価
格
で
売
渡
す
の
で
あ
る
か
ら
、
何
等
の
利
得
も
慣
失
も
受
け
な
い
。
そ
し

　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

て
一
切
の
消
費
者
は
各
自
の
平
均
利
用
と
限
界
利
用
と
の
差
額
を
正
常
的
な
消
費
者
余
剰
と
し
て
牧
め
る
の
み
で
あ
っ
て
、
生
産
者
の
限
界

費
用
と
平
均
費
用
と
の
差
等
か
ら
生
す
る
余
剰
価
格
に
は
均
済
し
な
い
の
で
あ
る
。
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へ

　
第
二
型
の
特
質
は
、
各
企
業
に
お
け
る
限
界
費
用
と
平
均
費
用
と
の
間
に
差
等
の
あ
る
場
合
、
こ
の
両
種
の
費
用
の
余
剰
価
値
が
国
家
の

ヘ
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へ

利
得
に
帰
属
す
る
こ
と
に
あ
る
。
鼓
で
は
一
切
の
企
業
の
供
出
価
格
は
各
自
の
平
均
費
用
を
基
準
と
し
て
い
る
だ
め
、
各
企
業
は
単
に
適
正

利
潤
を
敷
認
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
れ
以
上
の
余
剰
利
潤
も
差
別
的
余
剰
利
潤
も
牧
得
し
な
い
。
従
っ
て
鼓
に
各
企
業
に
対
し
て
費
用
補

償
主
義
が
実
現
し
て
い
る
。
然
し
こ
の
際
国
家
統
制
主
体
は
各
企
業
か
ら
は
彼
等
の
個
別
的
な
平
均
費
用
を
基
準
と
し
て
供
出
せ
し
め
な
が

ら
、
消
費
者
に
対
し
て
は
一
切
の
企
業
に
つ
い
て
均
等
化
せ
る
限
界
費
用
を
基
準
と
し
て
売
渡
し
て
い
る
π
め
、
既
に
各
企
業
の
平
均
費
用

に
し
て
そ
の
限
界
費
用
よ
り
も
低
位
に
あ
る
限
り
、
限
界
費
用
と
平
均
費
用
と
の
聞
の
差
額
は
国
家
利
得
と
し
て
国
家
に
帰
属
す
る
。
そ
し

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
消
費
者
は
、
第
一
型
と
同
様
に
単
に
正
常
的
な
消
費
者
余
剰
を
牧
め
る
の
み
で
あ
っ
て
、
生
産
者
の
限
界
費
用
と
平
均
費
用
と
の
差
等
か

ら
生
す
る
余
剰
価
値
に
は
均
零
し
な
い
。
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最
後
に
第
三
型
の
特
質
は
、
生
産
者
に
お
け
る
限
界
費
用
と
平
均
費
用
と
の
間
の
余
剰
価
値
を
ば
、
消
費
者
の
利
得
と
し
て
移
譲
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
に
あ
る
。
各
企
業
は
そ
の
生
産
物
を
ば
各
自
の
平
均
費
用
を
基
準
と
し
て
国
家
に
売
渡
す
か
ら
何
ら
の
余
剰
利
潤
は
残
さ
れ
な
い
。
か
く

の
如
く
個
々
の
企
業
は
何
ら
の
余
剰
利
潤
な
き
費
用
補
償
主
義
を
と
る
と
と
も
に
、
ま
セ
当
該
産
業
の
部
門
全
体
に
つ
い
て
も
何
等
の
損
益

　
　
　
産
業
構
造
の
統
制
原
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ヘ
　
　
へ

を
生
来
せ
す
、
従
っ
て
統
制
主
体
た
る
国
家
に
対
し
て
も
何
ら
の
損
益
を
も
た
ら
す
こ
と
な
き
産
業
部
門
的
に
も
自
己
補
償
主
義
を
実
現
し

て
い
る
と
言
え
る
。
け
だ
し
国
家
は
一
切
の
企
業
か
ら
買
入
れ
だ
販
売
価
格
を
平
均
し
だ
も
の
で
消
費
者
に
売
渡
す
の
で
あ
る
か
ち
、
何
ら

の
利
益
も
損
失
を
も
う
け
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
消
費
者
は
第
一
型
・
第
二
型
に
比
し
て
消
費
者
余
剰
の
追
加
分
を
う
け
る
。
第
一
型
で
は

生
産
者
が
余
剰
利
潤
を
う
け
、
第
二
型
で
は
こ
れ
を
国
家
が
国
家
利
得
と
し
て
牧
め
て
い
π
が
、
第
三
型
で
は
消
費
者
購
入
価
酪
の
引
下
げ

に
よ
る
消
費
量
の
増
加
及
び
そ
れ
に
よ
る
消
費
者
余
剰
の
追
加
を
う
け
て
い
る
。

　
な
ぼ
第
二
型
及
び
第
三
型
で
は
、
統
制
経
済
体
制
の
指
導
精
神
と
し
て
生
産
者
を
し
て
適
正
利
潤
を
超
過
す
る
余
剰
利
潤
を
牧
得
せ
し
む

べ
か
ら
す
と
い
う
立
揚
か
ら
し
て
、
各
企
業
の
生
産
量
を
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
平
均
費
用
を
も
つ
て
供
出
せ
し
め
る
こ
と
を
共
通
の
建
前

と
し
て
い
る
。
自
由
競
争
主
義
の
下
で
は
、
第
一
型
の
よ
う
に
各
企
業
を
し
て
生
産
指
標
価
格
と
限
界
費
用
と
が
均
等
す
る
よ
う
生
産
量
を

決
定
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
限
界
費
用
を
基
準
と
し
て
供
出
せ
し
め
る
為
め
、
彼
等
は
限
界
費
用
と
平
均
堂
堂
と
の
差
額
だ
け
を
余
剰

利
潤
と
し
て
牧
得
し
て
い
る
が
、
こ
の
第
二
書
及
び
第
三
型
で
は
各
企
業
を
し
て
限
界
費
用
と
指
標
価
格
と
が
均
等
す
る
よ
う
に
生
産
量
を

決
定
せ
し
め
て
お
き
乍
ら
、
そ
の
生
産
量
に
退
る
各
自
の
平
均
費
用
で
も
つ
て
供
出
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
余
剰
利
潤
を
牧
得
す
る
こ
と

を
排
除
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
果
し
て
か
く
の
如
く
生
産
指
標
価
格
と
限
界
費
用
と
の
均
等
す
る
よ
う
生
産
量
を
決
定
せ
し
め
つ

つ
、
し
か
も
こ
れ
よ
り
も
低
い
平
均
費
用
を
販
売
価
格
と
し
て
供
出
せ
し
め
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
、
ま
陀
か
～
る
こ
と
は
抑
ζ

い
か
な
る
条
件
の
下
に
お
い
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

　
国
家
が
限
界
費
用
と
一
致
す
べ
き
Q
N
を
各
企
業
の
生
産
指
標
価
格
と
し
て
公
定
指
示
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
認
る
各
企
業
の
平
均
費
用

を
ぱ
計
算
し
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
価
格
と
し
て
公
定
指
示
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
い
ま
若
し
各
企
業
の
生
産
量
の
決
定
を
各
自
の
自

由
に
委
し
て
お
く
限
り
、
最
大
牧
益
を
目
標
と
し
て
計
慮
す
る
企
業
者
は
自
己
の
限
界
費
用
が
こ
の
指
示
さ
れ
π
供
出
価
格
と
均
等
す
る
点

一192一



で
生
産
量
を
決
止
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
然
る
と
き
は
彼
等
は
こ
の
生
産
量
に
お
け
る
限
界
費
用
と
こ
の
生
産
量
に
お
い
て
み
ら
れ
る

よ
り
低
い
平
均
費
用
と
の
差
額
だ
け
を
余
剰
利
潤
と
し
て
牧
め
る
こ
と
と
な
る
。
か
、
る
条
件
の
下
に
お
い
て
若
し
各
企
業
を
し
て
そ
の
平

均
費
用
で
供
出
せ
し
め
ん
が
セ
め
に
は
、
国
家
は
各
企
業
に
生
産
を
強
制
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
国
家
が
各
企
業
に
対
し
て
Q
N

と
い
う
生
産
指
標
価
格
と
限
界
費
用
と
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
に
決
ま
る
O
N
量
を
生
産
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
、
而
か
も
な
ほ
こ
の
O
N
生

産
量
に
お
け
る
各
自
の
平
均
三
川
を
も
つ
て
供
出
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
国
家
は
各
企
業
毎
に
そ
の
担
当
す

べ
き
生
産
量
と
各
自
の
供
出
価
格
と
の
両
者
を
生
産
命
令
と
し
て
指
示
し
、
こ
れ
が
実
行
を
強
制
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
い
ま
か
、

る
生
産
命
令
を
実
行
し
う
る
の
は
、
国
家
が
こ
の
商
品
の
独
占
的
需
要
者
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
商
品
を
生
産
す
る
産
業
部
門
に
属
す
る
個
々

の
企
業
が
大
経
営
で
且
つ
少
数
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
春
晴
の
企
業
の
限
界
費
用
を
計
算
す
る
こ
と
の
容
易
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

戦
時
中
に
お
け
る
航
室
機
産
業
の
如
き
は
こ
の
条
件
を
具
え
て
い
た
と
い
え
る
Q

　
本
稿
は
昭
和
二
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
。
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5．結　　　　論

　統計カードについての著者の行った実験は従宋行われている諸試験の他に，摩

擦試験もカードの性質を調べる一・要素になるのではないかとの考察より行ったの

である。実験結果をこ5に総括すると次の如くなる。

　（1）　カードを統計機にかけるときには，機械によって進行方向は横方向が多

　　く縦方向の場合もある。接触圧力による静摩擦係数の変化は，縦引き横引き

　　興に少いが，横引きの摩擦係数は縦引きのそれよ1）も接触圧力による影響が

　　少い。（第3表，第3図）

　（2）　カードはその種類により多数同機械にかけられるが，繰返し摩擦試験の

　　結果によるとそれぞれ尺体50内至二100同で静呼擦係数は一定値に近づいてい

　　る。即ち面の荒れの完了と考えてよい。　（第4夫，第4図）

　（3）試験に供した2種のカードについて差異の表われているのは横引きの場

　　合と，繰返し摩擦試験の場合においてである。後者においては静摩擦係数の

　　増加は1よりIIの方が大である。すなわち強いカードの方が増加が大であ

　　る。（第3表，第3図，第4表，第4図）

　（4）　カードの面があまb滑かであっナこときには機械中で滑る恐れがあり，叉

　　あまりに粗いと2枚1度にけりこむ恐れがある。著者の行った摩擦試験はカ

　　・一ドの性質の判定の一方法ともなり，叉使用中面の粗さの変化の判定にもな

　　ると考えられる。

　この研究は文部省自然科学研究費によるものであって，神戸大学経済経営研究

所において行った。研究にあたり御便宜を賜はつた京都大学佐々木外喜雄教授，

膝野清久教授，IBM安藤下肥及び実験を遂行した神戸大学高瀬技官に深甚なる

謝意を表する次第である。

・参　考　丈　献

　（1）柏原方勝「振動せる固体間の摩擦係数の研究」日本機械学会論：文集　第1巻1号

　（2）　L．P．Alford：一　Managernent’s　hand　book，　1924

　（3）材料研究会編　工業材料便覧非金属編　昭和24年

　（4）右田伸彦　パルプ及製紙工業実験法　昭和25年

　（5）　1．B，M．：　Machine　methods　of　accounting，　No．　AM－3－2
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統
計
カ
ー
ド
の
摩
擦
係
数
に
つ
い
て

いて第3表の如き結果を得ナZ。第3表を第3図の曲線に示す。この実験において

は温度100肉16。C，比湿度76ん87％であっナこ。

　次に力一一ド面の耐久性について調べてみナZ。カ・一ドは繰返し使用するものであ

るから，面が荒れて来て遂には使用に耐えなくなる。この面の荒れ方を静摩擦係

数の変化より見んとしだものが次の繰返し摩擦試験である。カrドを機械にかけ

　　　　　　　　　　　　の
る揚合に横芝．きが多いので，横引きについて実験をしナ：。結果を示す第4表に於

て，静摩擦係数の値は最初の静摩擦係数に対する比すなわち摩擦係数比であって，

300回迄の繰返し牽引について示してある。

　　　　第4表a試料1の摩擦係数比　　　　　　　第4表b試料Hの摩擦係数比

献
1 10 20 50 100 200 300 韓1

・い・t・・1・・ 100 200 300

4．92 1．00 1．11 1．15 1．21 1．23 1．23 4．92

X．10

｝・・・・・… 　　　」

P・13k1・21 1．26 1．含8 1．28

9．10 1．00 1．12 1．17 1．20

P．24

1．21

P．21

P．26

1．22 1．22
圧．0011．19

1．34 1．37 1．39

13．28

1
・
…

1．14 1．21 1．28 1．29 13．28 ．1．00 1．11

・24

P
…
・
・
8
ト
2
5
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第4表a，bをそれぞれ第4図a，bの曲線に示す。この実験においては温度8．

～12e　C，比湿度71－80％であっナこ。
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7）　カードを統計機にかけるとき穿孔機を除く他の機械すなわち分類機照合機・統計
　機．会計機，麟訳機などは横引きである。
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3．試、料について

研究に使用しテこカードは第1図に示す如きもので，旧製品1種，新製品1種計

2種である。以下文中前者を試料1，後者を試料IIと呼ぶことにする。その性質

を第2表に示す。

　　　　　　　　　　　　　第2表　供試力■一一　Fの性質

過量　1厚　さ 伸張率％
　　　5）
R張力kg 耐鰻

　　性質

似ｿ

@1
nlm

灰分

縦 横 縦 横

比破
�x

車滑度

@sec9／m2

P61．30
　　　　一2
P8．6×10

｝　1，4
3．40 5．79 10．77 4．12 586 a40 14．2

Ill・7α341・9・・ガ 2．8
4
．
3
5
1

7．66 10．89 5．76 5707 3
．
4
5
1

10．5

統
計
カ
ー
ド
の
摩
擦
係
数
に
つ
い
て

4．実験結果
　実験においては温度及び湿度を一定に保つために恒温恒湿の部屋において行う

べきであるが，設備の関係上温度及び湿度を一定に保つことができなかった。そ

れで結果の表には温度及び湿度の範囲を記入しておいずこ。縦引きと二引きとにつ

　　　　　　　　　　第3表　接触圧力と静摩擦係数との関係

素
引
き
一
横
引
ぎ

接触圧力9／cm2 4．92 9．10 13．28117．47 21．61
25．79129．9913418138．2

@　　　1　　1
42．41 46．58

1の静摩擦係数μIL 0，245 0，253 0．2550，258 0，261
0．26110．26210，262　　　　1　　1

0．2630，262 0，262

H　〃　〃　μIIL 0，242 0，247 0。2550，257 0，260
α266；α263iα264

0，265 0，265 0，265

1　〃　〃　μT 0，275 0，275 0．2720，270
　　　　　　　　】
O．2720．2720．2710．271　　　　　　　　　

0，273 0，271 0，271

O，268H　〃　濯　，μIIT 0，267 0，267
α262α2621α 26・1α262：α2621α263

0，264 0，265

1
凶

ム

、￥ρ幅
録．’ ’

X

　　02θ

@　α27

?]　0．26

ﾙ駈　α25

D　　0．24

×7．

｝

　　×ノ

^
〆

○，μ1L
?@，μπ乙△　，μエγロ　，μπア

0　　　　　　　　10　　　　　　　　20　　　　　　　　30　　　　　　　　40　　　　　　　50

第3図　接触圧力と静摩擦係数との関係 圧力　　9／cm2

5）抗張力試験においてはゲージ長さを50mmとした。
6）ばねの張力1kgを使用した。カードの縦の方向のみこ』の試験を行った。
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図の上のものは平面図，下のものは立面図であって，1は木製床板，2はカードを

取付ける黄銅製滑り板，3は黄銅製相手板，4は針金案内車：，5は重錘，6は床

板を水平にするtzめの加減ねぢである。この他に圧力を接触面に与えるtzめの重

錘がある．聾はすべて古9ま忌忌しナ・ものを用いtz・2にカードを鮒セナ

3に対して水平に滑らせる。2及び3の黄銅面の粗さを日本光学三山旧式仕上面

検査機で測定しtz結果を第1表に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　黄銅板面の粗さ
　実験には製造以来数年を経てよ

く枯れているカード2種を切断す’

ること無くそのま5使用した。相

手面には比軟的永続性ある黄銅面

　　　　　　　　　　　　4）
を使用し，カーードの繊維方向に対して平行すなわち縦引きと，直角の方向すなわ

ち横引きの両方に対して実験を行つナZ。実験方法は接触圧力を種々に変えて滑b

出しの際における摩擦力を測定し，これより静摩擦係数を算出しずZ。針金案内車の

抵抗は別に測定し，これを考慮：に入れすこ。比湿度は乾湿球湿度計によって測定した。

横　方　向 三方　向

黄銅板2． ：LO～：L2μ 0．8～1．2μ

黄銅板3． α8～1．4μ α9～1．6μ

i
　
　
　
婁
　
　
　
こ

　　　　　ド㊨§

Y『A　　一コ〔繭d

一2
6　1

@　　5

〃へ1、、、、　ノ’＼ニノ

一　二、’　　　、

｢べ、ノノ　、ノ

　（一

@》噂

＝
u

3
4
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4
…

　　　　　2

v一3置 Ψ
叫1朋 卜一1

｝轟 ．隔曜

　　謬 意一一一6
共5

炉
第2図a実験装置

　　　　　　　　　　　　　　歯
応
　　　／夢夢縢響騨・

　　　　　　卿　　　　ウ二日

1三㍉烈
　　　　　　　　　　　謹噸鞠

第2図b実験装置

4）　カードにおいては繊維は長辺に平行にならんでいる。
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1．緒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）

統計カードの摩擦係数について

言

其　阿　彌　辰　雄

　　　　　2）
統計カードは，統計機を使用して，計算作表を行うのに必須欠くべからざるも

のであって，これに対して次の如きことが要求されている。

　（i）繰返し使用されるから必要な強さ及び表面は適当なる硬さを有すること。い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て
　（ii）寸法が正しく切断されてあること。

（iii）温度及び湿度の変化による伸縮は小さくかつ製造後相当時間糊してある

　　こと◎

　（iv）　電気絶縁性が良好なること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　カードの試験法については在来の紙試験法の外電気絶縁性を試験しているが，

カード面の性質の判定の一法として摩擦係数を考慮することとし，黄銅面に対す

る静摩擦係数について調べてみた。第1図は本研究に使用しナこ80行カードを示す。

統
計
カ
ー
ド
の
摩
擦
係
数
に
っ
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4S－IIIg414esobls｝」；gb！eS＄MWetS2za“．ffesGlslf，｝orIL．jll“；一，itslses

　　　　　　　　　　　　　第1図80行カード

2．実験方法
実験装置は第2図a（第2図bはその写真）に示す如きものを製作し使用しナこ。

1）　昭和26年10月13日関西工学連合講演会にて講演。
2）　Electric　accounting　machine　card，　tabulating　card．

3）　1．B．M・ではカードに対し次の試験を行う。Microscopic　examination，　thickness，

　bursting　strength，　tensile　strength，　tearing　strength，　folding　endurance，　curl

　size　test，　porosity，　surface　finish，　stiffness　test，　electrical　testing．

一198一
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役
制
度
に
つ
い
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久
保
田
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二
郎

　
現
代
の
会
計
監
査
で
は
財
務
監
査
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
が
、
財
務
監

査
は
、
証
券
資
本
制
経
済
社
会
の
発
展
に
伴
っ
て
株
券
社
債
な
ど
が
恰
も

商
事
の
如
く
そ
れ
自
体
に
価
格
を
も
つ
し
、
取
引
の
対
象
に
な
っ
て
き
た

の
で
、
そ
の
投
資
家
層
を
保
護
す
る
手
段
が
要
請
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と

に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
国
の
如
く
証
券
資
本
制
社
会
で
は
】
般
に
こ

れ
を
要
請
す
る
段
階
に
到
達
し
て
い
る
か
否
か
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
一

部
の
株
式
会
社
に
は
法
的
監
査
と
し
て
、
こ
れ
を
強
要
せ
ん
と
し
て
い

る
。
こ
れ
が
た
め
に
会
社
の
機
関
た
る
監
査
役
及
び
そ
の
職
務
遂
行
の
制

度
は
存
在
の
意
義
を
消
失
す
る
が
如
き
意
見
が
出
さ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
財
務
監
査
を
法
的
監
査
の
形
で
実
施
す
る
と
な
れ
ば
、
こ
の

時
代
的
要
請
に
即
応
す
る
に
は
、
そ
の
監
査
担
当
者
は
一
定
の
資
絡
あ
る

独
立
の
職
業
的
監
査
人
と
し
、
そ
の
監
査
の
実
施
内
容
と
監
査
報
告
と
が

投
資
家
層
に
何
も
の
で
あ
る
か
を
諒
解
せ
し
め
る
に
は
、
そ
の
背
後
に
監

査
上
の
諸
規
．
範
が
確
立
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
更
に
そ
の
規
範
が
準
拠
で
き
る

会
社
会
計
の
諸
原
則
の
確
立
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
投
資
家

層
を
保
護
す
る
機
能
を
充
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
国
家
的
監
督
機
関
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
か
く
み
る
と
、
時
代
的
要
請
に
即
応
す
る
具
体
的
な

も
の
は
、
私
経
済
的
な
る
監
査
よ
り
は
寧
ろ
社
会
的
に
制
度
化
し
た
監
査

で
あ
る
。
故
に
、
現
代
財
務
監
査
制
度
は
社
会
的
監
査
制
度
と
み
て
も
支

障
が
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
傾
向
を
目
し
て
監
査
役
に
関
す
る
存
立
の
意
義
の
消
失

の
帰
趨
を
指
摘
し
て
い
る
の
が
有
力
な
意
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
監
査
役

は
会
社
の
機
関
と
し
て
株
主
総
会
に
て
選
任
し
、
そ
の
職
責
も
会
計
に
関

す
る
書
類
を
調
査
し
そ
の
意
見
を
株
主
総
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
あ
る
。

換
言
せ
ば
監
査
役
は
株
主
総
会
を
通
じ
て
株
主
の
利
益
擁
護
に
資
す
る
と

こ
ろ
に
あ
っ
て
、
株
式
社
債
な
ど
の
証
券
投
資
家
層
一
般
の
た
め
の
法
的

監
査
と
そ
の
目
的
に
お
い
て
一
致
し
な
い
側
面
が
あ
る
。
ま
し
て
、
法
的

監
査
を
強
要
さ
れ
る
会
社
の
株
主
と
い
え
ど
も
、
建
前
は
証
券
流
通
市
鵬

で
そ
の
投
資
の
去
就
の
自
由
は
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
株
主
が

投
資
の
去
就
を
自
由
に
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
が
故
に
、
か
か
る
株

主
の
利
益
保
護
の
た
め
に
監
査
役
の
職
責
の
遂
行
上
の
制
度
的
意
義
が
残

っ
て
い
る
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
商
法
に
は
株
主
の
利
益
保

護
の
規
定
が
あ
る
か
ら
、
法
の
論
理
か
ら
し
て
か
か
る
意
義
は
残
ら
な
い

と
い
う
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
の
規
定
が
我
国
に
お
い
て
現
実
に
効
果
を
発

揮
す
る
か
否
か
は
保
障
で
き
な
い
か
ら
、
監
査
理
論
か
ら
し
て
監
査
役
と
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そ
の
職
責
遂
行
の
制
度
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
敢
え
て
法
的
監
査

を
以
っ
て
監
査
役
監
査
に
代
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
不
調
整
の
部
面

を
解
決
せ
ず
に
敢
行
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
い
ま
一
つ
の
問
題
は
法
的
監
査
の
強
要
さ
れ
る
会
社
で

は
、
内
部
監
査
広
く
は
内
部
統
制
が
現
代
の
会
社
経
営
に
肝
要
と
な
っ
た

か
ら
、
こ
の
方
面
の
管
掌
者
に
監
査
役
を
充
て
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
監
査
役
の
転
責
の
転
換
で
は
な
く
、
寧
ろ
実
質
的
に
は

監
査
役
を
廃
止
し
、
そ
の
性
絡
を
変
え
る
意
見
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

内
部
監
査
は
会
社
の
経
営
の
た
め
に
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
株

主
は
そ
の
利
害
関
係
者
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
故
に
、
監
査
役
を
内
部
監

査
の
管
掌
者
に
転
向
せ
し
め
る
と
、
彼
等
の
職
責
は
株
主
の
た
め
の
み
に
．

つ
く
す
こ
と
に
な
ら
ぬ
。
ま
し
て
、
内
部
監
査
の
管
掌
者
は
理
論
的
に
は

会
社
使
用
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
監
査
役
に
は
使
用
人
の
兼
任
禁
止

の
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
内
部
監
査
へ
の
転
向
を
い
う
の
は

是
認
で
き
ぬ
意
見
で
あ
る
。

　
法
的
監
査
が
社
会
的
監
査
制
度
と
な
っ
て
、
そ
れ
が
必
要
な
株
式
会
社

に
お
い
て
も
、
監
査
役
に
つ
い
て
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
ま
し
て
、
我

国
で
は
社
会
的
監
査
制
度
の
運
用
に
よ
っ
て
投
資
家
禽
を
保
護
す
る
に
及

ば
な
い
小
規
模
な
ど
の
会
社
が
多
数
に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
監
査
役
の

存
続
を
前
提
に
し
て
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
、
か
か
る
会
社
の
監
査

役
の
職
責
遂
の
実
情
は
低
調
で
あ
っ
た
と
一
般
に
評
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

専
ら
監
査
役
及
び
そ
の
職
責
遂
行
の
制
度
に
禍
因
が
あ
っ
た
の
で
な
く
、

会
社
が
監
査
に
認
識
を
欠
き
、
社
会
一
般
に
監
査
思
想
の
普
及
し
て
い
な

か
っ
た
と
こ
ろ
に
根
本
的
禍
因
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
を
見
直
し

て
も
、
な
お
も
監
査
役
の
職
責
が
低
調
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
携

合
に
、
監
査
役
及
び
そ
の
職
責
遂
行
の
制
度
全
般
に
改
革
を
奮
う
べ
き
で

あ
っ
て
、
法
的
監
査
の
例
を
以
っ
て
す
べ
て
を
律
す
る
の
は
理
論
的
に
納

得
で
き
な
い
。

第
二
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
六
日
）

挽
法
に
於
け
る
減
憤
…
郎
党

渡

辺

進

　
シ
ヤ
ゥ
ブ
勧
告
を
機
と
し
て
棚
卸
資
産
経
理
に
お
け
る
と
同
じ
く
減
価

償
却
の
面
に
お
い
て
も
我
国
税
法
は
大
い
に
整
備
さ
れ
た
。
数
種
の
減
価

償
却
の
方
法
の
選
択
が
認
め
ら
れ
、
選
択
さ
れ
た
方
法
の
変
更
に
は
政
府

の
承
認
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
い
で
耐
用
年
教
の
改
訂
が
行
わ
れ

よ
う
と
す
る
に
際
し
、
本
報
告
は
ア
メ
リ
カ
の
税
法
を
参
照
し
乍
ら
、
そ

の
改
訂
の
方
向
に
関
す
る
希
望
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
大
要
は
次

の
如
く
で
あ
る
。

　
1
、
耐
用
紅
教
の
決
定
は
先
ず
物
件
別
耐
用
年
数
の
決
定
か
ら
始
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
綜
合
償
却
も
ま
た
そ
の
適
用
の
簡
便
性
の

故
に
棄
て
る
べ
き
で
は
な
い
。
従
っ
て
物
件
別
耐
用
年
数
の
外
に
、
業
種

別
に
標
準
的
な
る
綜
合
耐
用
年
数
を
設
定
し
、
物
件
別
耐
用
年
数
を
用
い

る
か
綜
合
耐
用
年
数
を
用
い
る
か
は
企
業
の
選
択
に
委
ね
る
こ
と
と
す
べ

き
で
あ
る
。

　
2
、
綜
合
耐
用
年
数
は
平
均
的
に
定
め
ら
れ
る
標
準
的
な
も
の
で
あ
る

か
ら
、
企
業
が
綜
合
耐
用
年
数
を
採
用
す
る
と
き
、
こ
れ
に
墓
く
償
却
率

は
必
ず
し
も
当
該
企
業
の
実
情
に
合
致
し
な
い
。
従
っ
て
斯
る
場
合
に
は

当
該
企
業
の
申
請
及
び
税
務
当
局
の
査
定
に
よ
っ
て
法
定
償
却
率
と
は
異

な
る
償
却
率
を
用
い
得
る
も
の
と
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

　
3
、
但
し
廃
棄
損
益
の
計
算
に
は
物
件
別
耐
用
年
数
を
基
礎
と
す
る
こ
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と
が
正
当
で
あ
る
。

　
樹
固
定
資
産
の
評
価
替
に
よ
る
損
益
を
課
税
損
益
と
み
る
こ
と
に
つ
い

て
は
更
に
研
究
を
要
す
る
。
我
国
の
税
法
は
も
っ
と
、
実
現
さ
れ
た
損
益

と
未
実
現
損
益
と
を
区
別
し
て
取
扱
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
後
（
昭
和
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
）
改
訂
さ
れ
た
る
耐
用
年
数

は
、
法
人
税
法
施
行
規
則
、
細
則
に
対
す
る
所
要
の
空
士
と
共
に
発
表
さ

れ
た
。
．
本
報
告
は
そ
の
改
正
前
の
規
定
に
基
き
立
論
さ
れ
た
る
も
の
で
あ

る
。

第
三
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
穴
年
四
月
三
臼
）

経
螢
位
置
移
動
の
實
態

米

花

稔

　
今
日
の
経
営
に
と
っ
て
、
そ
の
位
置
は
極
め
て
重
要
な
る
要
件
の
一
で

あ
る
が
、
位
置
決
定
は
叉
同
時
に
時
間
の
推
移
に
伴
う
経
営
存
立
の
諸
条

件
の
変
動
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
の
所
謂
最
適
位
置
と
共

に
、
そ
の
適
応
限
界
性
が
重
要
な
る
意
味
を
持
つ
所
以
で
あ
る
。
位
置
と

の
関
係
に
お
け
る
生
産
諸
要
素
の
組
合
せ
乃
至
代
替
関
係
が
問
題
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
所
謂
工
業
立
地
論
も
、
そ
の
静
態
湯
玉
察
か
ら
進
ん
で
、
経
済
現
象
と

し
て
の
立
地
移
動
を
老
察
の
対
象
に
と
り
あ
げ
っ
瓦
あ
る
。
而
し
て
そ
れ

は
工
業
の
地
域
的
分
布
の
変
化
、
地
域
構
造
の
変
動
と
し
て
把
握
せ
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
現
象
と
し
て
の
立
地
移
動
と
、
こ
れ
を
結
果

す
る
個
々
の
工
業
経
営
の
位
置
の
動
態
は
、
一
応
別
個
の
面
を
も
つ
て
い

る
ご
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
経
営
位
置
の
動
態
的
考
察
は
、
別
に
経

経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

営
の
存
立
形
態
、
業
務
活
動
の
一
側
面
と
し
て
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

問
題
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
如
き
観
点
に
覧
て
、
地
域
的
考
察
の
事
例
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の

一
地
区
、
我
国
の
伊
丹
並
に
姫
路
地
区
に
つ
い
て
個
々
の
経
営
位
置
の
動

態
を
老
察
し
、
次
で
業
種
的
老
察
の
事
例
と
し
て
、
我
国
の
綿
糸
紡
績
工

場
と
硫
安
工
場
の
明
治
、
大
正
、
昭
和
に
至
る
間
の
位
置
移
動
の
実
態
を

明
か
に
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
に
よ
つ
て
、
位
置
の
経
営
の
存
立
条
件
で
あ
る
こ
と
、

し
か
も
そ
の
条
件
の
一
で
あ
る
と
い
う
前
述
の
性
格
を
明
か
に
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

第
四
回
研
究
春
写
（
昭
和
二
十
山
ハ
年
山
ハ
月
十
一
二
一
目
）

G
・
C
・
ア
レ
ン
著
「
バ
ー
、
・
・
ン
ガ
ム
及
び

ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
の
産
業
護
…
展
、
一
八

六
〇
一
1
一
九
ご
七
」
研
究井

　
　
上
　
忠
　
勝

　
本
研
究
は
、
ま
ず
、
プ
レ
ン
が
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
、
バ
i
芝
ン

ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
ン
ト
リ
地
方
の
一
八
六
〇
年
よ
り
一
九
二
七
年

に
至
る
産
業
発
展
を
論
じ
た
か
を
検
討
し
、
次
に
、
斯
く
の
如
く
し
て
採

り
あ
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
産
業
発
展
そ
の
も
の
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
示

し
、
最
後
に
、
本
書
に
つ
い
て
の
若
干
の
所
見
を
、
経
営
学
徒
と
し
て
披

涯
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
プ
レ
ン
は
、
産
業
発
展
の
問
題
を
、
産
業
の
型
の
変
遷
と
産
業
組
織
の

変
遷
と
に
分
っ
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
内
部

組
織
の
問
題
に
一
つ
の
重
点
を
置
き
な
が
ら
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
。
即
ち

彼
は
、
こ
の
地
域
が
産
業
発
展
の
如
何
な
る
段
階
に
あ
っ
た
か
を
見
究
め
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る
べ
く
、

　
　
AB

経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

の
如
く
分
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

立
っ
て
、

て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
ア
レ
ン
は
、
そ
の
師
ア
シ
ュ
レ
イ
が
、
そ
の
「
経
営
学
」
に
於
て

試
み
た
と
相
似
た
観
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
産
業
組
織
の
変
遷
を
論
じ
て
い

る
。
即
ち
、
闇
接
費
の
漸
増
的
負
担
に
意
味
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
製
造

方
策
、
売
買
の
方
法
、
内
部
組
織
及
び
個
々
の
事
業
体
相
互
間
の
関
係
に

つ
い
て
の
諸
変
遷
が
、
産
業
組
織
変
遷
の
一
課
題
と
し
て
採
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
れ
ら
の
点
に
着
目
す
る
と
き
、
我
々
は
本
書
の
中
に
自
ら
二
つ

の
経
営
学
的
課
題
を
見
出
し
う
る
と
思
う
。
第
二
に
本
書
は
、
経
営
史
の

一
課
題
に
答
え
る
も
0
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
内
部
組
織
の
変
遷

を
、
産
業
組
織
変
遷
の
｝
つ
の
重
要
な
課
題
と
し
て
論
じ
、
か
つ
ま
た
、

間
接
費
の
漸
増
的
負
担
に
意
味
を
持
た
せ
な
が
ら
、
製
造
方
策
、
売
買
の

方
法
、
内
部
組
織
及
び
個
々
の
事
業
体
相
互
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
諸
変

遷
を
論
じ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
於
て
。
第
二
に
本
書
は
、
ア
シ
ユ
ソ
イ

の
「
経
営
学
」
を
充
実
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
ア
シ
ユ
レ

イ
が
そ
の
経
営
学
に
於
て
試
み
た
と
相
似
た
観
点
を
老
白
し
つ
つ
、
当
該

地
方
の
半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
産
業
発
展
を
論
じ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
於

一
般
に
産
業
組
織
の
主
要
段
階
を

問
屋
制
度

（
a
）
　
本
来
の
家
内
組
織

（
b
）
　
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ー
ナ
ー
組
織

工
場
到
度

（
a
）
　
下
請
負
組
織

（
b
）
集
中
統
制
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
が
内
部
組
織
な
る
独
得
の
観
点
に

問
屋
制
度
及
び
工
場
制
度
を
ば
、
夫
々
二
つ
の
組
織
に
細
別
し

　
　
　
　
　
　
彼
が
内
部
組
織
の
問
題
に
深
い
関
心
を
払
っ
て

て
。

第
五
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
十
四
日
）

経
管
位
置
の
競
合
と
地
…
帯
購
成

i
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
事
例
i

米

花

稔

　
経
営
位
置
の
現
実
の
問
題
は
、
単
純
に
最
適
位
置
の
決
定
を
中
心
と
す

る
一
般
論
と
し
て
の
立
地
論
で
は
、
解
決
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
む
し

ろ
位
置
の
経
営
に
対
す
る
適
応
限
界
性
が
重
要
な
る
問
題
と
な
る
の
で
あ

る
か
ら
、
事
実
に
即
し
て
段
階
的
に
研
究
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
而
し
て
そ
れ
は
主
し
て
業
種
別
特
徴
の
把
握
か
ら
進
め
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
経
営
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
条
件
に
よ
っ
て
存
立
し
て
い
る
為

に
、
必
し
も
一
律
に
定
型
化
し
得
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
こ
」
に
業
種

的
考
察
の
限
界
が
あ
る
。

　
本
来
位
置
は
空
間
的
ひ
ろ
が
り
を
持
ち
、
こ
の
性
質
よ
り
土
地
利
用
の

競
合
関
係
を
生
ず
る
。
従
っ
て
経
営
の
立
地
条
件
は
、
他
の
経
営
の
そ
れ

と
相
対
的
関
係
に
於
て
制
約
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
瓦
に
業
種
的

老
察
と
並
ん
で
、
地
域
的
老
察
の
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
報
告
は
、
右
の
如
き
意
味
か
ら
、
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
三
大

エ
業
都
市
、
並
び
に
郊
外
工
業
地
帯
を
含
む
阪
神
工
業
地
帯
の
構
成
を
、

巡
錫
労
働
者
数
に
よ
っ
て
実
証
的
に
明
か
に
し
、
地
域
的
考
察
の
研
究
の

一
部
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
先
づ
三
大
都
市
に
つ
い
て
み
る
と
、
何
れ
も
全
体
と
し
て
金
属
機
械
工

業
が
五
〇
％
前
後
を
占
め
る
こ
と
を
特
徴
と
し
、
そ
の
地
域
的
構
成
を
み

る
と
、
海
岸
地
帯
は
金
属
機
械
工
業
が
七
〇
一
八
0
％
を
占
め
、
化
学
工
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業
、
繊
維
工
業
等
の
主
た
る
部
分
は
、
都
市
内
の
海
岸
地
帯
に
つ
§
く
後

背
地
を
占
め
て
い
る
。

　
更
に
注
意
す
べ
き
は
、
金
属
機
械
工
業
に
於
て
、
低
次
製
品
工
業
が
海

岸
地
帯
に
、
高
次
製
品
は
比
較
的
多
く
後
背
地
に
占
め
ら
れ
、
又
繊
維
工

業
に
あ
っ
て
は
、
紡
績
、
織
布
等
は
大
都
市
に
極
め
て
少
く
、
主
と
し
て

染
色
加
工
、
仕
上
工
程
の
業
種
を
主
と
し
て
お
り
、
化
学
工
業
に
於
て

は
、
消
費
者
商
品
に
属
す
る
も
の
が
顕
著
で
あ
る
。

　
又
郊
外
地
帯
と
大
都
市
地
域
と
の
関
連
性
は
、
金
属
機
械
工
業
に
於
て

著
し
い
が
、
特
に
そ
の
基
礎
的
工
業
と
、
最
終
段
階
の
造
船
、
車
輔
工
業

の
如
き
組
立
工
業
と
が
大
都
市
に
集
中
的
で
、
郊
外
地
帯
工
業
の
主
た
る

部
分
は
、
そ
の
中
間
的
段
階
の
金
属
機
械
工
業
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し

て
い
る
。

會
祉
経
理
專
門
委
員
會
［

　
企
業
会
計
原
則
の
発
表
、
「
財
務
諸
表
規
則
」
の
実
施
y
税
法
・
商
法

等
の
改
正
に
伴
な
い
我
が
国
企
業
会
計
は
こ
れ
等
に
則
応
ず
る
た
め
に
多

く
の
修
正
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
共
に
、
相
つ
ぐ
諸
経
理
関
係
規
定
間

に
は
必
ず
し
も
統
一
な
く
此
の
間
の
調
整
の
必
要
が
痛
感
せ
ら
れ
る
に
至

っ
た
。
「
会
社
経
理
専
門
委
員
会
」
は
、
学
界
・
実
業
界
の
専
門
家
の
協

力
に
よ
る
こ
れ
等
諸
問
題
の
討
究
・
具
体
的
解
決
策
の
検
討
を
目
的
と
し

て
、
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
の
専
門
委
員
会
の
規
定
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
本
委
員
会
は
昭
和
二
十
六
年
七
月
二
十
日
第
一

回
会
合
を
開
き
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
長
宮
田
喜
代
蔵
教
授
の
挨

拶
、
本
委
員
会
委
員
長
平
井
泰
太
郎
教
授
の
経
過
報
告
、
運
営
方
針
の
説

明
が
あ
っ
た
。
現
在
の
委
員
氏
名
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

委
　
員
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
序
不
同
）

委
員
長
灘
麟
叢
識
灘
平
井
泰
太
郎

　
会
社
委
員

　
　
　
川
崎
重
工
株
式
会
社
監
査
役
　
　
　
　
神
　
馬
　
新
　
七
　
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
経
理
部
長

大
日
本
紡
績
株
式
会
社
統
計
課
長

兼
松
株
式
会
社
経
理
部
次
長

川
崎
汽
船
株
式
会
社
経
理
副
部
長

川
崎
製
鉄
株
式
会
社
経
理
部
長

神
戸
銀
行
調
査
部
長

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所
財
務
部
次
長

中
日
本
重
工
株
式
会
社
財
務
課
長

日
本
毛
織
株
式
会
社
経
済
研
究
課
長

日
新
化
学
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
経
理
部
副
長

新
扶
桑
金
属
株
式
会
社
経
理
部
長

新
日
本
汽
船
株
式
会
社
主
計
課
長

帝
国
人
絹
株
式
会
社
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
兼
経
理
部
長

東
洋
紡
績
株
式
会
社
財
務
課
長

鈴田田秋川糟古森武高武鈴西中

木宮中谷崎谷詳細本木川 ﾍ
　　　　　　　　　　　　卯
　豊重伊政武養英清華成層
　　　　　　　　　　　　之
賢治吉織夫美一章一一行吉助功
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会
社
経
理
専
門
委
員
会

大
学
委
員

　
　
神
戸
大
学
経
営
学
説
教
授

同試訳同筆

教
授

教
授

助
教
授

助
教
授

　
助
手

　
　
　
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
教
授

　
　
　
同
　
　
　
・
　
　
助
手

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
助
手

　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
助
手

　
研
究
会
は
原
則
と
し
て
月
一
回
行
わ
れ
て
い
る
Q

旨
を
次
に
掲
げ
る
。

第
一
回
研
究
会
（
七
月
二
十
日
）

附
加
債
値
税
に
つ
い
て

鈴増井渡谷大戸久亀山
　
硝

煙
　
康

保
田木崎上辺端塚田田一”N下

　　　　　　　St康
和宗忠　俊義賑勝

蔵弘勝進長郎郎郎郎治

そ
の
研
究
発
表
の
要

神
戸
大
学
渡
辺
進
教
授

　
同
教
授
は
先
づ
附
加
価
値
税
に
対
す
る
賛
否
両
論
の
現
勢
を
説
明
し
賛

否
何
れ
の
立
場
に
立
つ
と
錐
も
先
づ
充
分
に
附
加
価
値
税
の
持
つ
効
果
及

び
欠
陥
を
検
討
湿
て
後
に
決
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
本
税
に
対
す
る
研
究

不
足
叉
は
印
本
の
税
体
系
の
全
体
的
立
場
を
離
れ
て
単
に
一
企
業
の
損
益

の
立
場
か
ら
附
加
価
値
税
の
存
廃
を
決
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、
附
加

価
値
税
の
本
質
、
特
に
附
加
価
値
税
が
難
解
で
あ
る
と
の
非
難
を
生
ぜ
し

め
る
大
ぎ
い
原
因
と
な
っ
た
加
算
法
と
控
除
法
の
異
同
、
相
互
関
係
等
に

つ
い
て
解
明
し
た
。

　
そ
の
結
論
は
附
加
価
値
税
を
実
施
す
る
と
せ
ば
控
除
法
を
排
し
て
加
算

法
一
本
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
如
く

で
あ
る
。

　
（
一
）
　
控
除
法
に
よ
る
計
算
は
一
部
の
見
解
に
反
し
て
至
っ
て
複
雑
で

あ
る
。
こ
の
事
は
大
企
業
に
お
い
て
も
中
小
企
業
に
於
て
も
同
様
に
あ
て

は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
控
除
法
（
現
行
地
方
税
法
に
お
け
る
如
く
一
時
控
除
方
式
を
伴

う
）
は
期
間
的
附
加
価
値
額
の
把
握
の
見
地
か
ら
み
て
不
満
足
な
も
の
で

あ
る
。
即
ち
控
除
法
は
附
加
価
値
実
際
発
生
額
に
比
し
過
大
又
は
過
少
の

附
加
価
値
額
を
算
出
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
更
に
重
要
な
こ
と
は
控
除
法
（
一
時
控
除
方
式
を
伴
う
）
に
よ

れ
ば
殆
ど
確
実
な
る
税
収
の
見
込
額
は
た
瓦
な
い
。
従
っ
て
地
方
自
治
体

は
勢
い
余
分
の
含
み
を
見
込
ん
で
、
加
算
法
一
本
の
傷
合
よ
り
も
高
率
の

税
率
を
設
定
す
る
必
要
を
生
ず
る
で
あ
ら
う
。

第
二
回
研
究
会
（
八
月
二
十
日
）

米
國
造
船
會
肚
の
會
計
の
實
際

川
崎
重
工
監
査
役
　
神
馬
新
七
郎
氏

　
鼻
脂
に
よ
る
個
別
生
産
の
典
型
た
る
造
船
業
の
活
動
は
先
ず
激
烈
な
競

争
に
「
入
札
」
に
よ
っ
て
勝
つ
こ
と
か
ら
始
ま
る
が
「
落
札
」
の
後
に
は

直
ち
に
こ
の
指
値
の
範
囲
内
で
如
何
に
原
価
を
切
下
げ
て
船
舶
の
建
造
を

完
了
す
る
か
と
い
う
問
題
と
取
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
例
え
ば
一
造
船
会
社
は
原
価
切
下
の
た
め
に
次
の
六
つ
の
原
則
を
立
て
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て
い
る
。
　
（
1
）
各
部
門
の
支
配
人
は
自
ら
の
職
務
を
完
全
に
理
解
し
て

・
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
2
）
そ
の
支
配
人
は
三
ヶ
月
乃
至
六
ヶ
月
の

予
測
能
力
を
も
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
（
3
）
建
造
に
要
す
る
時

間
を
、
見
積
り
に
用
い
た
時
間
か
ら
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
し
て
実
行
予
算

を
た
て
る
。
　
（
4
）
直
接
労
務
費
は
見
積
予
算
か
ら
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
減

し
て
実
行
予
算
と
す
る
。
　
（
5
）
労
務
者
の
質
の
向
上
を
図
る
。
　
（
6
）

失
策
に
対
す
る
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
。
責
任
者
の
功
罪
は
相
殺
を
許
さ

ず
失
策
は
失
策
と
し
て
追
求
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
労
働
賃
金
は
会
社
と
造
船
業
労
働
組
合
と
の
間
に
（
各
会
社
単
位
の
組

合
は
な
い
）
年
一
回
結
ば
れ
る
ア
グ
リ
庭
山
ン
ト
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
。
戦
時
中
の
奨
励
給
は
一
掃
せ
ら
れ
現
在
で
は
時
間
給
と
な
っ
て
い

る
。
所
要
の
労
働
者
は
会
社
か
ら
ユ
ニ
オ
ン
に
申
込
め
ば
四
十
八
時
間
以

内
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
原
価
計
算
．
に
は
標
準
原
価
を
用
い
ず
す
べ
て
実
際
原
価
で
計
算
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
日
そ
の
日
の
原
価
が
集
計
さ
れ
て
船
舶
建
造
後
一
週
間
目

に
は
そ
の
原
価
計
算
が
完
了
す
る
。
こ
れ
は
計
算
の
機
械
化
が
行
は
れ
て

い
る
点
に
も
起
因
す
る
が
、
原
価
計
算
手
続
の
相
違
に
も
よ
る
。
例
え
ば

購
入
材
料
は
す
べ
て
工
事
番
号
別
に
賦
課
し
完
了
後
の
残
品
を
材
料
費
か

ら
控
除
す
る
が
如
き
で
あ
る
。

　
原
価
切
下
は
右
の
如
き
企
業
努
力
に
よ
っ
て
大
い
に
赴
成
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
原
価
は
企
業
の
支
配
し
得
な
い
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て
制
約
さ

れ
る
部
面
も
あ
る
の
で
、
二
国
間
の
船
舶
建
造
原
価
を
比
較
す
る
た
め
に

は
そ
の
背
後
に
横
た
わ
る
経
済
的
諸
事
実
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

会
社
経
理
専
門
委
員
会

株
式
額
面
の
引
上
問
題

神
戸
大
学
　
平
井
泰
太
郎
教
授

　
現
在
株
式
額
面
五
十
円
と
い
う
事
実
が
如
何
に
他
物
価
と
の
均
衡
を
失

し
た
も
の
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
払
込
金
五
十
円

と
酒
株
式
印
刷
費
、
営
業
報
告
書
其
の
他
株
主
配
布
用
印
刷
物
費
、
郵
税

株
主
関
係
費
用
等
と
を
比
較
す
れ
ば
明
か
で
あ
る
。
額
面
引
上
げ
に
よ
っ

て
右
の
均
衡
を
回
復
し
同
時
に
小
株
主
問
題
を
解
決
し
得
る
も
の
で
あ

る
。
平
井
教
授
は
夙
に
株
式
額
面
引
上
の
必
要
を
説
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
新
商
法
施
行
を
期
と
し
て
今
や
こ
れ
は
現
実
の
問
題
」
と
な
っ
た
。

　
株
式
額
面
は
之
を
引
上
げ
て
幾
干
の
金
額
と
な
す
べ
き
で
あ
る
か
。
平

井
教
授
に
よ
れ
ば
一
株
五
千
円
と
す
る
を
以
て
適
当
で
あ
る
と
す
る
。
そ

の
主
な
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
（
1
）
現
在
株
式
の
取
引
単
位
は
五

千
円
で
あ
る
。
こ
の
慣
習
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
額
面
を
五
千

円
に
引
上
げ
れ
ば
一
株
を
単
位
と
し
て
取
引
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
株

取
引
は
心
理
的
に
み
て
面
白
く
な
い
と
い
う
説
も
あ
る
が
之
は
慣
習
の
問

題
で
あ
っ
て
、
昔
は
一
株
を
単
・
位
と
し
て
取
引
さ
れ
た
時
代
も
あ
る
。

（
2
）
現
在
投
資
信
託
の
受
益
証
券
は
五
千
円
単
位
と
な
っ
て
い
る
。

（
3
）
対
外
的
関
係
か
ら
み
て
な
る
べ
く
額
面
の
均
衡
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
株
式
額
面
は
概
ね
五
十
弗
で
あ
る
。
五
千
円
と
す
れ
ば

約
十
五
弗
と
な
る
。
単
位
が
余
り
小
さ
い
と
国
際
投
資
を
阻
害
す
る
。
そ

の
他
若
干
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
而
し
て
ま
た
額
面
引
上
げ
に
よ
り
端
数
株
が
整
理
さ
れ
る
と
共
に
、
株

数
の
減
少
と
な
り
株
価
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
所
説
を
裏

付
け
す
る
た
め
に
多
く
の
綿
密
な
る
統
計
が
示
さ
れ
た
。
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会
社
経
理
専
門
委
員
会

第
三
回
研
究
会
（
九
月
二
十
八
日
）

減
縮
原
則
と
保
陰
差
釜神

戸
大
学
山
下
勝
治
教
授

　
従
来
行
わ
れ
て
い
る
資
本
剰
余
金
の
本
質
規
定
は
何
れ
も
例
示
的
な
も

の
に
し
か
す
ぎ
ず
、
唯
一
の
積
極
的
規
定
は
木
村
和
三
郎
教
授
の
市
場
的

金
融
操
作
過
程
に
お
い
て
生
来
す
る
剰
余
金
を
以
っ
て
資
本
剰
余
金
と
す

る
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
有
価
証
券
売
買
を
も
資
本
剰
余
と
す
る
が
如
き

結
論
を
齎
ら
す
も
の
と
老
え
ら
れ
る
。

　
か
x
る
資
本
剰
余
の
本
質
の
曖
昧
さ
か
ら
保
険
差
益
の
性
格
も
混
迷
を

来
す
の
で
あ
っ
て
、
税
法
は
保
険
差
益
は
本
来
利
益
剰
余
と
み
て
お
り
、

圧
縮
記
帳
し
た
場
合
に
の
み
特
例
的
に
非
課
税
と
す
る
見
解
を
と
る
に
対

し
、
会
計
学
者
一
般
は
そ
れ
が
資
本
的
支
出
、
即
ち
再
建
資
金
に
充
当
さ

れ
る
限
り
資
本
剰
余
金
で
あ
る
と
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
保
険
差
益
を

圧
縮
記
帳
す
る
こ
と
は
後
の
過
少
償
却
、
従
っ
て
計
算
利
益
の
過
大
表
示

と
な
り
、
本
来
資
本
剰
余
た
る
保
険
差
益
を
以
て
間
接
的
に
利
益
剰
余
に

振
替
え
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
税
法
は
資
本
課
税
の
不
合
理
を
冒
す
こ

と
に
な
る
と
普
通
会
計
学
者
は
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
右
の
議
論
は
根
本
に
お
い
て
資
本
を
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ア
セ
ッ
ツ

に
結
び
付
け
て
老
え
ん
と
す
る
誤
謬
に
陥
っ
て
い
る
と
教
授
は
．
論
断
す

る
。
蓋
し
火
災
損
失
は
一
の
偶
発
損
失
に
す
ぎ
ず
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
以

上
の
保
険
差
益
は
そ
れ
が
資
本
的
支
出
に
当
て
ら
れ
よ
う
と
経
費
的
支
出

に
当
て
ら
れ
よ
う
と
結
局
こ
の
偶
然
損
失
を
カ
バ
ー
す
る
う
ち
に
獲
得
ざ

れ
た
機
会
利
益
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
税
法
上
の
圧
縮
記
帳
は
右
の
保
険
差
「
益
」
を
そ
の
発
生
事
業
年
度
に

帰
属
せ
し
め
ず
、
数
年
度
に
配
分
課
税
せ
ん
と
す
る
点
、
却
っ
て
期
間
損

益
計
算
上
好
ま
し
き
会
計
処
理
で
あ
り
、
又
保
険
差
「
益
金
」
を
以
て
す

る
特
別
償
却
方
法
と
も
考
え
得
る
。

　
か
く
て
山
下
教
授
に
よ
れ
ば
資
本
剰
余
金
を
以
て
自
己
資
本
の
発
行
・

回
収
・
転
換
の
過
程
に
生
ず
る
剰
余
金
の
み
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
の
剰

余
金
に
は
利
益
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

企
業
會
計
と
税
務
・
曾
計
の
一
側
面

東
洋
紡
績
財
務
課
長
鈴
木

賢
氏

　
企
業
会
計
原
則
に
よ
れ
ば
資
本
剰
余
は
毎
期
の
純
利
益
以
外
の
源
泉
か

ら
生
ず
る
剰
余
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
し
て
課
税
所
得
は
純

利
益
に
限
定
す
べ
く
資
本
剰
余
は
課
税
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
結
論
が
生
ず

る
も
の
と
す
れ
ば
我
国
税
法
上
の
立
場
か
ら
次
の
如
く
老
え
ら
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

（
1
）
課
税
所
得
を
純
利
益
に
限
定
す
る
こ
と
は
現
行
法
が
課
税
所
得
を

総
益
金
か
ら
総
損
金
を
控
除
し
た
も
の
と
し
て
、
何
等
限
定
を
附
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
解
釈
論
と
し
て
承
認
し
難
い
。

（
2
）
立
法
論
と
し
て
課
税
所
得
を
純
利
益
に
限
定
す
る
か
ど
う
か
は
寧

ろ
租
税
体
系
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
所
得
税
等
と

の
関
連
が
老
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
助
成
金
保
険
差
益
等
に
対
す
る
課
税
が
そ
れ
だ
け
将
来
の
設
備
更

新
を
不
充
分
な
ら
し
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
助
成
金

等
が
牧
益
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
通
常
資
本
剰
余
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
税
法
と
の
関
係
は
次
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の
如
く
老
え
且
つ
此
の
線
に
向
っ
て
の
改
正
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
。

（
1
）
株
式
払
込
差
金
等
資
本
取
引
に
基
つ
ぐ
も
の
は
法
人
が
個
人
の
集

合
体
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
於
て
総
益
金
に
含
ま
れ
な
い
。

（
’
2
）
貨
幣
価
値
の
変
動
に
基
づ
ぐ
も
の
は
単
に
計
数
の
整
理
で
あ
り
、

実
質
的
所
得
で
は
な
い
か
ら
総
益
金
で
ば
な
い
。
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
も

貨
幣
価
値
変
動
に
基
づ
く
増
加
部
分
が
含
ま
れ
る
が
、
之
が
非
課
税
と
な

ら
な
い
0
は
理
論
の
問
題
で
は
な
く
し
て
技
術
的
・
税
務
行
政
的
原
因
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
合
併
差
益
は
合
併
を
如
何
に
み
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。
即
ち
合

併
会
社
と
被
合
併
会
社
が
合
一
合
体
す
る
も
の
と
み
る
か
被
合
併
会
社
の

資
産
負
債
の
譲
渡
が
行
わ
れ
る
も
の
と
み
る
か
で
あ
る
。

（
4
）
国
庫
補
助
金
等
は
実
質
的
に
企
業
資
産
を
増
加
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
所
得
と
み
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
に
対
す
る
課
税
は
補
助
の
目

的
を
減
殺
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
非
課
税
と
す
る
を
適
当
と
す
る
。
こ
れ

は
罰
金
加
算
税
等
は
企
業
の
損
金
で
あ
る
が
、
非
課
税
と
す
れ
ば
そ
の
意

味
を
減
殺
す
る
か
ら
損
金
と
し
な
い
こ
と
と
対
比
さ
れ
る
。

（
5
）
保
険
差
益
は
貨
幣
価
値
変
動
に
基
づ
く
も
の
は
所
得
と
老
う
べ
き

で
は
な
い
。
固
定
資
産
に
再
投
資
さ
れ
る
と
否
と
に
係
ら
な
い
。
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To　Raise　the　Faee日Value　of　the　Shares

A・a・e・91t・f　th・infl・ti・n・a11　P・ices　in　J・p・n．　hqv・ri・en　g・adu・11y・．SgM・

have　risen　hundredfold　and　others　threehundredfold．　But　the　fac6。valu60f　the

shares　remains　unchanged．　The　value　is　usually　50　yen（13．8　cent　at　the　o伍cial

dollar　converSion　rate）and　sometimes　it　is　20　yen（5．5　cent）．　Even　the　market

prices　of　these　shares　do　not　reach　one　dotlar　except　in　five　or　six　cases．

　　As　a　matter　of　convenience，　transactions　are　carried　on　by　the　one　hundred

share　unit．　But　to　raise　a　capital　by　means　of　such　small　value　shares　makes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やthe　number　of　the　shareholders　enormously　numerous．　For　inStance，　The　Tokyo

Electric　Power　Co．，　Inc．　has　about　160，000　shareholders．　The　Japan　Electric　Ge・

neration　and　Transmission　Co．，　Ltd．　about　150，000　and　Kansai　Electric　Power

Co．，　Inc．　about　140，000．　Cotton　spinning．companies，　paper　manufacturing　coln－

panies　and　banks　have　each　several　ten　thousand　shareholders．　Consequently，

the　expenses　for　the　issue　of　share　certi丘cates，　attempt　to　increase　the　capital

and　of　calling　the　generalmeeting　Qf　the　shar＄holders　are　enormous・Mofeover・

unnecessary　extra　procedures　have　to　be　gone　through．　Further，　in　March，1951，

the．group　of　the　investors　who　own　less　than　one　hundred　share　those　face－value

amounts．　to．5，000　yen（13．8　dollar），　contributed　only　2．61％of　the　total　capital，

but　numbered．1，428，923　shareholders，　with　52，225，707　shares．　This　is　lnuch　to　be

deplored　because　it．hinders　the　e丘icient　working　of　the　capital　and　the　rationa・

1ization　of　management．　The　writer　of　this　article　advocates　to　raise　the　face・

value　ofi　the　shares　at　least　to　5，000　yen．

　　The　chapters　of　this　article　treat：……
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The　present　face－values　of　the　shares．

Pro　．　and　con　of　the　attempt　to　raise　the　face－value．

Rights　of　the　shareholders　representing　small　nu皿ber　of　shares；necessity

to　raise　the　face　value　as　a　measure　to．prevent　the　enormous　increase　of

share　certificate　expenses．

To　what　extent　should　the　face－value　be　raised？

5，000　yen　opinion．

Measures　to　be　taken　through　the　revised　Commercial　Code　and　the　Appli－

cation　Act　of　the　revised　Commercial．Code．

The　present　constitution　of．the　shareholders　in　Japan　and　the　necessity　of

adjustment　of　the　odd　lots　of　shares．

Answers　to・　the　quetions　about　the　5；OOO　yen　face－Values　opinion．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yasutabuo　Hirai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ProfessoグげB〃吻θ5s．Adntinistration，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobeσ吻〃s吻
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Inve皿to町． ualuation　in　the　Tax　Law

　　　By　virtue　of　・“Shoup　Mission’s　recommendations，”　great　progress　has　been

made　in　the　tax　regulations　concerning　inventory　valuation．　The　piain　points

are　as　follows，

　　　（1）　ln　so　far　as　bases　of　valuation　are　concerned，　the　selective　use　of　the

following　bases　was　recognized，　（a）　cost　（b）　market　（c）　cost　or　market，　which－

ever　is　lower．　Cost　is　to　be　determined　by　one　of　the　following　methods，　（a）

specific－invoice　（b）　Fifo　（c）　’Lifo　（d）　weighted　average　（e）　moving　average

（f）　simple　average　（g）　price　qf　last　purchase　（h）　goss　profit　niethod．

　　（．2）　A　taxpayer　shall　not　be　pekmitted　to　change　his　method　of　inventory

accounting　without　the　permission　of　the　Government，　once　he　has　made　his

election．

　　（3）　The　Practice　of　allowing　the　valuation　of　inventories　less　than　“cost　or

market．　whichever　is　lower，”　was　abolished．

　　The　author　of　this　article　believes　it　necessary　that　the　Lifo　method　should　be

extensively　adopted　in　Japan　where　the　financial　standing　of　business　concerns

is　unsound　and　price　fluctuations　enormous．　But　unfortunately，　the　adoption　of

this　method　was　few　in　eases．　One　of　the　principal　reasons　which　made　many

亡axpayers　refrain　fro血adop亡ing　Ljfo，　is　a亡亡ribu亡able　to．亡he　p取Ovisi（＞n亡ha亡亡he

pse　of　Lifo　is　not　authorized　unless　the　taxpayer　recomputes”the’opening

inventories，　on　the　“price　of　last　purchase　or　market，　whichever　is　lower”

method，　on　the　first　day　of　the　accounting　period　which　ends　first　after　March

31，　1950．　To　value　at　the　price　of　last　purchase　is’not　the　valuation　at　cost，

but　rather　akin　to　the　valuation　at　market：

　　For　the　development　of　Lifo　in　Japan，　American　’long　experience　concerning

Lifo　shoule　be　learnt．　In　the　U．　S．　A．　Lifo　adaptation　of　retail　method　and

dollar　value　method　were　recognized　for　tax　pupose．　They　mean　the　broadening

of　the　inventory　categories　or　pools　into　which’Lifo　inventories　could　be　grouped．

In　the　U．　S．　A．　the　lnternal　Revenue　Code　requires　that　inventories　valued　at

Lifo　be　carried　at　cost　rather　than　at　the　lower　of　cost　or　market，　but　in

Japan，　the　lower－of－cost－or－market　convention　can　be　used　in　conjunction　with

Lifo．　However，　in　the　case　of　goods　which　have　been　written　down　below　cost

at　the　close　of　a　period，　such　reduced　amount　is　not　considered　the’cost　in　the

subsequent　period，　i．　e．，　it　should　be　recQvered　to　its　former　level　in　the　subse－

qent　period．　The　recognition　of　the　use　of　the　lower－of－cost－or－market　conVen－

tion　in　conjunction　with　Llfo，　the　author　thinks，　is　reasonable，　inasmuch　as　the

taxpayer　who　is　on　a　non－Lifo　basis　is　permitted　to　reduce　his　inventories　if’

market　is　lower．　When　the　reduced　a皿ount　is　considered　the　cost　for　subse・

quent　acoounting　purposes，　taxpayers　using　Lifo　would　be　able　to　reduce　their
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taxable　income’in　periods　of　falling’ 垂窒奄モ?刀C　but’ 狽??凵@would　not　be　required　to

iricludei　i’n　taxable　income　profits　resulting　from　higher　valuations　placed　on　that

inventory　when　prices　recover．　But　in　Japan　as　the　writing　up　to　the　former

level　is　required，　an　unfair　discrimination　in　favor　of　taxpayers　on　Lifo　and

against　those　on　non－Lifo　methods，　may　be　avoided．　ln　this　way，　Lifo　is　con－

sidered　to　be　the　method　which　makes　it　possible　to　maintain　the　inventories

（if　base　inventories　are　seldom　or　never　liquidated　to　a　major　degree）　at　the

same　price　level　as　the・year　in　which．Lifo　is　adopted．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Susuma　VVatanabe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　Accounting

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Staff　Member　of　the　Resenrch　lnstitute，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Land　Use　Competition　and

　　　　　　　　　　　　　　　the　Construction　of　the　lndustrial　Districts

　　　　　　　　　　　　　　・・・…The　cases　of　Tbkyo，　Osaka　and　Nagoya・・・…

　　Practically　it　is　diMcult　to　select　the　plant　location　by　the　general　theory　that

determineS　the　most　favorable　location．　Acfually，　the　marginal　adaptability　of

the　location　to　the　requirements　is　df　more　importance　to　the　plant．

　　The　dvaluatioh　of　the　latter　starts　chiefly　with　the　investigation　of　the　loc－

ational　patteMs　for’ ?≠モ?@industry．　But　it　can　not　necessarily　be　characterized

by　the　type，　as　each　industrial　firm　is　managed　by　many　different　requlrements．

　　To　begin　With　the　spatialneSs　of　location　gives　rise　to　the　1and　use　comptition．

Consequently，　the　location　of　a　’certajn　plant　i＄　relatively　limited　by　the　location

of　other’　plants．　lt　is　necessary，　therefore，　to　carry　on　the　research　of　the

constructidn　of　the　industrial　districts　as　well　as　the　investigation　of　the　indus－

tries．

　　This　article　is　the　regional　research，　as　above　defined，　of　the　urban　districts

of　Tokyg，　Osaka，　Nagoya，．．and　also　of　the．metropolitan　area，　the且anshih　dist・

rict，　including　the　suburbs．

　　FitStly，　about　half　of　all　the　industrial　laborers　in　all　the　urban　districts　are

engaged　in　the　metal．　and　engineering　industries，　while，　in　the　coastal　regions　of

the　districts，　70　to　80％　of　the　laborers　are　employed　in　these　industries．　A　greater

portion　of　the　chemical　and　textile　industries　are　located　in　the　hinter　portion

of　the　districts．

　　Secondly，　the　plants　engaged　in　the　earlier　stage　of　processing　of　fhe　metal

and　engineering　induStries，　are　located　in　the　coastal　regions，　and　these　engaged

in　the　later　stage　of　processing　are　found　relatively　in　the　inner　regions．　In　the
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textile　industry，　there　are　few　plants　for　spinning　and　weaving　in　these　great

cities．　The　works　mostly　carried　on　in　the　large，　cities　are　dyeing　processing，

finishing，　knitting，　sewing，　or　dress－making．　ln　the　chemical　industry，　．there　are

relatively　more　plants　for　consumeir－goods．

　Thirdly，　the　locational．　patterns　of　the　suburban　districts　are　characterized　by

the　plants　engaged　in　the　intermediate　processing　of　the　metal　and　engineering

industries．　Consequently，　the．first　and　the　last　processings　of　the　industries　are

to　be　found　in　the　urban　industrial　districts．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l14inern　Bes’ka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assist．　Professor　of　Plant　Locatioh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Staff　Member　of　the　Research　lnstitute，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kob6σπ勿θ2㌻謬夕

A　Study　of　G．　C．　Allen’s　T．he　lndustrial　Devplopment

　　of　Birmingham　and　the　Black　CoUntry　1860－1927

　・This　article　aims　to　elucidate　three　problems：　fist，　to　exdmine　the　’method

by　which　Dr．　Allen　described　the　industrial　development　of　Birmingham　and

，the　Black　Country　from　1860　to　1927；・　second，　・to　summarize　the　industrial

development　of　Birmingham　and　the　Black　Country　frorn　1860　to　1927　which

Was・　described　by　the　above　method；　and，　third，・　to　find　some　themes　of

Business　Economjcs　or　Business　History　with　a　view　of　the　fact　that　the

author．had’　studied　under　W．’J．　Ashley，　a　renowned　economic　historian　and

business　economist．

　　In　1925，　“ABirmingham　Firm”　put　at　the　disposal　of　the　University　of

Birmingham　a　sum　of血oney　with　the　request　that　the　University　should　unde・

rtake　a　survey　of’　the　industrial　developmerit　of　Birmingham　and　the　District

during’the　last．　half　century．　The　main　lines　of　the　proposed　inqiry　were　defined

as　an　examination　of　the　nature　of　the　leadjng　industries．　their　relative　position，

the　scale　of　operations，　the　methods　of　organization　’and　the　distribution　of　the

labour－force．・　The　endowment　enabled　the　・University　to　’appoint　a　Research

Fellow．　in　lndustriat　History．・Dr．　Allen　was　elected　to　the　Fellowship．

　　Such　genesis　of　this　book　would　seem　to　regulate　the　scope　of　this　survey　to

some　extent．　But　there　were　many　problems　to　be　examined．　The　first　problem

to　be　solved　was　that　of　the　demarcation　of　the　area　within　which　the　inquiry

was　to　be　con伽ed．　Dr．　Allen　considered　that　the　area　should　be　regarded　as

a　unit　solely　from　an　industrial　point　of　view，　and　that　the　characteristics
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which　Separated　it　from　the　neighbouring　districts　should　be　found　in　economic

side　rather　than　in　physical　or　administrative　side．　Thus，　besides　the　City　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ

Bir血ingham　and　that　part　of　South　Staffordshire　and　of　North　Worcestershire

which　is　known　as　the　Black　Couptry，　certain　towns　and　villages，　though　isolated

geographically，　were　included　in　the　area　on　account　of　their㏄onomic　character．

As　might　be　expected，．the　boundary　of．a　district　which　is　esentially　industrial

shoqld　have　changed　profoundly・between　1860　and　1927．　Yet，　no　marked　devi・

ations　from　the　boundary　line　have　occurred，　except　that　the　City　of　Coventry，

froln　such　consideration，　was　not　held　to　for：m　part　of　the　area　until　the　eithties．

　　The　second　problem　to　be　solved　was　that　of　the　precise　poillt　of　departure

in　this　investigation．　Dr．　Allen　decided　it　at　1860　for　two　reasons．　Firstly，　the

sixties　witnessed　the　culmination　of　the　first　portion　of．the　industrial　develop・

血ent　of　the　nineteenth　centry．　Secondly，　becsllse‘‘The　Resources，　Products　and

Industrial　History　of　Birminham　and　the　Midland　Hardware　District，，　by　S．

Timmns　had　already　provided　us　wi七h　a　more　comprehensive　and　accurate

conception　of　the　character　of　the　area　during　the　sixties　than　of　any　subsequent

or　preceding　date．

　　The　third　problem　to　be　solved　was　what　side　of　industria1．　development

should　be　treated　in　thls　survey．　Dr．　Allen　tried　to　study　the　industrial　deve・

loplnent　from　two　standpoints．　The丘rst　was　to　examine　a　history　of　changes

that　occurred　sine　1860　in　the　type　of　the　industry　conducted　in　the　area．　The

second　was　to　examine　a　history　of　certain　aspects　of　industrial　organization

within　the　area．

　　But．Dr．　AIIen　did　not　cover　all　the　problems　which　might　have　been　treated

fro血such　standpoints．　He　writes，‘‘the　multiplicity　of　the　district，s　trades　has

made　it　impossible　for　me　to　describe　any　one　of　them　in　great　detail；while

certain　minor　manufactures　have　necessarily　been　ignored．”And　again，‘‘some

important　aspects　of　industrial　organization，　moreover，　have　been　passed　over，

or　have　not　received　the　attention　which　they　merit，　and　which　they　coUld　claim

in　a　specialized　study．，，　On　this　point　T．　S．　Ashton　says‘‘more　discussion　might

have　been　given　to　trade　unionism　in　an　area　it　developed　distinctive　characte－

ristics，　and　some　reference　might．・well　have　been．　made　it　to　the　growth　of

organized　marketing　in　Birmingham．”（The　Economic　Journa1，　June，1930）．

　　Now　we　must　examine　what　problmes　of　industrial　development．were　especial－

ly　emphasized　by　Dr．　Allen．　About　the　problem　of　the　changes　which　occurred

in　the　type　of　industry　the　following　review　by　A．　B．　Rodger　seems　quite

pertinent．　He　wirtes，‘‘In　general，　Dr．　AIIen，s　book　is　a　study　in　what　has

been　ternled　economlc　resiency…that　is，　the　ability　of　an　industry　to　recove

from　any　series　of　shocks　and．disturbances　which　it　may　experience．，，（The

EcOnomic　I｛istory　Review．　Jan．，．1931）As　to　the　problem　of　the　changes　which
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occurred　in　the　methods　of　industrial　organization　we　must　mind　that　Dr．　Allen，in

order　to　discover　and　account　for　the　stages　in　the　industrial　growth　of　the　area，

divided　the　main　stages　of　industrial　organization　into　factor　and　factory　stages

according　to　the　degree　of　financial　dependence　on　a　merchant　intermediary，

and　again　subdivided　factor　and　factory　stages　respectively　into　tow　systems

according　to　the　distinctions　of　their　internal　organization．　And　this　will　show

that　Dr．　Allen　took　an　interest　in　the　problem　of　internal　organization．

　　A．　Factor　Stage：

　　　’（a）　1］k）mestic　System　Proper．’

　　　　（b）　ShQp－Owner　System．

　　B．　Factory　Stage：

　　　　（a）　Subcontracting　System．

　　　　（b）　System　of　Centralized　Control．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tadakatsu　lnoue

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Assi吻雇勿BUS吻eSS研5伽γS㏄’吻，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1【0うθ　Universiちρ
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Principles　of　lndustrial　Struc’ture

　　　under　Controlled　Economy

　　（1）　The　Structure　of　National　Economy．

　　The　national　structure　of　Economic　Life　is　suppor’ted　by　two　main　pillars．　The

first　is　“　the　national　structure　of　wants　”　and　the　second　is　“　the　national　structure

of　industries　”　or　“　industrial　structure　”．　The　latter，　the　industrial　structure，　in　our

capitalist　system，　is　automatically　constructed　from　the　lower　strata　by　individual

enterprises，　and　this　construction　is．piled　up　to　completion　through　several　hier一．

archic　layers．　At　the　lowest　layet，　“Individual　Enterprises”　are　consciously

organized　by　private　enterprisers，　who　manage　the　enterprise　with　profit－making

intention．　At　the　middle　layer，　all　the　enterprises，　which　produce　the　same　kind

of　co皿modity，　form　a　particular“Industrial　Branch，，，　or．‘‘Production　Branch，，．

For　instance，　the　textjle　industry，　the’metal　industry，　etc．　At　the　higher　layer

all　the　industrial　branches　in　the　national　economy　are　united　vertically　and

horizontally　as　the　“Industrial　System　of　the　Nation．”　Finally，　at　the　highest　layer

of　the　construction　of　the　national　economy，　this　national　structure　of　industries

and　the　national　structure　of　wants　are　organized　as　a　complete　organization

of　the　National　Economy．

　　（2）　The　Structure　of　the　lndustrial　Branch．

　　　　　（Furidamental　Problem　of　the　Economics　of　lndustry）

　　Under　the　present　capitalist　system，　the　structure　bf　diversified　lndustrial

Branches　occuppies　the　middle　layer　in　the　national　structure　of　lndustries．　On　the

one　side，　e耳ch　industrial　br．anch　is　co血posed　of　all　the　enterprises　which　produce

the　same　kind　of　co皿modity，　and　on　the　other，　all　industrial　branches．together

constitute　the　lndustrial　System　of　the　Nation．　“Business　Economics”　studies

mainly　how　each　individual　enterprise　is　organized　and　managed，　but　the　chief

problem　of　“the　Economics　of　lndustry”　is　to　investigate　what　economic　laws

govern　the　construction　of　each　industrial　branch　out　of　its　composing　enterprises．

and　further　what　laws　regulate　the　organizing．process　of　the　national　system

CAPITALIST　SYSTEM　OF　NATIONAL　E¢ONOMY
　　　　　　　　　　　　　　　　旨

　　　　　　　i

National　Structure　of　Wants
　（System　of　Cosumption）
　　　　　　　1

　　1

Ptivate
Houshold

　　，

露議

　　　　　　　　　　　，

　　National　Structure　of　lndustties
　　　　　（System　of　Production）

｛，。、、撚譜謝呈雪、諸、轍・、，）

　　　　　　　　　　　／tN

　　　2．　rndustrial　Branch
（lnCluding　all　cロt研priscs　of　samc　kind）

　　　　　　　　　　　2th

　　　3．　Business　Epterprise
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utilize　the　principle　of　the　free　competition　price．　The　characteristic　feature

this　principle　is　the　one　price　only　for　one　commodity　in　the　same　market，

free　co．mpetition　is　in　force．　This　law　of　one　price　for　one　conilnodity皿eans：

　　　　　　　　コ　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

of　all　ihdd就fial　branches．　Ne．verthless，　under　the　syste皿　of　6apitalism，　this

national　system　of　Industri隷1　Branches　and　the　construction　of　eaCh　Industrial

Branch　are．　realized　automatically　through　the　organization　of．each「Enterprise

by　private　enterprisers．　Therefore，　the　theories　of　the　Economics　of．工ndustry．of

to・day　must　be　explained　through　the　economic　laws，　which　regulate　the　procss

how　individual　business　enterprise　is　organized　and　managed．

　　（3）Principle　of　Controlled　Economy　by　Price－fornlation．

　　The．ec6nomic　laws　which　govern　the　organization　of　the　private　enterprise

may　be　divided　into　3　Types，　according　to　the　principles　of　price－formation．

　　Ist　Type：Principle　of　Single　Price．　（Fig．1．）

　　When　the　State，　as　an　agent　of　econ6mic　contro1，　wants　to　fix　the　oMcial　price

in　order　to　control　the　automatic　collstruction　of　the　National　Economy，　it　can

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱

）
）
）
）
）

a
b
C
d
e

（
（
（
（
（

One　same　price　for　all’　producers　of　the　same　kind　of　commodity．

One　same　price　for　all　consumers　of　the　same　kind　oE　commodity．

The　producer’s　index－price　is　equal　to　his　selling　price　（PM）．

The　co’獅唐浮高?秩fs　index－price　is　equal　to　his　buying　price　（PM）．

The　producer’s　index－price　is　equal　to　consumer’s　index－price　（PM）

　　　　　　　　　　index－price　is　the　oMcial　price　fixed　by　the　state，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ind　of　commodity　determines　the

his　outputl　And　the　consumer’s　index－price　is　the　oflicial

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　index　for　his　determi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　state　othcially　fixes　the　price

f
f

O
．
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　Here

the　producer’s　index－price　is　the　oMcial　price　fixed　by　the　state，　according

to　which　every　producer　of　that　kind　of　commodity　determines　the　amounts

o£　his　output．　And　the　consumer’s　index－price　is　the　oflicial　price　fixed　by

the　state，　which　each　consumer　regards　as　the　index　for　his　determinating

the　amount　of　consumption．　When　the　state　othcially　fixes　the　price　for　a

particular　kind　of　commodity　to　satisfy　these　condititions　for　the　principle　of

single　price，　the　effects　are　follows　：

　　（1）　Subjective　conditions・　for　the　producer．　Nl　enterprises　that　produce

the　same　kind　of　commodity　can　be　said　to　belong　to　that　same　particular

“industrial　branch，，．　When　the　State．．丘xes　the　o缶cial　index－price　for　production，

each　enterprise　has　to　determine　its　amount　of　output　for　OM，　so　that　the

marginal　cost　PM　（including　normal　profit）　may　equal　to　the　producer’s　index－

price　PM，　if　maximum　profit　is　desired　to　be　realized．　For　producers，　the

oMcial　selling一　price　PM　and　the　index－price　PM　are’equal　to　their　marginal

cost　PM，　and　their　average　cost　curve　AC　is　lower　than　the　margi’nal　cost

curve　MC，　after　the　intersection　of　the　both　curves，　（when　competion　is

nonperfect）　then　all　ptoducers’can　gain　Producer’s　Surplus　Profit　KLSP，　the

difference　between　the　marginal　cost　PM　and　the　average　cost　SM．　As　the

average　cost　is　not　always’　same　for　every　enterprise，　and　一the　marginal　cost

is　always　same　for　every　enterprise，　each　enterprise　gains　as・’Dil　erential
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a　manner　as　their　marginal　utilities　equal　to　this　consumer’s　index－price，

and　they　buy　all　the　commodities　at　the　buying　price，　which　are　the　same

as　the　index　price．　・Therefore，　all　consumers　gain　the　difference　between

their　average　utility　curve　and　their　marginal　utjlity　curve　as　normal

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　higher　than

Surplus　Profit　the　difference　of　the　average　cost　of　each　enterprise．

　　（2）　Subjective　conditions　for　consumer．　The　index－price，　buying　prige’for

consumers　and　prQducer’s　price　are　all　equal．　All　consumers，　therefore，

determine　their　amount　of　consumption　for　this　kind　of　commodity　in　such

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　一　　．　t

Consumer’s　Surplus，　because　the　average　utility　curve　is　always

the　marginal　utility　curve．

　　（3）　Objective　conditions．　The　aggregate　of　the　demands　for　a　particular

kind　of　commodity　from　all　the　consumers　at　this　othcial　price　iS　equal　to

the　aggregate　of　the　supPlies　fro皿　all　the　producers　in　this　particular

industrial　branch　at　this　same　oMcial　price．　The　amount　of　output　of　each

enterprig．　e　is　determined　by　the　law　of　“the　marginal　cost　is　．　equal　to　the

index－price，，　or　at　the‘‘皿ost　profitable　grade　of　prodqction，，，　and　the　whole

amount　bf　the　supplies　of　that　particular　kind　of　commodity　or　the　whole

amount　of　output　of　that　particular　industrial　branch　’is　thtis　determined，　as

marginal　costs　of　all　enterprises　are　equilibrated　throughQut　this　particular

industrial　branch．　（Law　of　equi－marginal　cost）　Because　th．e　marginal　cost　of

all　enterpri＄．　es　in　this　particular　industrial　branch　are　equal　to　the　index－

price，　and　therefore　are　equal　with　one　another．

　　2nd　Type　：　Principle　of　Double　Price．　（Fig．　1．）

　　　　（a）Producer，s　selling　pr三ce　SM　is　equal　to　his　individual　average　cost，

　　which　is　lower　than　the　producer’s　index－price　PM．

　　　　（b）　Consumer’s　buying　price　（his　index　price）　is　equal　to　producer’s

　　index　price　（PM）．　The　characteristics　of　the　2nd　Type　are，　on　the　one

　　hand，　Every　producer　determines　his　amount　of　output　for　OM，　so　that　his

　　marginal　cost　MC　is　equal　to　producer’s　index　price　KP．　But　as　all　producers

　　sell　at　their　own　average　cost　SM，　they　gain　no　surplus　profit　over　and

　　above　the　normal　profit，　which　the　state　permits　to　them　at　the　normal

　　rate　as　included　in　the　marginal　cost．　On　the　other　hand，　all　consumers

　　determine　their　amount　of　consumption　so　that　heir　marginal　utility　is　equal

　　to　the　consumer’s　index　price　and　buy　this　amount　at　the　othcial　buyinl

　　price（consumer’s　index　price）．　Therefore　they　gain　only　normal　consumers

　　surplus，　just　as　in　the　lst　Type．　As　the　selling　price　SM　of　producers　to

　　the　State　is　lower　than　the　buying　price　PM　of　consumet＄　from　the　State，

　　the　State　gains　this　difference　of　both　prices　as　State　Profit　KLSP．

　　　　3rd　［VYpe　r　Principle　of　Cost－compensation　for　lndustrial　Branch．　（Fig．II．）

　　　　（a）　Producer’s　selling　price　is　equal　to　his　individual　average　cost．
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　　　　　　　（b）　Consumer’s　buying　price　RN　（index　price）　is　equal　to・leveled

　　　　　producer’s　selling　prices　of　all　producers．

　　　　　　　The　characteristics　of　the　3rd　Type　are：

　　　　　　　The　State　buys　this　kind　of　commodity　from　all　producers　at　their

　　　　　individual　average　cost　and　sells　them　to　consumers　at　the　buying　price，

　　　　　calculated　by　leveling　the　whole　selling　prices　of　all　producers　RN．

　　　　　　　The　aggregate　amount　（ON）　of　・demands，　which　all　consumers　decide　to

　　　　　buy　at　this　buying　price　RN　（index　price），　must．　be　equql　to　the　agg－

　　　　　regate　amount　（ON）　ofi　supplies，　which　all　the　enterprises　in　this　indus．trial

　　　　　branch　are　compelled　to　sell　at　their　selling　price　（individual　average　cost）．

　　　　　At　the　same　time　the　producer’s　index’　price　must　be　such　as　the　aggregate

　　　　　demands　（ON）　which　all　consumers　buy　at　their　buying　price　RN　（leveled

　　　　　of　all　average　cost）　must　be　equal　to　the　aggregate　supplies　（ON）　when　all

　　　　　enterprises　have　to　produce　so　as　to　make　their　marginal　cost　equal　to

　　　　　their　index－price　RN．

　　　　　　　Social　demand　curve　DD’　rePresents　the　aggregate　demands　of　all　cons－

　　　　　umers　at　each　index　price．　The　social　leveled　average　cost　curve　AC　re－

　　　　　presents　the　price　which　is　calculated　by　leveling　the　aggregate　of　the

　　　　　individual　average　cost　of　all　enterprises．　From　the’　Point　R，　where　DD’

　　　　　intersects　AC，　we　draw　a　perpendicular　upon　the　axis　OX．　They　intersect　at

　　　　　N．　The　State　fixes　oMcial　buying　price　（and　index－price）　for　all　consumers

　　　　　as　RN．　Erect．NR　and　it　intersects　the　socia1皿arginal　cost　curve　MC　at　Q．

　　　　　Then　QN　is　the　producer’s　index’price．　The　aggregate　supply　ON　at

　　　　　the　producer’s　index　price　QN　is　equal　to　the　aggregate　demand　ON　at

　　　　　consumer’s　index　price　RN．　As　all　the　producers　sell　Their　output　at　their

　　　　　individual　average　costs，　they　gain　no　surplus　profit　but　the　normal　profit

　　　　　included　in　their　average　cost．　And　the　whole　sum　of　selling　prices　which

　　　　　the　State　pays　to　all　the　producers　is　eqUal　to　the　whole　sum　of　buying

　　　　　price　which　the　State　receives　from　all　the　consumers，　and　the　State　gains

　　　　　no　surplus　value’．　On　the　other　hand，　the　consumers　can　consume皿ore

　　　　　amount　by　MN　than　in　the　lst　and　2nd　Types，　and　get　Additional　Consumer’s

　　　　　Surplus　by　KTRP．

　　（4）　Conclusion．

　　In　the　lst　Type：　Every　producer　gains　the　Producer’s　Surplus　Profit　which　is

the　difference　between　his　own　individual　average　cost　and　the　same　marginal

cost　for　this　industrial　branch．　Every　consumer　gets　only　his　individual　“normal

Consumer’s　Surplus”，　which　is　the　difference　between　his　average　utility　and

marginal　utility．　The　State　gains　no　surplus　value．

　　In　the　2nd　Type：　Every　producer　．，sellS　at　his　individual　average　cost，　and

gains　no　surplus　profit　at　all，　Every　consumer　gets　only　his　normal　Consumer’s
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Surplus　as　in．the　lst　Type．．But．the．State　gains　the　difference　of　producer，s

selling　price　and　consumefs　buying・．price　as　State　Profit，　which　belonged　to　the

producers　as　producer，s　sUゆlus　profit　in二the．1st　Type．

　　In　the　3rd　Type；The　consumers　buy　nlore　amount　of　comlnodity　than　in　the

lst　and　2nd　Types　and　gain　Additional　Consu血er’s　Surplus，　which　would　belong

to　producers　in　the　lst　Type　and．　to　the　State　in　the　2nd　Type．　All　producers　gain

no　surp1亘s　pro丘but　normal　profits　as　in　the　2hd　Type　and　the．State．gets　also

no　surplus　gain　as　in　the　lst　Type．　Theref？re，　the　3rd　Type　can　be　characte．

rized　as　the　P血ciple　of‘l　Cost　Compehsation’，　for　the．industrial　branch　as　well

as　for　each　enterprise．　Here　arises　a．question，　how　is　it　possible　for　the　State　to

attract　all　producers　to　sell　their　output　at　their　own　average　cost　as　in　the　2nd

and　3rd　Types．　Suppose　the　State　offers　the　producer，s　selling　price，　which　is

equal　to　the　average　cost　and　is　lower　than七he　marginal　cost，　then　producers

will　determine　their　amount　of　output　so　as　their　marginal　cost　equals．to　this

selling　Price，　instead　of　their　average　cost　equals　to　the　selling　Price・if　the

producers　are　permitted　to　deやe仰ine　their　amount　of　output　freely．　For　this

reason，　in　the．2nd　and　3rd　Types，　the　State　must　compulsorily　give　order　to　all

the　enterprises　to　produce　such　an　amount　arld　also　as　to　the　prices　they　must

offer．　This　is　possible　’only　when　the　State　orders　enterprises，　on　the　one　hand　to

produce　such　an　amount　at　which　their　nlarginal　cost　is　equal　to　same　indx・price

which　the　State　fixes　equally．f6r　all　enterprises，　and　then　the　State　orders　all

the　enterprises　to　sell　their　outputs　at　their　individual　aマerage　cost・Such　a

compulsory　measure　is　possible　only　when　the．State　haS　the　position　of　Demand

Monopoly，　and　the　number．　of　enterprises　is　very　few．　Moreover　it　is　necessary

that　the　State　can　easily　calculate　the．marginal　cost　and　average　cost　of・every

　　　　　　　りenterprlse．

　　Finally　we　must　answer　why　we　insist　that　this　3rd　Type　is　the　representative

Type　of　Controlled　or　Planned　EcOnomy．　The　aim　of　a　controlled　economy　is　to

exclud6　the　surplus　profit　of　each．　enterpris6　and　to　reali名e　the　principle　of　cost

compensation．　The　popular　opinion　is　that：For　the．realization　of　the．　cost

compe耳sation　P血ciple．狽??@State皿ust　allow　all　producers　to　produce　up　to　the

point　where　their　average　cost　curve　intersects　the　market　price，　and　also　a110w

the血to　sell　their　products　at　that　．market　price．　1且　this　case，　as　the　index

pric6，　selling　Price　and　average　cost　for．the　producer　are　all　equa1，　it　is　clear

that　the　producers　gain　no　sllrplus　profit．　But　from　the　standpoint　of　national

economy，　such　a　measure　would　produce　loss　and　be　irrational．　Because，　even

though　the　average　cost　of　all　enterprises　is　one　and　equql　throughout　this

industrial　branch，　the　marginal　costs　for　various　enterprises，　at　this　point，　are

difEerent．　It　means　that　each　enterprise　has　produced　the　marginal　unit　of　the

output　at　different　cost．　Therefore，　fronユthe　national．　viewpoint，　we　have　not
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produced　the　marginar　unit　of　our　natiorial　／prOd’u¢ts　at　the　cheapest　cost　of

production，　For　that　purpose　the　margirial．Cost　’of　”every　enterprise　must　be　made

equal　throughout　this・industrial　braneh．　．・Then　the　”State　must　order　a　definite

index　price；　to　which’all　the　producerS　have　to　equalize　their　marginal　cost　and

the　State　buy　all　the　amount　of　products　from　the／producers　at　their　own　average

cost．　in　order　to　avoid　their’　surplins　profit．

　　The　grade　of　production，　where　marginal　cost　equals　・the　price，　is　usually　called

the　“　most’　profitable　grade　of　ptQdution　”　fr’om　the　standPoint　of　private　enterprise．

But　even　from　the　viewpoint　．　of　natiOnal　economy，　it　is　also　unprofitable　to　let

all　producers　go　further　than／that　 point，’ 翌??窒?@the　marginal　cost　equals　the

index　price，　or　to　allpw　them　to　go　up　to　the　point　where　the　average　cost

curve　AC　intersects　the　index　price．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K加ξ01知遇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pπゾ診∬or　of　EconomiCS，　Kobeひ痂6公理

Resqarch　on　the　Coefficient　of　Friction　of　Tabulating　Cards

　　The　object　of　this　research　is　to　determine　the　coeMcient　of　friction　of　the

tabulating　cards　used　for　the　accounting　machines．　Among　the　properties　of　the

cards　their　behaviour　for　the　statical　friction　against　the　brass　surface　was

examined．　Drawing　two　kinds　of　cards　horizontally　parallel　to　and　perpendicular

to　their丘bers，　coe伍cients　of　statical　friction　were．obtained．　CoefHcients　of　statical

friction　for　three　hundred　times　of　drawing　were　also　obtained．　The　author　desires

to　add　such　friction　tests　to　other　card　testing　methods　as　a　measure　to　estimate

surface　quality　of　the　card．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tatsuo　Goami

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　Professor　of　Businessルtachinery，
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